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』

1989年3月31日

熊本県教育委員会



序文

熊本県教育委員会では、日本道路公団の九州縦貫自動車道（八代

人吉間）建設に伴い、昭和57年11月から路線予定地内の埋蔵文化財

の発掘調査と整理を進めて参りました。

ここに報告する熊本県球磨郡山江村大字山田字大王谷所在の中世

城跡『山田城跡』は、昭和60年度末から61年度中旬にかけて発掘調

査を実施し、昭和63年度に報告書作成を行ったものであります。

調査の結果、調査区山中の迫地から2期の整地層と一枚の文化層

が検出きれ、東西両尾根の岩場（凝灰岩）からも、岩盤を掘り込む

建築杜が検出される等、大きな成果を得ました。主な出土遺物は中

国産の青磁・白磁をはじめとして、備前・常滑焼の大尭、瓦質摺鉢、

武具類の鉄器等があり、最終的に山田城跡は考古学的な所見から南

北朝時代の山城である事が判明し、文献史料（中世文書）との一致

を見ました。

この報告書が、埋蔵文化財の保護に対する認識を深め、学術・研

究上の一助に成れば幸いです。

発掘調査に際しましては、多方面で日本道路公団福岡建設局人吉

工事事務所から御配慮を賜り、感謝致しております。ざらに、城跡

所在地の球磨郡山江村では、村長・教育委員会・地元の方々からの

多大な御協力があり、専門調査員の先生方からは適切な御指導があ

りました。

ここに心から厚くお礼を申し述べます。

平成元年3月31日

熊本県教育長松村敏人



｢九州縦貫自動車道」人吉工事について

人吉工事の施工区間は、「九州縦貫自動車道八代～人吉間（42.9kI､)」の終点側で、人吉盆

地の西方に位置する球磨郡山江村山田地区の丘陵地から人吉市に入り、球磨川を挟む堆積丘陵

台地を南下し、人吉市郊外の国道219号線までの約8.3kmのうち実延長約5.5kmの区間である。

工事の概要としては、八代～山江村山田のトンネル・橋梁等を主体とした山岳地帯の区間と

は異なり、山江サービスエリア・人吉インターチェンジを含み、約200万㎡の土を動かす純土

工工事である。

地質的には、起点側の山田地区は、喋岩・砂岩・泥岩より構成きれる半固結状の新第三紀層

の人吉層及び新第四紀の高熔結凝灰岩（加久藤火砕流堆積物）から形成されている。また人吉

インターチェンジから国道219号線までは火山灰土（シラス）で形成されている。

八代～人吉間の埋蔵文化財分布9箇所のうち8箇所が当工事区間内に分布している。今回の

『山田城跡』は山江サービスエリアから約1.2伽人吉インターチェンジ寄りに位置しており、

前記のごとく、人吉層の上に高熔結凝灰岩が形成されている山田城跡の東側尾根と西側尾根及

び迫地（文化財発掘調査地）を深さ20m～40m掘削し、人吉インターチェンジ側に搬出する区

間である。

最後に、県文化課の適切なる発掘調査計画の基に工事工程との調整を行い、支障なく工事を

遂行でき、進捗率も約97％に達しており、現在、一部工区の工事を残すのみである。

項目

規格

設計速度

本線幅員

平面線形

縦断線形

平成元年3月31日

日本道路公団福岡建設局

人吉工事事務所人吉工事長安岡東一

設計基準

第1種3級．B規格

80Km／時

20．5m（用地4車線，工事2車線・工事4車線）

最小曲線半径R＝700m

最急縦断勾配i＝3．0％

【構造及び線形】



城跡本体

調査区域
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土砂・表土
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高熔結凝灰岩

人吉層
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【山田城跡付近土層図】
①高熔結凝灰岩で構成された法面で、柱状節理はそれほど発達していないが、一部、表離している部分も見え、落石し

ている。また法面上部には表土も見える。

②高熔結凝灰岩で構成された法面で、柱状節理はそれほど発達していない。

③高熔結凝灰岩で構成された法面で、柱状節理が発達しており地層走向も有る。また、法面中央部には土砂が有る。

④高熔結凝灰岩で構成された法面で、柱状節理及び地層走向ともに発達している。

⑤高熔結凝灰岩で構成された法面で、柱状節理が発達しキレツも多い。

⑥高熔結凝灰岩で構成された法面で、柱状節理が発達しキレツも多い。

⑦この法面は、上部に高熔結凝灰岩、下部に人吉層で構成されている。高熔結凝灰岩は柱状節理が発達し、キレッも多

く小岩塊～大塊にブロック化している。また人吉層は喋岩・砂岩・泥岩の互層で単斜構造となっている。

⑧人吉層で構成された法面で、喋岩・砂岩・泥岩の互層で単斜構造となっている。

⑨人吉層で構成された法面で、喋岩・砂岩・泥岩の互層で単斜構造となっている。



例 目

1．本書は、日本道路公団の九州縦貫自動車道（八代～人吉間）建設工事に伴い、事前に

実施した埋蔵文化財調査の報告書である。

2．発掘調査を実施した遺跡は、熊本県球磨郡山江村大字山田字大王谷・下城子に所在す

る中世城跡「山田城跡」で、日本道路公団福岡建設局からの委託を受けて、熊本県教育

庁文化課が行った。

3．発掘調査は昭和60年度末から昭和61年度の中旬に実施し、整理・報告書作成は昭和63

年度（一部は昭和62年度）に行った。出土遺物・資料は熊本県教育庁文化課で保管して

いる。

4．発掘調査は、大田幸博（文化財保護主事）・黒田裕司・菖蒲和弘・松舟博満（嘱託）・

永田満（臨時職員）がその任にあたった。

5．発掘調査過程の写真撮影は大田・黒田が行い、整理後の出土遺物写真撮影は横山高明

氏（熊本光画会員）が行った。

6．出土遺物の実測は、大田が担当したが、石製品と縄文時代の石器は松舟が担当し、縄

文時代の土器及び歴史時代の遺物は松尾葉子(嘱託）・網田龍生・岩崎充宏・吉内素子・

山下志保・森久直（昭和62年度熊本大学文学部考古学研究室）の協力を得た。遺構及び

遺物の製図は、石工みゆきと溝口真由美（臨時職員）が行った。

7．本書の執筆は、大田がこれにあたったが、第Ⅱ章第1節と、巻末の「鎌倉・南北朝期

の山田村」・「山田城跡」史料編は菖蒲が担当した。

8．「九州縦貫自動車道」人吉工事についての概要文は、日本道路公団人吉工事事務所人

吉工事長の安岡東一氏の執筆によるものである。

9．山田城跡の路線外の遺構地形測量は、日本道路公団から御理解をいただき、主として

菖蒲が昭和63年度に迫田洋子と尾方信子を測量補助員として実施した。なお一部につい

て大田と永田が補測した。

10．本書に使用した地形図・字図は、日本道路公団人吉工事事務所と山江村教育委員会・

山江村役場経済課・総務課からの提供によるものである。

11．題字は田村俊明山江村長による。

12．出土遺物については、大三輪龍彦・三島格の山田城跡専門調査員の先生方や矢部良

明氏（東京国立博物館陶磁室長）から御教示を得た。

13．城跡出土の'4C年代測定は京都産業大学理学部の山田治教授に依頼した。

14．出土遺物の整理は、仮設の熊本県文化課人吉調査事務所で行い、事務所敷地について

は、熊本県衛生部と人吉保健所の協力を得た。

15．本書の編集は、大田が行い、溝口・石工の協力を得た。
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第I章調査の概要

第1節調査の組織

調査主体

調査責任者

調査総括

整理総括

発掘調査

報告書

専門調査員

協 力者

調査事務局

熊本県教育委員会

森一則（昭和59．60年度文化課長：試掘・本調査）丸木保賢（昭和61年度

文化課長：本調査）江崎正（昭和63年度文化課長：整理）

隈昭志（文化財調査係長・文化課主幹・課長補佐）

桑原憲彰（文化財調査第2係長）

大田幸博（文化財保護主事：試掘・本調査）黒田裕司（嘱託：試掘・本調査）

菖蒲和弘・松舟博満（嘱託：本調査）永田満（臨時職員：本調査）

大田幸博（文化財保護主事）菖蒲和弘・松舟博満（嘱託）

石工みゆき・溝口真由美（臨時職員）永田満・宮崎敬子（臨時職員）

西住欣一郎（文化財保護主事：報告書協力）

賀川光夫（別府大学教授）白木原和美（熊本大学教授）石井進（東京大

学教授）工藤敬一（熊本大学教授）橘昌信（別府大学教授）

大三輪龍彦（鶴見女子大学教授）甲元直之（熊本大学助教授）

三島格（肥後考古学会会長）田辺哲夫（日本考古学協会員）

服部英雄（文化庁天然記念物課調査官）阿蘇品保夫（熊本県立美術館主幹）

山江村役場：田村俊明（山江村長）

山江村教育委員会：前村源治（教育長）内山賢治（社会教育主事）

課長補佐：佐々木正則（昭和59．60年度）林田敏嗣（昭和61～63年度）

主幹経理係長：柴田和馬（昭和59～61年度）

主幹兼係長：松崎厚生（昭和62．63年度）

参事：花田隆三（昭和59年度）森貴史（昭和60．61年度）

主任主事：谷喜美子（昭和59年～62年度）

主事：上村祐司・泉野順子（昭和63年度）

日本道路公団人吉工事事務所

発掘調査時：坂巻持千男（所長）永測善吾（副所長）村田文敏（工務課長）

古賀文雄（庶務課長）豊永盛喜（工務課）

報告書作成時：近藤俊一（現所長）小原明（前副所長）

信国興勝（現副所長）

岩永一男（現庶務課長）石丸裕（庶務課）
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発掘作業員中村正好（第1班長）・田頭一義（第2班長）・岡本実・田口力松・井川静香

石工タツト・上村伸子・岡田ヒトム・尾方信子・尾園スソエ・勝原カノエ

勝山タツ・勝山ミサ子・勝山良子・加村キミ子・久保田ミヤ子・久保山トミ子

迫田初子・迫田チフ・迫田洋子・田口アサ子・田口サツキ・西和子・西徳子

西川久美子・福川シマエ・宮原立代・村坂利子・米良和子・山田剛士

樹木伐採作業員森田洋介（森田林業代表）

整理作業員〔人吉調査事務所〕緒方千代・村山清子・中島典子・林枝三

〔熊本県文化財収蔵庫〕笠間いつ子・吉長都美子・湖上慶子・永広絹代

塩田喜美子・重永照代・水本寿美子

第2節調査に至る経緯

昭和52年3月29日付けで、日本道路公団福岡建設局（局長：大城金夫）から、熊本県教育委

員会（教育長：林田正恒）に対して、九州縦貫自動車道（八代～えびの間）の分布調査依頼が

あり、熊本県教育委員会では、同年8月4～6日、8月10～12日の2回に渡り調査を実施した。

その結果、路線予定地内に18遺跡の存在が予想された。これを昭和52年9月9日付けで日本

道路公団福岡建設局に回答したところ、昭和53年4月8日付けで日本道路公団から文化庁あて

の協議害が提出きれた。文化庁からは、昭和53年6月12日付けで「熊本県教育委員会と協議の

上、事前に発掘調査を実施すること。なお調査の結果、重要な遺構等が発見されたときは、設

計変更等による、その保存に配慮すること」と言う通知があり、昭和53年6月20日付けで、日

本道路公団あて通知した。

昭和57年度から熊本県教育委員会は、日本道路公団の調査依頼を受け、各遺跡の発掘調査を

行った。

山田城跡については、途中で遺跡の存在が明らかになり、道路公団と協議の上、調査を追加

したものである。昭和59年9月に試掘調査を行い、昭和60年12月から昭和61年9月まで本調査

を実施した。試掘・本調査とも文化財保護主事大田幸博と嘱託黒田裕司が担当した。

第3節調査の方法と経過

「九州縦貫自動車道（八代～人吉間)」は、山田城跡の南側部分を西方向から北東方向へ横

断した。最終的に発掘調査の対象となったのは、迫地部分と、これを挟む凝灰岩の東西尾根で

ある。

（1）調査の方法と手順

昭和59年9月に5日間の試掘調査を行い、遺構の存在が明らかになったので、昭和60年12月
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下旬から昭和61年9月中旬まで発掘調査を実施した。まず、調査予定地の竹や草木を全面的に

伐採し環境整備を行った後に、迫地～東側尾根～西側尾根～迫地の順に調査を進めた。この間、

作業用道路に利用するため、採石用道路（廃道）を再整備し、西側尾根岩場には進入口を設け

た。この進入口よりバック・フォーを搬入し、作業能率を上げた。さらに排土運搬のために不

整地走行車（キャリア・ダンプ）を常駐させ、これにあたらせた。

調査の結果、迫地と東西尾根から多数の臨時的な建築杜をはじめとして、野鍛冶跡や集石遺

構が検出され、青磁などの中世遺物に混じって縄文後晩期の土器や石器類が出土した。但し遺

構を伴うものではなく、持ち込みによるものと考えられる。

なお、発掘調査終了後、整理作業の一貫として昭和63年4月から、山田城跡の路線外を測量

調査し、詳細な城跡遺構の実測図面を作成した。

（2）発掘調査日誌抄

昭和59年9月

昭和60年12月下旬

昭和61年1月中旬

下旬

2月上旬

試掘調査を行う。背の丈を越す竹や草木を伐採後、迫地に調査グリ

ッド（2m×3m）を入れる。計5箇所のすべてのグリッドから、土

師器片や備前等の水尭片が出土。内、1箇所を地山まで深掘し、Ⅲ期

に及ぶ文化層の存在を確認する。東西両尾根は凝灰岩の岩場である事

から、調査の対象外とした。

調査中は蜂やダニに悩まされた。5日に、はぐれ野猿が現場に出現、

あけぴの実を手に、薮から現れた猿を人と間違え、大田が声をかける。

仁王立ちの猿と大田が数mの近距離で対面、お互いに（？）腰を抜か

す（？)。作業員一同、爆笑。

調査第1陣が現場に入り、調査区全域の草木伐採を開始。

登山時間短縮（麓から調査現場まで15分）と現場へ重機等を搬入す

るため、廃道化した採石道路（西側尾根下）を重機で再掘し整備する。

さらに、大型ブレーカーで西側尾根の岩山を掘削し、迫地への進入

口を作る。

迫地へ重機を搬入し、樹根と表土を撤去する。排土運搬に際しては、

不整地走行車（キャリア・ダンプ）を常駐させ、迫地下部の排土場へ

運ぶ。排土場の確保に際し、森田林業の協力を得て、迫地を矢板で仕

切る。

調査第2陣が合流し調査体制が整う。第1期整地層の調査を開始。

出土遺物の青磁は南北朝期のもので、昭和59年度調査の高城跡のも

のより、はるかに上質である。文献史料との一致から調査に期待が膨

らむ。
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2月下旬

3月上旬

下旬

4月上旬

下旬

5月上旬

中旬

6月上旬

中旬

7月下旬

8月上旬

中旬

9月中旬

建築杜の実測のため、迫地に尺取り虫形の遣形を組む。関数電卓が

必需品となる。

第Ⅱ期整地層の調査を開始。備前・常滑の水尭が多量に出土する。

たまたま作業工程の中で実測との兼ね合いから2時間程の空白時間

が出来る。松舟調査員が｢東側尾根でも清掃しましょうか｣、2時間後、

「先生、おおごと（大変）凝灰岩の岩場に柱穴の並んどる（並んでい

る)｡」再び、大田、腰を抜かす。作業工程の見直しに迫られる。

東側尾根の調査開始、多数の柱穴を検出。

東側尾根より'8棟の建築杜と、迫地を結ぶ渡り廊下を検出。壮観な

現場となる。

西側尾根の調査開始、風の強い日、尾根の先端からゲラ．カイトを

あげる。風に乗って用意した200mの糸が伸びきり、最後は風圧で糸

が切れる。

再び迫地調査に戻る。第Ⅱ期整地層の調査を再開する。

第Ⅱ期整地層の最上段に焼土箇所を確認。スラッグと輪の羽口が出

土。後に野鍛冶跡と判明、この分につき調査を後日にまわす。

第Ⅲ期の文化層の調査を開始。

一応の調査を終了する。調査の主力部隊が次の現場へ移動する。

残留部隊で遺構全体の写真撮影のため清掃作業におわれる。

野鍛冶跡の調査開始。数名を残し、残留部隊も次の現場へ向かう。

調査終了◎東側尾根の先端より爆竹をあげて調査の終了を祝う。北

側谷向かいの城山では着々と次の発掘調査が進行中である。

第4節遺跡の位置と地理的環境

（1）位置

山田城跡は、熊本県球磨郡山江村大字山田字大王谷地内の山稜末端部に所在する。標高238

m前後の山で、南側麓の寺下集落との比高は約110mである。

国土地理院発行の5万分の1地形図「人吉」に位置を求むれば、図幅南から18.3cm，西から

2.9cmの所にある。
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山田地区には､山付きの北方向から､盆地側の南方向へ帯状に開口する長さ約4km,幅約0.51on

の開析谷があり、これが谷底平野を形成している。この地を山田川が蛇行しながら南下してお

り、中流域は今日、開田されて肥沃な水田地帯となっている。下流域は人吉盆地の平野部と接

する。谷底平野の中程に山江役場の建物があるが、この役場の北西方向の裏山が山田城跡地と

なる。

すなわち、谷底平野の西岸域を構成する標高200m～260mクラスの低山稜地帯（麓との比高

は約100m程）の一隅に城跡が所在する事になる。

山田城跡の同一、山稜地帯には、隣接の尾根に「下城子（昭和60年調査)」と「城山（昭和

62年～昭和63年調査)」の字名を残す中世城跡があり、さらに谷底平野を挟んだ南側対岸の丘

陵地にはこれ又、中世城跡の高城跡（昭和59年～昭和60年調査）が位置している。山田城跡よ

り遠望すれば、ほぼ真南の方位に高城跡があり、両城跡の直線距離は2km足らずである。結果

として同一山田地内に4城跡が相い隣接する事となる。

山田城跡の麓には寺下集落が開けており、中世からの寺歴を持つ高寺院が現存する。

第1図山田城跡位置図
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（2）人吉盆地

熊本県の南東部に位置し、周囲を市房山などの九州山地に囲まれ、山地内で帯状に大きく開

口した標高100～200mの断層盆地である。日本三急流の，つである球磨川は東方向の市房山の

山麓より流れ出て、盆地の中央部を横断し、西方向の八代海へ注いでいる。

球磨川の北岸には、川辺川によって形成された広大な扇状地と、阿蘇溶結凝灰岩や入戸火砕

流を基盤とする丘陵地がひろがっている。

（3）球磨郡山江村

人吉盆地の西寄りにあって、北を五木村、東を相良村、南を人吉市、西を球磨村に囲まれて

いる。村内の東西両側には、北方向から南方向へ、2つの大きな開析谷が開口しており、村を

二分する格好となっている。東に山田地区、西に万江地区が開けている。

明治22年4月に、山田村と万江村の2村が合併して今日の山江村となり、平成元年の今年、

村政100周年を迎えた。121.08k㎡、人口4,500人前後（昭和63年現在）の山村である。

村内には先土器時代から中世に至る数多くの遺跡が残っている。

雪、
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第Ⅱ章遺跡の概要

第1節山田城跡の歴史的環境

（1）先土器時代

球磨・人吉地方では32箇所の遺跡力確認されているが、それらの遺跡の殆どは山江村や人吉

市を中心とした地域で、河川に近い標高,50m前後の台地．丘陵地からである。その中で、昭

和57年から昭和63年にかけて県文化課の「九州縦貫自動車道（八代～人吉間)」建設に伴う発

掘調査が行われ、先土器時代の遺跡としては、高城跡、大丸．藤ノ迫遺跡、狸谷遺跡、鼓ケ峰

遺跡、天道ケ尾遺跡力調査対象地となった。一方、昭和60年には人吉市教育委員会によって宅

地造成に伴う村山闇谷遺跡の発掘調査が実施された。

これらの遺跡には、姶良カルデラを起源とする入戸火砕流（シラス・AT）が見られ、遺物

はシラスの上層から出土したが、狸谷遺跡では、シラスの下層からも出土している。

（2）縄文時代

早期の遺跡として、狸谷遺跡、高城跡、大丸・藤ノ迫遺跡、村山遺跡、岩清水遺跡、射場ノ

本遺跡などがあり、これまでに押型文系の楕円文・山形文土器、塞ノ神土器、手向山式土器、

曽畑式土器が出土した。

前期以降の遺跡では、鼓ケ峰遺跡があげられ、曽畑式土器．船元式土器．並木式土器が出土

している。

後期の遺跡は、矢黒神社前遺跡があり、国道219号矢黒バイパスエ事時に、後期後半の遺物

や石刀の柄部が出土している。晩期の遺跡は、球磨川沿岸の七地水田遺跡や丘陵上の村山闇谷

遺跡、アンモン山遺跡がある。

（3）弥生時代

球磨・人吉地方の弥生時代は後期に特徴があり、免田式土器が多く出土している。遺跡は30

箇所を数え、人吉盆地の中央部に集中する。分布域の周辺部にあたる大丸．藤ノ迫遺跡からは、

免田式土器を伴う'0基の住居杜が検出されている｡

（4）古墳時代

古墳時代になると球磨・人吉地方では広範囲に横穴．高塚古墳が見られ、中でも人吉市の大

村、錦町の京ケ峰、相良村の陣内などの装飾横穴古墳群が広く知られている。また前方後円墳

では分布の南限とされる錦町の亀塚古墳群あり、大型円墳では免田町の四塚．才園四塚古墳群、

須恵村の鬼ノ釜古墳、多良木町の夫婦塚古墳などがあげられる。これらは人吉盆地の中央に位

置するもので、その周辺にも横穴古墳群や小規模な古墳群が点在する。

天道ケ尾遺跡からは地下式横穴が発見され、鉄錐9本が出土した。また、深田村の新深田と
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第4図山田城跡周辺遺跡分布図蕊調査された遺跡“その他の遺跡“古墳

第1表山田城跡周辺遺跡一覧表
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遺跡名 時代 遺跡名 時代 遺跡名 時代

狸谷遺跡
大丸・藤ノ迫遺跡
高城跡
中山遺跡
山渋谷遺跡
平山遺跡
光畑遺跡
下段遺跡
庚申・洞穴遺跡
山渋遺跡

鍋ノ平遺跡
段岡ABC遺跡
又ケ野遺跡
丸岡遺跡
寺山遺跡
内角遺跡
辻遺跡
味園遺跡

先土器～縄文時代
先土器～縄文時代
先土器～歴史時代
先土器～歴史時代
先土器～歴史時代
縄文時代
縄文時代
縄文時代
縄文時代（洞穴）
縄文時代
縄文時代
縄文時代
縄文時代
縄文時代
縄文～歴史時代
縄文時代
縄文～歴史時代
縄文～歴史時代

寺下遺跡
城原遺跡
林田遺跡
手石方遺跡
一本松遺跡
下原遺跡
責谷遺跡
城馬場遺跡
長ケ峰遺跡
蓑原遺跡
尾丸遺跡
別府遺跡
屋敷下遺跡
一丸遺跡一
西平原遺跡
合戦峰遺跡
鳥越遺跡
鼓ケ峰遺跡

縄文時代
縄文時代
縄文時代
縄文時代
縄文時代
縄文時代
縄文時代
縄文～歴史時代
縄文～歴史時代
縄文時代
縄文時代
縄文時代
縄文時代
縄文時代
縄文時代
縄文～歴史時代
縄文時代
先土器～歴史時代

七地水田遺跡
天道ケ尾遺跡
村山闇谷遺跡
新層古墳群
東浦古墳群
桐木古墳群
塚原古墳群
城下古墳
京塚古墳
鬼木古墳
大村横穴群
尾丸横穴群

山田城跡（大王谷）
山田城跡（下城子）
山田城跡（城山）
万江城跡；
万江氏居館跡

縄文・歴史時代
先土器～歴史時代
縄文・歴史時代
縄文～古墳時代
縄文～古墳時代
縄文～古墳時代
縄文～古墳時代
縄文～古墳時代
縄文～古墳時代
古墳時代
古墳時代
古墳時代
歴史時代
歴史時代
歴史時代
歴史時代
歴史時代



荒毛・尾園遺跡から、地下式板石積石室墓と共に免田式土器が出土している。アンモン山遺跡

では成川式土器と須恵器が共伴し、住居跡が検出された。最近では、相良村の小園遺跡から成

川式土器を伴う古墳時代の住居跡が16基検出されている。

（5）歴史時代

古代の球磨郡は『古事記』『日本書紀』の中で熊襲征伐の「熊騨」に比定されている。この

時期の遺跡に、須恵器の下り山窯跡、瓦の梼木窯跡・久鹿遺跡・寺田遺跡があり、周辺の廻り

迫遺跡を初めとする4遺跡で蔵骨器が出土している。また、黒田平城跡の周辺からは銅板墓誌

が出土している。

「球磨郡」の文字は、平安時代の中頃に編集された『和名類緊抄』が初見である。同書によ

れば球磨郡に「人吉・西村・東村・久米・球玖．千脱」の6郷があったことがわかる。しかし

今日、郷の比定と郡衝の所在地については諸説があり、確定までには至っていない。

鎌倉時代は、球磨郡の田数と領主を書き上げた建久八年(1197)の『肥後国球磨郡図田帳写』

があり、球磨郡は人吉・須恵・永吉庄の3つの庄園にわかれ、公田として豊富・豊永郷があり、

領主は在地の久米・須恵・人吉・平河氏などであったことがわかる。

山田村が歴史上に登場するのは鎌倉時代からで、『平河文書』『相良家文書」によると球磨郡

永吉庄に含まれ、開発領主の平河氏が地頭であったことがわかる。

この頃の地頭館は、旧山江村役場付近の「辻岡」の微高地辺りが有力とされる。周辺の水田

は「前田」「門田」などと呼ばれ、地名からして地頭直営地の門田として可能性が強い。場所

的にも東浦川と西川内川の旧合流地点で、氾濫源であり、水田耕作に適した後背湿地帯である。

南北朝時代は、多良木の上相良氏（経頼）と人吉の下相良氏（定頼・前頼）が敵対し、これ

に球磨郡国人の平河・須恵・岡本・永里・宮原・橘氏などが加わって、激しい内乱となる。

北朝方の山田城は、大宰少弐氏から幾度か攻められ、暦応三年（1340）には大宰弐頼尚の命

で相良孫二郎定長が「山田巳下所領域部警固」をしている。この時期に山田城が｢相良家文書」

に頻繁に所見する。

この様な状況の中で、人吉の下相良前頼・氏頼兄弟が「ながとみとの」宛へ契状を出すなど、

庶子の勢力も大きいものであったことが窺える。

そして、ここに登場した「ながとみとの」が、後世、山田城主と伝えられる永留氏に外なら

ない。

しかし、永和三年（1377）10月28日に日向・薩摩・大隅・肥後四ケ国の国人61人が参加して

作成した一撲契状神水案文には、球磨郡からが最も多く、十人が名前を連ねているが、この中

に前述の「ながとみとの（永留殿)」は見えない。一般に知られている山田城主永留氏説は、

後世の相良家編纂物によるもので史料的根拠は何もない。

ただ関連文書から、人吉庄永留名の地頭職を得ていた一族と思われ、家臣団の名字は人吉庄
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永留名付近の地名が多い。

永留氏が相良氏や山田の地と明白な関連を有したのは、永留実重が相良頼麿の娘を室とし、

親戚関係を結んでからと思われる。この時期が山田村への進出であり、永留氏は堂園に御位牌

所「増大寺」を建立し、大王神社と高寺院毘沙門堂を相次いで再興している。

文安五年（1448)、相良前続の死去後に内部分裂が起こり、郡内の国人は人吉の相良尭頼支

持側と、山田の永留長続支持側、多良木の上相良頼観・頼仙支持側に三分されてしまった。

結果として、永留氏は下相良氏を追放し、次いで上相良氏を滅ぼし、加担した久米・平河・

須恵・岡本・永里氏などの有力国人を滅ぼして、郡内を統一していった。

新たに人吉城主となった永留氏は、相良姓を名乗り、薩摩と肥後国芦北・八代郡へと勢力を

伸ばした。長続の時代には球磨・芦北・八代三郷を支配下に置くなど版図拡大し、戦国大名と

して活躍する。

雛

鍔謹

51叉 吉|う刀Mb什*|叉’｜叉
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第2節山田城跡の概要

①山田城跡は、一般的に、人吉相良氏の庶流永留氏の居城であったとされ、地元では、寺下

集落の北側山（標高238.394m、麓よりの比高約110mの山）を城跡地として伝えてきた。

城跡に関する古い踏査の記録は、昭和'6年に発刊された『球磨郡誌』の第二編人文界にあり、

「・・・山田城跡がある。現在は村有の杉の植林地として周囲の山地と一区割をなしている。

急傾斜の崖は自然の城壁で、石垣の跡を見ない。城の主な建物の在ったと思われる峯には礎石

等はないが、五箇所の堀切りによって区切られた一つ一つの地域は大きな建造物のあった場所

とも思はれぬ。中央部と思われる辺に古井戸の半ば以上埋もれたるもの一つ。巨木の切株数個、

他に遺跡らしきものなし｡」との記述があり、城歴では永留頼明を築城者にあてている。

昭和50年に熊本日々新聞社より発刊された「熊本の城」（『熊本の風土とこころ』シリーズ,O）

では、城跡の写真力掲載され、城歴が述べられている。

昭和50年度から3ケ年にわたり、熊本県教育委員会は県内の中世城跡の悉皆調査を実施した。

昭和53年度に調査報告書が刊行されており、その中で、山田城跡は同村の谷川強調査協力員

の踏査記録に基づいて遺構の説明がなきれている。

これによると尾根筋に2条の空掘と二重の堀切によって仕切られた3区画の平場地があり、

（伝）井戸跡の立穴も残ると説明されている。但し、城跡所在地の字名は字図により、山田城

跡の北側谷向いの「城山」があてられている。

昭和54年10月に出版きれた「日本城郭大系18』の福岡．熊本．鹿児島編に山田城跡の説明が

あり、編集者の阿蘇品保夫氏が、城歴を中世文書によって解説している。

②城跡地の本体尾根筋には「大王谷」という字名が残る。「大王」とは鎌倉時代に山田の地

頭職にあった平河氏に対する尊号であるとされている。調査区域は本体尾根筋の南側に派生し

た二股の尾根とその間の迫地で、「下城子」という字名が残っている。

本体尾根筋の主軸ライン方向はN10°Wで、大体南北方向と考えてよい。鞍部までの長さは

約214mで、4条の大規模堀切力咳ﾘまれ、これらの堀切によって仕切られた4つの郭がある。

調査区は、城跡南側の東西二股に分かれた派生尾根と、間の迫地及びその下位南東方向に張

り出した山腹中の尾根である。長ざは東側尾根82m，西側尾根60m、迫地70m，南東方向の張

り出し尾根が25mである。

したがって城域規模は南北約304mで、東西幅はそれぞれの尾根筋の平面的な広がりとなる。

人吉．球磨地方に残る70城跡（文献上は82城）の中世城跡で、最大規模の山城である。
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第Ⅲ章調査の成果

第1節遺構の概要

調査の取り組み方

山田城跡は比高約110mの山に築かれた大規模造りの山城である。主軸ライン（城跡本体）

の尾根筋は、N10｡'Wの方向を示し、全長約214mを測る。尾根筋には、大小合わせて5本の

堀切が刻まれており、尾根筋の上面を4区画に分割しているが、南側部分において尾根筋は東

西両側へ二股に分かれ、主に凝灰岩の岩山となっている。東側尾根は長さ82m、西側尾根は60

mで、ほぼ南北の主軸方向を示す。東側尾根については、南東方向の下位に長さ25mの張り出

し尾根（主軸方向はS28°E）が付随する。さらに東西両尾根に挟まれた迫地は、緩やかな傾

斜地で、幅10～20m、直線距離の長さ70mを測る。

今回、調査の対象となったのは、主軸尾根の南側部分において派生した東西両尾根と間の迫

地及び南東方向の張り出し尾根である。

調査に際し、調査予定地の環境整備（草木伐採）を行った後に、迫地に磁北の方位で基準ラ

インを設け、これから東西両尾根と南東張り出し尾根へ基準線を延長し、最終的に路線外の主

軸尾根へと繋いだ。

遺構の実測にあたっては、基準ラインを基に方形地割りを行い、迫地と南東張り出し尾根で

は尺取り虫形の遣形を互い違いに組んだ。岩山の東西両尾根は、ポイント設定に工事用のコン

クリート打ち込み釘を使用し、斜面部については関数計算によって直線距離を割り出してメッ

シュを組んだ。

路線外城域についても、尾根筋に基準ラインを設け、これを元に方形地割りを行った。

遺構の概要

〔1〕迫地

2時期の整地層と、ざらにそれらの下部に1枚の文化層があった。そこで調査では上層から

下層へI期～Ⅲ期という様に分けた。

〔第1期〕範囲は、南北の長さ56m（直線距離)、東西幅が11～18mで、15棟の建築杜が検

出きれた。迫地の上段から下段までの高低差は15．5mで、整地面は大きく4段に分かれている。

検出された建築杜の中では、V1－SBO7が5.7m(19尺)×2.9m(10尺)で最大規模で、

V1－SBO8が3．6m(12尺)×2.3m（8尺）で最小規模であった。平均値は4．5m(15尺)×

2.7m（9尺）で、第1期については2回の建て替えが行われている。

（集石1．2）迫地近くの標高218.0mラインから（集石1）と迫地中段の標高215.0mライ

ンから（集石2）検出きれた。いずれも積み石で、中には一抱えもある様な大石があった。石
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質は砂岩、凝灰岩、チャートで、何の目的で寄せ集められたかは不明である。

〔第Ⅱ期〕範囲は、南北の長さ35m（直線距離)、東西幅11mで、9棟の建築杜が検出された。

迫地の上段から下段までの高低差は11mで、整地面は大きく7段に分かれている。

検出された建築杜の中では、V2－SB22が4.5m(14尺)×2．2m（8尺）で最大規模で、

V2－SB17が2．6m（9尺)×1．9m（6尺）で最小規模であった。平均値は3．5m(12尺)×

2.1m（7尺）で、第Ⅱ期については建築杜に重なり合いがなく、同時期に並列したものと思わ

れる。

（土器溜め）迫地上段の標高218～219mラインから検出されたもので、主に備前と常滑の大

ガメ片がまとまって出土した。

第7図山田城跡調査区域図
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（野鍛冶跡）迫地最上段の標高222.9m～222.4mのラインから検出きれた。多量の炭化物やス

ラッグ・鉄器の類をはじめとして周辺域から、輪の羽口が出土した。これらの事により、野鍛

冶跡と思われる。

〔第Ⅲ期〕範囲は、南北の長さ23m（直線距離)、東西幅6～14mで、6棟の建築杜が検出

された。迫地の上段から下段までの高低差は6mで、遺構確認面は大きく3段に分かれている。

検出された建築杜の中では、V3－SB29が4.2m(14尺)×2.4m（8尺）で最大規模で、

V3－SB28が3．2m(11尺)×2.0m（7尺)で最小規模であった。平均値は3．9m(13尺)×

2.6m（9尺）で、第Ⅲ期は2回の建て替えが行われている。

〔2〕東側尾根

東尾根は南北の長さ82m、東西幅5～19mで、大半が凝灰岩の岩場である。

尾根の北側基底部より南側へ45mの範囲で18棟の建築杜が検出されたが、その中では、E－

SB45が4．6m(15尺)×3.0m(10尺）で最大規模で、E－SB32が3.3m(11尺)×2.4m（8

尺）で最小規模であった。平均値は3．7m(12尺)×2．4m（8尺）で、東側尾根は、最大3回の

建て替えが行われている。

なお、東側尾根の西側斜面より迫地に下る柱列があり、渡り廊下の類ではないかと思われる。

〔3〕西側尾根

明治期までの採石工事により、西側部分を大方削り取られているが、南北の長さ60m，東西

幅10mの範囲で、5棟の建築杜が検出された。

検出された建築杜の中では、W－SB50が3.9m(13尺)×2．8m（9尺）で最大規模で、W

－SB49・53が2．8m(14尺)×2.6m（8尺）で最小規模であった。平均値は3.3m(11尺）

×2.7m（9尺）で、西側尾根については2回の建て替えがあったものと思われる。

〔4〕南東側張出し尾根

東側尾根の南東側15m下に張り出した尾根である。

この尾根から計6棟の建築杜が密に重なり合って検出されたが、その中ではSE－SB54

が4．8m(16尺)×1.7m（6尺）で最大規模で、SE－SB55が3.7m(12尺)×1.9m（6尺）で

最小規模であった。平均値は4.2m(14尺)×2.2m（7尺）で、南東側張り出し尾根は3回の建

て替えがあったものと思われる。

尾根の北側基底部から小規模な堀切5が検出された。堀切の埋土から多くの土師器坪や瓦質

播鉢が出土している。
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第2節第1期整地層の調査結果

迫地部分から検出された第1期の平面的な整地層範囲は、南北の長さ56m、東西幅が11～18

mである。ここから15棟の建築杜が検出された。上段から下段までの高低差は15mあり、整地

面は大きく4段に分かれるので、第9図中に示した様にこれらを’一①～’一④段（第1期の

1～4段という意味である）と呼称する。

1－①段は最上段で、標高221.5m～218.5mの範囲にある。以下、1－②段は標高218.5m

～215m、1－③段は標高215m～212m、1－④段は標高212m～205.5mの範囲にある。

第1期整地層より検出の建築杜

〔1－①段〕SBO1・SBO2の2棟が検出された。2棟は桁行の方位が、N33oE（S

BO1）とN58.W（SBO2）で、ほぼ直交しており並列関係にあると思われる。建築杜は

SBO1が2間×2問の4．5m(15尺)×2.8m（9尺）の規模で、SBO2が2間×l間の4．0

m(13尺)×3.1m(10尺）を測り、ほぼ似かよった大きさである。SBO2の柱穴Pl3から角釘

〔207〕が出土している。2棟は同時期のものと考えてよい。

〔1－②段〕SBO3～SBO6の4棟が検出された。この中で、SBO3とSBO4は重

なり合っているが、2棟の桁行方向は同一で、規模もSBO3が4．2m(14尺)×2．7m（9尺)、

SBO3が4.5m(15尺)×2.7m（9尺)とほぼ同一である。この事から2棟は連続して、同一の

目的で建て替えられている事が明らかである。SBO4の柱穴P28から土師器坪〔95〕が出土

している。

SBO5は、4.4m(15尺)×2.7m（9尺)の規模と、桁行方向のN20oEから、1－①段の

SBO1に関連する建築杜と同時期の建築杜であろう。

SBO6は1－②段の南端から検出されたもので､4.0m(13尺)×3.0m(10尺）の規模である。

桁行方向はN74oWでSBO5と異なるが、規模はSBO5の数値に近く、同時期のものと考

えられる。SBO6の柱穴P41から瓦質播鉢〔131〕が出土している。

1－②から検出された4棟については、SBO3及びSBO4がSBO5と隣接するきらい

があるが、一応ここではSBO3とSBO4の建て替えを考えて、SBO3・SBO5・SB

O6が並列する時期と、SBO4・SBO5・SBO6の並列する2時期があったものと思わ

れる。

〔1－③段〕SBO7～SBlOの4棟が検出された。この内、SBO7・SBO9・SB

10の3棟が切り合っているが、真中のSBO9を抜いて考えれば、ある程度のまとまりはつ

く。すなわち1－③段ではSBO7・SBO8・SB10が並列する時期とSBO9が単独で

存在する2時期のケースと、さらには1－②段での建物配列を考慮にいれて、SBO7・SB

lOが並列する時期と、SBO8とSBO9の並列する2時期に分けるケースである。
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しかしながら、いずれにせよ1－③段でも建物の配列に関して1回の建て替えがあった事は

確実である。

SBO7・SBO8は、桁行方向がS87.W（SBO7）とS84.W（SBO8）で1－②

段のSBO3・SBO4とほぼ同じである。SBO9（S72.W）とSBO6との関係も同様

である。SBO7の柱穴P45からは青磁〔15〕、SBO9の柱穴P61からは土師器坪〔98〕、S

B10の柱穴P70からは白磁〔56〕が出土した。建物の規模はSBO7が5.7m(19尺)×2.9

m(10尺）で最大を測り、SBO8が3．6m(12尺)×2.3m（8尺）で最小である。SBO9は

4.4m(15尺)×2.6m（9尺）の規模で、SB10の4.5m(15尺)×2.5m（8尺）とほぼ同一であ

る。

〔1－④段〕SB11～SB15の5棟が検出されたが、SB11とSBl2、SB13・

SB14が重なり合っている。建物の桁行方向はSB12（S56.W）とSB14（S65°W）

が同一で、SB11（N30°W）とSB15（N31.W）が、これに直交する桁行方向となる。

したがって1－④段の建物は、SB11・SB13・SB15が並列する時期とSB12・S

B14の並列する2時期とに分ける事が出来る。SB11・SB14の桁行方向は、1－③段

のSB12と似かよっている。

建築杜の規模は、SB11が4.3m(14尺)×2.3m（8尺)を測り、SB15が4.2m(14尺)×

2.4m（8尺）で、ほとんど同一である。SB12は5.4m(18尺)×2.8m（9尺)で、SB14

は4.8m(16尺)×2.8m（9尺）を測る。SB13は’一④段で唯一、例外の桁行方向（N57.W）

を示し、規模は3．6m(12尺)×2.9m(10尺)である。SB14の柱穴P154からは備前の喪片

〔152〕が出土している。

建築杜No． 規 模 規格 桁行方位 備 考

4.5m×2．8m 2間×2間 N33 E 梁行妻（P6～P7）の中央柱が不明。
V1－SBO1 (15尺×9尺） 梁行妻の北側と南側では、北側の方が60～

12.6㎡ 70cm高い。

4.0m×3．1m 2間×1間 N58 W 桁行の北側と南側では北側の方が42～45cm
V l－SBO2 (13尺×10尺） 高い ◎

14.0㎡ P13から鉄器〔207〕が出土している。

4.2m×2．7m 2間×2間 S82 W 桁行（P14～P20）の中央柱は2本に分か
(14尺×9尺） れる ○

V 1－SBO3 梁行妻の中央柱は、いずれも片側に寄る 0

桁行の北側と南側では北側の方が55～60cm

高い 0

11.3㎡ P17から青磁〔19〕が出土している。

第2表第1期検出の建築祉一覧表①
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建築杜No．

V1－SBO4

V1－SBO5

V1－SBO6

V1－SBO7

V 1 － S B O 8

V1－SBO9

V1－SB10

V 1 － S B 1 1

V1－SB12

V1－SB13

V1－SB14

V 1 － S B 1 5

規模 規格

4.5m×2．7m 2間×2間

(15尺×9尺）
12.2㎡

4.4m×2．7m 2間×2間

(15尺×9尺）
11.9㎡

4.0m×3．0m 2間×1間

(13尺×10尺）

13.2㎡

5.7m×2．9m 2間×2間

(19尺×10尺）

16.5㎡

3.6m×2．3m 2間×2間

(12尺×8尺）

8.3㎡

4.4m×2．6m 2間×2間

(15尺×9尺）
11.4㎡

4.5m×2．5m 2間×2間

(15尺×8尺）

11.3㎡

4.3m×2．3m 2間×1間

(14尺×8尺）
9.9㎡

5.4m×2．8m 3間×2間

(18尺×9尺）

15.1㎡

3.6m×2．9m 2間×2間

(12尺×10尺）

10.4㎡

4.8m×2．8m 3間×3間

(16尺×9尺）

13.4㎡

4.2m×2．4m 3間×1間

(14尺×8尺）

10.1㎡

桁行方位

S85噂W

N20 E

S 7イW

S87 W

S84 W

S72草W

S57W

N30．W

S56 W

N57 W

S65 W

N31 W

備 考

梁行妻（P28～P29）の中央柱が不明。

P28から土師器坪〔95〕が出土している。

梁行妻の中央柱は、いずれも片側に寄る。

梁行妻の北側と南側では、北側の方が58～

63cm高い。

梁行妻の東側と西側では、東側の方が20～

45cm高い。桁行の北側と南側では、北側の

方が93～110cm高い。

P41から瓦質播鉢〔131〕が出土している。

梁行妻の東側と西側では一方で、西側の方

が34cm高く、片方で中央柱が窪む。

桁行の北側と南側では北側の方が50～56cm

高い。P45から青磁〔15〕が出土している。

梁行妻の西側と東側では、東側の方が40～

41cm高い。桁行の北側と南側では、北側の

方が40～50cm高い。

P52．P55から小石が出土している。

桁行の北側と南側では北側の方が52～60cm

高い 。

P61から土師器坪〔98〕が出土した。

梁行妻（P68～P69）の中央柱が不明。

桁行の北側と南側では、北側の方が50～66

cm高い。梁行妻の東側と西側では、東側の

方が20～24cm高い。

P70から白磁〔56〕が出土した。

梁行妻の東側と西側では、西側の方が142

～148cm高い。桁行の北側と南側では、北

側の方が31cm高い。

梁行妻（P99～P102）の中央柱は2本に分

かれる。桁行の北側と南側では、北側の方

が82～107cm高い。梁行妻の東側と西側で

は、東側が80～82cm高い。

桁行（PllO～Pll5）の中央柱は2本に分か

れる。桁行の北側と南側では、北側が50～

70cm高い。梁行妻の東側と西側では、西側

の方が57～72cm高い。

P93から小石が出土している。

桁行の北側と南側では、北側の方が48～76

cm高い。梁行妻の東側と西側では、東側の

方が44～90cm高い。

PlO4から備前の尭片〔152〕が出土した。

桁行（PllO～Pll5）の北側と南側では北側

の方が19～39cm高い。

梁行妻の東側と西側では、西側の方が75～
88cm高い。

第3表第1期検出の建築祉一覧表②
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V1－SBO1

桁行4.5m，梁行妻2.8mの2間×2間の建物で方位はN33oEである。柱間寸法は、桁行P

l～P4～P6で1.7m＋2.8m、P3～P5～P7で1．9m＋2.6m，梁行妻Pl～P2～P3

で1.4m＋1.4mとなる。P6～P7は中央柱が不明で全長2.8mを測る。

柱穴の大きさはP1が最大（52×29cm)、P5が最小（20×19cm）で平均値は33.1×25.9cm

となる。深さはP2が最深（29.5cm)、P6が最浅（15.2cm）で平均値は35.4cmである。

柱列はすべて千鳥の並びとなる。

梁行妻の西側と東側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は北側P1－P2－P3で28cm、南

側P6－P7で18cm,西側の方が高い。さらに桁行の北側と南側では、P1－P4－P6で70cm，

P3－P5－P7で60cm、北側の方が高い。PlとP6は柱穴が二段掘りとなっている。

第4表V1－SBO1計測表
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V1－SBO2

桁行4.0m、梁行妻3.1mの2間×1間の建物で、方位はN58oWである。柱間寸法は、桁行

P8～P10～P12で1.6m＋2.4m、P9～Pll～P13で2.0m＋2.0m、梁行妻P8～P9で

3.1m、P12～P13で3.1mを測る。

柱穴の大きさはP12が最大（33×23cm)、P11が最小（25×24cm）で平均値は28.3×23.8cm

となる。深さはP12が最深（25.3cm)、Pllが最浅（16.8cm）で平均値は20.5cmである。

柱列は桁行P8～PlO～P12を除いて、すべて千鳥の並びとなる。

桁行の北側と南側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は東側P8－P9で42cm、西側P12-

P13で45cm，北側の方が高い。P13の埋土から鉄器〔207〕が出土している。

第5表V1－SBO2計測表
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V1－SBO3

桁行4.2m、梁行妻2.7mの2間×2間の建物で、方位はS82oWである。柱間寸法は、桁行

P14～P20で中央柱が2本に分かれ、Pl4～P17～P19～P20で1.3m＋1.5m＋1.4m、P16

～P18～P22は1.8m＋2.4mとなり、梁行妻はPl4～P15～Pl6で2.0m＋0.7m、P20～P21

～P22で2.0m＋0．7mを測る。

柱穴の大きさはP17が最大（32×32cm)、Pl9が最小（21×20cm）で平均値は27.1×24.8cm

となる。深さはP17が最深（32cm)、P19が最浅（10.9cm）で平均値は18.8cmである。

柱列は梁行妻P20～P21～P22を除いて、すべて千鳥の並びとなる。

桁行の北側と南側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は東側Pl4-Pl5-Pl6で60cm，西側

P20-P21-P22で55cm，北側の方が高い。Pl7から青磁〔19〕が出土している。

第6表V1－SBO3計測表
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PitNO． 行行柱間（、） 行行間(、） PitNO． 梁間柱間（、） 梁間間(、） PitNO． 深さ c、） 長径 c、 短径 c、）
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０
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２
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２
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９
６
８
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５
４
８
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０
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２
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V1－SBO4

桁行4．5m，梁行妻2．7mの2間×2間の建物で、方位はS85oWである。柱間寸法は、桁

行P23～P27～P28で3.4m＋1．1m、P25～P26～P29で1.9m＋2.6m、梁行妻P23～P24～

P25で1.1m＋1.6mとなる。P28～P29は中央柱が不明で、全長2.7mを測る。

柱穴の大きさは、P29が最大（36×33cm)、P24が最小（24×23cm）で平均値は28.1×26.4cm

となる。深さはP28が最深（36.1cm)、P24が最浅（14.4cm）で、平均値は26.1cmである。

柱列は桁行P23～P27～P28を除いて千鳥の並びとなる。

P28から土師器坪〔95〕が出土している。

第7表V1－SBO4計測表

９
ｓ
⑤
園山側6.91Z

不
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
里
の
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
土

、

耐
’Ｆ

Ⅱ
里
・
漫
三
雪

〃 L＝216.9mm

、

第13図V1－SBO4実測図
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PitNO． 桁行柱間 、 行行間(、 ’ PitNO． 梁間柱間（、） 梁 聞間(、） PitNO． 深さ(c、） 長径(c、） 短径(c、）
23～27

27～28

25～26

26～29

４
１
９
６

３
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Ｌ
２

１
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５
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０
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２
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２
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V1－SBO5

桁行4.4m､梁行妻2.7mの2間×2間の建物で、方位はN20oEである。柱間寸法は桁行P

30～P33～P35で2.1＋2.3cm、P32～P34～P37で2.9m＋1．5m，梁行妻P30～P31～P32で

1．9m＋0.8m、P35～P36～P37で1．9m＋0.8mを測る。

柱穴の大きさは、P33が最大（40×38cm)、P31が最小（28×26cm）で平均値は32.9×28.8cm

となる。深さはP33が最深（32.2cm)、P36が最浅（10.3cm）で平均値は21.7cmである。

柱列は桁行P30～P33～P35を除いて、すべて千烏の並びとなる。

梁行妻の北側と南側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は西側P30-P33-P35で63cm、東

側P32-P34-P37で58cm、北側の方が高い。

第8表V1－SBO5計測表
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PitNO． 桁行柱間（、 I 桁行間(、） PitNO． 梁間柱間（、 I 梁間間(、） PitNO． 深さ(c、） 長径(c、 ’ 短径(c、）
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V1－SBO6

桁行4.0m、梁行妻3.0mの2間×1間の建物で、方位はS74oWである。柱間寸法は、桁行

P38～P40～P42で1.4m＋2.6m、P39～P41～P43で1.4m＋2.6m，梁行妻P38～P39で

3.0m、P42～P43で3.0mを測る。

柱穴の大きさはP42が最大（34×33cm)、P39が最小（22×22cm）で平均値は28×27cmとなる。

深さはP39が最深（28.5cm)、P38が最浅（14.5cm）で平均値は21.9cmである。

柱列は梁行妻P42～P43を除いて、すべて千鳥の並びとなる。

梁行妻の東側と西側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は北側P38-P40-P42で20cm、南

側P39-P41-P43で45cm，東側の方が高い。さらに桁行の北側と南側では、東側P38－P39

で93cm，西側P42-P43で110cm、北側の方が高い。P42は二段掘りとなる。

P41から瓦質播鉢〔131〕が出土している。

第9表V1－SBO6計測表
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PitNO． 桁行柱間（、 桁行間(、 ’ PitNO． 梁間柱間（、） 梁間間(、 ’ PitNO． 深さ c、 長径(c、） 短径(c、）
38～40

40～42

39～41

41～43

４
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４
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２
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4.0

38～39

42～43

3.0

3.0

3.0

3.0

８
９
０
１
２
３

３
３
４
４
４
４

14.5

28.5

19.0

26.0

27.5

15.8

４
２
７
４
４
７

２
２
２
３
３
２

２
２
５
１
３
９

２
２
２
３
３
２



V1－SBO7

桁行5.7cm、梁行妻2.9mの2間×2間の建物で、方位はS87oWである。柱間寸法は桁行P

44～P47～P49で2.7m＋3.0m，P46～P48～P51で2.7m＋3.0m，梁行妻P44～P45～P46

で1.45m＋1.45m，P49～P50～P51で1.9m＋1．0mを測る。

柱穴の大きさは、P49が最大（39×33cm)、P44が最小（25×23cm）で平均値は31.5×29.4cm

となる。深さはP46が最深（28.2cm)、P47が最浅（7.4cm）で平均値は16.7cmである。

柱列は両梁行妻を除き千鳥の並びとなる。

梁行妻の東側と西側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は南側P46-P48-P51で34cm，西

側の方が高く、北側P44-P47-P49では中央部のP47でやや窪む。さらに桁行の北側と南側

では、東側P44-P45-P46で56cm、西側P49-P50-P51で50cm、北側の方が高い。

P45から青磁〔15〕が出土している。

第10表V1－SBO7計測表
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PitNO． 桁行柱間（、） 行行間(、） PitNO． 梁間柱間（、） 梁間間 、 PitNO． 深さ c、 I 長径 c、） 短径 c、）

44～47
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０
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３
２
３
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V1－SBO8

桁行3.6m、梁行妻2.3mの2間×2間の建物で、方位はS84oWである。柱間寸法は、桁行

P52～P55～P57で1.8m＋1.8m、P54～P56～P59で1.8m＋1.8m，梁行妻P52～P53～P

54で1．15m＋1.15m，P57～P58～P59で1.15m＋1.15mを測る。

柱穴の大きさは、P58が最大（36×36cm)、P55が最小（30×26cm）で平均値は33.4×31.0cm

となる。深ざはP58が最深（33cm)、P55が最浅（13.8cm）で平均値は33.7cmである。

梁行妻の西側と東側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は北側P52-P55-P57で40cm、南

側P54-P56-P59で41cmで東側の方が高い。さらに桁行の北側と南側では、東側P52－P53

一P54で40cm，西側P57-P58-P59で50cm，北側の方が高い。

P52とP55からは小石が出土した。

第11表V1－SBO8計測表
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PitNO． 桁行柱間（、I 桁行間 、） PitNO． 梁間柱間（､） 梁間間(、） PitNO． 深さ(c、） 長径(c、） 短径(c、）
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８
８
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V1－SBO9

桁行4.4m、梁行妻2.6mの2間×2間の建物で、方位はS72oWである。柱間寸法は、桁行

P60～P63～P65で2.0m＋2.4m、P62～P64～P67で2.0m＋2.4m、梁行妻P60～P61～P

62で1.3m＋1.3m、P65～P66～P67で1.0m＋1.6mを測る。

柱穴の大きさは、P65が最大（40×35cm)、P60が最小（22×19cm）で平均値は32.8×28.8cm

となる。深さはP65が最深（27.6cm)、P62が最浅（11.2cm）で平均値は18.8cmである。

柱列は梁行妻P65～P66～P67のみが千鳥の並びとなる。

桁行の北側と南側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は東側P60-P61-P62で52cm、西側

P65-P66-P67で60cm、北側の方が高い。P65は西側が二段掘りとなっている。

P61から土師器坪〔98〕が出土した。

第12表V1－SBO9計測表
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PitNO． 桁行柱間（、 桁行間(、 ’ PitNO． 梁間柱間（、 ’ 梁間間(、 I PitNO． 深さ c、 ’ 長径 C、 } 短径 C、
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V1－SB10

桁行4.5m，梁行妻2.5mの2間×2間の建物で、方向はS57oWである。柱間寸法は、桁行

P68～P70～P72で1.7m＋2.8m、P69～P71～P74で2.1m＋2.4m，梁行妻P72～P73～P

74で1.25m十1.25mとなる。P68～P69は中央柱が不明で、全長2.5mを測る。

柱穴の大きさは、P70が最大（38×32cm)、P68が最小（29×24cm）で平均値は32.9×30.4cm

となる。深さはP71が最深（38.5cin)、P68が最浅（15.2cm）で平均値は25.5cmである。

柱列は梁行妻P72～P73～P74のみが千鳥の並びとなる。

桁行の北側と南側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は東側P68-P69で50cm、西側P72-

P73-P74で66cm、北側の方が高い。さらに梁行妻の東側と西側では、北側P68－P70－P72

で20cm、南側P69-P71-P74で24cm，東側の方が高い。P70から白磁〔56〕が出土した。

第13表V1－SB10計測表
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PitNO． 桁行柱間 、 ’ 桁行間 、） PitNO． 梁間柱間（､） 梁間間(､） PitNO． 深さ(c、） 長径(c、） 短径(c、）
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V1－SB11

桁行4.3m，梁行妻2.3mの2間×l間の建物で、方位はN30°Wである。柱間寸法は、桁行

P75～P77～P79で2.7m＋1．6m、P76～P78～P80で2.7m＋1.6m、梁行妻P75～P76で

2.3m、P79～P80で2.3mを測る。

柱穴の大きさは、P76が最大（48×46cm)、P75が最小（27×27cm）で平均値は35.3×32.8cm

となる。深さはP79が最深（24.7cm)、P77が最浅（15.5cm）で平均値は19.4cmである。

柱列はすべて千鳥の並びとなる。

梁行妻の東側と西側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は北側P75-P77-P79で148cm、

南側P76-P78-P80で142cm、西側の方が高い。さらに桁行の北側と南側では、西側P79-

P80で31cm，北側の方が高い。

第14表V1－SB11計測表
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PitNO． 桁行柱間（、） 桁行間(、） PitNO． 梁間柱間（､） 梁間間(､） PitNO． 深さ(c、 I 長径(c、） 短径(c、）
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V1－SB12

桁行5.4m、梁行妻2.8mの3間×2間の建物で、方位はS56°Wである。柱間寸法は、桁行

P81～P84～P86～P88で1．6m＋1．9m＋1．9m，P83～P85～P87～P90で1．6m＋1．9m＋

1.9m、梁行妻P81～P82～P83で2.1m＋0.7m，P88～P89～P90で1.6m＋1.2mを測る。

柱穴の大きさは、P85が最大（38×35cm)、P83．P87が最小（27×24cm）で平均値は31.9

×29cmとなる。深さはP82が最深（43.7cm)、P86が最浅（15.9cm）で平均値は23.7cmである。

柱列は桁行P83～P85～P87～P90が千鳥の並びとなる。

桁行の北側と南側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は東側P81-P82-P83で107cm，西

側P88-P89-P90で82cm，北側の方が高い。さらに梁行妻の東側と西側では、北側P81-P

84-P86-P88で80cm、南側P83-P85-P87-P90で32cm，東側が高い。

第15表V1－SB12計測表
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PitNO． 桁行柱間（、 ’ 桁行間 、 I PitNO． 梁間柱間（、’ 梁間間(、 PitNO． 深さ(c、 長径(c、） 短径(c、）
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V1－SB13

桁行3.6m，梁行妻2.9mの2間×2間の建物で、方位はN57oWである。柱間寸法は、桁行

P91～P94～P96で2.0m＋1．6m、P93～P95～P98で2.0m＋1．6m、梁行妻P91～P92～P

93で1.3m＋1.6m、P96～P97～P98で1.6m＋1.3mを測る。

柱穴の大きさは、P91が最大（34×30cm)、P95が最小（22×19cm）で平均値は28×26.5cm

となる。深さはP96が最深（25.5cm)、P92が最浅（10cm）で平均値は18.1cmである。

柱列は梁行妻P91～P92～P93を除いて、千烏の並びとなる。

桁行の北側と南側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は東側P91-P92-P93で70cm，西側

P96-P97-P98で50cm、北側の方が高い。さらに梁行妻の東側と西側では、北側P91－P94

－P96で57cm、南側P93-P95-P98で72cm、西側の方が高い。P93から小石が出土している。

第16表V1－SB13計測表
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V1－SB14

桁行4.8m，梁行妻2.8mの3間×3間の建物で、方位はS65oWである。柱間寸法は、桁行

P99～P103～P105～P107で1．0m＋1．7m＋2．1m，PlO2～P104～P106～P109で1．6m＋

1.6m＋1.6m、梁行妻P107～P108～P109で2.0m＋0.8mとなる。東側の梁行妻については

補助柱が加わり、P99～P100～P101～P102で1.0m＋1.0m＋0.8mを測る。

柱穴の大きさは、P106が最大(32×28cm)、P105が最小(23×21cm)で平均値は27.8×25.3cm

となる。深さはP99．P104が最深（30cm)、P105が最浅（14cm）で平均値は22.5cmである。

柱列はすべて千烏の並びとなる。

桁行の北側と南側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は東側P99-P100-P101-P102で

48cm，西側P107-PlO8-P109で76cm、北側の方が高い。さらに梁行妻の東側と西側では、

北側P99-P103-P105-P107で44cm，南側P102-P104-P106-P109で90cm，東側の方

が高い。

PlO4から備前の尭片〔152〕が出土している。
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V1－SB15

桁行4.2m、梁行妻2.4mの3間×1間の建物で、方位はN31oWである。柱間寸法は、桁行

P111～P113～P116で1.4m＋2.8mであるが、北側の桁行については補助柱が加わり、p110

～P112～P114～P115で1.0m＋2.2m＋1．0mを測る。梁行妻はP110～P111で2.4m、Pll5

～P116で2.4mである。

柱穴の大きさは、Plllが最大(32×31cm)、P112が最小(25×23cm)で平均値は28.6×26.9cm

となる。深さはP111が最深（35cm)、P114が最浅（16.5cm）で平均値は24.6cmである。

柱列は梁行妻PllO～P111を除いて千鳥の並びとなる。

桁行の北側と南側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は東側PllO-Plllで39cm、西側P

ll5-P116で19cm，北側の方が高い。さらに梁行妻の東側と西側では、北側P110-P112-P

114-Pll5で75cm、南側Plll-P113-P116で88cm、西側の方が高い。

第18表V1－SB15計測表
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集石1

迫地、上段近くの標高218.0mラインから検出された。長さ1.7m（主軸方位はS72.W)、最

大幅0.85m，高さ0.55mに積み上げられており、平面的には楕円形状を呈する。個々 の石は、

一抱えもあるもの（長さ35cm・幅25cm・高さ

20～25cm・重さ13.5k9）から、こぶし大の喋

まで大小さまざまである。大石13個、小石8

個、中間の石7個を数えた。石質は砂岩と地

山産の凝灰岩で、砂岩は川原石で持ち込みに

よるものである。大石は、ほとんど砂岩であ

る。凝灰岩は、割り石のものが多かった。

石は東側から西側への緩傾斜地に積まれて

おり、石下に土鉱の類はなかった。何かに使

用されていた物が破棄後に積まれたものか、

戦闘用の投げ石の類が意図的に積まれたもの

かは不明である。

隣接地の高城跡からも同種の集石が検出さ

－

L＝218.帥伽

0

第25図集石1実測図
れているがこの場合、土鉱内からの出土であ

ったo

集石2

迫地中段の標高215.0mラインから検出さ

れた｡平面的には三角形を呈し､長さ,.3m(主

軸方位はN9．W)、下辺の南側は幅1.55m、

高さ0.62mの規模で、西側から東側への緩傾

斜地に積まれていた。

大石は集石’よりも大きく、最大のものは

長さ40cm・幅45cm・高さ20cm・重さ20.8k9を

測り、大岩10個、小石34個、中間の石21個を

数えた。石質は、砂岩、凝灰岩、チャートでし=2，

ある。
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第3節第Ⅱ期整地層の調査結果

迫地部分から検出された第Ⅱ期の平面的な整地層範囲は、南北の長さ35m、東西幅11mであ

る。

上段から下段までの高低差は11mで、整地面は大きく7段に分かれるので、第1期分と同様

に、第27図中に示した如く、これらをⅡ一①～Ⅱ－⑦段と呼称する。Ⅱ期分の建築杜は総数9

棟でⅡ－③段～Ⅱ－⑦段の範囲で検出された。

Ⅱ－①段は標高223～221.5mの範囲で、野鍛冶跡が検出されている。以下、Ⅱ－②段は標高

221.5～220.5m、Ⅱ－③段は標高220.5～218mの範囲で、南側斜面から備前と常滑の水尭破片

が多量に出土した。Ⅱ－④段は標高218～217m、Ⅱ－⑤段は標高217～216m、Ⅱ－⑥段は標高

215.5～214.5m、Ⅱ－⑦段は標高214.5～211mの範囲にある。

第Ⅱ期整地層より検出の建築杜

〔Ⅱ－③段〕SB16の1棟が検出された。規模は3.5m(12尺)×1.7m（6尺)で、桁行方

向はS83oWである。柱穴P122から青磁〔218〕が出土している。

〔Ⅱ一④段〕SB17の1棟が検出された。規模は2.6m（9尺)×1.9m（6尺)で桁行方向

はN10oEである。

〔Ⅱ－⑤段〕SB18・SB19の2棟が検出された。SB18の規模は3．6m(12尺)×

2.2m（7尺)で、桁行方位はN71oWである。柱穴P129から小刀〔274〕が出土している。S

B19の規模は2.9m(10尺)×1.8m（6尺)で、桁行方位はN17oWである。

〔Ⅱ一⑥段〕SB20とSB21の2棟が検出された。SB20の規模は2．9m(10尺)×

2.2m（7尺)で、桁行方位はN29。Eである。建築杜はⅡ－⑤段とⅡ一⑥段を跨ぐ格好となる。

柱穴P145から青磁〔222〕が出土している。SB21は4.1m(14尺)×2.3m（8尺）の規模で、

桁行方位はN14oEである。

〔Ⅱ－⑦段〕SB22～SB24の3棟が検出された。SB22（N15oE）とSB23（N

17oE)、SB24（N10oE）は、ほぼ似かよった桁行の方位を示す。規模はSB22が

4.5m(15尺)×2.2m（7尺)、SB23が3.1m(10尺)×1.8m（6尺)、SB24が4．0m(13尺）

×2.6m（9尺)である。SB22の柱穴P155から角釘〔402〕、P157から土師器坪〔292〕が出

土している。同じくSB23の柱穴Pl61から白磁〔251〕が、SB24の柱穴P167からは瓦質

播鉢〔325〕の出土を見た。

総じて、第Ⅱ期の整地層から検出された9棟の建築杜は重なり合いもなく、同時期に並列し

たものと思われる。
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建築杜No．

V2－SB16

V2－SB17

V2－SB18

V2－SB19

V2－SB20

V2－SB21

V2－SB22

V2－SB23

V2－SB24

規模 規 格

3.5m×1．7m 2間×1間

(12尺×6尺）
6.0㎡

2.6m×1．9m 2間×2間

(9尺×6尺）

4.9㎡

3.6m×2．2m 2間×l間

(12尺×7尺）

7.9㎡

2.9m×1．8m 2間×1間

(10尺×6尺）

5.2㎡

2.9m×2．2m 2間×2間

(10尺×7尺）

6.4㎡

4.1m×2．3m 2間×1間

(14尺×8尺）
9.4㎡

4.5m×2．2m 2間×2間

(15尺×7尺）

9.9㎡

3.1m×1．8m 2間×1間

(10尺×6尺）

5.6㎡

4.0m×2．6m 2間×1問

(13尺×9尺）

10.4㎡

桁行方位

S83 W

N10 E

N71 W

N17 W

N29 E

Nl4 E

N15 E

Nl7 E

NlO E

備 考

P122から青磁〔218〕が出土している。

梁行妻（Pl23～Pl24）の中央柱が不明。
桁行の東側と西側では、西側の方が66cm高
い

0 梁行妻の北側と南側では北側の方が65
～92cm高い。

桁行の中央柱は、いずれも西側に片寄る。
桁行の北側と南側では、北側のほうが43～
48cm高い。

Pl29から小刀〔274〕が出土している。

梁行妻の北側と南側では、北側の方が48cm
高い ○

梁行妻（Pl45～Pl46）の中央柱が不明。
桁行の東側と西側では、東側が30cm高い。
梁行妻の北側と南側では、北側の方が65～
97cm高い。

P145から青磁〔222〕が出土している。

梁行妻の北側と南側では、北側の方が53～
67cm高い。

梁行妻（Pl57～Pl59）の中央柱が不明。

桁行の東側と西側では、西側の方が23～29

cm高い。梁行妻の北側と南側では、北側の

方が114～117cm高い。

Pl55から角釘〔402〕と小石が出土している。
Pl57からは土師器坪〔292〕が出土している。

桁行の東側と西側では、西側のほうが22cm

高い。梁行妻の北側と南側では、北側の方
が37～40cm高い。

Pl61から白磁〔251〕が出土している。

桁行の東側と西側で、西側の方が33～37cm

高い。梁行妻の北側と南側では、北側の方

が82～93cm高い。

P167から瓦質播鉢〔325〕が出土している。

第19表第Ⅱ期検出の建築跡一覧表
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V2－SB16

桁行3.5m，梁行妻1.7mの2間×1間の建物で、方向はS83oWである。柱間寸法は、桁行●

P117～P119～P121で1.4m＋2.1m，P118～P120～P122で1.4m＋2.1m、梁行妻P117～

P118で1.7m、P121～Pl22で1.7mを測る。

柱穴の大きさは、P122が最大(32×32cm)、P119が最小(23×23cm)で平均値は27.0×24.7cm

となる。深さはP122が最深（43cm)、Pll7が最浅（12cm）で平均値は23.3cmである。

柱列はいずれもほぼ整列する。

桁行の北側と南側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は東側P117-P118で23cm、西側P

121-P122で14cm、北側の方が高い。さらに梁行妻の東側と西側では、北側P117-P119-P

l21で16cm，南側P118-P120-P122で14cm，東側の方が高い。

P122から青磁〔218〕が出土している。

第20表V2－SB16計測表

MI1‐

瞳

、
呪

IHI

〃

〃

、

第28図V2－SB16実測図
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PitNO． 桁行柱間（、） 桁行間(、） PitNO． 梁間を主間（、） 梁間間(、） PitNO． 深さ(c、） 長径(c、 短径(c、）
117～119

119～121

118～120

120～122

1．4

2.1

1.4

2.1

１
１

3.5

3.5

117～118

121～122

1.7

1.7

1.7

1.7

117

118

119

120

121

122

12.0

32.0

17.0

23.0

12.8

43.0

４
８
３
９
６
２

２
２
２
２
２
３

１
６
３
６
０
２

２
２
２
２
２
３



V2－SB17

桁行2.6m、梁行妻1.9mの2間×2間の建物で、方位はN10oEである。柱間寸法は、桁行

P123～P125～P126で1.2m＋1.4mとなる。P124～Pl28は中央柱が不明で全長2.6mを測る。

梁行妻はP126～P127～P128で0.6m＋1.3mとなるが、P123～P124は桁行と同じく中央

柱が不明で全長1.9mを測る。

柱穴の大きさは、P127が最大(29×29cm)、P125が最小(26×22cm)で平均値は27.3×25.2cm

となる。深ざはP124が最深（44.5cm)、P128が最浅（9.8cm）で平均値は22.6cmである。

柱列は桁行P123～Pl25～P126が千鳥の並びとなる。

桁行の東側と西側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は南側P123-P124で66cm西側の方が

高い。さらに梁行妻の北側と南側では、東側Pl23-Pl25-P126で92cm、西側Pl24-P128

で65cm、北側の方が高い。P126は二段掘りとなっている。

第21表V2－SB17計測表
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PitNO． 桁行柱間（、） 桁行間(、） PitNO． 梁間柱間（、’ 梁間間(、 I PitNO． 深さ(c、 I 長径(c、 短径(c、

123～125

125～126

124～128

1.2

1.4

2.6

｝2.6

2.6

123～124

126～127

127～128

1.9

0.6

1.3 ｝

1.9

1.9

123

124

125

126

127

128

24.5

44.5

18.0

20.0

18.5

9．8

９
７
６
７
９
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２
２
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２
２
２
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２
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２
２
２
２
２
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V2－SB18

桁行3.6m､梁行妻2.2mの2間×l間の建物で、方位はN71oWである。柱間寸法は、桁行

P129～P131～P133で2.4m＋1.2m，P130～P132～P134で2.4m＋1.2m，梁行妻P129～

P130で2.2m、P133～P134で2.2mを測る。

柱穴の大きさは、P132が最大(40×28cm)、P131が最小(30×27cm)で平均値は34.8×30.1cm

となる。深さはP129．P134が最深（27.5cm)、P131が最浅（20cm）で平均値は24.7cmである。

柱列は桁行P130～P132～P134を除いて千鳥の並びとなる。

桁行の北側と南側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は東側Pl29-P130で48cm，西側P

133-P134で43cm，北側の方が高い。さらに梁行妻の東側と西側では、北側P129-P131-P

133で11cm、南側P130-P132-P134で23cm、西側が高い。P129の埋土からは小刀〔274〕が

出土している。

第22表V2－SB18計測表
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PitNO． 桁行柱間（、’ 桁行間(、 PitNO． 梁間柱間 、 ’ 梁間間(､） PitNO． 深き(c、） 長径(c、） 短径(c、）
129～131

131～133

130～132

132～134

４
２
４
２

ｚ
Ｌ
ｚ
Ｌ

１
１

3.6

3.6

129～130

133～134

2.2

2.2

2.2

2.2

９
０
１
２
３
４

２
３
３
３
３
３

１
１
１
１
１
１

５
３
０
１
０
５

●
●
●
●
●
０

７
２
０
４
７
７

２
２
２
２
２
２

０
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０
０
７
６

３
３
３
４
３
３

９
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７
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１
６

２
３
２
２
３
３



V2－SB19

桁行2.9m、梁行妻1．8mの2間×1間の建物で、方位はNl7oWである。柱間寸法は、桁行

P135～P137～P139で1.1m＋1.8m、P136～P138～P140で1.8m＋1．1m、梁行妻P135～

P136で1.8m、P139～P140で1.8mを測る。

柱穴の大きさは、P136が最大(39×34cm)、P138が最小(29×26cm)で平均値は32.8×30.3cm

となる。深ざはP137が58.8cmと極めて深く、P135が最浅（14cm）である。平均値は28.9cmで

ある。

柱列はすべて千烏の並びとなる。

桁行の東側と西側の高苔を比べた場合、柱穴の検出面は東側P135-Pl36で18cm，東側の方

が高い。ざらに梁行妻の北側と南側では、東側P135-P137-Pl39で32cm、西側P136-P

138-P140で48cm北側の方が高い。

第23表V2－SB19計測表
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PitNO． 桁行柱間（、） 桁行間(、） PitNO． 梁間柱間（､） 梁間間(､） PitNO． 深き(c、 ’ 長径(c、 ’ 短径(c、 I

135～137

137～139

136～138

138～140

1．1

1．8

1．8

1．1

１
１

2.9

2.9

135～136

139～140

８
８

●

●

１

１

1.8

1.8

135

136

137

138

139

140

０
５
８
０
０
０

●
●
●
●
●
■

４
４
８
４
９
３

１
２
５
２
１
３

４
９
４
９
２
９

３
３
３
２
３
２

２
４
２
６
９
９

３
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３
２
２
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V2－SB20

桁行2.9m，梁行妻2.2mの2間×2間の建物で、方位はN29oEである。柱間寸法は、桁行

P141～P144～P145で1.45m＋1.45mとなる。P143～P146は中央柱が不明で全長2.9mを測

る。梁行妻はP141～Pl42～P143で1.1m＋1.1mとなるが、P145～P146は桁行と同じく中

央柱が不明で、全長2.2mを測る。

柱穴の大きさは、P143．P145が最大（34×30cm)、P144が最小（31×28m）で平均値は

32.3×29.2cmとなる。深ざはP144が最深（34.5cm)、P145が最浅（14.2cm）で平均値は21.6cm

である。柱列はすべて千鳥の並びとなる。

桁行の東側と西側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は、北側P145-P146で30cm程、東側

が高い。さらに梁行妻の北側と南側では、西側P141-P144-P145で97cm，東側P143-P

146で65cm、北側の方が高い。P142は二段掘りとなっており、P145からは青磁片〔222〕が出

土している。

第24表V2－SB20計測表
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PitNO． 桁f
■
●

柱間（、） 行行間(、） PitNO． 梁間柱間（､） 梁間間(､） PitNO． 深さ(c、） 長径(c、） 短径(c、）
141～144

144～146

143～146

1.45

1.45

2.9

｝2.9

2.9

141～142

142～143

145～146

1.1

1.1

2.2

｝2.2

2.2

141

142

143

144

145

146

25.0

17.5

15.7

34.5

14.2

22.5

１
２
４
１
４
２

３
３
３
３
３
３

０
９
０
８
０
８

３
２
３
２
３
２



V2－SB21

桁行4.1m，梁行妻2.3mの2間×1間の建物で、方位はN14oEである。柱間寸法は、桁行

P147～P149～P151で2.2m＋1.9m，P148～Pl50～P152で2.2m＋1.9m、梁行妻P147～

P148で2.3m，P151～P152で2.3mを測る。

柱穴の大きさは、P148が最大(37×34cm)、P152が最小(28×25cm)で平均値は30.7×27.2cm

となる。深ざはP152が最深（35.5cm)、P147が最浅（16.2cm）で平均値は24.5cmである。

柱列はすべて千鳥の並びとなる。

梁行妻の北側と南側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は東側P147-P149-P151で53cm，

西側P148-P150-Pl52で67cm、北側の方が高い。

第25表V2－SB21計測表
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PitNO． 桁： ﾃ柱間（、） 桁行間(、） PitNO． 梁 峨 §間（、） 梁間間(、） PitNO． 深さ C、 ’ 長径(c、 ’ 短径(c、）

147～149
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148～150
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２
９
２
９

ｚ
Ｌ
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Ｌ

１
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2.3
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０
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１
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０
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V2－SB22

桁行4.5m、梁行妻2.2mの2間×2間の建物で、方位はN15oEである。柱間寸法は、桁行

P153～P155～Pl57で2.6m＋1.9m，P154～P156～P159で2.6m＋1.9m、梁行妻P157～

P158～P159で1.1m＋1.1mとなる。P153～P154は中央柱が不明で全長2.2mを測る。

柱穴の大きさは、P157が最大(36×34cm)、P158が最小(27×27cm)で平均値は32.4×29.4cm

となる。深さはP157が最深（35.5cm)、P154が最浅（17.5cm）で平均値は25.3cmである。

柱列は両梁行妻が千鳥の並びとなる。

桁行の東側と西側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は南側P153-P154で29cm、北側P

157-P158-P159で23cm、西側の方が高い。さらに梁行妻の北側と南側では、東側P153-P

155-P157で117cm、西側P154-P156-P159で114cm、北側の方が高い。P155は二段掘りで、

埋土から角釘〔402〕と小石（2個）が出土している。P157からは土師器坪〔292〕が出土し

ている。

第26表V2－SB22計測表
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PitNO． 桁行柱間（、I 桁行間(、 PitNO． 梁間柱間（､） 梁間間(、） PitNO． 深さ(c、） 長径(c、） 短径(c、）
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６
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９

●
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２
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V2－SB23

桁行3.1m、梁行妻1.8mの2問×1間の建物で、方位はN17oEである。柱間寸法は、桁行

P160～P162～Pl64で1.4m＋1．7m、P161～Pl63～P165で1.4m＋1．7m、梁行妻P160～

P161で1.8m、P164～P165で1.8mを測る。

柱穴の大きさは、P160が最大(35×29cm)、P163が最小(25×23cm)で平均値は30.3×26.8cm

となる。深さはP161が最深（41.6cm)、P163が最浅（14.8cm）で平均値は22.8cmである。

柱列は梁行妻P164～P165を除いて千鳥の並びとなる。

桁行の東側と西側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は南側P160-Pl61で22cm、西側の方

が高い。さらに梁行妻の北側と南側では、東側P160-Pl62-P164で40cm，西側P161-P

163-Pl65で37cm、北側の方が高い。

P161から白磁〔251〕が出土している。

第27表V2－SB23計測表
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PitNO． 桁行柱間（、） 桁行間(、） PitNO． 梁間柱間（、） 梁間間 、） PitNO． 深さ(c、） 長径(c、） 短径(c、
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V2－SB24

桁行4.0m、梁行妻2.6mの2間×1間の建物で、方位はNlOoEである。柱間寸法は、桁行

P166～P168～P170で1.6m＋2.4m、P167～P169～P171で1.6m＋2.4m、梁行妻P166～

P167で2.6m、P170～P171で2.6mを測る。

柱穴の大きさは、P170が最大(38×37cm)、P169が最小(29×27cm)で平均値は33.3×29.7cm

となる。深さはP167が最深（40cm)、P169が最浅（17.5cm）で平均値は27.5cmである。

柱列は整列する。

桁行で東側と西側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は南側P166-P167で37cm、北側P

170-P171で33cm，西側の方が高い。さらに梁行妻の北側と南側では、東側P166-P168-P

170で93cm,西側P167-P169-P171で82cm､北側の方が高い。Pl67の埋土から瓦質播鉢〔325〕

が出土している。

第28表V2－SB24計測表
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PitNO． 桁行柱間（、） 桁行間(、） PitNO． 梁間柱間（､） 梁間間(､） PitNO． 深さ(c、） 長径(c、） 短径(c、）
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４
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土器溜め1

迫地上段の標高218～219mラインから、検出されたものである。Ⅱ一③段の南側斜面にあた

り、備前と常滑の大蕊片がまとまって出土した。

長さ3.5m（主軸方向はN56.W)、最大幅1．0mで､平面的には帯状を呈する。尭片は5～30cm

の厚さにギッシリと堆積していた。特に、土器溜めの西側部分に集中点が見られた。

本文中に掲載した出土遺物の実測図では、373～392の内、大半が、この土器溜めから出土し

ている。

固体数は、低く見積っても15個を下らないものと思われる。出土状況から、一時的に一括し

て破棄きれている事がわかる。第Ⅱ期整地層から検出された8棟の建築杜との関連'性が伺われ

る。これらの大喪は主として水斐に使用されたものであろう。

なお、この土器溜めからは、婁片以外に滑石製の石鍋〔396〕・白磁〔396〕・須恵器片〔350.

353〕が出土している。
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第38図土器溜め2実測図
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土器溜め2

迫地上段の標高219mラインから検出された。迫地の東寄りにあたり、V2－SB16のp

118よりN30oEの方位、約4.5mの付近である。出土遺物は、常滑〔387〕と備前〔388〕の大

喪片で、いずれも底部を中心とした破損部であるが、一部については出土状況から、使用時に

おいて人為的に土中へ埋め込まれたものと思われる。

両者間に接合資料はなかったが、土器溜め1とは、5～6mの近距離にあり、出土遺物も同

一の備前や常滑を主体としたものである所から、同一性格のものと考えてよい。

野鍛冶跡

迫地最上段の標高222.9m～222.4mのラインから検出された。西側の一部が路線外で未調査

であるが、遺構の検出プランは台形状を呈し、長軸方向は地形に沿った東西方向にある。規模

は北側幅で4.2m，南側幅で6.0m、南北幅で4.0mを測る。

当初、第Ⅱ整地層に、焼土の広がりのある事を確認し、炉跡の類ではないかという事で掘り

下げていった所、第39図中に、スクリーン・トーンで示したように、焼土及び炭化物混じりの、

粘土塊域を検出した。

粘土塊の中には、竹や細長い棒状のものが、混入していた痕が認められ、これらのものを骨

組みとした壁土状のものが塗り込められていた事を示していた。そこでこの粘土塊の一部は、

壁土状のものが崩れ落ちた堆積物であるという結論に達し、これらを慎重に除去した所、第40

図に見る様に、多量の炭化物が堆積し、赤色に熱変した床面を有する長方形状の窪地（SKO

l）と、これより西側と西南西側へ下る3本の溝（SDO1～03）が検出された。さらにS

KO1の南西隅には、南側に長軸方向を持つ、やや細長い長方形状の窪地（SKO2）がSK
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01と直交する形で検出された。この際、スラッグや鉄器の類が10数個出土している。

SKO1は、台形状プランの北東側にあって、東西方向に長軸の向きを示し、長方形状を呈

するが､西側半分がやや幅広となる。地山の粘土層を掘り込んでおり、規模は東西の長さ2.2m、

東側幅0.85m，西側幅1.1mを測り、深さは約15cmである。床面は東側から西側へのわずかな

傾斜地である（比高差は5cm前後)。炭化物と焼土の堆積状況については第40図に示した。

SKO1の埋土からは、瓦質播鉢(420：復元作業により完形品となる｡）の破片と、切り石

（幅・高さ0.2～0.3m前後）が床面に接する形で出土している。

SKO2は南北の長さ1.7m，東西幅0.85～0.55mで、深さは0.25mを測る。この埋土にも

第40図の士層断面図に見るように炭化物と焼土が混入していた。床面は部分的に熱を受け赤色

化していたが、SKO1に見る様な炭化物の堆積は無かった。

SDO1～SDO3はSKO1からの流物を排出するための溝と思われる。溝は断面U字形

で、規模はSDO1が幅22cm・深さ19cm・長さ2.0mで、SDO2が幅17cm・深さ15cm、SD

O3は幅23cm．深き18cmを測り、SDO2とSDO3は中途で一本の溝となる。合流地点まで

の長さはSDO2が2.2m，SDO3が1.2mで、一本化された溝は、この箇所より1m程、南

西方向へ下ってⅡ－①段の南端部で消滅している。

一方、台形状の区域からは周縁部に25個前後の小柱穴（幅20cm前後、深き20～30cm）が検出
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された。SKO1を中心とじた遺構の覆屋に関連する柱穴と思われる。内、大きめの柱穴（P

－a）から白磁片〔424〕が出土している。

この外、台形状区域の周辺から輪の羽口が3個〔421．422．423〕出土した。上記のスラッ

グと鉄器類の出土と考え合わせて、この遺構を野鍛冶跡と推定した。

’4C年代測定について

野鍛冶跡の床土直上と第1期整地層の柱穴（Vl－SBO5のP34）から炭化物が出土

したので、’4c年代測定を京都産業大学理学部の山田治教授に依頼した。測定結果は下

記の通りで、いずれも同一年代の可能‘性があり、時期的には15C初頭から中葉頃という結

果がでている。

液体シンチレーション'4C年代測定結果報告

京都産業大学理学部山田治

測定番号 試 料名・採取地 C年代測定値（BP）

KSU－1791 山田城（大王谷） 490士5OBP

野鍛冶跡

KSU－ 1792 山田城（大王谷） 540士25BP

V1－SBO5・P34

(第1期整地層）

（註）MC年代測定値の表現法は、次のごとき国際的約束に基づいています。

(1)14の半減期は5568年とします。

現在知られている最も確からしいl4Cの半減期は5730士30（年）ですが、まだ

完全ではありません。今までずっとLibbyの採用した半減期5568年が用いられ

てきているので、確実な半減期が得られるまで変更しないほうが世界全体のデータの比

較のために便利です。

(2)BPはBeforePresentの略で、PresentはAD1950年に固定

しています。例えば、50OBPということはAD1950年から500年前であるこ

とを意味します。

(3)測定誤差は1標準偏差です。なお、真の値が1標準偏差の中にはいる確率は68％、標

準偏差の2倍幅の中には95％、3倍幅の中には99.7％が入ります。

(4)測定値には測定機関記号（京都産業大学の場合はKSU）と測定番号をつけることに

なっています。索引やデータの確認になくてはならないものですから、記録や引用の際

には必ずこの記号と番号をつけておいて下さい。
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Ｓ
Ｄ
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ｌ

1

2

3

4

5

焼土～炭化物

焼土＞炭化物

褐灰色土（粘）

褐灰色土（極．硬）

褐灰色土～鉄分土

Pl

l

P2

1

2

3

4

5

焼土＞炭化物

野鍛冶土壁ブロック

焼土＞野鍛冶土壁ブロック

灰褐色土

灰褐色土＞焼土

1 白粘土ブロック＞褐灰分土

2 褐灰色土＞白粘土ブロック

3 褐灰色土＞白粘土ブロック

4 褐灰色土＞鉄分土

5 褐灰色土＞炭化物

Ｓ
Ｄ
Ｏ
３

1

1

2

灰褐色土＞野鍛冶土壁ブロック

灰褐色土＞野鍛冶土壁ブロック（硬）

炭化物＞鉄分土

Ｓ
Ｋ
０
２

1～4 焼土（小ブロック）

5 焼土＞炭化物

6 褐色土＞焼土

7 炭化物＞焼土

8 焼土＞褐灰色土

9 灰褐色土（軟）



旬|叉

1 表土 7 灰褐色土

2 黒褐色土（ポロポロ） 7 灰褐色土（ポロポロ）

2 黒褐色土（引き締まる） 8 肌色粘土＞灰褐色土十焼土

3 肌色粘土＝灰褐色士（粘） 9 野鍛冶（上層堆積土）

4 肌色粘土＞灰褐色土（ポロポロ） 10 灰白褐色土＞極小喋

5 肌色粘土（硬） 11 柱穴（灰褐色士）肌色粘土

6 褐色土 12 灰色士

6 褐色士（焼土・炭化物が混入） 13 肌色粘土～灰褐色士

第30表 野鍛冶跡 観察表（2）

第4節第Ⅲ期文化層の調査結果

迫地部分から検出された第Ⅲ期の遺構面の範囲は南北の長さ23m、東西幅6～14mで、これ

に道路遺構が加わる。ここから6棟の建築杜が検出された。建築杜の検出範囲における上段か

ら下段までの高低差は6mで、遺構面は3段に分かれる。したがって第43図中示した様にⅢ－

①～Ⅲ－③段と呼称する。

Ⅲ－①段は標高221.5～219.5mの範囲にある。以下、Ⅲ一②段は標高219.5～218.5mで、Ⅲ

一③段は標高218.5～216mの範囲にある。

第Ⅲ期文化層より検出の建築祉

〔Ⅲ－①段〕SB25の1棟が検出された。SB25の規模は4．1m(14尺)×2.3m（8尺）

で桁行の方位はN87oWである。柱穴P173から土師器坪〔457〕が出土している。

〔Ⅲ一③段〕SB26～SB30の5棟が検出された。SB26とSB27、及びSB28

とSB29が重なり合っているが､桁行方向からSB27（S79.W）とSB28（N87.W）

が同じで、SB26（N67.W）とSB29（Nl9oE）とが、ほぼ直交の並びにある事がわ

かる。両者は桁行方向で、明らかにセット関係にあるものと思われる。なおSB30（N64。
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W）はSB26と桁行方位が同じで、SB29と直交する。

建築杜の規模はSB27が4.2m(14尺)×2.1m（7尺）で、SB29が4．2m(14尺)×2．4m

(8尺)、SB30が4．3m(14尺)×2.1m（7尺）で、3棟ともほぼ同一の大ききである。これ

は規模の点でⅢ－①段のSB25を含めて一つのセット関係にある事を示している。

一方で、SB26は3.4m(11尺)×2.3m（8尺)で、SB28の3.2m(11尺)×2.0m（7尺）

に似かよっており、別のまとまりをなす事がわかる。

SB26の柱穴P179から土師器坪〔454〕と、SB27の柱穴P189から、角釘〔506〕が出

土している。さらに青磁がSB29の柱穴P201と、SB30の柱穴P206から出土している。

青磁の実測図はSB29が〔427〕・SB30が〔426〕である。

第Ⅲ期の遺構面から検出された6棟の建築杜は、桁行方向と規模の点から、2時期に分かれ、

1回の建て替えがあったものと思われる。

建築杜No．

V3－SB25

V3－SB26

V3－SB27．

V3－SB28

V3－SB29

V3－SB30

規 模 規格

4.1m×2．3m 2間×l間

(14尺×8尺）

9.4㎡

3.4m×2．3m 2間×2間

(11尺×8尺）

7.8㎡

4.2m×2．1m 2間×l間

(14尺×7尺）
8.8㎡

3.2m×2．0m 2間×l間

(11尺×7尺）

6.4㎡

4.2m×2．4m 2問×1間

(14尺×8尺）

10.1㎡

4.3m×2．1m 2間×2間

(14尺×7尺）

9.0㎡

桁行方位

N87 W

N67W

S79 W

N87W

Nl9 E

N64 W

備 考

桁行の北側と南側では、北側の方が36～47
cm高い。梁行妻の東側と西側では、東側の

方が28～32cm高い。

Pl73から土師器坪〔457〕が出土している。

梁行妻（Pl83～Pl84）の中央柱が不明。

桁行の北側と南側では、北側の方が58～68

cm高い。Pl79からは土師器坪〔454〕と小石
が出土している。

桁行の北側と南側では、北側の方が65～82

cm高い。Pl89からは角釘〔506〕が出土して
いる ○

桁行（P191～Pl96）の中央柱は、2本に分

かれる。

梁行妻（Pl91～Pl92）の中央柱が不明。

桁行の北側と南側では、北側の方が53～54

cm高い。Pl96からは土師器坪〔455〕が出土

している。

桁行の東側と西側では、西側の方が47cm高

い。梁行妻の北側と南側では、北側の方が

70～98cm高い。P201から青磁〔427〕が出土

している。

梁行妻（P210～P211）の中央柱が不明。

桁行の北側と南側では、北側の方が17～62

cm高い。梁行妻の東側と西側では、西側の

方が50～95cm高い。P206から青磁〔426〕が

出土している。

第31表第Ⅲ期検出の建築祉一覧表
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V3－SB25

桁行4.1m，梁行妻2.3mの2間×1間の建物で、方位はN87°Wである。柱間寸法は、桁行

P172～P174～P176で2.05m＋2.05m、P173～P175～P177で2.05m＋2.05m，梁行妻P

172～Pl73で2.3m，P176～Pl77で2.3mを測る。

柱穴の大きさば、P176が最大（39×36cm)、P172．P175が最小（32×28cm）で平均値は

35.1×31.2cmとなる。深さはP177が最深（33.1cm)、P172が最浅（15.7cm）で平均値は22.8cm

である。柱列はすべて千鳥の並びとなる。

桁行の北側と南側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は東側P172-P173で36cm、西側P

176-P177で47cm、北側の方が高い。さらに梁行妻の東側と西側では、北側P172-P174-P

176で28cm，南側P173-Pl75-P177で32cm、東側の方が高い。

P177は二段掘りとなっている。P173から土師器〔457〕が出土している。

第32表V3－SB25計測表
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第44図V3－SB25実測図
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PitNO． 桁行柱間 、 ’ 桁行間 、 ’ PitNO． 梁間柱間（、I 梁間間 I PitNO． 深さ(c、 ｝ 長径 c、） 短径(c、）

172～174

174～176

173～175

175～177

2．05

2．05

2．05

2．05

１
１

4.1

4.1

172～173

176～177

2.3

2.3

2.3

2.3

172

173

174

175

176

177

15.7

24.9

18.3

20.8

23.7

33.1

２
８
４
２
９
５

３
３
３
３
３
３

８
６
７
８
６
２

２
３
２
２
３
３



V3－SB26

桁行3.4m、梁行妻2.3mの2間×2間の建物で、方位はN67oWである。柱間寸法は、桁行

P178～P182～P183で2.0m＋1.4m、P180～P181～P184で1.4m＋2.0m、梁行妻P178～

P179～P180で1.5m＋0.8mとなる。P183～P184は中央柱が不明で、全長2.3mを測る。

柱穴の大きさは、P184が最大(36×30cm)、P182が最小(24×24cm)で平均値は29.6×26.1cm

となる。深さはP179が最深（38.2cm)、P182が最浅（17.5cm）で平均値は26.9cmである。

柱列はすべて千烏の並びとなる。

桁行の北側と南側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は東側P178-P179-Pl80で58cm、

西側P183-P184で68cm、北側の方が高い。

P181とP183は二段掘りである。P179からは土師器坪〔454〕と小石が出土している。

第33表V3－SB26計測表
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PitNO． 桁行柱間（、 桁行間(、） PitNO． 梁間柱間（、 ’ 梁間間(、 ’ PitNO． 深さ 1cm） 長径(c、 短径(c、）
178～182

182～183

180～181

181～184

０
４
４
０

●
●
２
１
Ｌ
２

１
１

3.4

3.4

178～179

179～180

183～184

1.5

0.8

2.3

｝2.3

2.3

沼
ね
別
別
配
闘
別

１
１
１
１
１
１
１

１
２
６
９
５
９
１

●
●
●
●
●
●
巳

９
８
０
６
７
６
９

１
３
２
２
１
３
２

８
８
０
８
４
３
６

２
２
３
２
２
３
３

５
６
４
４
４
０
０

２
２
２
２
２
３
３



V3－SB27

桁行4.2m、梁行妻2.1mの2間×1間の建物で、方位はS79oWである。柱間寸法は、桁行

P185～P188～P189で2.1m＋2.1m，Pl86～P187～P190で1．4m＋2.8m、梁行妻Pl85～

Pl86で2.1m、Pl89～P190で2.1mを測る。

柱穴の大ききは、P189が最大(37×36cm)、P186が最小(22×20cm)で平均値は26.8×24.5cm

を測る。深さはP189が最深（28.4cm)、P186が最浅（19.5cm）で平均値は23.2cmである。柱

列は両梁行妻が千鳥の並びとなる。

桁行の北側と南側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は東側Pl85-P186で65cm，西側P

189-P190で82cm、北側の方が高い。さらに梁行妻の東側と西側では、南側Pl86-Pl87-P

190で12cm東側の方が高い。P189からは角釘〔506〕が出土している。

第34表V3－SB27計測表
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PitNO． 桁行柱間（、） 桁行間(、） PitNO． 梁間柱間（、） 梁間間(、） PitNO． 深さ c、） 長径(c、 ’ 短径(c、 ’

185～188

188～189

186～187

187～190

１
１
４
８

●
●

の
●

２
２
１
２

１
１

4.2

4.2

185～186

189～190

１

１

●

①

２
２

2.1

2.1

185

186

187

188

189

190

21.9

19.5

22.3

25.9

28.4

21.2

１
２
８
７
７
６

３
２
２
２
３
２

７
０
５
５
６
４

１
２
２
２
３
２



V3－SB28

桁行3.2m、梁行妻2.0mの2間×1間の建物で、方位はN87oWでほぼ東西方向にある。柱

間寸法は、桁行P192～P194～P198で1．6m＋1.6m、P191～P196はP193とP196の間に補

助柱のP195が付き、1．6m＋0.8m＋0.8mとなる。梁行妻はP196～P197～P198で1.2m＋

0.8mである。P191～P192は中央柱が不明で全長2.0mを測る。

柱穴の大きさは、P197が最大（38×30cm)、P194が最小（24×20cm）で平均値は31×27.5cm

となる。深さはP196が最深（81.4cm)、P194が最浅（14.5cm）で平均値は31cmである。

柱列はすべて千鳥の並びとなる。

桁行の北側と南側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は東側P191-P192で53cm，西側P

196-P197-P198で54cm、北側の方が高い。P192は二段掘りである。

P196からは土師器坪〔455〕が出土している。

第35表V3－SB28計測表
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PitNO． 桁行柱間 、） 桁行間(、） PitNO． 梁間ホ §間（、） 梁間間(、） PitNO． 深さ(c、） 長径(c、） 短径(c、）
191～193

193～195

195～196

192～194

194～198

６
８
８
６
６

●
●
●

●
●

１
０
０
１
１

１
１

3.2

3.2

191～192

196～197

197～198

2.0

1.2

0.8 ｝

2.0

2.0

191

192

193

194

195

196

197

198

22.2

41.0

16.3

14.5

27.4

81.4

20.0

25.0

４
１
６
４
８
１
８
６

３
３
２
２
２
３
３
３

４
７
３
０
４
９
０
３

３
２
２
２
２
２
３
３



V3－SB29

桁行4.2m，梁行妻2.4mの2間×1間の建物で、方位はNl9oEである。柱間寸法は、桁行

P199～P201～P203で1．7m＋2.5m、P200～P202～P204で1.7m＋2.5m，梁行妻Pl99～

P200で2.4m、P203～P204で2.4mを測る。

柱穴の大きさは、P204が最大(38×29cm)、P203が最小(25×23cm)で平均値は31.3×26.7cm

となる。深さはP200が最深（35.4cm)、P201が最浅（15.5cm）で平均値は21.5cmである。

柱列は梁行妻P199～P200を除いて千鳥の並びとなる。

桁行の東側と西側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は南側Pl99-P200で47cm、西側の方

が高い。さらに梁行妻の北側と南側では、東側Pl99-P201-P203で98cm，西側P200-P

202-P204で70cm、北側の方が高い。P201から青磁〔427〕が出土している。

第36表V3－SB29計測表
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PitNO． 桁行柱間（、） 桁行間(、） PitNO． 梁間柱間（、） 梁間間(、） PitNO． 深さ c、 長径 c、 I 短径(c、 ’

199～201

201～203

200～202

202～204

７
５
７
５

●
●

■
●

１
２
１
２

１
１

4.2

4.2

199～200

203～204

2.4

2.4

2.4

2.4

199

200

201

202

203

204

22.0

35.4

15.5

18.0

16.0

22.0

０
６
１
８
５
８

３
３
３
２
２
３

５
３
６
４
３
９

２
３
２
２
２
２



V3－SB30

桁行4.3m，梁行妻2.1mの2間×2間の建物で、方位はN64oWである。柱間寸法は、桁行P

205～P208～P210で1.5m＋2.8m、P207～P209～P211で1.5m＋2.8m，梁行妻P205～P

206～P207で0.6m＋1.5mとなる。P210～P211は中央柱が不明で全長2.1mを測る。

柱穴の大きさは、P207が最大(36×28cm)、P206が最小(26×22cm）で平均値は31.6×26.1cm

となる。深さはP207が最深（67.5cm)、P205が最浅（17cm）で平均値は24.6cmである。

柱列はすべて千鳥の並びとなる。

桁行の北側と南側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は、東側P205-P206-P207で62cm、

西側P210-P211で17cm、北側のほうが高い。さらに梁行妻の東側と西側では、北側P205-

P208-P210で50cm，南側P207-P209-P211で95cm、西側が高い。

P206からは青磁片〔426〕が出土している。

第37表V3－SB30計測表
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PitNO． 桁行柱間 、 桁行間(、） PitNO． 梁間柱間（､） 梁間間(、） PitNO． 深さ(c、） 長径(c、） 短径(c、）
205～208

208～210
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209～211

５
８
５
８

Ｌ
ｚ
Ｌ
２

１
１

4.3

4.3

205～206

206～207

210～211

0.6

1.5

2.1

｝2.1

2.1

205

206

207

208

209

210

211

０
０
５
０
０
０
０

●
●
●
●
●
●
■

７
８
７
０
４
２
４

１
１
６
２
３
２
４

６
６
６
５
３
３
２

２
２
３
３
３
３
３

４
２
８
６
５
２
６

２
２
２
２
２
３
２



第5節東側尾根の調査結果

東側尾根は南北の長さ82m、東西幅5～19mである。大半が凝灰岩の岩場で、粘土層の範囲

は第50図で示したスクリーン・トーンの4箇所のみに限られる。この岩場を中心に東側尾根の

南側へ45mの範囲で、18棟の建築杜が検出された。この内、SB32・SB45の2棟を除く

16棟の建築比が、何らかの形で岩場を掘り込んでいる。

建築杜を説明するにあたり第50図に示した様に、東側尾根を6箇所に区分し、それらをE－

①～E一⑥区と呼称する。

東側尾根より検出の建築杜

〔E一①区〕粘土層の広がる標高223mラインで、東尾根の北側基底部にあたる。SB31

～SB34の4棟が検出されたが、SB31とSB32が切り合っている。桁行方向からSB

31（N13.W）・SB34（N10.W）と、SB32（S77.W）・SB33（S90.W）

に区分される。規模の面ではSB31が4.2m(14尺)×3.0m(10尺）で、SB33は4．0m(13

尺)×2.0m（7尺）を測る。SB32とSB34は、3.3m(11尺)×2.4m（8尺）と3.8m(12尺）

×2.6m（9尺)でほぼ同一規模である。SB32から青磁〔516〕が出土している。

E－①区ではSB31とSB32の切り合いから1回の建て替えが考えられる。

〔E－②区〕東尾根の最高所で、標高224.5m～223.5mラインである。凝灰岩の岩場が小山

状の高まりをなす所で、SB35～SB37の3棟が検出された｡建築杜の規模は3．4m(11尺）

×2.1m（7尺）で、全く同一であるが、3棟とも切り合った状態にある。

E一②区では3棟の切り合いから3回の建て替えが想定される。

〔E－③区〕E一②区の西側にあたり、標高223.5m～222.5mラインの岩場である。SB

38～SB40の3棟が検出されたが、SB38とSB39及びSB39とSB40が切り合

っている。建築並の桁行方向と規模はSB38がS83oWで4.3m(14尺)×2.2m（7尺)、S

B39がN10oWで3.4m(11尺)×3.2m(11.5尺)、SB40がN4oEで3.4m(11尺)×2.7

m（9尺）である。SB38の桁行は、東側が西側より高く66～96cmの比高がある。

SB40の柱穴P269から青磁〔518〕が出土している。

E－③区では、E一②区と同様に3棟の切り合いから3回の建て替えが想定される。

〔E－④区〕東側尾根の北側基底部から南側へ29m～36mの所で、標高223m～222mライン

である。大半は岩場であるが、西側の一部に限り粘土層の広がりを見る。SB41～SB44

の4棟が検出きれ、この中でSB41・SB42・SB43とSB42・SB44が切り合っ

ている。建築杜は桁行方向において、SB43（N84oE）とSB44（N6．W）が同一で、

規模もSB43が3.8m(13尺)×2.4m（8尺）で、SB44が3.6m(12尺)×2.2m（7尺）と、

似かよっている。SB42は、桁行方向がN4oWでSB43とSB44に直交する。規模は

－71－



4.0m(13尺)×2.0m（7尺）である。

SB41は桁行方向S56oWで、E－④区の中では例外的な桁行方向を示しており、これは

E－②区のSB35（S61.W）と似かよる。規模は3.7m(12尺)×2.4m（8尺)である。

E－④区では、3棟分と2棟分の切り合いから、3回の建て替え（SB41とSB44が並

列・SB4ﾐIとSB44が並列・SB42が単独で存在）が想定される。

〔E－⑤区〕E－④区の西側斜面にあって粘土層の広がる標高221.5m～219mラインである。

SB45が検出きれた。桁行方向はN3oWで、これはE－④区のSB42と同一方向である。

SB45とSB42はセット関係にあると思われる。

〔E－⑥区〕東側尾根の北側基底部から南側へ4.5mの所で、同尾根における建築虻検出の

南限区域にあたる。標高222m～221.5mラインの岩場から、SB46～SB48の3棟が検出

された。3棟とも切り合っているが、建築杜の桁行方向は、SB46（N87.W）とSB47

（N74.W）が同一で、これにSB48（N12oE）が直交する形となる。規模はSB46が

3.7m(12尺)×2.8m（9尺)、SB47が3.6m(12尺)×2.7m（9尺)、SB48が4.0m(10尺）

×2.2m（7尺）を測る。

E－⑥区では、3棟の切り合いから3回の建て替えが想定きれる。

建築杜No．

E－SB31

E－SB32

E－SB33

E－SB34

E－SB35

規 模 規格

4.2m×3．0m 2間×2間

(14尺×10尺）

12.6㎡

3.3m×2．4m 1間×2間

(11尺×8尺）

7.9㎡

4.0m×2．0m 2間×2間

(13尺×7尺）

8.0㎡

3.8m×2．6m 2間×1間

(12尺×9尺）

8.8㎡

3.4m×2．1m 3間×1間

(11尺×7尺）

7.1㎡

桁行方位

N13 W

S77噂W

S90W

N10 W

S61 W

備 考

梁行妻（P212～P213）の中央柱が不明。

梁行妻の北側と南側では、北側の方が30cm

高い。P215から青磁〔517〕が出土している。

梁行妻（P222～P223）の中央柱が不明。

P222から青磁〔516〕が出土している。

梁行妻（P229～P230）の中央柱が不明。

梁行妻の東側と西側では、東側の方が20～

22cm高い。P226から青磁〔518〕が出土して
いる ◎

桁行の東側と西側では、東側の方が19～52

cm高い。梁行妻の北側と南側では、北側の

方が26cm高い。

桁行（P237～P242）の中央柱は2本に分か

れる。桁行の北側と南側では、北側の方が

48～56cm高い。

南側の桁行では中央柱が両端の柱穴よりも

高い位置で掘り込まれている。

第38表東側尾根検出の建築祉一覧表①
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建築杜No．

E－SB36

E－SB37

E－SB38

E－SB39

E－SB40

E－SB41

E－SB42

E－SB43

E－SB44

E－SB45

E－SB46

E－SB47

E－SB48

規 模 規 格

3.4m×2．1m l間×1間

(11尺×7尺）

7.1㎡

3.4m×2．1m 2間×1間

(11尺×7尺）
7.1㎡

4.3m×2．2m 2間×1間

(14尺×7尺）

9.5㎡

3.4m×3．2m 2間×l間

(11尺×11尺）

10.9㎡

3.4m×2．7m 2間×1間

(11尺×9尺）

9.2㎡

3.7m×2．4m 2間×1間

(12尺×8尺）

8.9㎡

4.0m×2．0m 2間×1間

(13尺×7尺）

8.0㎡

3.8m×2．4m 2間×2間

(13尺×8尺）

9.1㎡

3.6m×2．2m 2間×l間

(12尺×7尺）

7.9㎡

4.6m×3．0m 3間×2間

(15尺×10尺）
13.8㎡

3.7m×2．8m 2間×1間

(12尺×9尺）

10.4㎡

3.6m×3．1m 2間×l間

(12尺×9尺）

9.7㎡

4.0m×2．2m 1間×l間

(13尺×7尺）

8.8㎡

桁行方位

N12 W

N2 W

S83 W

N10 W

N 1 W

S56 W

N4 W

N84 E

N6 W

N3 W

N87 W

N74 W

N12 E

備 考

桁行の東側と西側では、西側の方が25～35

cm高い。梁行妻の北側と南側では、南側の

方が55～72cm高い。

桁行（P249～P252）の中央柱が不明。

桁行の東側と西側では、東側の方が32～59

cm高い。

梁行妻の東側と西側では、東側の方が66～

96cm高い。桁行の北側と南側では、北側の

方が22cm高い。

桁行の東側と西側では、東側の方が67～88

cm高い。梁行妻の北側と南側では、南側の

方が20cm高い。

桁行の東側と西側では、東側の方が35～38

cm高い。梁行妻の北側と南側では、北側の

方が25～27cm高い。

梁行妻の東側と西側を比べた場合、東側の

方が40～42cm高い。

桁行の東側と西側では、東側の方が26cm高

い。梁行妻の北側と南側では37cm北側の方

が高い。

梁行妻（P288～P289）の中央柱が不明。

桁行の北側と南側では、北側の方が23cm高

い。梁行妻の東側と西側では、東側の方が

22～24cm高い。

桁行の北側と南側では、北側の方が22cm高

い。梁行妻の東側と西側では、東側の方が

46cm高い。P292から青磁〔519〕が出土して
いる ○

桁行の東側と西側では、東側の方が38～58

cm高い。梁行妻の北側と南側では、北側の

方が71cm高い。

桁行の北側と南側では、北側の方が49～89

cm高い。梁行妻の東側と西側では、東側の
方が52cm高い。

桁行（P312～P315）の中央柱が不明。

桁行の北側と南側では、北側の方が36～61

cm高い。南側桁行では中央柱のP314が、両
端の柱穴と比べて、やや高い所から掘り込

まれている。P312からは、土師器片〔522〕
が出土している。

梁行妻の北側と南側では、北側の方が39～
48cm高い。

第39表東側尾根検出の建築祉一覧表②
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E－SB31

桁行4.2m，梁行妻3.0mの2間×2間の建物で、方位はN13oWである。柱間寸法は、桁行

P212～P214～P216で2.1m＋2.1m，P213～P215～P218で1.6m＋2.6m、梁行妻P216～

P217～P218で1.6m＋1．4mとなる。P212～P213は中央柱が不明で、全長3.0mを測る。

柱穴の大きさは、P215が最大(32×26cm)、P213が最小(24×18cm)で平均値は27.9×24.1cm

となる。深さはP218が最深（30cm)、P216が最浅（11cm）で平均値は17.6cmである。

柱列は梁行妻P216-P217-P218と桁行P213-P215-P218で千鳥の並びとなる◎

桁行の東側と西側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は南側P212-P213で16cm、西側の方

が高い。さらに梁行妻の北側と南側では、東側P212-P214-P216で30cm北側の方が高い。

P215から青磁片〔517〕が出土している。

第40表E－SB31計測表
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PitNO． 桁行柱間（、） 桁行間(、） PitNO． 梁間柱間（、） 梁間間(、） PitNO． 深さ(c、） 長径 C、 短径(c、 ’

212～214

214～216

213～215

215～218

１
１
６
６

●
●
２
２
Ｌ
２

１
１

4.2

4．2

212～213

216～217

217～218

3.0

1.6

1.4 ｝

3.0

3.0

212

213

214

215

216

217

218

13.0

13.0

22.0

12.0

11.0

22.0

30.0

０
４
１
２
４
８
６

３
２
３
３
２
２
２

７
８
８
６
０
６
４

２
１
２
２
２
２
２



E－SB32

桁行3.3m，梁行妻2.4mの1間×2間の建物で、方位はS77oWである。柱間寸法は、桁行

P219～P222で3.3m，P221～P223で3.3m，梁行妻はP219～P220～P221で1.5m＋0.9m

を測り、P222～P223では中央柱が不明で全長2.4mを測る。

柱穴の大きさは、P222が最大(33×32cm)、P219が最小(25×22cm)で平均値は29.6×27.4cm

となる。深さはP222が最深（25cm)、P220が最浅（13cm）で平均値は19.8cmである。

柱列は梁行妻P222-P223を除いて千鳥の並びとなる。

P222から青磁〔516〕が出土している。

第41表E－SB32計測表
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PitNO． 桁行柱間（、） 桁行間(、） PitNO． 梁間柱間（､） 梁間間(､） PitNO． 深さ(c、） 長径(c、） 短径(c、）
219～222
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E－SB33

桁行4.0m，梁行妻2.0mの2間×2間の建物で、方位はS90oWである。柱間寸法は、桁行

P224～P227～P229で1.4m＋2.6m、P226～P228～P230で1.8m＋2.2m，梁行妻P224～

P225～P226で1.0m＋1.0mとなる。P229～P230は中央柱が不明で全長2.0mを測る。

柱穴の大きさは、P226が最大(30×27cm)、P224が最小(22×18cm)で平均値は25.4×23.3cm

となる。深さはP225が最深（34.3cm)、P229が最浅（10cm）で平均値は20.4cmである。

柱列はすべて千鳥の並びとなる。

梁行妻の東側と西側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は北側P224-P227-P229で22cm，

南側P226-P228-P230で20cm，東側の方が高い。

P226の埋土から青磁〔518〕が出土している。

第42表E－SB33計測表
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PitNO． 桁行柱間（、） 行行間(、） PitNO． 梁間柱間 、 ’ 梁間間 、 ’ PitNO． 深さ c、 長径(c、） 短径(c、）
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E－SB34

桁行3.8m、梁行妻2.6mの2問×1間の建物で、方位はN10oWである。柱間寸法は、桁行

P231～P233～P235で1.9m＋1.9m、P232～P234～P236で1.9m＋1.9m、梁行妻P231～

P232で2.6m、P235～P236で2.6mを測る。

柱穴の大きさは、P231が最大（38×35cm)、P234が最小（24×24cm）で平均値は29.8×27cm

となる。深さはP231が最深（38cm)、P235が最浅（10cm）で平均値は26.8cmである。

柱列は桁行P231～P233～P235と、梁行妻P235～P236が千鳥の並びとなる。

桁行の東側と西側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は南側P231-P232で52cm，北側P

235-P236で19cm，東側の方が高い。さらに梁行妻の北側と南側では、西側P232-P234-P

236で26cm，北側の方が高い。

第43表E－SB34計測表
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PitNO． 桁行柱間（、） 桁行間(、） PitNO． 梁間柱間（、） 梁間間(、） PitNO． 深さ(c、） 長径(c、） 短径(c、）
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E－SB35

桁行3.4m、梁行妻2.1mの3間×1間の建物で、方位はS61oWである。柱間寸法は、桁行

P237～P239～P241～P242で1.1m＋1.4m＋0．9mであるが、P238～P240～P243の場合、

P238～P240の補助柱が不明で、2．1m＋1.3mとなる。梁行妻はP237～P238で2.1m、P242

～P243で2.1mを測る。

柱穴の大きさは、P237が最大（46×42cm)、P240が最小（28×27cm）で平均値は36×30.9cm

となる。深さはP239が最深（65cm)、P241が最浅（24cm）で平均値は38.2cmである。

柱列はすべて千鳥の並びとなる。

桁行の北側と南側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は東側P237-P238で48cm、西側P

242-P243で56cm、南側の方が高い。さらに南側のP238-P240-P243では、中央柱のP240

が両端の柱穴よりも高い位置に掘り込まれている。比高差はP238で38cm、P243で29cmである。

P237はやや外側へ斜めに掘り込まれており、P243は二段掘りとなっている。

第44表E－SB35計測表
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PitNO． 桁行柱間（、） 桁行間(、） PitNO． 梁間柱間 、） 梁間間(、 PitNO． 深さ(c、 ’ 長径(c、 ’ 短径(c、 I
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E－SB36

桁行3.4m、梁行妻2.1mの1間×1間の建物で、方位はN12oWである。柱間寸法は、桁行

P244～P246で3.4m、P245～P247で3.4m、梁行妻P244～P245で2.1m、p246～p247で

2.1mを測る。

柱穴の大きさは、P244が最大(32×28cm)、P247が最小(24×23cm)で平均値は28.3×26.5cm

となる。深さはP244が最深（43cm)、P246が最浅（30cm）で平均値は37.3cmである。

柱列は桁行P244～P246と、梁行妻P244～P245が千鳥の並びとなる。

桁行の東側と西側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は南側P244-P245で35cm、北側P

246-P247で25cm､西側の方が高い。さらに梁行妻の北側と南側では､東側p244-p246で55cm、

西側P245-P247で72cm，南側の方が高い。

第45表E－SB36計測表
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PitNO． 桁行柱間（、 桁行間(、） PitNO． 梁間柱間（､） 梁間間(、） PitNO． 深さ(c、） 長径(c、） 短径(c、）
244～246

245～247
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E－SB37

桁行3.4m、梁行妻2.1mの2間×1間の建物で、方位はN2oWでほぼ南北方向にある。柱

間寸法は、桁行P248～P250～P251で1.7m＋1.7mであるが、P249～P252は中央柱が不明

で全長3.4mを測る。梁行妻はP248～P249で2.1m，P251～P252で2.1mを測る。

柱穴の大きさは、P248が最大(37×29cm)、P252が最小(30×25cm)で平均値は32.2×27.6cm

となる。深さはP248が最深（37cm)、P250．P251が最浅（24cm）で平均値は29.4cmである。

柱列はすべて千鳥の並びとなる。

梁行妻の北側と南側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は東側P248-P250-P251で32cm、

西側P249-P252で59cm、南側の方力塙い。P252は二段掘りとなっている。

第46表E－SB37計測表
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PitNO． 桁行柱間 、 桁行間(、 I PitNO． 梁間柱間（、） 梁間間(、） PitNO． 深さ(c、） 長径(c、） 短径(c、）
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E－SB38

桁行4.3m、梁行妻2.2mの2間×1間の建物で、方位はS83oWである。柱間寸法は、桁行

P253～P255～P257で1.4m＋2.9m、P254～P256～P258で1．8m＋2.5m、梁行妻P253～

P254で2.2m，P257～P258で2.2mを測る。

柱穴の大きさは、P256が最大（30×26cm)、P255が最小（16×14cm）で平均値は23.8×22cm

となる。深さはP254が最深（51cm）P255が最浅（13cm）で平均値は30.3cmである。

柱列はすべて千鳥の並びとなる。

梁行妻の東側と西側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は北側P253-P255-P257で66cm、

南側P254-P256-P258で96cm、東側の方が高い。さらに桁行の北側と南側では、西側P257

-P258で22cm、北側の方が高い。

第47表E－SB38計測表
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PitNO． 桁行柱間（、 桁行間(、 ｝ PitNO． 梁間柱間（､） 梁間間(、 I PitNO． 深さ(c、） 長径(c、 ’ 短径(c、

253～255

255～257

254～256

256～258

４
９
８
５

●
●

■
●

１
２
１
２

１
１

4.3

4.3

253～254

257～258

2.2

2.2

2.2

2.2

253

254

255

256

257

258

６
１
３
９
８
５

３
５
１
３
２
１

８
５
６
０
２
２

２
２
１
３
２
２

５
５
４
６
１
１

２
２
１
２
２
２



E－SB39

桁行3.4m、梁行妻3.2mの2間×1間の正方形に近い建物で、方位はN10oWである。柱間

寸法は、桁行P259～P261～P263で1.9m＋1.5m、P260～P262～P264で1.5m＋1.9m、梁

行妻P259～P260で3.2m，P263～P264で3.2mを測る。

柱穴の大きさは、P263が最大(32×28cm)、P264が最小(23×20cm)で平均値は26.7×24.5cm

となる。深ざはP261が最深（47cm)、P262が最浅（18cm）で平均値は30cmである。

柱列はすべて千鳥の並びとなる。

桁行の東側と西側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は南側P259-P260で67cm、北側P

263-P264で88cm、東側の方が高い。さらに梁行妻の北側と南側では、西側P260-P262-P

264で20cm、南側の方が高い。

第48表E－SB39計測表
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PitNO． 桁行柱間（、） 桁行間(、） PitNO． 梁間柱間（、 ’ 梁間間(、 ’ PitNO． 深さ(c、） 長径(c、 短径(c、 I
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E－SB40

桁行3.4m、梁行妻2.7mの2間×1間の建物で、方位はN1oWである。柱間寸法は、桁行

P265～P267～P269で0．9m＋2.5m、P266～P268～P270で1.2m＋2.2m、梁行妻P265～

P266で2.7m，P269～P270で2.7mを測る。

柱穴の大きさは、P268が最大（29×26cm)、P266が最小（21×20cm）で平均値は27×24cm

となる。深さはP269が最深（32.3cm)、P268が最浅（11.5cm）で平均値は23cmである。

柱列はP269～P270を除いて千鳥の並びとなる。

桁行の東側と西側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は南側P265-P266で35cm，北側P

269-P270で38cm、東側の方が高い。さらに梁行妻の北側と南側では、東側P265-P267-P

269で27cm，西側P266-P268-P270で25cm、北側の方が高い。

第49表E－SB40計測表
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PitNO． 桁行柱間 、 ’ 桁行間(、） PitNO． 梁間柱間（､） 梁間間(、） PitNO． 深さ(c、） 長径(c、） 短径(c、）
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E－SB41

桁行3.7m，梁行妻2.4mの2間×1間の建物で、方位はS56oWである。柱間寸法は、桁行

P271～P273～P275で1．7m＋2.0m、P272～P274～P276で2.0m＋1.7m，梁行妻P271～

P272で2.4m，P275～P276で2.4mを測る。

柱穴の大きさは、P272が最大(46×26cm)、P276が最小(28×24cm)で平均値は33.7×28.3cm

となる。深ざはP273が最深（39cm)、P276が最浅（22cm）で平均値は28.7cmである。

柱列はすべて千鳥の並びとなる。

梁行妻の東側と西側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は北側P271-P273-P275で42cm，

南側P272-P274-P276で40cm，東側の方が高い。

第50表E－SB41計測表
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E－SB42

桁行4.0m，梁行妻2.0mの2間×1間の建物で、方位はN4oWである。柱間寸法は、桁行

P277～P279～P281で1.9m＋2.1m、P278～P280～P282で1.9m＋2.1m、梁行妻P277～

P278で2.0m、P281～P282で2.0mを測る。

柱穴の大きさは、P277が最大(39×39cm)、P281が最小(33×30cm)で平均値は36.3×33.2cm

となる。深ざはP281が最深（33.5cm)、P280が最浅（20.2cm）で平均値は26cmである。

柱列は桁行P278～P280～P282が千鳥の並びとなる。

桁行の東側と西側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は北側P281-P282で26cm，東側の方

が高い。さらに梁行妻の北側と南側では、東側P277-P279-P281で37cm､北側の方が高い。

P280は二段掘りで、P278の埋土からは小石が出土している。

第51表E－SB42計測表
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E－SB43

桁行3.8m、梁行妻2.4mの2間×2間の建物で、方位はN83oEでほぼ東西方向にある。

柱間寸法は、桁行P283～P286～P288で1.9m＋1．9m、P285～P287～P289で1.9m＋L9m、

梁行妻P283～P284～P285で1.2m＋1.2mとなる。P288～P289は中央柱が不明で全長2.4m

を測る。

柱穴の大きさは、P288が最大（35×31cm)、P284が最小（21×18cm）で平均値は30.9×27cm

となる。深さはP289が最深（45.0cm)、P284が最浅（16.8cm）で平均値は29.8cmである。

柱列はすべて千鳥の並びとなる。

桁行の北側と南側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は東側P283-P284-P285で23cm、

西側P288-P289で16cm、北側の方が高い。さらに梁行妻の東側と西側では北側P283-P286

-P288で24cm、南側P285-P287-P289で22cm、東側の方が高い。

第52表E－SB43計測表
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E－SB44

桁行3.6m、梁行妻2.2mの2間×l間の建物で、方位はN6oWである。柱間寸法は、桁行

P290～P292～P294で1.8m＋1.8m、P291～P293～P295で1.8m＋1.8m、梁行妻P290～

P291で2.2m、P294～P295で2.2mを測る。

柱穴の大きさは、P292が最大(44×40cm)、P290が最小(27×24cm)で平均値は32.5×29.5cm

となる。深さはP294が最深（23.7cm)、P290が最浅（8.6cm）で平均値は16.6cmである。

柱列は桁行P290～P292～P294と梁行妻P290～P291が千鳥の並びとなる。

桁行の北側と南側を比べた場合、柱穴の検出面は西側P294-P295で22cm，北側の方が高い。

さらに梁行妻の東側と西側では、北側P290-P292-P294で34cm，南側P291-P293-P295

で46cm，東側の方が高い。P292からは青磁片〔519〕が出土している。

第53表E－SB44計測表
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E－SB45

桁行4．6m，梁行妻3.0mの3間×2間の建物で、方位はN3oWである。柱間寸法は、桁行

P296～P299～P301～P303で1.5m＋1.5m＋1.6m、p298～p3OO～p302～p305で1.5m＋

1．5m＋1．6m，梁行妻P296～P297～P298で1.5m＋1.5m、p303～p304～p305で1.5m＋

1.5mを測る。

柱穴の大きさは、P3O5が最大(36×29cm)、P302が最小(23×23cm)で平均値は28.4×25.1cm

となる。深さはP303が最深（28cm)、P297が最浅（16.1cm）で平均値は24.7cmである。

柱列はすべて千鳥の並びとなる。

桁行の東側と西側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は南側P296-P297-P298で58cm，

北側P303-P304-P305で38cm、東側の方が高い。さらに梁行妻の北側と南側では、西側P

298-P300-P302-P305で71cm、北側の方が高い。p305は二段掘りとなっている。

第54表E－SB45計測表
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E－SB46

桁行3.7m、梁行妻2.8mの2間×1間の建物で、方位はN87oWである。柱間寸法は、桁行

P306～P308～P310で1.6m＋2.1m，P307～P309～P311で1.6m＋2.1m，梁行妻P306～

P307で2.8m，P310～P311で2.8mを測る。

柱穴の大きざは、P307が最大(39×34cm)、P306が最小(24×22cm)で平均値は30.7×27.2cm

となる。深さはP306が最深（29cm)、P308が最浅（16.3cm）で平均値は20.8cmである。

柱列はすべて千鳥の並びとなる。

桁行の北側と南側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は東側P306-P307で49cm，西側P

310-P311で83cm，北側の方が高い。さらに梁行妻の東側と西側では、南側P307-P309-P

311で52cm、東側の方が高い。

第55表E－SB46計測表
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E－SB47

桁行3.6m、梁行妻3.1mの2間×1間の建物で、方位はN74oWである。柱間寸法は、P

313～P314～P316で1.5m十2.1mであるが、P312～P315は中央柱が不明で全長3.6mを測る。

梁行妻はP312～P313で3.1m，P315～P316で3.1mを測る。

柱穴の大きさは、P316が最大（47×40cm)、P313が最小（22×20cm）で平均値は29.8×26cm

となる。深さはP314が最深（21.7cm)、P312が最浅（4.5cm）で平均値は14.7cmである。

柱列は梁行妻P315～P316を除いて千烏の並びとなる。

桁行の北側と南側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は東側P312-P313で61cm、西側P

315-P316で36cm，北側の方が高い。さらに南側P313-P314-P316では、中央柱のP314が

両端の柱穴と比べてやや高い所から掘り込まれており、比高差は東側のP313が14cm，西側P

316が6cmを測る。P312からは土師器〔522〕が出土している。

第56表E－SB47計測表
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E－SB48

桁行4.0m，梁行妻2.2mの1間×1間の建物で、方位はN12oEである。柱間寸法は、桁行

P317～P319で4.0m、P318～P320で4.0m、梁行妻P317～P318で2.2m、p319～p320で

2.2mを測る。

柱穴の大きざは、P317が最大（31×28cm)、P319が最小（28×25cm）で平均値は30×27.5cm

となる。深さはP317が最深（19.3cm)、P318が最浅（2.8cm）で平均値は13.4cmである。

柱列はすべて千鳥の並びとなる。

梁行妻の北側と南側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は東側P317-P319で48cm、西側P

318-P320で39cm、北側の方が高い。

第57表E－SB48計測表
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PitNO． 桁行柱間（、 桁行間 、 PitNO． 梁間柱間（､） 梁間間(、 PitNO． 深さ(c、） 長径(c、） 短径(c、）
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東側尾根より迫地に下る柱列（渡り廊下）

東側尾根の西斜面にあって、E－⑤区の上位より迫地に下る柱列があり、渡り廊下の類では

ないかと思われる。ここで取り上げたもの以外にも、調査時にそれらしき可能‘性を示すものが

あったが、整理の段階で疑問点が生じ、ここでは確実なものだけにしぼった。

柱列は2列で、主軸方位はN63oWを示す。北側に5個、南側に4個の柱穴が並列し、北列

の長さは9.9m、南列は8．9mを測る。

北列の柱間はP382～P383～P384～P385～P386で、2．6m＋2.0m＋2.2m＋3.1mを測り、

南列の柱間はP387～P388～P389～P390で、3．1m＋3.1m＋2.7mとなる。

南北柱列の間隔は上段で0.75m，中段で0.8m、下段で1．1mを測る。

検出された柱穴の平均値は、深さ22cm、長径22.6cm、短径20.1cmである。

第58表東側尾根検出の柱列計測表
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PitNo． 深さ（c､） 直径（c､） 短径（c､） PitNo． 深さ（C､） 直径（c､） 短径（c､）

382 25．0 30 24 387 37.4 29 27

383 19．7 20 17 388 21．2 22 20

384 12．4 19 17 389 19．3 20 18

385 31.2 22 17 390 18．0 20 20

386 13．4 21 21



第6節西側尾根の調査結果

西側尾根は採石工事により、尾根筋の西側部分を大方削り取られているが、残存尾根の南北

60m、東西幅10mの範囲で5棟の建築杜が検出された。

尾根の北側寄りからSB49・SB50、中央部からSB51・SB52、南側寄りからS

B53が検出されたが、SB49・SB50及びSB51・SB52は重なり合っていた。

SB49・SB50は、尾根の東側斜面にかかる標高219mから217mのラインで検出された。

SB49の規模は2.8m（9尺)×2.6m（9尺)で、SB50は3.8m(12尺)×2.8m（9尺)であ

る。桁行方向はSB49がN24oEで、SB50がほぼ同一のN29oEを示す。2棟とも傾斜

地に建てられているため、桁行の東側と西側では、かなりの比高差となる。SB49で117～

151cm、SB50で146cm程、西側の方が高くなる。

SB51・SB52は、西側尾根の最高所にあたる標高219.5mラインから検出きれた。い

ずれも柱穴は凝灰岩の岩肌を掘り抜いている。

SB51は採石工事により桁行の西側部分を欠損しているが、梁行妻2.6m（7尺）を測り、

桁行方向はN80oWである。SB52は3.6m(12尺)×2.8m（9尺）の規模で桁行方向はN79oE

である。

SB53は、標高219mラインの凝灰岩と粘土層から検出された。規模は4.2m(14尺)×2.3

m（8尺)で、検出面方向はN2oWである。柱穴P343から青磁〔524〕が出土している。

西側尾根は破壊きれているため、部分的な発掘に留まったが、調査結果に限って考察すると、

建築虻が2時期に及ぶ事は確実である。

建築杜No．

W － S B 4 9

W－SB50

W－SB51

W－SB52

W－SB53

規 模

2.8m×2．6m

(9尺×9尺）

7.3㎡

3.8m×2．8m

(12尺×9尺）

10.9㎡

×2．6m

(9尺）

3.6m×2．8m

(12尺×9尺）
10.1㎡

4.2m×2．3m

(14尺×8尺）

9.7㎡

規格

1間×2間

2間×l間

×1間

2間×1間

2間×1間

桁行方位

N24 E

N29 E

N72 E

N 8 0W

N2 W

備 考

桁行（P321～P324）の中央柱が不明。

桁行の東側と西側は、西側の方が117～151

cm高い。

桁行の東側と西側では、西側の方が146cm

高い。梁行妻の北側と南側では、南側の方

が143cm高い。P328から小磯が出土してい

る 0

建築並の西側部分を欠く。

梁行妻の東側と西側では、西側の方が46～

54cm高い。

P343から青磁〔524〕が出土してい．る。

第59表西側尾根検出の建築祉一覧表
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W － S B 4 9

桁行2.8m、梁行妻2.6mの1間×2間の建物で、方位はN24oEである。柱間寸法は、桁行

P322～P323～P326で1.6m＋1.2mであるが、P321～P324は中央柱が不明で全長2.8mを測

る。梁行妻はP324～P325～P326で1.6m＋1．0mとなり、P321～P322では桁行P321～P

324と同様に中央柱が不明で全長2.6mを測る。

柱穴の大きさは、P326が最大（39×34cm)、P322が最小（29×23cm）で平均値は32.7×27cm

となる。深さはP325が最深（39cm)、P321が最浅（19cm）で平均値は26.5cmである。

柱列は桁行P321～P324を除いて千鳥の並びとなる。

桁行の東側と西側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は南側P321-P322で117cm、北側P

324-P325-P326で151cm，西側の方が高い。

第60表W－SB49計測表

星
呂
・
里

u心的･LlZ＝

lZ6d

、

己 心

〆L=剛‘"‘里
Ｐ
智
冒

20 、1

第71図W－SB49実測図
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PitNO． 桁行柱間（、） 桁行間(、） PitNO． 梁間柱間（、）
■
や
６
《
』 §間間(、） PitNO． 深さ(c、） 長径(c、 I 短径(c、）

321～324

322～323

323～326

2.8

1.6

1.2 ｝

2.8

2.8

321～322

324～325

325～326

2.6

1.6

1.0 ｝

2.6

2.6

321

322

323

324

325

326

19.0

36.2

20.0

22.5

39.0

22.5

４
９
２
２
０
９

３
２
３
３
３
３

８
３
５
７
５
４

２
２
２
２
２
３



W－SB50

桁行3.8m、梁行妻2.8mの2間×1間の建物で、方位はN29oWである。柱間寸法は、桁行

P327～P329～P331で2.0m＋1.8m、P328～P330～P332で2.0m＋1.8m、梁行妻P327～

P328で2.8m、P331～P332で2.8mを測る。

柱穴の大きさは、P329が最大（38×32cm)、P332が最小（26×22cm）で平均値は32×28.7cm

となる。深さはP330が最深（32.5cm)、P328が最浅（13cm）で平均値は24.7cmである。

柱列は梁行妻P327～P328で千鳥の並びとなる。

桁行の東側と西側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は北側P331-P332で146cm、西側の

方が高い。さらに梁行妻の北側と南側では、東側P327-P329-P331で143cm、南側の方が高

い。

P328の埋土から小喋が出土している。

第61表W－SB50計測表
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PitNO． 行行柱曹 (、 桁行間(、） PitNO． 梁間柱間伽） 梁間間(、） PitNO． 深さ(c、） 長径(c、） 短径(c、）
327～329

329～331

328～330

330～332

０
８
０
８

●
●
２
１
ｚ
Ｌ

１
１

3.8

3.8

327～328

331～332

2.8

2.8

2.8

2.8

327

328

329

330

331

332

26.5

13.0

24.0

32.5

31.0

21.0

６
３
８
７
２
６

３
３
３
２
３
２

４
９
２
５
０
２

３
２
３
２
３
２



W－SB51

梁行妻は西側部分を欠く。梁行妻2.6mの建物で、方位はN72oEである。柱間寸法は、梁

行妻P333～P334で2.6mを測る。桁行はP333～P335とP334～P336で2.1mを測る。

残存柱穴の大きさはP333が最大（48×43cm)、P334が最小（24×20cm）で平均値は31.8×

28.8cmとなる。

第62表W－SB51計測表
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PitNO． 桁行柱間（、） 桁行間(、） PitNO． 梁間柱間 、 ’ 梁間間(、 I PitNO． 深さ(c、 I 長径 c、） 短径(c、 ’

333～335

334～336

2.1

2.1

１
１

●

●

２
２

333～334 2.6 2.6 333

334

335

336

24.2

28.5

27.5

18.0

８
４
０
５

４
２
３
２

３
０
８
４

４
２
２
２



W －SB52

桁行3.6m、梁行妻2.8mの2間×1間の建物で、方位はN80oWである。柱間寸法は、桁行

P337～P339～P341で1.8m＋1.8m，P338～P340～P342で1.8m＋1．8m、梁行妻P337～

P338で2.8m、P341～P342で2.8mを測る。

柱穴の大きさは、P340が最大(32×27cm)、P342が最小(25×25cm)で平均値は28.5×26.2cm

となる。深さはP338が最深（33cm)、P341が最浅（11.8cm〕で平均値は23.7cmである。

柱列はすべて千烏の並びとなる。

梁行妻の東側と西側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は北側P337-P339-P341で46cm、

南側P338-P340-P342で54cm、西側の方が高い。

第63表W－SB52計測表
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PitNQ 桁行柱間（、’ 桁行間(、 ’ PitNO． 梁間柱間（､） 梁間間(､） PitNO． 深さ(c、 ’ 長径(c、 I 短径(c、）

337～339

339～320

338～340

340～342

８
８
８
８

Ｌ
Ｌ
ｌ
Ｌ

１
１

3.6

3.6

337～338.

341～342

2.8

2.8

2.8

2.8

337

338

339

340

341

342

31.0

33.0

19.7

21.7

11.8

25.0

０
１
９
２
４
５

３
３
２
３
２
２

８
６
７
７
４
５

２
２
２
２
２
２



W － S B 5 3

桁行4.2m、梁行妻2.3mの2間×1問の建物で、方位はN2oWである。柱間寸法は、桁行

P343～P345～P347で1.9m＋2.3m，P344～P346～P348で1.9m＋2.3m、梁行妻P343～

P344で2.3m、P347～P348で2.3mを測る。

柱穴の大ききは、P344が最大(31×30cm)、P347が最小(24×22cm)で平均値は27.8×25.5cm

となる。深さはP346が最深（29cm)、P347が最浅（9cm）で平均値は22.3cmである。

柱列はすべて千鳥の並びとなる。P343から青磁片〔524〕が出土している。

第64表W－SB53計測表
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PitNO． 桁行柱間（、） 桁行間(、） PitNO． 梁間柱間（、） 梁間間(、） PitNO． 深さ(c、） 長径 c、 ’ 短径(c、）

343～345

345～347

344～346

346～348

９
３
９
３

１
２
Ｌ
２

●
■ １

１

4.2

4.2

343～344

347～348

2.3

2.3

2.3

2.3

３
４
５
６
７
８

４
４
４
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４
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３
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３
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０
０
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第フ節南東側張り出し尾根の調査結果

東側尾根の南東側15m下に小規模の尾根が張り出しており、ここでは南東側張り出し尾根と

呼称する。標高204mラインで長軸120m、短軸5～7mの尾根であるが、計6棟の建築杜が密

に重なり合って検出された。

これらは、すべて尾根の長軸方向に並列する桁行方向をもち、規模もSB54とSB55を

除き、4棟ともほとんど同一である。

SB56は4.1m(14尺)×2.4m（8尺)の規模で、以下、SB57が4.4m(14尺)×2.2m（7

尺)、SB58が4.2m(14尺)×2.3m（8尺)、SB59が4.2m(14尺)×2.4m（8尺）を測る。

一方、SB54は4.8m(16尺)×1.7m（6尺)の規模で、SB55は3.7m(12尺)×1.9m（6

尺）とやや小規模である。

建築杜の間隔から考察すればSB56とSB59、SB55とSB57、SB54とSB

58あたりがセット関係となろう。

従って、この南東側張り出し尾根の建築杜については3回の建て替えが考えられる。

建築杜No． 規模 規格 桁行方位 備 考

SE－SB54 4.8m×1．7m 2間×1間 N 48W 桁行(P350～P353）で中央柱が不明。
(16尺×6尺）

8.2㎡

SE－SB55 3.7m×1．9m 2間×2間 N41 W 桁行(P356～P359）と梁行妻（P358～P359）
(12尺×6尺） で中央柱が不明。

7.0㎡

SE－SB56 4.1m×2．4m 2間×2間 N50 W 桁行(P362～P365）と梁行妻（P364～P365）
(14尺×8尺） で中央柱が不明。

9.8㎡

SE－SB57 4.4m×2．2m 2間×1間 N46 W 梁行妻の東側と西側では、西側の方が40～
(15尺×7尺） 50cm高い。

9.7㎡

SE－SB58 4.2m×2．3m 2間×1間 N47 W 梁行妻の東側と西側では、西側の方が42～
(14尺×8尺） 55cm高い。

9.7㎡

SE－SB59 4.2m×2．4m 1間×1間 N52 W 梁行妻の東側と西側では、西側の方が47～
(14尺×8尺） 48cm高い。

10.1㎡

第65表南東側尾根検出の建築祉一覧表
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SE－SB54

桁行4.8m，梁行妻1.7mの2間×1問の建物で、方位はN48oWである。柱間寸法は、桁行

P349～P351～P352で1.7m＋3.1mであるが、P350～P353は中央柱が不明で全長4.8mを測

る。梁行妻はP349～P350で1.7m、P352～P353で1.7mを測る。

柱穴の大きさは、P352が最大(43×38cm)、P351が最小(28×27cm)で平均値は34.2×28.2cm

となる。深さはP352が最深（37.7cm)、P351が最浅（14.4cm）で平均値は21.9cmである。

柱列はすべて千鳥の並びとなる。

桁行の北側と南側の高ざを比べた場合、柱穴の検出面は西側P352-P353で20cm，南側の方

が高い。P350は二段掘りとなっている。

第66表SE－SB54計測表
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PitNO． 桁行柱間（、） 桁行間 、） PitNO． 梁間柱間（､） 梁間間(、） PitNO． 深さ(c、） 長径(c、） 短径(c、
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SE－SB55

桁行3.7m、梁行妻1．9mの2間×2間の建物で、方位はN41°Wである。柱間寸法は、桁行

P354～P357～P358で2.0m＋1．7mであるが、P356～P359は中央柱が不明で全長3.7mを測

る。

柱穴の大ききは、P356が最大(36×31cm)、P359が最小(25×23cm)で平均値は32.2×26.8cm

となる。深さはP354が最深（30.2cm)、P359が最浅（15.2cm）で平均値は20cmである。

柱列はすべて千鳥の並びとなる。

桁行の北側と南側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は西側P358-P359で29cm、南側の方

が高い。さらに梁行妻の東側と西側では、南側P356-P359で17cm、西側の方が高い。

第67表SE－SB55計測表
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PitNO． 桁行柱間（、） 桁行間(、） PitNO． 梁間柱間（、） 梁間間(、） PitNO． 深さ(c、） 長径(c、） 短径(c、 ’
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SE－SB56

桁行4.1m、梁行妻2.4mの2間×2間の建物で、方位はN50oWである。柱間寸法は、桁行

P360～P363～P364で1.5m＋2.6mであるが、P362～P365は中央柱が不明で全長4.1mを測

る。梁行妻はP360～P361～P362で1.3m＋1.1mとなり、P364～P365では、桁行P362～P

365と同様に中央柱が不明で全長2.4mを測る。

柱穴の大きさは、P365が最大(37×31cm)、P361が最小(25×25cm)で平均値は31.5×27.8cm

となる。深ざはP364が最深（31.5cm)、P361が最浅（13.3cm）で平均値は23.2cmである。

柱列はすべて千鳥の並びとなる。

桁行の北側と南側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は東側P360-P361-P362で13cm、

西側P364-P365で20cm，南側の方が高い。さらに梁行妻の東側と西側では、南側P362-P

365で20cm、西側の方が高い。P362は二段掘りとなっている。

第68表SE－SB56計測表
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PitNO． 桁行柱間（、 桁行間(、） PitNO． 梁間柱間（､） 梁間間(、） PitNO． 深さ(c、） 長径(c、） 短径(c、）
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SE－SB57

桁行4.4m、梁行妻2.2mの2間×1間の建物で、方位はN46°Wである。柱間寸法は、桁行

P366～P368～P370で2.0m＋2.4m、P367～P369～P371で2.4m＋2.0m、梁行妻P366～

P367で2.2m、P370～P371で2.2mを測る。

柱穴の大きさは、P366.367が最大（39×35cm)、P369が最小（27×26cm）で平均値は34.8

×31.3cmとなる。深さはP366が最深（30.9cm)、P369が最浅（11.9cm）で平均値は23.0cmで

ある。柱列はすべて千鳥の並びとなる。

梁行妻の東側と西側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は北側P366-P368-P370で40cm、

南側P367-P369-P371で50cm、西側の方が高い。P370は二段掘りとなっている。

第69表SE－SB57計測表
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SE－SB58

桁行4.2m、梁行妻2.3mの2間×1間の建物で、方位はN47oWである。柱間寸法は、桁行

P372～P374～P376で2.4m＋1.8m、P373～P375～P377で2.4m＋1.8m、梁行妻P372～

P373で2.3m、P376～P377で2.3mを測る。

柱穴の大きさは、P377が最大(47×35cm)、P376が最小(27×25cm)で平均値は35.3×29.7cm

となる。深さはP377が最深（28.7cm)、P376が最浅（13.1cm）で平均値は22.9cmである。

柱列はすべて千鳥の並びとなる。

梁行妻の東側と西側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は北側P372-P374-P376で42cm，

南側P373-P375-P377で55cm、西側の方が高い。

第70表SE－SB58計測表
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SE－SB59

桁行4.2m、梁行妻2.4mの1間×1間の建物で、方位はN52oWである。柱間寸法は、桁行

P378～P380で4.2m、P379～P381で4.2m、梁行妻P378～P379で2.4m，P380～P381で

2.4mを測る。

柱穴の大きざは、P380が最大（41×33cm)、P379が最小（24×23cm）で平均値は35×31.3cm

となる。深さはP378が最深（30.0cm)、P379が最浅（15.4cm）で平均値は24.6cmである。

柱列は桁行P378～P380が千鳥の並びとなる。

梁行妻の東側と西側の高さを比べた場合、柱穴の検出面は北側P378-P380で48cm，南側P

379-P381で47cm、西側の方が高い。

第71表SE－SB59計測表
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堀切5

南東側張り出し尾根の北側基底部（東側尾根の南側斜面部に接する所）から検出きれた。調

査時は、完全に埋没の状態にあり、地表面観察では、存在を確認し得なかった堀切である。

造営に際しては、本体尾根筋に刻まれた大規模造りの堀切と同一の掘り方がなされている。

すなわち、尾根筋の主軸ライン部分を土橋状に、やや浅めに掘り下げた後、東西両端の山腹

斜面を竪堀状に掘り下げるやり方である。

堀切は長さ8.5m（主軸方向はN55oE）で、上場幅4m、底部,.,mの小規模なものであり、

堀底と張り出し尾根上面との比高差は約0.5mを測る。

堀切の堆積状況は第92図に示したが、中位層から下位層にかけて小磯（7層～,2層）がギッ

シリと堆積しており、この箇所から土師器坪〔525～531.535～536〕と瓦質の播鉢〔537.538〕

が出土した。なお4層からは近世染付碗（ほぼ完形）の出土を見た。

第8節調査区の土層断面

P－1土層断面図（第86図～第89図）

迫地・I期整地層P－1の土層断面より整地状況の一部がわかる。

(1)P－1の基準点より6～12mの範囲（以下、PT－6～12mという様に表す）では、9層

土の下層から整地層を検出した。PT10mにおける地表から整地層までの層厚は0．9mである。

多くの草木根が土層断面にかかっている。

(2)PT－12～16mの範囲では、15層～21層土が整地層で層厚67cmを測る。地表から整地層ま

での層厚は0.45～0.75mである。各土層は、厚さ10cm程で版築状に積まれており、18層土と19

層土を除き、いずれも強く叩き締められている。特に15層～17層土と21層土は非常な硬度であ

る。

15層土は灰褐色土、16層土は灰褐色土と茶色土の混入土、17層土は茶褐色土に灰褐色土が混

入していた。

18層土と19層土については、やや引き締まった層土であるが、硬度はそれ程でなく、18層土

が褐灰色士、19層土が褐色土であった。

20層土は灰褐色土と黒色土の混入土で、21層土は茶褐色土と明褐色土の混入土であった。

15層土を切り込む5つの柱穴が土層断面にかかっている。

(3)PT-18.5～20mの範囲に17層土・22層土～24層土の整地層が見え、層厚0.3～0.4mを測

る。22層土は茶褐色土とアカホヤの混入土で、23層土はアカホヤに茶褐色土と小喋が混じって

いた。24層土は灰褐色土と灰色土の混入土である。

(4)PT－24～31mの範囲では17層土・25層土・26層土が整地層で層厚0.2～0.3mを測る。25
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層土は褐灰色土にアカホヤが混入している。26層土は灰褐色土で、非常な硬士である。

(5)PT－31～39m範囲の整地層は、15層～18層土で層厚0.2～0.5mを測る。pT－12～16m

範囲の整地層と同様な堆積状況を呈する。

17層土を切り込む8つの柱穴が土層断面にかかっている。遺物は整地層の上面及びそれより

若干、土層内部（上面より10cm内外の深さ）に入り込んだ所から出土した。

P－2．3土層断面図（第90図・第93図）

東側尾根の北側基底部における南北土層断面（P－2）と東西土層断面（P－3）である。

東側尾根の北側部分は粘土層が堆積し、中途から南側部分にかけて、主に凝灰岩の露頭する岩

場となっている。土層観察地点は粘土層の堆積箇所にあたる。

P－2は、地表より基盤までの層厚が0.15～0.35mである。凝灰岩の上位に肌色粘土．明褐

色粘土・乳白色粘土が層厚5～10cm程度に堆積しており、さらにこれらの上層土として、灰褐

色粘土や灰黒色土が見られた。

P－3は、地表より基盤（凝灰岩）までの層厚が、尾根の背面で0.15～0.2m、西側斜面で

最大0.7mを測った。

尾根の背面には5層土と7層土が堆積していた。5層土は明褐色粘土に灰黒色土が混入して

おり、同じく7層土は灰黒色土に肌色粘土が混入していた。西側斜面では1層土～3層土力雌

積しており、層厚は1層土・3層土が各々0.15m程で、2層土は最大0.35mを測った。1層土

は乳白色粘土、2層土は明茶色粘土、3層土は肌色粘土である。

上記の土層中から遺物は出土していない。東側尾根の出土遺物はすべて柱穴からである。

P－4土層断面図（第91図）

西側尾根の北側半分における南北土層断面である。地表より基盤（凝灰岩）までの層厚は、

0.55～0.70mを測り、凝灰岩の上位に褐色粘土や茶褐色粘土．灰黒褐色粘土．白褐色粘土が堆

積していた。P－2．3と比較してやや厚い粘土層であるが、これは尾根の背面のみに限った

状態で、南側半分の尾根や周辺の山腹は、すべて岩山である。

P－5土層断面図（第92図）

堀切5の土層断面図である。南東側張り出し尾根の基盤は粘土層で、堀切5はこれを切り込

んでいる。埋土は主に凝灰岩の風化土（7層～13層土）で、非常に密な状態で堆積していた。

土師器坪などがこの堀切から出土している。張り出し尾根の背面には、層厚0.10m程の薄い表

土がのっていたo

P－6土層断面図（第94図）

迫地・第Ⅱ期整地層の土層断面図である。

(1)PT－0～4mの範囲では3層（1層～3層土）から成る整地層（層厚0.25m）がある。

1層土は肌色粘土、2層土は小磯混じりの肌色粘土、3層土は灰オリーブ色土と薄茶色土の混
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入土で部分的に肌色粘土の混じりが見られた。

(2)PT－4～7mの範囲は、4層～9層土が、ややブロック状に積まれていた。層厚0.55～

0.70mで、4層土は褐灰色土に肌色粘土とアカホヤが混入しており、5層土には灰オリーブ色

土に肌色粘土が混じっていた。6層土は非常な硬土で、褐灰色土とチョコレート色土の混入土

である。7層土は薄茶色土とチョコレート色土の混入土で、8層土は肌色粘土に灰オリーブ色

土が混入していた。9層土は肌色粘土に小喋の混じりが見られた。

(3)PT－7～12mの範囲は、4層・5層・7層・10層～26層土がきっちりと積み上げられて

おり、極めてしっかりとした整地層となっている。土層の堆積状態はPT7～10mがブロック

状で、PT11．12mが版築状であった。層厚は1.1～1.0mを測り、上位層の4層土と10層土を

切り込む4つの柱穴が土層断面にかかっている。土層は10層～14層土と19層土・12層～22層土

が肌色粘土をベースにしており、これに10層．11層．13層．22層土では炭化物が混入していた。

14層土は非常な硬土で、21層土はガチガチのブロック土であった。15層土と16層土はアカホヤ

がベースで、15層土には茶褐色土が混入しており、16層土は褐灰色土との混入土であった。

17層土と18層土は灰色土と灰オリーブ色土をベースとし、これに肌色粘土とアカホヤの混入

が見られた。24層土は褐色土と肌色粘土の混入土である。

25層土と26層は茶褐色土に灰黒色土とアカホヤが混入していた。

P－7土層断面図（第95図）

迫地・第Ⅱ期整地層の土層断面図である。

(1)PT－O～3mの範囲は、1層～13層土が、やや粗い版築の状態で積まれていた。個々の

層厚は、7層土と9層土が最大の層厚0.2mを測り、全体の層厚は0.8mである。

1層土は鼠色粘土と薄茶色土の混入土で硬度である。2層土・4層土・9層～11層土・13層

土は肌色粘土がベースで、これに薄茶色土や、赤褐色鉄分土・灰オリーブ色土が混入していた。

10層土は肌色粘土が硬いブロック土になっている。

3層土・5層～8層土・12層土は、灰オリーブ色土をはじめとして、灰白色土・茶褐色土・

薄茶色土に肌色粘土が混じっていた。8層土は薄茶色土がベースで硬度であり、土層はまだら

模様を呈する。

柱穴1個が土層断面にかかっている。

(2)PT－4～6mの範囲は、1層土・3層土・9層土・13層～25層から版築状に積まれ、層

厚0.6～0.9mを測る。

14層土・16層土・20層土は肌色粘土がベースになっており、これに薄茶色土や赤褐色鉄分

土・茶褐色土・灰オリーブ色土が混じる。

15層土・18層土・21層土・22層土・24層土・25層土は灰色土と灰オリーブ色土がベースで、

肌色粘土・薄茶色土・茶褐色土の混入を見る。
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17層土は茶褐色土に赤褐色鉄分土が混入し、19層土は灰白黄色土に灰オリーブ色土と薄茶色

土が混入する。

柱穴2個が土層断面にかかっている。

(3)PT－6～9mの範囲は1層～3層土・10層土・12層士．15層土．21層士．25層～31層土

がブロック状に積まれており、29層土は肌色粘土と薄茶色土の混入土で小喋が混じる。

27層土・28層土・30層土・31層土は灰オリーブ色土をベースとする。28層士．29層土は薄茶

色土との混入土で28層土はブロック状を呈し、29層土は小喋も混じる。30層士．31層土は、白

灰色土と肌色粘土が混入する。

(4)PT－9～14mの範囲は、p－6の南側部分と同様にきっちりとした版築による整地がな

されている。

全体的な層厚は1.1～1.65mを測り、大規模な造成工事のあとが伺われる。

1層～3層土・10層土・21層土・32層～42層土が版築状に積まれている。32層～35層士．42

層土は肌色粘土をべースとし、薄茶色士．灰黒色土・灰白色土の混入が見られた。36層土は褐

色土に灰黒色土が混入し、37層土は茶褐色土である。38層土は茶褐色土に灰黒色土が混入する。

39層土は灰オリーブ色土に肌色粘土と茶褐色土が混入しており、40層土は薄チョコレート色土

であるo41層土は灰褐色土と灰黒色土の混入である。

P－8断面図（第96図）

迫地・第Ⅲ期文化層の土層断面図である。

Ⅲ期土層からは、道路跡が検出された｡埋土は灰オリーブ色土がベースで、これに灰褐色土．

灰色土・赤褐色鉄分土．褐色土・茶褐色土の混入が見られた。いずれも踏み固められて硬土と

なっている。

なお、1層～3層土は第Ⅱ期整地層の残土である。

P－9土層断面図（第97図）

迫地・西壁整地層の土層断面図である。

迫地の上段西壁に設けた土層断面で、これにより、1期とⅡ期の整地層の状況が一枚図面で

わかる｡図中、太い実線が引かれているが、これより上位は第1期整地層で、下位が第Ⅱ期整

地層と考えられる。

すなわち、整地層を2分する太い実線ラインは土層の不整合面で、いずれの土層も灰黒色土

に近く、うす汚れた土層ラインを呈するものであった。

整地層の状況は、P－9を見る限りにおいて第Ⅱ期整地層の方が、I期より細かな整地作業

が行われたものと思われる。

なお図中、土層の上位において自然堆積土と考えられる部分は薄色のスクリーン．トーンで

整地層と区別した。
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1 乳白色粘士

2 明茶色粘士

3 肌色粘土

4 チョコレート色土

5 明褐色粘土＞灰黒色土

6 凝灰岩～肌色粘士

7 灰黒色土＞肌色粘土

1 灰黒色土～褐色粘土 8 茶褐色粘土（硬）

2 褐色粘土（硬） 8－① 茶褐色粘土（パサパサ）

2－① 褐色粘土（粘着性） 9 茶褐色土＞灰色土（硬）

3 凝灰岩 10 黒色土

4 黒色土＞灰褐色土 11 褐色粘土～チョコレート色土

5 黒褐色土（軟） 12 灰黒褐色土（パサパサ）

6 褐色土（軟） 13 茶色土

6－① 褐色土（硬） 14 肌色粘十

7 茶褐色粘土～灰色砂土 15 白褐色粘士

1 褐色土

2 黄灰色砂土

3 喋層①

4 暗灰色土～黄灰色砂土

5 黄灰色砂土喋屠②

6 灰色砂土

7 喋層③（こぶし大）

8 喋層④（小喋）

9 喋層⑤（喋十砂）

10 喋層⑥

11 喋層⑦

12 喋層③

13 黄褐色土

14 明黄褐色土
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1 肌色粘十 14 肌色粘土（極．硬）

2 肌色粘土～小喋 15 アカホヤ＞茶褐色土

3 灰色オリーブ土～薄茶色土十肌色粘土 16 アカホヤ～褐灰色土

4 褐灰色土＞肌色粘土十アカホヤ 】7 灰色土＞肌色粘土

5 灰色オリーブ土＞肌色粘土 18 灰色オリーブ土＞肌色粘土十アカホヤ

6 褐灰色土～チョコレート色土（極．硬） 19 肌色粘土＞灰黒色土十アカホヤ

7 薄茶色土～チョコレート色土 20 灰黒色土＞肌色粘土（小ブロック）＋小喋

8 肌色粘土＞灰色オリーブ土 21 肌色粘土（ブロック）

9 肌色粘土＞小磯 22 肌色粘土＞小磯十炭化物

10 肌色粘土～炭化物 23 肌色粘土＞茶褐色土

11 肌色粘土＞灰色オリーブ土十炭化物 24 褐色土～肌色粘土

12 肌色粘土～灰色オリーブ土 25 茶褐色土＞灰黒色土

13 肌色粘土＞炭化物 26 茶褐色土＞アカホヤ

1 肌色粘土～薄茶色土（硬） 22 灰色オリーブ土～茶褐色土

2 肌色粘土＞薄茶色土 23 薄茶色土＞灰色オリーブ土

3 灰色オリーブ土＞肌色粘土 24 灰色オリーブ土＞薄茶色土

4 肌色粘土～赤褐色鉄分土 25 灰色オリーブ土～肌色粘土

5 灰白色土～肌色粘土 26 灰黒色土＞褐色土

6 茶褐色土～肌色粘土 27 灰色オリーブ土＞肌色粘土（しま模様）＋炭化物

7 薄茶色土～肌色粘士 28 灰色オリーブ土～薄茶色土（ブロック）

8 薄茶色土≧肌色粘土（まだら模様）（硬） 29 肌色粘土～薄茶色土十小喋

9 肌色粘土＞薄茶色土 30 灰色オリーブ土＞灰白色士

10 肌色粘土（ブロック）＞薄茶色土 31 灰色オリーブ土＞肌色粘土十小喋

11 肌色粘土＞薄茶色土十灰色オリーブ土 32 肌色粘土＞薄茶色土（硬）＋小喋

12 灰色オリーブ土＞肌色粘土 33 肌色粘土＞薄茶色土十灰黒色土

13 肌色粘土＞灰色オリーブ色 34 肌色粘土～灰黒色土

14 肌色粘土＞薄茶色土十赤褐色鉄分土 35 肌色粘土＞灰白色十

15 灰色土～肌色粘十 36 褐色土＞灰黒色土

16 肌色粘土＞茶褐色土 37 茶褐色土

17 茶褐色土＞赤褐色鉄分士 38 茶褐色土＞灰黒色土

18 灰色オリーブ土＞赤褐色鉄分土十薄茶色土 39 灰色オリーブ土＞肌色粘土十茶褐色土

19 灰白黄色土＞灰色オリーブ土十薄茶色土 40 薄チョコレート色土

20 肌色粘土＞灰色オリーブ土 41 灰褐色土～灰黒色土

21 灰色オリーブ土＞薄茶色土 42 肌色粘土＞灰黒色土
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I 灰褐色土＞灰色オリーブ土（硬）

2 灰褐色土＞灰色オリーブ土十赤褐色鉄分土

3 灰褐色土～灰色オリーブ土（硬）

4 灰色オリーブ土＞灰褐色土

5 灰色オリーブ土＞灰褐色土十赤褐色鉄分土

6 灰色オリーブ土＞褐色土十小喋

鴬化物

卜炭化物

卜赤褐色鉄分土

ﾅ土

上

ｻ土

尾化物

占土＋小磯

’
’

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

'45

灰色土＞茶褐色土

褐色土＞茶褐色土

茶褐色土＞褐色土

灰黒色土＞灰色土

灰色土＞褐色土

明褐色土～茶褐色土

薄茶色土＞灰色土十乳白色士

灰白色土＞茶色土十褐色土

灰色土＞薄茶色土

明褐色土＞灰色土

褐灰色土＞茶褐色土

褐色土＞アカホヤ＋茶褐色土

灰黒色土＞灰褐色土

褐灰色土＞灰黒色土

灰褐色土＞茶褐色土

＝
ー
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30

、と、

7 灰色オリーブ土＞灰褐色土十小磯（硬）

8 灰色オリーブ土～灰褐色土十褐色土（まだら）

9 チョコレート色土～灰色オリーブ土十灰色土（まだら）

10 チョコレート色土＞灰色土（ブロック）

’’11 灰色オリーブ土＞茶褐色土

第81表P－8土層観察表

220.500m

を表わす

46 灰黒色土 61 褐灰色土～明褐色土 76 ネズミ色土＞赤褐色鉄分土

47 灰色土＞灰黒色土 62 ネズミ色土＞赤褐色鉄分土 77 茶褐色土＞灰色土

48 薄茶色土～灰色土十炭化物 63 灰白色土＞灰褐色土十赤褐色鉄分土 78 灰白色土～灰色オリーブ土

49 乳白色土＞明褐色土 64 灰白色土＞灰褐色土 79 茶褐色土＞褐灰色土

50 灰褐色土＞灰黒色土 65 褐灰色土＞灰褐色土 80 灰茶色土＞灰黒色土

51 灰褐色土 66 乳白色土＞灰褐色土 81 乳白色土＞凝灰岩（ブロック）

52 乳白色土（ブロック）～褐灰色土 67 灰褐色土＞灰黒色土十肌色粘土 82 褐灰色土＞乳白色土十小磯

53 乳白色土～灰黒色土 68 ネズミ色土 83 乳白色土＞褐灰色土

54 褐灰色土＞灰黒色土 69 肌色粘土＞褐灰色土十茶褐色土 84 明褐色土～乳白色十

55 ネズミ色土＞灰黒色土 70 薄茶色土＞乳白色士 85 薄茶色土＞灰黒色土

56 灰色土＞灰白黄色土 71 茶褐色土＞灰色土 86 茶褐色土＞灰褐色土

57 乳白色土＞薄茶色土 72 ネズミ色土＞灰褐色土 87 乳白色土～灰褐色土十ネズミ色土

58 薄茶色土＞乳白色士 73 乳白色土＞茶褐色土 88 茶褐色土＞灰黒褐色土

59 乳白色土（ブロック） 74 褐灰色土＞灰白色十 89 灰茶色土＞灰色土

60 褐色土＞薄茶色土 75 乳白色土～灰色土 90 褐灰色土＞乳白色士

－

L＝218.500m

1 肌色粘土（硬） 18 肌色粘土＞灰色オリーブ土

1－① 肌色粘土（ブロック） 19 灰青黒砂土

2 肌色粘土～小磯 20 肌色粘土＞アカホヤ＋灰色オリーブ土

3 灰色オリーブ土～肌色粘土十茶色粘土 21 肌色粘土＞灰色オリーブ土十小磯

4 肌色粘土＞灰色オリーブ土 22 明褐色粘土～小磯

5 灰色オリーブ土＞肌色粘土 23 灰色オリーブ土～灰色砂土

6 灰色オリーブ土＞肌色粘土十灰黒色土 24 肌色粘土＞灰色オリーブ土十灰白色粘土

7 灰白色粘土＞赤褐色鉄分土 25 灰色オリーブ土～肌色粘土十赤褐色鉄分土

8 灰色オリーブ土～肌色粘土 26 灰白色粘土＞肌色粘土十赤褐色鉄分土

9 肌色粘土＞アカホヤ 27 肌色粘土＞小際

10 肌色粘土＞灰色オリーブ土十灰褐色土 28 灰色オリーブ土

11 肌色粘土＞灰色オリーブ土十小磯 29 灰色オリーブ土＞肌色粘土十灰色砂土

12 ネズミ色土～灰色オリーブ土 30 灰白色粘土＞灰色オリーブ土

13 肌色粘土＞灰色オリーブ土十茶色粘土 31 灰白色粘土～肌色粘土

14 肌色粘土＞ネズミ色砂土 32 肌色粘土＞灰色オリーブ土十炭化物

15 肌色粘土～薄茶色土十凝灰岩（小磯） 33 ）灰色オリーブ土

16 灰色オリーブ土＞肌色粘土十小喋 34 チョコレート色土～肌色粘土

17 肌色粘土～凝灰岩（ブロック）
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第Ⅳ章出土遺物

第1節第1期整地層出土の遺物

1～43は青磁である。1は碗で、復元口径15.7cm・器高6.9cm・復元底径5.2cmを測る。内器

面の口縁直下に2条の界線と、中位に幾何学文様があり、粕色はくすんだ感じの灰緑色を呈す

る。

2は皿で、底部は肥厚し（厚さ1.4cm)、底径4.8cmを測る。内底面に幾何学模様があり、粕

色は灰緑色であるが、外底面は無紬で、露胎部分は薄茶色の色調を呈する。胎土は極めて精良

で、上質の青磁である。

3は碗の一部で、内器面の口縁直下に界線状の沈線（3条）と、中位に曲線文様があり、外

器面には極薄い右上がりの斜線（櫛描文と思われる）が平列する。紬色はくすんだ感じの灰緑

色である。体部は薄壁で口縁直口を呈する。

4は碗の一部で、残存体部は肥厚し、厚さ0.9cmを測る。灰オリーブ色の軸がかかり、内器

面に4条の斜線と1条の横線がある。外器面には、大きな貫入が走る。

5は碗の底部で、底径6.0cmを測る。底部は肥厚し、中央部で最大の厚さ1.4cmとなる。高台

は0.3～0.4cmで低く、畳付きは扇平である。内底面に曲線の幾何学文様があり、体部との境に

は、界線状の沈線が巡る。紬色はオリーブ灰色で、高台の外側まで施粕されている。非常に上

質な青磁である。

6は碗で、復元口径15.7cmを測る。体部は直線的に伸び、口縁でわずかに外琴する。内器面

の上位に界線が巡り、中途から下位にかけて花弁文様が描かれている。紬色は内器面がやや明

るい灰緑色で、外器面は口縁直下の白灰色を除いて、灰緑色を呈する。体部は薄壁である。

7は皿で、底部は肥厚する（厚さ1.4cm)。内底面に花弁状の文様があり、紬色はくすんだ感

じのオリーブ灰色であるが、外底面の大部分は露胎となる。

8は高台を欠き底部のみの残存である。内器面に、魚が陽刻されている。紬色は内器面が青

白色、外器面が白青色を呈する。

9～28．37．38は、24を除き、外器面に削り出しによる花弁文様（蓮弁文様の一部）が描か

れている。その中で特に削り出しの度合が強いものは12．13．18．21．23で、これらは鮮明な

花弁文様を呈すると伴に、19．21．23については、花弁の中央を下る縦線が稜線気味となり、

花弁全体が、より立体感を帯びる。花弁の形状については、先端部が、やや丸味を帯びるもの

〔10．20．21〕、幅広のもの〔27〕、鋭角のもの〔12．19．23〕とに分類される。紬色は、9．

13．14．22．25．26．37がオリーブ灰色､10．12．18．19が薄灰緑色､11．17が薄緑青色､15．

20．21．38が緑白灰色、16がオリーブ灰白色、23力鴨灰青色、27が緑青色、28がオリーブ黄灰
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色を呈する。この中で、11は口縁が直口気味で、17は復元口径16.5cmの碗である。12．20は胎

土が完全に磁器化しておらず、25は残存体部が薄壁（厚さ3mm）である。27は復元底径4.5cm

の碗で、外器面は蓮弁文様に加えて、上位に3条の沈線が巡り、内器面には幾何学文様が器面

全体に描かれている。28．37の内外器面には大きな貫入が走り、37の紬中には細かなトチが混

じる。なお、24は外器面に2本の稜線があり、内器面には紬溜まりと浅い沈線による鋭角三角

形が形造られている。紬色は灰白緑色である。

29～36．39～44は無文である。紬色は29が灰緑色、30が緑灰青色、31が緑黄色、32がオリー

ブ灰色、33．39が白灰緑色、34．41が薄緑青色、35が青白緑色、36が薄黄緑色、40が淡灰緑色、

42が緑青色、43薄青白緑色を呈する。この中で、29．33．43は内底面と体部の境が界線状の沈

線となり、31．32．35は外器面の口縁下に稜線や沈線状のものが巡る。

33は碗の底部で、底径5.0cmを測る。極めて上質な青磁で、高台は低く中央部の高さは2m

足らずである。畳付きは屍平で幅6～8mと幅広である。

34．35．36はいずれも碗で、復元口径は34が13.6cm、35が12.0cm、36は12.7cmを測る。34．

36．39．41は、口唇部に使用痕が目立ち、粕の剥落が目立つ。29の外器面と、31．35～37．42

の内外器面には貫入が走る。

40は碗の底部で復元底径6.3cmを測り、底部は肥厚（厚さ1.7cm）する。高台の高さは0.5cm

弱である。高台の外側まで全面に施紬されているが、高台内の外底面は周縁のみに限定される。

39．41．43は残存体部が口縁近くで外湾しており、42はその傾向が著しい。器壁は42が特に

薄壁（2mm弱）で、口唇部は扇平（幅1m弱）に近い。

43は碗の底部で、復元底径5.0cm、高台の高さは5～6mmを測る。

44～64．67は白磁である。45～52は非常に上質の白磁で、体部は概して肉太（厚さ1.0cm）

である。外器面には曲線と横線文様の沈線が描かれている。内器面は、いずれも押さえの加わ

った強い横ナデ調整が行われている。粕色は、45．46．50が白灰色で、48．49．51が白灰（黄）

色、46は外器面が白褐色、内器面は灰白色、52は外器面が白灰色、内器面が灰白色を呈する。

この中で47．52の内器面と、49の内外器面に細かな貫入が走る。

53は口縁が玉縁状を呈する（やや簡略化）碗で、復元口径14.6cmを測る。体部は、やや内雪

気味に大きく開き、内外器面に薄い横線（沈線）が巡る。粕色は白（黄）色である。

44．54．56は口禿げ白磁である。54は口縁が薄壁（厚さ2.5mm）で、軸色は淡白緑色である。

56の口縁は内器面が半月状に漸次、薄くなる。口唇部は屍平で幅0.1cmを測り、紬色は白（黄）

色である。

55は口縁でやや外雪し、体部は薄壁（厚さ2.5mm）である。器面は非常に汚れており、本来

の粕色は不明である。

57．58は、外器面に針の穴程の気泡痕が散在する。58の紬色は白灰（黄）色である。
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59は小壷の類と思われる。復元の残存胴部最大径は16.5cmを測るが、器面は55と同様に非常

に汚れている。

60．61．63は平底の小皿である。60．63は内底面と体部の境に界線状の沈線が巡る。61は外

底面と体部の境が鮮明な稜線となっている。63は底径5.7cmを測る。60の紬色は白灰黄色であ

るが、外底面の施粕にムラがある。61は灰白色で光沢があるが、外底面は露胎である。63は灰

白（黄）色で、外底面まで施紬されているが、重ね焼きにより、外底面の粕が板目圧痕状に一

部、薄くなっている。64は高台付きの小皿である。極めて上質のもので復元底径3.2cmを測る。

62．67は碗の底部で、復元底径は62が9.8cmを測る。外底面は肥厚し（厚さ2.0～2.2cm)、端

部は削り取られて尻上がりとなる。畳付きは屍平（幅7～9mm）で、器面には右斜めに下る刻

み目が並ぶ。62は内底面と体部の境に界線状の白色稜線が巡る。紬色は白灰色である。

65は陶器で胴部につまみが付く。軸色は黒茶色である。

66．69．70は瀬戸である。軸色は66が緑色で、69は黄緑色、70は外器面が白褐色、内器面は

白灰色である。66は内器面にへう状工具による横ナデ調整が行われている。69は外器面に4条

の横線（沈線）が巡る。71は外器面に横ナデ調整により、肉太の稜線が生じている。

68は中世雑器で、外器面に小豆色と濃緑色の縦縞文様が交互に入る。胎土は非常に粗く、焼

成不良である。器面にはトチが付着している。

71．72は天目碗の破片である。73は須恵系土器で、多少いびつな器形である。内器面に多く

の不純物が付着する。74は陶器で、復元底径3.8cmを測る。体部は薄壁（厚さ2～3mm）で、

外底は平底である。外底面に糸切り痕が残る。胎土の色調は茶色である。

75～89は屍平な小石で、形状からして、オハジキに利用したものと思われる。全部で15個出

土しているが､75が幅1.3×1.0cm・厚さ0.25cm・重さ0.589で最小であり､89が幅1.9×1.6cm・

厚さ0.6cm・重さ2.959で最大値を示した。総数の平均値は幅1.57×1.34cm・厚さ1.50cm・重

さ1.529である。小石の調整は、周縁を若干研磨したものが大半〔73～81．85～89〕であった

が、中には全面に丁寧な研磨が行われているもの〔76〕と、雑な研磨で器面の凹凸をそろえる

程度のもの〔84〕とがあった。色調は大方が暗灰色であったが、83は灰褐色、84は灰黒褐色、

85は緑白色、87は灰白黒色、86．88は暗灰色、89は黒色であった。

90～113は土師器である。この中で底径の大きさから、4.7～6.1cmで小型のもの〔92．93．

102．107．112〕と、7.2～8.5cmで中型のもの〔90．96．98．100〕、9.0～10.8cmで大型のもの

〔91．94．95．101〕とに大別されるが、いずれも破損品で形状等の把握に困難を極める。

小型のものは、92の様に体部が直線的に伸びて、ラッパ状に開くタイプと思われる。92は口

径7.9cm・器高1.7cm・底径5.1cmを測る。102．107は糸切り痕が観察出来ない。この場合、器

面がやや風化しているため、これがへラ切りによるものか、糸切り痕が後のナデで消されたも

のかは判断できない。
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中型のものは船型タイプと思われる。外底面にいずれも糸切り痕を残し、90は復元口径

12.5cm・器高4.7cm・底径7.6cmを測る。体部は肉太で、やや内湾気味に伸びる。90．100は糸

切り後、ナデが加えられている。

大型のものは船型のタイプで、体部は大きく外側へ開く。この中で91は外底が上げ底である。

95はやや焼き締めの効いた土器で、質量感がある。図示した4点はいずれも外底面に糸切り痕

を残すが、95は糸切り後、軽い指押えが加えられている。

その他の破片については、97．102で、外底面に糸切り痕が観察出来ない。110は糸切り後、

ナデが加えられている事が明らかである。105は二次焼成のため胎土の色調が灰白黒色に変色

している。

114から137までは播鉢である。器質は大方のものが瓦質であるが､118は土師系の中世雑器で、

137は備前焼きが利用されている。条線の一単位が判明するものは114が10本、118が9本、127

が10本、129が6本、131が7本、135が12本である。体部は中途から口縁にかけて漸次、肥厚

するもの〔114．115．116．121．136．137〕と、下位から同一の厚さで口縁に至るもの〔117〕

がある。同じく体部に関して、内蛮気味に伸びるもの〔115．116．117．118〕と、直線的に伸

びるもの〔120．126．128．134〕とがあり、口唇部は扇平のもの〔114．117．124．125．137〕

と、窪むもの〔116．121．126．136〕と、直口気味なもの〔120〕とに大別される。さらに118.

122は体部が肉太で、厚さ1.6～1.8cmを測る。器面の調整は、内器面で刷け目調整のものが多

いが、調整方向は、横及び斜め方向のもの〔114．119．120〕と、斜め方向のもの〔116．118．

124．125．126．129．136〕、横方向のもの〔115．131．133．135〕、縦方向のもの〔127〕とが

ある。いずれも条線を掻く前の調整である。この中で131は、器面に残る条線の形状から掻き

目に使用した工具は先端が四角形を呈するものである事がわかる。130．134は器面が軟質で、

胎土が手に付着する。121は復元口径27.6cm、135は復元底径11.6cmを測る。

138から145までは須恵器である。外器面の調整は138ｶ噸ナデ、139が丁寧なナデ、他は、格

子目叩き〔140．141．144〕と波状の叩き〔142.143〕が施されている。139は内器面の一部に

ススが付着する。

146．147．156～159.162は常滑である。口縁部は貼り付けで、内器面の接合箇所は沈線を

呈する〔146．147．158〕・器面の調整は、いずれも刷け状工具が用いられており、横及び斜め

方向のナデが施されている。158は肩部（外器面）に窯印が残る。

148～155.161.163は備前である。口縁肥厚部は、粘土帯を外側へ折り返して作られている

〔149～153〕が、149については、折り返しの度合が非常に強く、口縁肥厚部の外器面に2条

の沈線が巡る。内外器面の調整は、横ナデが施されている。153の肩部（外器面）は粗いナデで、

鮮明な指押え痕が残っている。154は外底面に不整方向の刷け目がある。161は外底端が大きく

肥厚し、厚さ2.8cmを測る。内器面は金属製と思われる工具で非常に粗い削りが施されている。
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163は外底が上げ底で、土器の成形は巻き上げ技法ではなく、粘土紐、又は粘土帯の積み上げ

によるものと思われる。外器面の調整は斜め方向の刷け目が施きれている。

164は滑石製石鍋である。体部は肉太で厚さ1.3～1.5cmを測り、外器面に1条の突帯を削り

出している。内器面の上位に斜め方向へ削った痕があり、中位は斜め及び横方向に削られてい

る。破損後に再利用されたのか、石鍋の断面に、外器面から内器面側に向けて、縦方向に削っ

た痕が残る。

165は常滑で復元口径43.0cmを測る。器面の調整は外器面が横ナデで、内器面は成形時の指

押え痕を残すが、それを消す様に横ナデが加えられている。166は備前で、復元底径33.0cmを

測る。外底は中央部より端部にかけて尻上がりとなる。内外器面及び外底面は刷け状工具によ

るナデが施されている。内底面は未調整である。167は常滑で、復元口径46.4cmを測る。内外

器面は横ナデが施されているが、内器面は、後に指押えが加えられている。

168は土師系土器である。外器面の一部に縦方向の刷け目と、内器面にへう状工具による粗

い調整が施されている。

169～171は滑石製石鍋を転用した垂製品である。一定の粗い整形を行った後に、上下両面か

ら突を穿ち、研磨によって仕上げされている。

172～174.176～187は砥石である。石材は粘板岩製が、172．176～178.180～182.184で、

天草砥石は173．174．179．183．185．186、砂岩製は187である。使用法は、186が固定して用

いられたと思われ、172～174．176．179．180．183は手に持って使用されたものと思われる。

器面の使用については、片面使用が178．181．182．186で、2面使用が172．176．184．187，

3面使用が173．174．179，4面使用が177．180．183．185である。この中で、181．182は石

質が硬度であるため、器面は凹とならず丸味を帯びた形状となっている。176の下面は、欠損

後も再利用され、刀の先端部を研いだものと思われる。185は器面に細かな面取りが、いくつ

も見える。磨き出しが行われた結果と考えられる。186は上面に刃止まりが見える事から、物

は砥石に対して斜め方向に磨かれていたと推察される。187は刃幅の広いものを研いだもので

あろう。

188～215は鉄器である。大方のものは（角）釘であるが、202は小刀で213.215は模の可能

'性がある。
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第84表第1期出土遺物の観察表①

－131－

No． 形態の特徴 手法・ 調整・文様 備 考

1

青磁碗

、
叩
師

７
９
２

５
６
５

１径
径

口
底

元
高
元

復
器
復
口縁は直口気味。

体部は、やや内湾気味に伸びる。

高台の畳付きは、端部が削り取られ

て尻上がりとなる。

内器面：口縁直下に2条の界線。

総曲線の幾何学文様。

丁寧な調整で、器面は滑ら

か。

外器面：最下部に短斜線が並列。

粕色：くすんだ感じの灰緑色。

高台の内側まで施軸。

胎土：精良で灰白色。高台のみ白黄色

を呈する。

2

青磁皿

底部は肥厚（厚さ1.4cm）

外底面は中央部から端部にかけて、

ごくわずかに上げ底気味となる。

底径4.8cm

外底面と体部の境に鮮明な稜線。

内外器面：細かな稜線が入る。

内底面：幾何学文様。

紬色：灰緑色。

外底面は無軸（色調は薄茶色）

胎土は極めて精良。

3

青磁

体部は直線的に伸びる。 内器面：口縁直下に、界線状の沈線

(3条）

中位に曲線文様。

外器面：ごく薄い右上がりの斜線が

平列。

粕色：非常に<すんだ感じの灰緑色。

4

青 磁

体部は肥厚（厚さ0.9cm） 内器面：4条の斜線と1条の横線。 紬色：灰オリーブ色。

外器面に大きな貫入、内器面には少し

の貫入。

5

青磁

底部は肥厚（中央部で最大、厚さ

1.4cm）

底径6.0cm

高台の畳付きは扇平（幅0.6cm）

高台高0．3～0.4cm

外器面：稜線。

内底面：見込みに幾何学文様。

内底面と体部の境に、界線

状の沈線（紬溜まりとなって

いる）

粕色：オリーブ灰色。

体部から高台の外側まで、全面に施粕

高台の畳付きから外底面にかけて、部

分的に施紬。

胎土は極めて精良。

非常に上質な青磁。

6

青磁

体部は，直線的に伸び口縁でわずか

に外蛮。

復元口径15.7cm

内器面：上位には界線が巡り、中途

から下位にかけて花弁文様

(文様部分は紬溜りとなってい

る）

紬色：内器面はやや明るい灰緑色。

外器面の口縁直下は、幅0.9cmで白灰

色、それより下位は灰緑色。

7

青磁皿

底部は肥厚（厚さ1.4cm）

外底は平底。

外底面と体部の境に、鮮明な稜線。

内底面：花弁文様。

紬色：くすんだ感じのオリーブ灰色。

外底は周縁部にわずかな粕がかかるの

みで、大部分は露胎（色調は褐灰色）

内外器面に貫入。

8

青磁

底部（高台を欠く） 内器面：魚を陽刻。

外底面：極めて丁寧なナデ。

紬色：内器面は青白色。

外器面は白青色。

9

青 磁

外器面：削り出しによる薄い蓮弁文

様

粕色：オリーブ灰色。

10

青磁

体部は、やや肥厚し（厚さ0.6cm)、

わずかに内湾気味に伸びる。

外器面：削り出しによる薄い花弁文

様（蓮弁文様の一部）

花弁の先端は、やや丸味を帯

びる

粕色：薄灰緑色。

11

青磁

口縁は直口気味。 外器面：削り出しによるごく薄い花

弁文様（蓮弁文様の一部）

軸色：薄緑青色で光沢あり。

12

青磁

外器面：上位に削り出しによる鮮明

な花弁文様（蓮弁文様の一部

で、花弁の先端は鋭角）

紬色：〈すんだ感じの薄緑灰色。

胎土は完全に磁器化していない。

器面に、かなりの使用痕が残る

内外器面に、針穴程の気泡痕が点在す

る

13

青 磁

体部は、口縁でわずかに外蛮。 外器面：削り出しによる蓮弁文様。 紬色：オリーブ灰色。



’
ーー

伊一｡■

j

鋤

夕

〃

γ 2 2夕

〃

１
１

11

j
ノノ25

I
,’／

26

〃

,'・23 24 ’

８
Ｉ

画面〃
ーー■

｡

ーー

丘二二三二＞
ー

〃〃亘戸：
、

Zノ
I

タグ

▲

［－ト ーヘ」33

／ ソノ診'γ35
〆I、

、
’

36

0

刀 '〃 E二三〉
〆

40
＝

38’39
〆

~zｱ酬扉ざ
I

局／〃 こ〒戸
cm

第100図第1期出土遺物の実測図②

-132-



No．

14

青磁

15

青 磁

16

青 磁

17

青磁

18

青磁

19

青磁

20

青磁

21

青磁

22

青磁

23

青磁

24

青磁

25

青磁

26

青磁

27

青磁

28

青磁

形態の特徴

体部は直線的に大きく開く。

復元口径16.5cm

体部は直線的に伸びる。

体部は直線的に伸びる。

体部は直線的に伸びる。

体部は、やや内湾気味に伸びる。

口縁は、わずかに肥厚。

体部は、やや内考。

口縁は、わずかに玉縁状を呈する。

体部は直線的に伸びる。

口縁は、ごくわずかに外湾。

体部は直線的に伸びる。

体部は薄壁（厚さ0.3cm）

復元底径4.5cm

体部は、大きく開きながら若干、内

恋する。

高台の畳付きは、両端が削り取られ

ている。

手法・調整・文様

外器面：削り出しによる薄い花弁文

様（蓮弁文様の一部）

外器面：削り出しによる薄い蓮弁文

様

内器面：丁寧なナデで、滑らかな器

面。

外器面：削り出しによる蓮弁文様の

下位部分が残る。

外器面：削り出しによる薄い蓮弁文

様

外器面：削り出しによる鮮明な蓮弁

文様。（文様部分は粕溜まり

となっている）

外器面：削り出しによる花弁文様

(蓮弁文様の一部）。花弁の中

央を下る縦線は、鮮明な稜線

となる。花弁の先端は、やや

鋭角

外器面：削り出しによる蓮弁文様。

花弁の先端は丸味を帯びる。

外器面：削り出しによる蓮弁文様。

花弁の中央を下る縦線は鮮明

な稜線となる。

花弁の先端は丸みを帯びる。

外器面：削り出しによる薄い蓮弁文

様。花弁の中央を下る縦線は

やや、稜線気味となる。

外器面：削り出しによる鮮明な蓮弁

文様、花弁の先端は鋭角、花

弁の中央を下る縦線は稜線を

呈する。

内器面：上位から中途にかけて紬溜

りと、浅い沈線により鋭角三

角形が形造られている。

外器面：上位から中途にかけて2本

の稜線。

外器面：削り出しによる蓮弁文様の

下部が残る。花弁の中央を下

る縦線はやや稜線を呈する。

外器面：削り出しによる蓮弁文様の

下位部分が残る。

内器面：幾何学文様。

外器面：削り出しによるやや弱い蓮
弁文様。花弁は、やや幅広い

(幅2.7cm）。上位を3条の沈

線が巡る。

外器面：削り出しによるやや弱い蓮

弁文様の下位部分が残る。花

弁の中央を下る縦線は、弱い

稜線（白色化）となる。

第85表第1期出土遺物の観察表②
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備 考

粕色：オリーブ色

紬色：緑白灰色。

粕色：オリーブ灰白色。

紬色：薄青緑色。

使用痕の為、全体的に<すんでいる。

紬色：薄灰緑色。

紬色：薄灰緑色、全体的に<すんだ感

じ

粕色：緑白灰色であるが、器面全体に

白黄色の不純物が付着。

胎土は完全に磁器化していない。

粕色：淡い緑灰白色。

粕色：オリーブ灰色。

紬色：緑灰青色。

外器面はやや光沢あり。

上質な青磁。

粕色：灰白緑色。

紬色：くすんだ感じの灰オリーブ色。

内外器面とも粕の剥落が目立つ。

やや焼成不良。

軸色：<すんだ感じのオリーブ灰色。

非常に上質な青磁。

粕色：緑青色。

高台の両端部のみ露胎（露胎部は茶色

を呈する）

紬色：オリーブ黄灰色。

内外器面に大きな貫入。



No．

29

青 磁

30

青磁

31

青磁

32

青磁

33

青 磁

34

青磁

35

青磁

36

青 磁

37

青磁

38

青磁

39

青磁

40

青磁

41

青磁

形態の特徴

底部は肉太（厚さ1．4cm）

高台：高さは0.4cm、畳付きは屍平

で幅0.6皿。

内底面の中央に、棒でつついた様な

円形状の窪み（直径0.6cm、色調は

灰褐色）

体部は、わずかに内湾。

高台：中央部の高さ0.2cm，畳付き

は扇平（幅0．6～0.8cm)、端部
は一部が削り取られ、尻上がり

となる。

体部は漸次、薄壁となる。

底径5.0cm

体部は、やや内湾。

復元口径13.6cm

体部は、やや内蛮。

復元口径12.0cm

体部は、やや内蛮。口縁直下で、わ

ずかに窪む。

復元口径12.7cm

口縁は比較的、大きく外蛮。

底部は肥厚（厚さ1.7cm）

高台は低く（高さ0．5cm弱）、畳付

きの端部は削り取られて尻上がりと

なる。復元底径6.3cm

口縁の外面は大きく外湾。

手法・調 整・文様

内底面と体部の境に界線状の沈線。

内底面と体部の境に界線状の薄い沈

線

外器面：口縁直下に横線。

外器面：口縁下に薄い沈線。

内底面と体部の境に界線状の鮮明な

沈線。

内器面：丁寧なナデで、滑らかな器

面。

外器面：口縁下はやや窪み、境目は

白色の稜線を呈する。

横ナデによるごく弱い稜線。

外器面：削り出しによる蓮弁文様。

花弁の中央を下る縦線は弱い

稜線となる。

外器面：図化していないが、蓮弁文

様のごく一部が残る。

内器面：薄い斜線。
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備 考

粕色：灰緑色。

内底面はくすんだ感じ。

外器面に大きな貫入。

粕色：緑灰青色。

高台の畳付きから、外底面にかけて露

胎

高台の外側は不完全な施紬。

上質の青磁。

紬色：明るい感じの緑黄色。

胎土は極めて精良。

内外器面に、ヒビ割れかと思われる様

な大きい貫入。

軸色：オリーブ灰色。

粕色：白灰緑色、光沢がある。

高台の外縁から外底面にかけて露胎。

極めて上質な青磁。

紬色：薄緑青色。内外器面の下位は、

いささか色あせて、灰オリーブ色

めく

口縁は、内側において使用痕が目立つ

器面は、わずかながら凹凸の感あり。

外器面の下位に小さな切裂がある。

外器面に大きな貫入、内器面には細か

な貫入。

粕色：青白緑色。

紬色：全体的に<すんだ感じの薄黄緑

色

口唇部は使用痕が目立つ。

内外器面に細かな貫入。

軸色：<すんだ感じのオリーブ灰色。

内外器面に大きな貫入、紬中に細かな

トチが混じる。

紬色：緑白灰色。

外器面から口唇部にかけて、白黄色の

付着物。

紬色：薄白灰緑色。

口唇部に使用痕が目立つ。

軸色：<すんだ感じの淡灰緑色。

内底面には、黄灰色の紬がひろがる。

高台の外側まで全面に施粕。

高台内の外底面は周縁のみ施紬。

粕色：薄緑青色。

口唇部に使用痕が目立つ。



No．

42

青磁

43

青磁

44

白 磁

45

白磁

46

白磁

47

白磁

48

白磁

49

白磁

50

白磁

51

白磁

52

白磁

53

白磁

54

白磁

55

白磁

56

白 磁

形態の特徴

口縁は、大きく外湾。

復元底径5.0an

高台の高さ0．5～0.6cm

体部は薄壁（厚さ0.25cm）で、やや

外牽。

口縁の内側（幅0.2cm)と、外側（幅

0.2m）と口唇部（扇平で幅0.2cm）

は露胎。口禿げ白磁。

体部は肉太（厚さ1.Odn）

体部は肉太（厚さ1.0cm）

体部は肉太（厚さ1.0cm）

体部は肉太（厚さ1.0cm）

体部はやや内牽気味に大きく開く。

口縁は玉縁状を呈するが、やや簡略

化されている。

復元口径14.6cm

口縁は薄壁（厚さ0.25cm）

口唇部は口禿げを呈する。

口縁で、やや外湾。

体部は薄壁（厚き0.25cm）

口縁は、内器面が半月状に漸次、薄

くなる。口唇部は馬平で（幅0.1cm）

口縁はやや外蛮。

口唇部の内側と外側は、ヘラ削りで

露胎、内側は幅0.45cIn、外側は0.15

cmo口禿げ白磁。

手法・調整・文様

内底面と体部の境に、ごく薄い界線

状の沈線。

内器面：弱い横ナデ。

外器面：3条の横線と曲線文様の沈

線

内器面：強い横ナデで、押えが加わ

る

外器面：曲線文様の沈線。

内器面：横ナデ。

外器面：沈線の曲線文様。

内器面：強い横ナデで、押えが加わ
る

外器面：沈線の曲線文様。

内器面：強い横ナデで、押えが加わ

る

外器面：薄い稜線が重なる。

外器面：2条の横線（沈線）

内器面：強い横ナデで、押えが加わ
る

外器面：薄い稜線。

内器面：強い横ナデで、押えが加わ

る

内外器面：薄い横線（沈線）
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備 考

紬色：緑青色。

内外器面は貫入に加えて、灰褐色の不

純物が付着。

紬色：薄青白緑色。

高台は外側まで施紬。

畳付きは部分的に紬がかかる。

外側と畳付きの紬に、薄茶褐色状のも

のが混じる。

紬色：淡白緑色
若干、細粒の黒点が混じる。

紬色：白灰色。

紬色：白灰色。

粕色：外器面は白褐色、内器面は灰白

色で、細かな貫入。

粕色：白灰（黄）色

紬色：外器面は白灰（黄）色

内器面は、ほとんど剥落してい

るが、一部、白灰（黄）色

内外器面に細かな貫入。

粕色：白灰色。

粕色：白灰（黄）色

紬色：内器面は灰白色。

外器面は白灰色。

内器面に細かな貫入が、びっしりと入

る

紬色：白（黄）色

粕色：淡白緑色。

土中における埋没状態により、器面全

体に汚れが付着。

粕色：白（黄）色
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No．

57

陶器

58

白磁

59

白 磁

60

白磁

61

白 磁

62

白 磁

63

白 磁

64

白 磁

65

陶器

66

瀬戸系陶器

67

白磁

68

中世雑器

69

瀬 戸

70

瀬戸系陶器

形態の特徴

壷の類と思われる。

復元の残存胴部最大径16.5cm

平底の小皿で底部は薄壁（厚さ0．5

c､）

平底の小皿。

底部の厚さ0.65cm

高台：端部は削り取られて、尻上が

りとなる（幅0.6cm）

畳付きは扇平（幅0.7cm）

高台の高さ0.15cm

復元底径9．8cm

外底は平底で、ごくわずか上げ底。

底径5.7cm

高台付きの小皿で、体部は極めて薄

壁（底部で厚さ0.3cm、体部で0．2

c､）

復元底径3．2cm

高台の高さ0．15cm

胴部につまみが付く。

底部付近と思われる。

高台：端部は、大きく削り取られて

(幅1.0cm)尻上がりとなり、器

面には左斜めの刻み目が並ぶ。

畳付きは扇平（幅0.9cm）

復元底径9.6cm

手法・調・整・文様

外器面：縦の沈線。

内器面：横ナデ。

外器面：丁寧な調整で、滑らかな器

面

内底面と体部との境に、界線状の沈

線

外底面と体部との境に鮮明な稜線。

内底面と体部の境に、界線状の白色

稜線。

内底面と体部との境に、界線状の鮮

明な沈線。

内器面：ヘラ状工具による横ナデ。

内底面と高台の内側（外底面）は極

めて丁寧なナデで、滑らかな器面。

外器面：ほとんど剥落の状態である

が、小豆色と濃緑色の縦縞文

様が交互に入る。

内器面：横ナデ後、指押え。

外器面：4条の横線（沈線）

外器面：横ナデで、肉太の稜線が生

じている。

第88表第1期出土遺物の観察表⑤
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備 考

紬色：外器面は灰黒（褐）色

内器面は灰褐（黒）色

外器面に、針の穴程の気泡痕。

粕色：白灰（黄）色

外器面には、針穴程の気泡痕が散在。

器面は、非常に汚れている。

軸色：白灰黄色。

外器面の施粕に、ムラがある。

上質の白磁。

粕色：灰白色、光沢あり。

外底面は露胎。

上質の白磁。

軸色：白灰色。

軸色：灰白（黄）色

外底面まで施紬。重ね焼きにより、外

底面の紬が、板目圧痕状を呈し、一部

薄色となっている。

粕色：白灰色。

高台内の外底面を含めて全面に施紬。

上質の白磁。

粕色：黒茶色。

内器面は一部、露胎で白色。

紬色：緑色

外器面に施紬

粕色：白灰色（紬中に細かいトチが混

じる）

胎土：白黄色。

高台の周辺部は、やや小豆色を

帯びる。

トチが器面に付着する。最大のものは

長さ1.5cm、幅1cm，高さ0.5cmを測

る。粗い器面を呈する。

胎土：粗い。色調は灰色で、やや小豆

色を帯びる。

焼成不良。

軸色：黄緑色。

胎土：白灰（黄）色

紬色：外器面は白褐色。

内器面は白灰色。

内器面に細かな貫入。



No．

71

天 目

72

天目

73

須恵系

土器

74

陶 器

75

オハジキ

76

オハジキ

77

オハジキ

78

オハジキ

79

オハジキ

80

オハジキ

81

オハジキ

82

オハジキ

83

オハジキ

84

オハジキ

85

オハジキ

形 態の特徴

口縁はやや内恋し、直口となる。

多少、いびつな器形。

体部は薄壁（厚さ0．2～0.3cm）
外底は平底。

復元底径3.8cm

幅1．3×1.0cm

厚さ0.25cm

重さ0.589

幅1．2×1.2cm

厚さ（上端）0.2cm

(端部）0.4cm

重さ0.889

幅1.35×1.1cm

厚さ0.25cm

重さ0.809

幅1.35×1.1cm

厚さ0．4cm

重さ0.909

幅1．4×1.1cm

厚さ0.25cm

重さ1．09

幅1．5×1.4cIn

厚さ（最大）0.3cm

重さ1．09

幅1.55×1.4cm

厚さ（上端）0.35cm
(端部）0.3cIn

重さ1.289

幅1．7×1.4cm

厚さ（上端）0.2cm

(端部）0.45cm

重さ1.659

幅1.75×1.45cm

厚さ0.3cm

重さ1．109

幅1.65×1.45cm

厚さ0.5cm

重さ1．829

幅1.65×1.3cm

厚さ0.6cm

重さ2．019

手法・調整・文様

外器面：丁寧な横ナデ。

内器面：横ナデ。

外器面：丁寧なナデで、滑らかな器

面

外底面：糸切り痕。

全面に丁寧な研磨が行われている。

平面形は、見た目に三角形に近い。

断面形は、片方がやや窪む。

平面形は、見た目にやや三角形を呈

する。調整は、小石の周縁を若干、

研磨。

平面形は、見た目にやや長円形を呈

する

調整は78に同じ。

断面形は片方がやや窪む。

調整は78に同じ。

断面形は上端が端部よりも、わずか

に肥厚。

調整は78に同じ。

平面形は、片方が尻つぼみになる。

断面形は、端部が下脹れとなる。

平面形は片方が、やや尻つぼみにな

る。

研磨は丁寧に行われておらず、器面

の凹凸をそろえる程度である。

断面形は「ずんどう」を呈する。

調整は78に同じ。

第89表第1期出土遺物の観察表⑥
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備 考

紬色：外器面は茶色、一部で黒色。

内器面は黒色～茶色。

外器面の下位は露胎（色調は白

緑色）

粕色：茶色、黒色の斑点が混じる。

内器面に多くの不純物が付着。

胎土の色調は茶色。

暗灰色の扇平な小石。

暗灰色の局平な小石。

暗灰色の扇平な小石。

暗灰色の扇平な小石。

暗灰色の扇平な小石。

暗灰色の扇平な小石。

暗灰色の扇平な小石。

暗灰色の扇平な小石。

非常に多孔質な石材で色調は灰褐色。

多孔質な石材で、色調は灰黒褐色。

緑白色の扇平な小石。
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No． 形態の特徴 手 法 ・調整・文様 備 考

86

オハジキ

幅1.55×1.65cm

厚さ0.7cm

重さ2．819

断面形は「ずんどう」を呈する。

調整は78に同じ。

暗灰色の扇平な小石。

87

オハジキ

幅1.75×1.5cm

厚さ（上端）0.3cm

(端部）0.4cIn

重さ1．559

断面形は片方がわずかに窪む

調整は78に同じ。

石質には白色の微粒子が含まれる。

色調は灰白黒色。

88

オハジキ

幅2．0×1.6cm

厚さ0.45cm

重さ2．519

調整は78に同じ 粕色：暗灰色。

暗灰色の扇平な小石で、器面に若干の

自然面を残す。

89

オハジキ

幅1．9×1.6an

厚さ（最大）0.6cm

重さ2.959

調整は78に同じ 黒色の扇平な小石。

90

土師器

船型の形状。

体部は肉太（底部の厚さ1.0cm，体

部の中途の厚さ0.9cm）で、やや内

湾気味に伸びる。

口縁直口。

復元口径12.5cm

器高4.7cm底径7.6cm

外底は平底。器形は、やや歪。

外底と体部の境は、大きく窪む。

内外器面：横ナデ。

内底面：丁寧な横ナデ。

外底面：糸切り後にナデが加わる。

色調：鈍い橿色。

91

土師器

外底は上げ底。

底径9.8cm

外底と体部の境は、大きく窪む。
内器面：器壁の風化が目立つ。

外器面：横ナデ、弱い稜線。稜線間

は浅い沈線。

外底面：薄い糸切り痕。

色調：<すんだ感じの褐灰色。
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No．

92

土師器

93

土師器

94

土師器

95

土師器

96

土師器

97

土師器

98

土師器

99

土師器

100

土師器

101

土師器

102

土師器

103

土師器

104

土師器

105

土師器

106

土師器

形態の特徴

体部は直線的に伸びて、ラッパ状に

開く

口径7.9cm

器高1.7cm底径5.1cm

外底は上げ底、中央部は薄壁で、端

部は肥厚。

底径6.0cm

器形は多少いびつ。

復元底径9.6cm

外底は平底。

外底端は焼成前の器圧で、少々しや

げた状態。

体部は下位から上位にかけて、端的

に薄壁となる。

底径8.5cm

外底は上げ底、中央部で薄壁（厚さ

0.3cm）、端部で肥厚。

底径8.2cm

外底は平底。

底部は肥厚（厚さ1.0cm）

内底面の中央部に、小突起。

復元底径7.2cm

復元底径10.8cm

底部はやや肥厚（厚さ0．8～0.9cm）
外底は、やや上げ底。

復元底径8．0cm

底部は、多少、いびつ。

復元底径9.0cm

外底は平底。

底部は端部で肥厚（厚さ1．1cm）

底径5.3cm

底部は薄壁（厚さ0.4cm）

底部と比較し、体部は肥厚（厚さ

0.8cm）

外底は平底（？）

外底端は、肥厚（厚さ1.2an）

手法・調整・文様

内底面：強いナデで、中央部は指押

え。

外底面：糸切り後に強いナデが加わ

る

外底と体部の境に弱い稜線。

内底面：ナデ後指押え。

外底面：糸切り痕は観察出来ず（強

いナデの為か）

内底面と体部の境は、やや窪む。

外器面：弱い稜線。外底と体部の境

に沈線。

外底面：糸切り痕。

内器面：多少、粗く、強い円周方向

のナデ、中央部は指押え。器

面はザラつく。

外器面：丁寧な横ナデで、稜線がつ

〈

外底面：糸切り後、軽い指押え。

内底面：中央は指押えで、大きく凹

む。円心円方向のナデ。鮮明

な稜線。

外底面：糸切り痕。

内底面・外器面：横ナデ。

外底面：糸切り痕は観察出来ず（強

いナデの為か）

外底と体部の境に大きな沈線。

内底面：極く薄い円周方向のナデ。

外底面：糸切り痕。

外底と体部の境に沈線。

外底面：粗い調整の糸切り痕。

内器面：横ナデ。

外器面：糸切り後、ナデ。

内底面：指押えにより薄壁（厚さ

2.5cm）

外底面：薄い糸切り痕。

外底と体部の境は大きく窪む。

外底面：糸切り痕は観察出来ず（強

いナデの為か）

内外器面：横ナデ。

外底面：糸切り後、ナデ。

内器面：横ナデ。

外底と体部の境に弱い稜線。

体部の立ち上がりは、やや窪む。

内器面：ナデ。

内器面：横ナデ。

備 考

色調：明白褐色。

色調：褐灰色。

色調：褐灰色。

外器面に灰黒色の不純物が付着。

色調：鈍い橿色。

やや、焼き締めの効いた土器。

質量感のある土器。

色調：<すんだ感じの鈍い橿色。

色調：褐灰色。

色調：褐白灰色。

やや、焼き締めが効いている。

色調：褐白灰色。

器壁の風化が目立つ。

色調：褐白灰色。

色調：褐白灰色。

器壁の風化が目立つ。

色調：鈍い燈色。

器面の風化が目立つ。

色調：汚れた感じの褐白灰色。

色調：褐白灰色。

やや焼成不良。

色調：二次焼成で、灰白黒色。

色調：褐白灰色。
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No．

107

土師器

108

土師器

109

土師器

110

土師器

111

土師器

112

土師器

113

土師器

114

瓦質播鉢

115

瓦質播鉢

116

瓦質播鉢

117

瓦質播鉢

118

土師系播鉢

(中世雑器）

119

土師系播鉢

(中世雑器）

120

瓦質播鉢

形態の特徴

外底は平底。

底径6.1cm

内底面は全体的に盛り上がる。

外底は上げ底。

内底面は全体的に盛り上がる。

底部は平底。

内底面と体部の境は沈線状に窪む。

外底は上げ底。

底部は肥厚（厚さ0.5cm）

体部は薄壁（厚さ0.3an）

底径4.7cm

外底端は肥厚（厚さ0.7αﾛ）

底径7.0cm

体部は、中途から口縁にかけて、漸

次、肥厚。

口唇部は扇平（幅0.6α､）

体部はやや内湾し、中途から口縁に

かけて漸次、肥厚。

体部はやや内牽し、中途から口縁に

かけて肥厚（厚さ0．8～1.2cm）
口唇部は幅0.7cmで全体的に窪む。

体部はわずかに内琴し、下位から、

同一の厚さで口縁に至る。

口唇部は扇平（幅0.6cm）

体部はやや内琴する。

厚さ1．6～1.8cm

体部は直線的に伸びる。

手法・調整・文様

外底と体部の境は大きく窪む。

外底面：糸切り後、ナデ消しが加わ

る

内外器面：横ナデ。

外底面：糸切り痕。

外底と体部の境はやや窪む。

外底面：糸切り後、ナデ。

内外器面：横ナデ。

外底面：鮮明な糸切り痕。

内底面と体部の境は窪む。

外器面：横ナデ。

外底面：糸切り痕。

外底面：糸切り痕。

内器面：条線の一単位は10本。

斜めと横方向の刷け目、上

位はナデ消し（ヘラ状工具使

用）が加わる。

外器面：叩きの後、やや斜め方向の

刷け目。上位は、ナデ消しが

加わる。

内器面：条線の一単位は8本と思わ

れる･横方向の刷け目調整の

後にナデ消し。

外器面：叩きの後にナデが加わる。

内器面：条線の一単位は8本。

全体に斜め方向（左上→右

下）の刷け目、上位は後に横

ナデが加えられている。

外器面：成形時の凹凸を鮮明に残す

が、上位には、横ナデが加え

られている。

内器面：条線の一単位は不明（5本

まで認められる）

内器面：条線の一単位は、9本と思

われる。斜め方向の刷け目。

外器面：上位は横ナデ、中途より指

押え痕が鮮明に残る。

内器面：条線の一単位は7本。

かすかな刷け目（横及び斜

め方向）

内器面：条線の一単位は不明（7本

まで認められる）

上位は横ナデ、以下は横及

ぴ斜め方向の刷け目。

外器面：上位は横ナデ、以下は不整

方向のナデ。
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備 考

色調：鈍い燈色。

色調：鈍い燈色。

色調：褐灰色。

色調：褐白灰色。

色調：鈍い橿色。

色調：鈍い橿色。

色調：鈍い燈色。

色調：外器面は灰白黒色。

内器面は灰白褐色。

焼き締めが効いている。

色調：灰黒色。

器面全体に、黄灰色の不純物が付着。

器面の風化が著しい。

色調：乳白色。

器面は軟質で、胎土が手に付着。

器面の風化が著しい。

器面は軟質で、胎土が手に付着。

色調：白灰黄色。

やや焼き締めが効いている。
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No．

121

瓦質播鉢

122

瓦質播鉢

123

瓦質播鉢

124

瓦質播鉢

125

瓦質播鉢

126

瓦質播鉢

127

瓦質播鉢

128

瓦質播鉢

129

瓦質播鉢

130

瓦質播鉢

131

瓦質播鉢

132

瓦質播鉢

形態の特徴

体部は、中途から口縁にかけて、漸
次、肥厚。

口唇部は幅0.8cmで全体的に窪む。

復元口径27.6cm

体部は中途で肥厚（厚さ1.8an）

口唇部は扇平（幅0.9cm） 。

口唇部は扇平（幅0.9cm）

体部は直線的に伸びる。

口唇部は幅0.8cInで、全体的にやや

窪む。

体部は直線的に伸びる。

外底端は肥厚（厚さ1.5cm）

外底は平底。

外底面は肥厚（厚さ1．8cm）

手法・調整・文様

内器面：斜め方向に、幅0.1～0.3

anの非常に粗い沈線が、無数

に掻かれている。沈線の幅と

間隔は不定。

口唇部：横ナデ。

外器面：横ナデ後、縦方向の非常に

粗い刷け目。

内器面：条線の一単位は不明（5本

まで認められる）

内器面：条線の一単位は不明（3本

まで認められる）。横ナデ。

内器面：条線の一単位は不明（3本

まで認められる）

全体に斜め方向（左上→右

下）の刷け目。

内器面：条線の一単位は不明（6本

まで認められる）

斜め方向の刷け目。

内器面：条線の一単位は不明（6本

まで認められる）

横ナデを施した後に、刷け

目調整（左上→右下）を行っ

ている。

外器面：叩きの後、横ナデが加えら

れている。

内器面：条線の一単位は10本。

横方向の刷け目。

外器面：縦方向の刷け目調整を断続

的に行った後、部分的にナデ

消している。

内器面：条線の一単位は不明。

内器面：条線の一単位は6本。やや

弱い掻き目。

斜め方向の刷け目。

外器面：縦方向の粗い刷け目。調整

後横ナデが加えられている。

下位に2条の沈線。

内底面：横方向の刷け目。

外底面：指押え後、ナデ。

内器面：条線の一単位は不明（5本

まで認められる）

内器面：条線の一単位は7本。

掻き目に使用した工具は、

先端が四角形である。横方向

の刷け目（ほとんど消えかけ

ている）

外底面：軽い指押え。

内器面：条線の一単位は不明（5本

まで認められる）

備 考

色調：灰黒色。

器面の風化が著しい。

色調：外器面は灰黒褐色。

内器面は灰白褐色。

器面の風化が著しい。

胎土は砂粒を多く混入。

褐灰色の不純物が器面の全体に付着。

焼き締めが効いている。

焼き締めが効いている。

焼き締めが効いている。

色調：灰黒色。

色調：灰黒褐色。

器面の風化が著しい。

色調：灰白色。

器面全体に、灰黄色の不純物が付着。

焼き締めが効いている。

色調：<すんだ感じの褐灰色。

器面は軟質で、胎土が手に付着。

器面の風化が著しい。

色調：外器面は白灰色。

内器面は灰白黒色。

器面の風化が著しい。
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No．

133

瓦質播鉢

134

瓦質播鉢

135

瓦質播鉢

136

瓦質播鉢

137

備前

138

須恵器

139

須恵器

140

須恵器

141

須恵器

142

須恵器

143

須恵器

144

須恵器

145

須恵器

146

常滑

147

常滑

148

備 前

形態の特徴

底部は非常に薄壁（厚さ0.4cm)で、
端部は肥厚（厚さ1.5cm）

体部は直線的に伸びる。

復元底径11.6cm

体部は中途より口縁にかけて肥厚。

口唇部は幅1cmで、全体的に窪む。

体部は中途より口縁にかけて漸次、

肥厚。

口唇部は扇平（幅1.5cm）

体部はやや肉太（厚さ1.1cm）

残存の肩部は肉太（厚さ1．1～2．7

c､）

体部はやや肉太（厚さ1．0～1.4cm）

やや小型の壷

手法．．調整・文様

内器面：条線の一単位は不明。

横方向の刷け目。

外器面：ナデ。

内器面：条線の一単位は12本。

全面に横方向の刷け目。

内底面の全体に条線が掻か

れている。

外器面：外底面も含め、未調整。

下位はへう状工具による横

ナデ。

内器面：条線の一単位は不明（8本

まで認められる）

強い斜め方向（左上→右下

の刷け目。

外器面：ロクロ未使用の横ナデ。

内器面：条線の一単位は不明（3本

まで認められる）。条線幅は

0.3cmで、深く掻かれている

内外器面：横ナデ。

外器面：横ナデ。

内器面：横及び斜め方向（左上→右

下）の刷け目。

外器面：丁寧なナデ。

内器面：横及び斜め方向（左上→右

下）の刷け目。

外器面：格子目叩き。

内器面：ナデ。

内外器面：格子目叩き。但し、内外

器面では異なる施文具が用

いられている。内器面の叩

き目は外器面よりも大きい

外器面：波状の叩き。

内器面：横ナデ。

外器面：波状の叩き。

内器面：横及び斜め方向（左上→右

下）の刷け目。

外器面：格子目叩き。

内器面：丁寧なナデ。

外器面：横押え後、波状の叩き。

内器面：横方向の刷け目。

口縁の折り返し面に沈線。

内外器面：横ナデ。

口縁の折り返し面に沈線。

内外器面：横ナデ。

成形：口縁肥厚部は、粘土帯を外側

へ折り返して作られている。

内外器面：横ナデ。
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備 考

焼き締めが効いている。

色調：灰白褐色。

器面は軟質で、胎土が手に付着。

器面の風化が著しい。

焼き締めが効いている。

焼き締めが効いている。

色調：灰白色。

焼き締めが効いている。

色調：灰白黄色。

内器面の一部にススが付着。

焼き締めが効いている。

色調：灰黄色、外器面の一部は灰色。

器面は、やや軟質。

色調：外器面は小豆色。

内器面は灰白黒色。

非常に焼き締めが効いている。

胎土は細砂粒（0.1cm以下）を多量に

含む

外器面にかすかな自然粕（灰白黄色）

がかかる。



No．

149

備 前

150

備前

151

備前

152

備前

153

備 前

154

備前

155

備前

156

常滑

157

常滑

158

常滑

159

常滑

160

常滑

161

備 前

162

常滑

形態の特徴

底部は薄壁（厚さ0.9cm）で、体部

は肉太（厚さ1.4cm）

頚部の部分。

壷の肩部。

体部は、やや外電気味に伸びる。

外底面は肥厚（厚さ1.9cin）

外底面は大きく肥厚（厚さ2.8cm）

手法・調整・文様

成形：148と同じ。

粘土帯の折り返しは非常に強

い。口縁肥厚部の外器面に2条

の沈線。

成形：148と同じ。

内外器面：横ナデ。

成形：148と同じ。

内外器面：横ナデ。

成形：148と同じ。

内外器面：横ナデ。

成形：148と同じ。

内外器面：横ナデ。

外器面肩部：この箇所については粗

いナデで、鮮明な指押え

痕が残っている。

内外器面：横ナデ。

外底面：不整方向の刷け目。

内外器面：横ナデ。

内器面：ヘラ状工具による横方向の

丁寧なナデ。

外器面：中途は指押えの後、ハケ状

工具による横及び斜め方向の

(左上→右下）調整痕。

内器面：ヘラ状工具による横方向の

丁寧なナデ。

外器面：中途はハケ状工具による横

方向の調整痕、上位は後にナ

デ消しが加えられている。

口縁の折り返し面に沈線。

内器面：叩き後、横ナデが加わる。

外器面：横ナデ、肩部に窯印。

内外器面：刷け状工具による横ナデ

内器面：横ナデ。

内器面：金属製と思われる工具によ

る非常に粗い削り。上位は後

に横ナデが加えられている。

外器面：上位は、縦方向の刷け目

(幅2.2cm程の工具を使用）

が上から下へ施されている。

下位は、横方向の刷け目が施

されている。

外底面：横方向の刷け目。

外器面：屈曲部は、沈線状に大きく

窪む

内外器面：刷け状工具による横及び

斜め方向の強いナデ。

第95表第1期出土遺物の観察表⑫

-147-

備 考

外器面に黄緑色の粕がかかる。

内器面の上位と外器面に、ごくわずか

な自然粕（灰白黄色）がかかる。

外器面に、ごくわずかな自然紬（灰白

黄色）がかかる。

色調：明るい色の小豆色。

非常に焼き締めが効いている。

軸色：灰黄色。

外器面の一部にかかる。

外器面の全面に、灰白黄色の自然紬が

かかる。

色調：内器面は、くすんだ感じの小豆

色

外器面の頚部以下には、全面に自然軸

(緑色）がかかる。

但し、上位は粕の剥落が目立つ。

紬色：茶緑色。

内器面の全面と外器面の一部に施紬。

外器面の全面に、灰白黄色の自然紬が

かかる。

内器面は露胎で、小豆色。
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No．

163

備 前

164

滑石製石鍋

165

常滑

166

備前

167

常滑

168

土師系土器

169

滑石製石鍋

170

滑石製石鍋

171

滑石製石鍋

172

砥 石

173

砥石

174

砥石

形態の特徴

外底は上げ底。

体部は肉太（厚さ1．3～1.5cm）
重さ175.699

復元口径43.0m

外底は、中央部より端部にかけて、

尻上がりとなる。

復元底径33.0an

復元口径46.4m

頚部の下位より胴部にかけて残存。

体部はかすかに内奄。

口唇部は扇平（幅0.5cm）

重さ105.629

体部は肉太（厚さ1．7～1.9cm）
重さ84．129

重さ46．159

長さ7.2cm

(断面・長方形）厚さ1．1cm

重さ30．769

残存長さ5．6cm

厚さ2．3cm

残存幅3．2cm

重さ45．499

幅2.1cm

断面は長方形を呈する。

残存長さ6．8cm

厚さ1．1cm

幅2．0cm

重さ30．759

手法・調整・文様

成形：巻上げ技法ではなく、粘土紐

又は粘土帯の積み上げによる。

内器面・内底面：横ナデ。

外器面：斜め方向（左から右）の刷

け目。外底との境は横ナデ。

外底面：不整方向の刷け目。

外器面に1条の突帯を削り出してい

る。

内器面：上位に、斜め方向へ削った

痕。破損後に再利用したのか

石鍋の断面には、外器面側か

ら内器面側に向けて、縦方向

に削った痕が残る。

内器面：成形時の指押え痕を残すが

それを消すように横ナデが、

加えられている。

外器面：横ナデ。

内器面：刷け状工具による横ナデ。

外器面：刷け状工具による横方向の

ナデ。外底との境は、刷け状

工具による横ナデ。

内底面：未調整。

外底面：刷け状工具による不整方向

のナデ。

内器面：横ナデ後、指押え。口縁部

の内器面は横ナデ。

外器面：横ナデ。

内器面：指及びへラ状の工具で縦に

粗い調整を施す。中位から下

位にかけて、後に横方向の刷

け目調整が加えられている。

外器面：一部、縦方向の刷け目。

口縁下の外器面に、1条の突帯を削

り出している。

外器面に1条の突帯を削り出してい
る

内外器面：非常に丁寧な研磨。

内器面：横方向の研磨痕。

外器面：縦方向の削り痕。

使用痕：上面は、長さ4.2cm。

下面は、長さ5.2cm･

側面は、高さ0.7cm。

使用痕は下面に多く観察さ

れる。側面に縦方向の擦痕が

認められるが、これは成形に

よるものと思われる。

上下両面と、図中の左側面の三面使

用である。

左側面：階段状を呈する刃潰し痕が

残る

上下両面と図中、左側面の三面使用

である。

第96表第1期出土遺物の観察表⑬
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備 考

色調：褐灰色。

外器面の風化が著しい。

外器面の全体にススが付着しており、

使用状況がうかがわれる。

粘板岩製。

天草砥石。

手に持って使用された為に、砥石面に

ねじれが見られる。

天草砥石。

手に持って使用された為に、砥石面に

ねじれが見られる。
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No． 形 態 の 特 徴 手 法 ・調整・文様 備 考

175

滑石製

垂飾品

ｍ
ｍ
ｍ
ｍ５

１
７
７
４

５
０
２
０

さ
さ

長
厚
幅
径

存
存
大
孔

残
残
最
有
重さ35.449

一定の粗い整形を行った後に、上下

両面から穴を穿ち、研磨によって仕

上げされている。

滑石製石鍋の転用。

176

砥 石

残存長さ6．0m

残存厚さ0．8cm

残存幅1．3cm

重さ11.279

石材に細かな面取りが、いくつも見

られる。多方面への磨き出しが考え
られる。

粘板岩製。

手に持って、使用されたものと思われ

る

177

砥石

函
師
団

５
３
５

８
１
３

さ
さ

長
厚
幅

存
存
存

残
残
残
重さ52．59

残存部を見る限り、平面的な使用で

ある。刃幅の広いものを仕上げるの

に使用したものと思われる。

粘板岩製。

178

砥石

残存長さ8．5cm

厚さ1．7cm

残存幅3．8cm

重さ87.679

主に片面使用であるが、図中の右肩

部にも若干の使用痕が残っている。

粘板岩製。

179

砥石

残存長さ5．1cm

厚さ2．0cm（最大）

重さ45．59

図中の上面を除いた三面が使用され

ている。

天草砥石。

手に持って使用された為に、砥石面に

ねじれが見られる。

180

砥石

、
函
唖

７
９
１

６
０
２

さ
さ

長
厚
幅
重さ25．139

自然磯を使用したもので、上下両面

及び、両端部に、かなりの使用痕が

残る

粘板岩製。

手に持って、使用されたものと思われ

る

181

砥石

皿
、
皿

３
３
０

爪
Ｌ
６

さ
さ

長
厚
幅

存
存
存

残
残
残
重さ88．659

残存の上面（自然面）を使用してい

るが、石質が硬度であるため、器面

は凹とならず、丸味を帯びた形状に

なっている。

粘板岩製。

182

砥石

残存長さ5．9cm

最大厚さ0．8cm

残存幅4．8cm

重さ29．169

残存の上面は181と同じ。

かなりの使用がうかがわれる。

粘板岩製。

183

砥 石

残存長さ5．7cm

厚さ2．0cm

幅2 ．6an

重さ50.389

四面使用で、平面的に良く使い込ま

れている。

天草砥石。

手に持って使用された為に、砥石面に

ねじれが見られる。

184

砥 石

残存長さ6．8cm

厚さ1．1an

残存幅6．7cm

重さ78．419

上下両面に使用痕が残る。 粘板岩製。

185

砥石

断面は台形を呈する。

幅（上辺）5．1cm

（下辺）6．0cm

厚さ6．1cm

重さ529.359

四面使用であるが、左右側面は部分

的使用に留まっており頻度は低い。

上面：長軸方向に、やや中央部が凹

む。図中の右肩部には、砥石面

の整形によると思われるツブシ

の痕が残る。

下面：中央部が凹む。欠損後に再利

用され、刃の先端部を研いだも

のと思われる。

天草砥石。

186

砥石

師
函
、

３
２
３

６
２
６

さ
さ

長
厚
幅

存
存
存

残
残
残
重さ187.339

上面のみの使用で、固定して使用さ

れたものである。上部に刃止まりが

見られ、長軸方向に中央部が凹む使

用がなされている。

刃物は刃止から砥石に対して斜め方

向に研がれていたものと思われる。

天草砥石。

187

砥石

長さ19．7cm

厚さ9．8cm

残存幅8．8cm

重さ39.509

上下二面使用で、水平的な使用がう

かがわれる。

刃幅の広いものを研いだものと思わ

れる

砂岩製砥石。
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No．

188

角釘(?）

189

釘（?）

190

角 釘

191

角釘

192

角 釘

193

角釘

194

角釘

195

釘

196

角釘

197

釘

198

釘

199

角釘

200

鉄 器

201

金具(?）

202

小 刀

形態の特徴

残存長さ2．9cm

厚さ・幅0．4×0.5cm

重 さ 2．619

残存長さ3．4cm

厚さ・幅0．5×0.9cin

重さ6.539

残存長さ4．7cm

厚さ・幅0.45×0.6cm

重さ4．179

残存長さ4．6cm

厚さ・幅0．4×0.6cm

重さ7.979

残存長さ5．1an

厚さ・幅0．4×0.6cm

重 さ 7.609

残存長さ4．7cm

厚さ・幅0．7×0.9cm

重さ11.289

残存長さ6．2cm

厚さ・幅0．8×0.7cm

重さ11.309

残存長さ5．3cm

厚さ・幅0．7×0.9cm

重さ11.269

残存長さ6．5cm

厚さ・幅0．5×0.5cm

重さ11.269

残存長さ4．8cm

厚さ・幅0．7×0.8cm

重さ11.549

残存長さ4．7cm

厚さ・幅0．8×0.65cm

重さ11.609

残存長さ5．0cm

厚さ・幅0．6×0.8cm

重さ12.209

残存長さ2．5an

厚さ・幅0．5×0.7cm

重さ7.069

残存長さ2．9cm

厚さ・幅1．1×0.8cm

重さ17.539

(先端部）残存長さ3．2cm

(端部）残存長さ3．2cm

厚さ0.35～0.55cm

幅1．3cm

重さ8.269

No．

203

鉄器

204

角釘

205

角釘

206

鉄片(?）

207

角釘

208

鉄器

209

釘

210

鉄器

211

鉄器

212

角釘

213

模(?）

214

鉄器

215

模(?）

形態の特徴

残存長さ3．9cm

断面形は楕円形

長形1．0cm

短径0．9cm

重さ6.279

残存長さ4．6cm

厚さ・幅0．5×0.5cm

重さ11．789

(中途）厚さ・幅0．7×0.8cm

(端部）厚さ・幅0．4×0．5

重さ4.479

残存長さ4．1cm

厚さ．幅1．1×1．5cm

重さ14．119

残存長さ7．3cm

厚さ・幅0．9×0.8cm

重さ13．919

残存長さ2．8cm

厚さ・幅0．7×3.1cm

重さ11.329

残存長さ6．0cm

厚さ・幅0．8×0.9cm

重さ7.429

残存長さ6．1cm

厚さ0．7cm

幅（最大）1．8cm

(最小）0．5cm

重さ11.909

残存長さ6．2cm

厚さ0．3cm

幅（最大）1．2c1n

(最小）0．3cm

重さ11．309

残存長さ6．6cm

厚さ・幅0.85×0.9cIn

重さ17.509

残存長さ6．7cm

厚さ・幅0．8×1.4m

重さ21．189

残存長さ6．0cm

c、

(中途）厚さ・幅1．2×0.9cm

(端部）厚さ・幅0．6×0.6cm

残存長さ6．0cm

厚さ．幅1．0×1.4cm

重さ19.259

第98表第1期出土遺物の観察表⑮
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第2節第Ⅱ期整地層出土の遺物

216～236は青磁の碗である。216～227.233は器面に文様が描かれている。内外器面には216、

内器面のみは217．219．220､外器面のみは218.221～224．227．233となる。228．229～232.

234.236は無文である。粕色は灰緑色が216.224.236で、オリーブ黄灰色が217.222、オリ

ーブ灰色が218．219．230、淡い緑黄色が220、緑青白色が221．233，緑黄灰色が223,青白色

が227,緑白青色が228,緑白灰色が231．232，緑灰色が234,灰白緑色が235,灰緑色が236で

ある。

器面に文様を有するものの中で、削り出しによる蓮弁（花弁）文様が描かれているのは、

218と221～227.233である。この中で文様が鮮明なもの〔224〕と、薄いもの〔218.233〕と

があり、削り出しの度合いに差異がある。221．227は花弁の中央を下る縦線が弱い稜線となり、

白色化している。222．223の花弁の先端は鋭角を呈する。

器面に貫入が走るのは224.231～233である。

その他、216は体部が直線的に伸びて口縁で大きく外湾する。復元口径15.5cmを測り、外器

面の残存部に、左上から右下への斜線が5本と、右上から左下へ櫛描文が7本描かれている。

内器面に、2枚の重なり合う花弁文様が描かれ、口縁下に横線が巡る。217は内器面の上位に

薄い3条の沈線が巡り、中位に薄い3条の櫛描文が描かれている。

219．220は高台付きの底部である。219は復元底径7.4cm・高さ5mm、220は底径5.6cm．高き

2mmを測る。219は高台の畳付きが扇平で幅4mを測り、内器面に曲線文様が描かれている。

外器面は高台の畳付きを含めて全面に施紬されており、外底面にトチが付着する。同安窯系の

青磁と思われる。

220は底部が肥厚し（厚さ1.6cm）高台の畳付きは扇平である（幅5mm)。内底面に幾何学文

様が描かれており、外底面の大部分は露胎となっている。227は復元底径4.4cmを測り、高台の

畳付きは扇平（幅3mm）である。高台の外側まで施紬されているが外底面は露胎である。

228．229～232．234．236の無文の青磁については、体部が外琴するものが229．231．232で、

232は口縁直口気味である。230は体部が中途で腰折れとなり、内器面の屈曲部は紬溜まりの状

況を呈する。

234は復元口径12.6cmを測り、体部はわずかに内湾する。非常に丁寧な造りの青磁である。

235は復元底径5.9cmを測り、高台の畳付きは扇平（幅0.45cm）である。外器面に、ロクロ回転

による薄い稜線と、内底面と体部の境に界線状の沈線が巡る。

237～263は白磁である。大半は碗であるが､他に合子〔237〕、皿〔238．241．243〕、小壷（推

定）の類〔239．242．245～250〕がある。碗については、口縁が玉縁状を呈するもの〔251.

257～259〕と、体部が薄壁で口縁直口気味のもの〔252～253.260～263〕とに分類出来る。
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粕色は、白（青）色が237．241．252で、青白色が240、緑青白色が243,白灰色が239．244．

246．258．260、灰白色が238．247．249．250．253、灰白黄色が248．251．259，白（黄）色

が256.257、白色が261～263、緑青白色が243、灰白褐色が254,灰白緑色が255である。242は

外器面が白褐色、内器面が灰（白）色を呈し、245は外器面が白灰青色、内器面が白灰色となる。

この中で、237は合子の身で、復元口径8.2cm・器高1.9cmを測る。口唇部は、上蓋の合わせ

のため、L字型に窪む。外器面は中途まで厚く施粕されている。

238．241．243はⅢであるが、238は底径6.2cmで外底面は、やや上げ底となり、同面の粕下

に糸切り痕が残る｡非常に上質な白磁である｡241は平底の小皿で､底部と体部は極めて薄壁(厚

さ3mm）である。内器面に、周囲を二重に縁取られた薄い花弁文様が(花弁の横幅は5mm程度）

が連続的に描かれている。243は、体部が口縁で大きく外雪し、屈曲部の内器面に鮮明な稜線

が生じている。内器面に、花弁文様（単弁）が241と同様に、描かれている。

小壷の類〔239．242．245～250〕は、体部が肉太（246は厚さ0.9～1.3cm）の上質な白磁で

ある。239．242は外器面に沈線の薄い曲線と横線が描かれている。内器面は、いずれも押さえ

の加わった極めて強い横ナデが施されており、247．248は調整箇所が沈線状を呈する。

251．257～259は口縁が玉縁状を呈するが、最も端的なものは257で、258．259．251の順に

やや玉縁状の造り出しが後退する。251は復元口径17.6cmを測り、非常に丁寧な造りの白磁で

ある。257は外器面に針穴状の気泡痕が残る。258は外器面の施軸にムラがあり、一部にトチが

付着する。

260～263は体部が薄壁で口縁直口気味である。260は体部が直線的に伸びており、口唇部は

扇平（幅1.5mm）で口禿げである。261は体部が若干、外蛮気味に伸びる。262．263は体部が大

きく外雪する。262は内器面の屈曲部に稜がつく。263は口禿げ白磁である。

その他、244は胴部につまみが付く。245は体部の途中に腰折れがあり、外器面に弱い稜線が

つく。高台径は6.6cmを測る。252～254は口径が復元出来る。252は8.4cm、253は10.6cm、254

は11.1cmを測り、いずれも口禿げ白磁である。体部はやや外雪する。

255．256は碗の底部である。復元の高台径は255が3.4cm，256が5.7cmを測る。

264．266～270.272は瀬戸である。紬色は264.269が黄緑色で、266が白緑黄色、267．268

が淡オリーブ灰色、270が緑黄色、271は黒色である。264は瓶子（おろしⅢ）で、内底面に網

目状の切り込みがあり、外底面の粕下に糸切り痕が残る。267．268は頚部のみの残存である。

269は、頚部直下の外器面に6条の同心円状の沈線が刻まれている。内器面は横ナデ後、強い

指押えが加えられ、器壁は凹凸の状態を呈する。270は瓶の一部と思われる。体部は直立気味

に立ち上がり、復元底径は8.0cmを測る。外底面にトチが付着する。272は小壷の一部と思われ

る。外器面に4条の沈線が巡り、内器面には横ナデ後、非常に強い指押えが加えられている。

265は須恵器である。体部の屈曲部は、やや肥厚し、上位に幅1.5mmの沈線が巡る。
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271は陶器である。体部と底部は肉太（厚さ1.0～1.1cm）で、復元底径は9.2cmを測る。内外

器面に黒色の軸がかかる。

273～278．281．282は鉄器である。273は雁股で残存の長さ8.4cmを測る。274～276.281は

刀子である。276は完形品で長さ22.8cmを測る。277．278は燭台の一部と考えられる。282は長

刀であろうか、先端部をわずかに欠き、残存の長ざは29.5cmを測る。横幅は先端寄りで1.9cm、

中途で2.8cmである。

279は真鋪製の環である。外径2.5cm・内径1.4cm・断面径0.65×0.5cm・重さ14.919を測る。

280は銅製品で太刀の飾りと思われる。器高2.2cm・幅3.5cm・重き13.309である。

283～391は土師器である｡283～301.311は坪で､器形はいずれも船型を呈するが､297～301.

311はやや変形の船型となる。この中で、外底面に糸切り痕を残すのは284．286．288．289．

291～295．'297～301.311であるが、286．292～294．297．298．301は糸切り後、若干のナデ

が加えられているようである。283．285．287．296は、まったく糸切り痕を観察出来ない。当

然の事ながらへラ切りによる結果と思われるが、この場合は、強いナデにより糸切り痕が消滅

した可能‘性もあり、判断には慎重を期したい。

口径が復元出来るのは283～287で、283は口径14.1cm・器高3.9cm・底径9.2cm、284は復元口

径12.5cm・器高3.7cm・復元底径7.7cm、285は復元口径14.0cm・器高3.2cm・底径8.5cm、286は

復元口径12.3cm・器高3.9cm・復元底径8.8cm,287は口径12.8cm・器高3.3cm・底径9.6cmを測る。

この中で283は底部と体部が肉太で、外底と体部の境は大きく窪む。体部は外蛮気味に伸びて、

最終的に口縁は内湾し直口となる。やや、焼き締めの効いた土器で質量感がある。284は、体

部が中途から同一の厚さで口縁に至る。内器面は強い横ナデにより鮮明な稜線が生じている。

器面に灰褐色の不純物が付着する。

285は体部がやや薄壁で軽量土器である。286は体部が下位から上位にかけて漸次、薄壁とな

る。外底はやや上げ底となる。外底面は糸切り後、ナデに加えて多くの指押えが施されている。

287は口縁直口気味である。器面の風化が著しい。

289は9.1cm、290は8.2cm，291．294は8．0cm、293は9.5cm、295は7.8cm，296は8.0cm，297は

5.5cm，298は9.3cm，299は10.4cm、300は10.8cm、301は5.4cmを測る。288．290．292．295．

301は外底面が上げ底を呈する。289．299．301は焼き締めの効いた土器である。298は底部が

肥厚し、厚さ1.1cmを測る。299は内底面に、鮮明な円周方向のナデが残る。外底面は糸切り後、

周縁部にへうによるナデが加えられている。300は外底面と体部の境に沈線が巡る。外底面の

糸切り調整は粗い。

297．301はやや変形の船型で、器形は第Ⅲ期文化層で出土した460の土師器坪に原形が求め

られる。底径に対する口径の比率が高く、体部は直線的に大きく開く。

302～310.312～319は土師器の小片である。この中で糸切り痕を残すのは、303．304．307
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～310．316．319で、304．316は糸切り後、若干のナデが加えられている。306．312．313．

317は外底面に糸切り痕を観察出来ない。外底面と体部の境が窪むものは、305．307．308．

312．314．316である。307．310．315は焼き締めの効いた土器である。

302．305．308は体部が薄壁（厚さ2～3mm）で、外牽気味に大きく開く。軽量土器である。

303は外底が指押えにより上げ底となる。304は外底が平底である。306は底部の中央が薄壁（厚

さ4mm）である。307は底部が肥厚（厚さ1.0cm）する。310は外底端が肥厚し、厚さ1.4cmを測

る。313は外底がやや上げ底で、内器面に灰色の不純物が付着する。314は外底端が肥厚（厚き

1.3cm）し、体部は薄壁（厚さ3m）である。315は底部が丸底に近く、肥厚（厚さ1.4cm）する。

316は体部が外湾気味に直立状態で立ち上がる。317は底部が薄壁（厚さ4mm）で、端部で肥厚

（厚さ8m）する。

318は手ずくね土器の可能性がある◎外底はやや丸底で肥厚（厚さ1.0cm）し、内底面の中央

は小突起を呈する。319の底部は、いびつで波状を呈する。軽量土器である。

320～338は瓦質の播鉢である。条線の一単位は6本が335で、7本が334．337，10本が320.

322.327,17本が331である。内器面の調整は､条線の下に斜め方向の刷け目が320～326．329．

331．333で、斜め方向の刷け目に横方向の刷け目が加わっているのが327.337である。さらに

横方向の刷け目が334.335で、横ナデが330である。

外器面は、粗い横ナデと縦方向の刷け目が320、叩きの後ナデ消され、一部、縦方向の刷け

目が321、成形時の凹凸を鮮明に残し、粗い指押えの加わったものが331である。

体部は、内湾するものが320．322．323．325で、外雪は321である。328は片口部分の残存で

ある。ざらに体部が下位及び中途から漸次、肥厚するものは320～325で、322に限って均一の

厚さで下位から口縁に至る。

口唇部が扇平、もしくはそれに近いものは、320．321．325で、幅は320が7mm、321が6mm、

325が9mmを測る｡口唇部が窪むものは326．327．330で､幅は326が8mm､327が9mm､330が1.0cm

である。

329は体部が肉太で厚さ1.4cmを測る。焼き締めの効いたものは、321．323．325～327．331．

334．337であるが、328のように軟質で胎土が手に付着するものがある。328．332．338は器面

の風化が著しい。

332～337は底部の残存であるが、332は外器面の調整が非常に粗く、強い肉太（幅1mm）の

条線が交差する。333は底部と比較して体部は肉太である。外器面は刷け目調整後にナデが加

えられている。外底面は刷け目が施されている。334は内底面の全体に条線が描かれており、

外底面に指押えが残る。335は内器面の全体に条線が掻かれている。336は、底部が薄壁で体部

は肉太である。内底面と内器面に、灰褐色と褐色の不純物が付着する。337の外器面は斜め方

向の刷け目で、後に軽い指押えが加えられている。非常に上質の播鉢である。
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339～360は須恵器である。339は、外底面の一部にススが付着する。340は、体部が薄壁（厚

さ7～8m）で、内外器面は横ナデであるが、外器面の調整は粗い。極めて上質の須恵器であ

る。

341．342は、内器面に刷け目が見られる。外器面はナデであるが、342はかすかに平行叩き

目が残っている。

343～348は厚手の須恵器で大型の妻と思われる。343～347は同一系統の個体であろう。343

・344は頚部で、「〈」の字に大きく外蛮し、最大の厚さは2.7cmを測る。345～347は胴部で、

器壁は肉太（厚き1.5～1.9cm）である。348は別固体の底部で器壁は1.5cmを測り、体部はやや

内蛮気味に立ち上がる。器面の調整は外器面が格子目の叩きで、頚部は後に横ナデが加えられ

ている。348は外器面が波状の叩きで外底面は未調整である。343～347の内器面と348の内底面

はいずれも丁寧な横ナデであるが､348の内器面については、横及び斜め方向の刷け目が見える。

いずれも焼き締めの効いた質量感のある須恵器である。

349～354.356～358は、体部が薄壁で外器面に格子目の叩きを残す。349．351～353.357は

強い叩きが施されており､349の格子目の稜線は､やや丸味を帯びる｡内器面の調整は349～351．

353．357．358ｶ噸ナデで、352．356は刷け目調整後、丁寧な横ナデが加えられている。355の

外器面に、灰黄色の不純物が付着する。

355．359．360は、上記と同じ薄壁の体部であるが、外器面に波状の叩きを残す。外器面の

調整については、355の上位に斜め方向の刷け目調整と359にナデが加えられている。内器面の

調整は、いずれも刷け目で、360は軽量土器である。

361．362．364．365．368．369は備前の頚部及び体部の上位部分である。大半は同一の器形

を有する妻の破片であり、口縁は粘土帯が外側へ折り返されて玉縁状に肥厚するタイプである。

力強く太い線が口縁に巻かれている。362．364．365．369の内外器面の調整は板状工具による

もので、非常に強く横ナデされている。364の頚部と体部の接合面は指押えの後にナデが施さ

れている。365は外器面に2条の沈線が巡る。368は内外器面に横方向の刷け目があり、外器面

にトチが付着する。

363．366．367．370．372は常滑である。366～367は頚部の破片で折端の口縁は363を除いて

折り返しが著しく深く、強い力を感じさせる。内外器面の調整は板状工具による横ナデである。

363は異形で口縁部が大きく弧状に外湾し、口縁直口となる。366は体部の全面が露胎を呈する。

367の色調はやや黄色味を帯びる小豆色である。

370は内外器面に刷け目がみえる。刷け目の方向は、外器面が斜めで、内器面は横及び斜め

である。372は外器面が縦方向で、内器面が横及び斜め方向の刷け目となる。色調は外器面が

やや茶色を帯びる小豆色で、内器面はくすんだ感じの灰小豆色を呈する。

371は須恵系の中世雑器である。外器面は格子目状の叩き後、ナデが加えられおり、内器面
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も粗い平行叩きが施されている。色調は外器面が灰黒黄色で、内器面は灰白黄色である。

373～377は、口径の復元が可能な備前婆の破片である。

373は復元口径27.3cm・胴部最大径37.2cm・残存器高38.5cmを測る◎外器面は口縁肥厚部が

横ナデで、以下は刷け状工具によるナデである｡肩部に、櫛目の直線文様が2段に彫りつけら

れている。内器面は口縁肥厚部力端ナデ、肩部は刷け状工具によるナデの後、指押えが加えら

れている。肩部より以下は横ナデである。成形に際して、粘土帯を3～5段に積み上げて胴を

つないでいる事がわかる。以下、374～377は同一成法をとる。色調は明るい感じの小豆色で、

非常に焼き締めが効いている。肩部に灰白黄色の粕がかかる。

374は口径24.4cm，残存の胴部最大径43.8cmを測る。外器面は、全面に横ナデが施されてい

るが、指押え痕が残る。肩部に、櫛目文様の直線文様が3段に彫りつけられている。内器面は

丁寧なナデである。

375は復元口径40.8cm、胴部最大径66.4cmを測る。外器面に斜め・横・縦方向の刷け目があり、

器面に指押え痕が目立つ。肩部に窯印がある。口縁肥厚部は非常に丁寧な横ナデである。内器

面の上位はへう状工具による横ナデで、肩部から下位にかけて斜め方向の刷け目となる。376

は復元口径41.6cm、胴部最大径62.6cm，残存器高30.6cmである。口縁肥厚部の内外器面は横ナ

デで、外器面は横・縦・斜め方向の刷け目である。内器面は横方向の薄い刷け目が施されてい

る。377は胴部の復元最大径39.6cm，残存器高30cmを測る。外器面の上位は刷け状工具による

ナデで、中位から下位にかけて、全面に不整方向のナデとなる。肩部に櫛目の直線文様が3段

に彫り付けられている。内器面の上位はナデ後、指押えが施され、中位から下位は横ナデであ

る。

378．380は常滑の胴部破片である。378は、外器面に縦方向の刷け目があり、内器面は非常

に粗い横ナデで、器面に指押えの痕が鮮明に残る。380は、内外器面とも刷け状工具による横

方向及び斜め方向の調整が施されている。379は備前の胴部破片で外器面に縦方向、内器面に

横方向の刷け目がある。

381は常滑の大謹である。器形は突っ張り肩が特色で､胴部はこれより底部へ急速にくびれる。

復元胴部の最大径62.0cm、残存の器高60cmで復元底径18.4cmを測る。外底径は著しく小さく砂

底である。内器面の指頭圧痕により、基本的に幅5～6cmの太い紐造りで、帯状に延ばしなが

ら連続的に輪積みされた成法である事がわかる。以下、383．387は同一成法をとる。調整は、

外器面が縦方向の刷け目で、内器面の下位は横方向の刷け目となる。同じく内器面の中位から

上位にかけて、よりきめの細かい横ナデが施されている。内器面の外縁部は円周に沿ったナデ

で、他は不整方向のナデとなる。

382は、蕊の下位部分で外底端は肥厚（厚さ2.4cm）する。外器面は刷け目で、内器面は粗い

横ナデである。
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383は常滑の大謹で、復元口径45.0cm・器高69.6cm・復元底径19.4cm・胴部最大径70.8cmを

測る。外器面の上位は丁寧な横ナデで、肩部にナデが施されているが、叩き目がわずかに残る。

中位は縦及び斜め方向の粗い刷け目で、器面に凹凸が残る。内器面に、成形時の凹凸と指押え

痕が残るが、刷け状工具による調整が施されている。上位は横ナデ、肩部から下位にかけて非

常に粗い横方向の調整となる。

384は常滑妻の下位部分で、外底面は肥厚（厚さ2.5cm）し、体部は直線的に開く。外器面は

刷け状工具による縦方向の粗いナデで、下位は後に横ナデが加わる。内器面はへう状工具と思

われるもので横ナデされている。

385は備前の大妻で、体部はやや内湾気味に伸びる。復元底径24.4cm、残存器高27.2cmを測る。

外底は平底で薄壁（厚さ8～9mm）である。内外器面は主に横ナデであるが、外器面は一部に

縦方向の薄い刷け目があり、内器面の下位は刷け状工具による縦方向のナデとなる。外底面は

刷け状工具による縦及び横方向のナデである。色調は明るい感じの小豆色で、非常に焼き締め

が葱｝いている。

386は備前蕊の胴部破片で、内外器面に横方向の刷け目が施されている。

387は常滑の髪で、復元底径14.2cmを測り、体部はやや内雪気味に立ち上がる。外底と体部

の境はやや窪む◎外器面の下端部に縦方向の削り痕があり、内器面については、粘土帯の接合

面と思われる部分に、鮮明な指押え痕が残る◎器面調整は粗い横ナデである。

388は、備前の大喪で復元底径44.0cmを測る。出土遺物の中で最大の妻である。外底は中央

部から端部へ尻上がりとなる。外器面はへう状工具による縦方向のナデで、外底との境は強い

横ナデが施されている。外底面は直交する様な刷け目が施されており、内器面と内底面は横ナ

デである。

389は備前の大尭で底径32.4cmを測る。焼成前における器圧の為か底部は歪む。外器面は主

に縦方向のナデで、一部は刷け目である。外底との境は強目の横ナデとなる。内底面は不整方

向の丁寧なナデで、外底面は刷け目状のナデである。内器面に軸の塊と外底端にトチが付着す

る。

390は備前の胴部破片である。内器面は横方向の刷け目であるが、成形時の凹凸や指押え痕

が器面全体に残っている。

391は備前の大喪である。復元底径26.8cmを測り、外底は平底である。体部は直線的に立ち

上がる。外器面の下位はへう状工具による横ナデである。色調は灰色で、二次焼成による変色

と思われる。

392は常滑婆の肩部片である。外器面の上位は横ナデで、内器面はほとん_ど未調整である。

成形時の指押え痕や体部の接合痕（3段）が、そのままの状態で残っている。

393は須恵器である。体部は薄壁（厚さ9mm）で、外器面は非常に丁寧なナデである。内器
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面は横及び斜め方向の刷け目が施されている。

394は陶器系の中世雑器で底径14.9cmを測り、体部は外湾気味に大きく開く。内外器面は粗

い横ナデである。紬色は緑色で、外底面は露胎である。

395．396は滑石製石鍋である。口縁下に1条の突帯を削り出し、口唇部は扇平である。器面

にススが付着する。395は体部がやや肉太（厚さ1.1cm）で、396は体部がわずかに内雪する。

397～399.401～406.408～410.413～419は鉄器であるが、398．405．406．408．409．

410．413．419を除いて、大方のものが角釘である。内、5点〔403．404．414．418〕が完形

品である。これらの長さは402が6.9cmで、厚さ・幅0.55×0.55cmを測る。403は7.1cmで0.55×

0.65cm，404は7.1cmで0.5×0.55cm，414は7.3cmで0.8×0.9cm、418が12.4cmで0.45×0.5cmを

測る。

400．407．411．412は砥石である。400．407は天草砥石で、411．412は粘板岩製砥石である。

400は側面に盤を研いだ様な挟れ痕がある。上面は面取りに使用されたものと思われる。下

面に、刃潰し痕が残る。手に持って使用したものであろう。

407は、両側面で刃幅の狭いものを研いだものであろう。上面は一部、欠損後も強く使用き

れたものと思われ、面的にねじれた様になっている。下面は丸い物の面取りに使用されたもの

と考えられる。

411は片面使用であるが、器面の状況からして使用の頻度は低いと思われる。母岩から叩打

によって割り出され、面取りされた砥石である。

412は411と同様に片面使用であるが、器面に刃潰し的な痕が残る。

420～424は野鍛冶跡と、その周辺から出土したものである。420は瓦質播鉢である。ほぼ完

形品で片口を有し、口径24.9cm・器高10.0cm・底径12.0cmを測る。体部はやや内牽し、中途で

薄壁となり、口縁部で肥厚する。条線の一単位は8本で、内器面に横及び斜め方向の刷け目が

ある。外器面は未調整で、器面に成形時の凹凸と縦方向の平行叩き痕が残るが、上位に限り粗

い横ナデが加えられている。野鍛冶跡の炭化物と焼土中から破損の状態で出土した。

421～423は輪の羽口で土製である。421は残存外径12.5cmで内芯径は上位で4.8cm，下位で

2.7cmを測る。体部の下端に鉄津が付着する。器面はザラザラである。422は外径85cmを測る。

色調は褐灰色であるが、内部は桃色に熱変色している。器面はザラザラであるが図示した3点

の羽口の中では、焼き締めが効いている方である。423は外径9.0cmで内芯径は2.4×2.1cmを測

る。体部の下端に鉄津が付着し、色調は褐灰（黄）色であるが、内部は乳褐色に熱変色してい

る。422と同様に器面はザラザラの状態である。

424は白磁で、口縁は玉縁状を呈する。内外器面とも丁寧なナデで、軸色は灰白色である。

野鍛冶跡縁の柱穴（P－a）から出土した。
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（注）第Ⅱ期整地層の出土遺物は、量的にも、まとまりを有し、山田城跡における最盛期の

様子を伝えているものと思われる。特に、水喪に使用きれたと思われる備前と常滑の大喪片が

大量に出土した事は、山城において水の確保が、いかに重要な課題であるかを再認識させるも

のである。山田城跡の場合、多分に篭城に備えて備蓄用水婆であった可能性が大きい。

さらに、多くの鉄器の出土は、野鍛冶跡の遺構検出と伴に山城内における生産施設の存在が

伺われて興味深い。

No．

216

青磁

217

青磁

218

青磁

219

青磁

220

青磁

221

青磁

222

青磁

223

青 磁

224

青磁

225

青 磁

形態の特徴

体部は直線的に伸び、口縁で大きく

外湾する。体部は下位より均一の厚

さで口縁に至る。

復元口径15.5cm

体部は直線的に伸びる。

体部はわずかに内湾。

同安窯系青磁。

高台：端部はへう削りにより、若干

尻上がりとなる。畳付きは扇平

で幅0.4cm。

復元底径7.4cm高さ0.5cm

底部は肥厚（厚さ1.6cm）

高台：高さ0.2cm，畳付きは扇平

(幅0.5cm弱）、端部は大きく

削り取られ（幅0.5cm）尻上が

りとなる。

底径5.6cm

口縁はやや外電し、肥厚。

復元口径15.8cm

体部は直線的に伸びる。

復元口径16.8cm

手法・調整・文様

内器面：2枚の重なり合う花弁文様

口縁下に横線。

外器面：斜線（左上→右下）5本

(右上→左下）7本

内器面：上位に薄い沈線（3条）

中位にへう掻きによる薄い斜

線（3条）

外器面：削り出しによる薄い花弁文

様（蓮弁文様の一部）

内器面：曲線文様。

内器面：曲線文様。

内器面：丁寧で滑らかな調整。

外器面：削り出しによる薄い蓮弁文

様の一部。花弁の中央を下る

縦線は弱い稜線（白色化、幅

0.3～0.5cm)となっている。

内器面：丁寧なナデで、器面は滑ら

か。

外器面：削り出しによる蓮弁文様。

花弁の先端は鋭角。

外器面：削り出しによる蓮弁文様。

花弁の先端は鋭角。

外器面：削り出しによる鮮明な蓮弁

文様。

内器面：丁寧な調整で、滑らかな器

面

外器面：削り出しによる蓮弁文様。

花弁の中央を下る縦線は、弱

い稜線となっている。

第99表第Ⅱ期出土遺物の観察表①

-163-

備 考

紬色：灰緑色。

粕色：オリーブ黄灰色。

粕に濁りが感じられる。

紬色：オリーブ灰色。

粕色：オリーブ灰色。

外器面は、高台の畳付きを含めて全面

に施紬。

高台内の外底面にトチが付着。

非常に上質な青磁。

紬色：淡い緑黄色。

高台の外側から、外底面にかけての施

紬にムラがある。

外底面の大部分は露胎

紬色：緑青白色。

内外器面に大きな貫入。

紬色：オリーブ黄灰色。

粕色：緑黄灰色。

口唇部の粕は、大方、剥落している。

胎土は極めて精良。

紬色：やや、〈すんだ感じの灰緑色。

内外器面に大きな貫入。

紬色：緑灰白色。



久217
〃

夕

〃
8

ダI

巧き
、

〆

9

1 1
ｰ

＝

220

■q■~

"連”

之

〃

〃
2

’

必〃〃
’

’

ノ 〃
噂

6尺
､あ

’5
226’ 〃

、

I

謝

哩裂恥 Z〃〃 〃227

2332，，

７
忽

ダ

〃
ク

I

、

ニマ三～

I

I
、

山 諏
叩

２
０１

ー－－‐

第110図第Ⅱ期出土遺物の実測図①

-164-



No．

226

青磁

227

青磁

228

青磁

229

青 磁

230

青 磁

231

青 磁

232

青 磁

233

青 磁

234

青磁

235

青磁

236

青磁

237

白磁

238

白磁

239

白磁

240

白 磁

形態の特徴

高台：畳付きは扇平（幅0.3cm）
端部は削り取られて（幅1．5

an）尻上がりとなる。

復元底径4.4cm

口縁は外牽。

体部は中途で腰折れとなり、内器面

の屈曲部は紬溜りの状況を呈する。

口縁は外琴。

口縁は、やや外蛮し、直口気味。

体部は、わずかに内湾。

復元口径12.6cm

高台：内外両側は、非常に端的な削

り

畳付きは扇平（幅0.45cm）
復元底径5.9cm

高台の畳付きは、きわめて扇平（幅

0.6cm)。端部は削り取られて、尻上
がりとなる。

合子の下半分。

口唇部は、上蓋の合わせのためL字

型に窪む。

復元口径8.2cm

器高1.9cm

白磁皿。

外底面は、やや上げ底。

内底面の中央は凸（厚き0．7cm）と

なり、端部で0.6cm。

底径6.2cm

高台：高さ0.4cm、やや外側へ張り

出す。

体部は薄壁（厚さ0．3～0.6cm）

内底面の中央部は、わずかに窪む。

復元底径4.8cm

手法・調整・文様

外器面：削り出しによる蓮弁文様。

花弁の中央を下る縦線は、稜

線を呈する。但し、削り出し

の度合はやや低い。

外器面：削り出しによる蓮弁文様の

下部が残る。花弁の中央を縦

に下る稜線は白色化。

内底面：界線状の沈線。

外器面：蓮弁文様が薄く残る。

外器面：ごく浅い沈線。

内器面：内底面と体部の境に界線状

の沈線が巡る。

外器面：ロクロ回転による薄い稜線

が巡る。

外底と体部の境に沈線。

外底と体部の境に薄い稜線。

外底面：軸下に糸切り痕が残る。

内底面と体部の境に界線状

の沈線（紬溜りを呈する）

内器面：強い横ナデ。

外器面：薄い横線（沈線）

外底と外器面の境に鮮明な稜線。

備 考

粕色：外器面はオリーブ黄灰色。

内器面はオリーブ灰色。

胎土は極めて精良で、灰白色。

粕色：明るい感じの青白色。

高台の外側まで施紬、畳付きは部分的

な施紬、外底面は露胎。

粕色：緑白青色。

器面全体に白黄色の不純物が付着。

内外器面に細かな貫入。

紬色：<すんだ感じのオリーブ灰色。

粕色：オリーブ灰色。

紬色：緑白灰色。

内外器面に大きな貫入。

紬色：緑白灰色。

内外器面に大きな貫入。

紬色：緑青白色。

内外器面に大きな貫入。

外器面に細かな貫入。

紬色：透明感のある緑灰色。

非常に丁寧な造りの青磁。

紬色：灰白緑色。

高台内側まで施粕（但し、外底面の一

部は露胎）

紬色：灰緑色。

内外器面に、灰褐色の不純物が粉をま

いた様に付着する。

紬色：白（青）色

口唇部と口縁の内側直下を除き、内器

面に施紬、露胎部分は、白（褐）色

外器面は中途まで厚く施紬。

露胎部分は乳白色で、施紬との境は薄

茶色を呈する。

粕色：灰白色。

紬色：白灰色。

紬色：青白色、施紬は全体的に薄い。

内底面には、砂粒状のものが器面に付

着しており、ザラザラしている。

器面は、やや光沢あり。

高台の畳付きから外底面にかけて、露

胎

第100表第Ⅱ期出土遺物の観察表②
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No．

241

白磁

242

白 磁

243

白磁

244

白 磁

245

白 磁

246

白磁

247

白磁

248

白磁

249

白磁

250

白 磁

251

白磁

252

白磁

253

白磁

254

白磁

形態 の 特 徴

平底の小皿で、底部と体部は極めて

薄壁（厚さ0.3an）

体部は口縁で大きく外電する。屈曲

部の内器面に鮮明な稜線（白色）

胴部につまみが貼り付く。

体部の中途に、腰折れがあり、弱い

稜線が付く。

高台径6.6cm

体部は肉太（厚さ0.9～1.3cm）

体部は、わずかに内蛮。

口縁は、不完全ながら玉縁状を呈す

る

復元口径17.6an

口禿げ白磁。

体部の上位はわずかに外牽。

口縁直口。

口縁の内外両器面は、各々、0.25cin

幅で露胎（色調は薄茶色）

復元口径8.4cm

口禿げ白磁。

体部は口縁近くで、やや外蛮。

口縁の内側は0.35cnl、外側は0.15cm

の幅で削り取られている。

復元口径10.6cm

口禿げ白磁。

口縁は内側に幅0.25cm、外側に0．2

cmの露胎部分（色調は薄茶色）があ

る

内器面は施軸と露胎の間に、帯状の

白色粕（幅0.2cm）

復元口径11.1cIn

手法・調整・文様

外底と体部の境に鮮明な稜線。

内器面：薄い花弁文様（花弁の横幅

は0.5cm程度）

外器面：薄い横線（沈線）

内器面：花弁文様（花弁の横幅は

0.5～0.6cm）

内器面：強い横ナデに、押えが加わ

る

外器面：体部の上位に2条の沈線。

内器面：強い横ナデに、押えが加わ

る。

内器面：強い横ナデに、押えが加わ

る

内器面：強い横ナデで生じた3条の

沈線（幅0．3～0.5cm）

内器面：中途に幅0.7m，深さ0.15

c､の沈線（強い横ナデに押え

が加わったもの）

外器面：2条の薄い沈線（幅は2．1

c､）

内器面：強い横ナデに、押えが加わ

る

外器面：中途に2条の稜線（白色）

稜線の幅は0.9an。

内器面：弱い横ナデ。

外器面：下位に弱い稜線。

内器面：丁寧なナデで、滑らかな器

面

外器面：薄い横ナデ。

外器面：上位に、ごく薄い沈線。

内器面：丁寧なナデで、滑らかな器

面

第101表第Ⅱ期出土遺物の観察表③
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備 考

紬色：白（青）色

内外器面の全面に施紬

上質の白磁。

粕色：外器面は白褐色。

内器面は灰（白）色

内器面に細かな貫入。

紬色：緑青白色。

粕色：白灰色。

内器面の一部に露胎部分あり、細かな

貫入が入る。

非常に上質な白磁。

粕色：内器面は白灰色。

外器面は白灰青色。

紬色：白灰色。

内外器面に大きな貫入。

紬色：灰白色、外器面の下部は露胎。

内外器面に細かく白っぽい貫入。

紬色：灰白黄色。

粕色：灰白色。

外器面に細かな貫入（白色）

軸色：内器面は、<すんだ感じの灰白

色、外器面は灰白色。

軸色：ややくすんだ感じの灰白黄色。

非常に丁寧な造りの白磁。

粕色：白（青）色

紬色：灰白色。

非常に上質な白磁。

紬色：灰白褐色。

外器面に少し貫入が入る。



No．

255

白磁

256

白 磁

257

白 磁

258

白 磁

259

白 磁

260

白磁

261

白磁

262

白 磁

263

白 磁

264

瀬戸播鉢

265

須恵器

266

瀬戸系陶器

267

瀬 戸

268

瀬 戸

269

瀬 戸

形態の特徴

復元底径3.4cm

高台の高さ0.5cm

高台：高さ1.1cm，畳付きは届平で

幅0.35cm。

復元底径5.7cm

口縁は、端的な玉縁状を呈する。

口縁は玉縁状を呈する。

体部は、やや内湾。

口縁は玉縁状を呈する。

体部は直線的に伸びる。

口唇部は扇平（幅0.15cm）で露胎。

体部は直線的であるが、若干、外蛮

気味に伸びる。

体部は非常に薄壁（厚さ0．2～0.3

c､）で、下位より上位にかけて、漸

次、肥厚。

口縁は大きく外湾、内器面の屈曲部

に稜がつく。

口禿げ白磁。

口縁は外牽。

口縁の内側で幅0.4cm，外側で幅

0.2cmが露胎（色調は白褐色）

体部の屈曲部は、やや肥厚し、上位

に幅0.15cmの沈線。

頚部は「<」の字に外蛮。

268と同一固体の可能性あり。

頚部は「く」の字に外牽。

手法・調整・文様

外器面：かすかに、蓮弁文様の下部

が残る。

高台：外側から内側にかけて、非常

に丁寧な横ナデ。

体部は、やや内湾。

内器面：丁寧なナデで、滑らかな器
面

内底面：網目状の切り込み。

外底面：粕下に糸切り痕が残る。

内外器面：丁寧な横ナデ。

内器面：横ナデ。

口唇部直下と体部の境に端的なアク

セント

口唇部は、若干窪む（粕溜りが出来

ている）

内器面：横ナデ後、強い指押え。器

壁は凹凸の状態。下位は横ナ

デ。頚部の内器面は、丁寧な

横ナデ。

外器面：頚部直下に同心円状の沈線

(6条）

備 考

粕色：<すんだ感じの灰白緑色。

高台の畳付きから内側にかけて露胎。

外底面には施粕。

内器面の紬中に不純物が混入。

胎土は極めて精良。

粕色：白（黄）色、光沢あり。

高台の外側から内側にかけて露胎。

軸色：白（黄）色 ◎

器面の一部に粕が垂れている。

外器面に針穴状の気泡の痕がある。

紬色：白灰色。

外器面は、やや施紬にムラがあり、一

部にトチが付着。

紬色：灰白黄色。

光沢あり。外器面の2ケ所に紬が厚く

垂れた跡がある。

粕色：白灰色。

紬色：白色

紬色：白色

紬色：白色。

内器面にやや、大きい貫入。

粕色：黄緑色。

内底面の施軸に斑がある。

外底面の一部にトチが付着。

粕色：白緑黄色。

外器面の粕はほとんど剥落している。

粕色：淡オリーブ灰色。

内器面に自然軸が流れ込んでいる。

紬色：淡オリーブ灰色。

外器面に自然紬がまだらにかかる。

紬色：黄緑色。

頚部の内器面に、一部、粕が垂れてい

る

第102表第Ⅱ期出土遺物の観察表④
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No．

270

瀬 戸

271

瀬 戸

272

瀬 戸

No．

273

雁股

274

刀子

275

刀子

276

刀子

277

燭台(?）

No．

283

土師器

形態の特徴

瓶の一部。

体部は、直立気味に立ち上がる。

復元底径8.0cm

体部と底部は肉太（体部の厚さ1．0

函、 底部は1.1cm）

外底は平底と思われる。

復元底径9.2cm

壷の一部。

手法・調整・文様

内器面：横及び斜め方向のナデ、上

位は後に、軽い指押えが加え

られている。

外器面：丁寧な横ナデ。

内器面：横ナデ。

内器面：上位は横ナデ後、非常に強

い指押え｡､中途に丁寧な横ナ
デ。下位は、横ナデ後に軽い

指押え。

外器面：上位は丁寧な横ナデ。中途

に4条の沈線。下位に非常に

弱い4条の沈線。

備 考

胎土：白褐色。

紬色：緑黄色。

器面の一部に、緑黄色の紬力滞状に垂

れている。外底面にトチが付着。

粕色：黒色（若干黒褐色が混じる）

内外器面に施紬。

施粕：外器面に淡い緑黄色。

形態の特徴 No． 形態の特徴

鉄器

残存長さ8．4皿
厚さ・幅0．7×0.9cm

重さ64.309

先端～中途残存長さ6．4an

278

燭台(?）

279

残存長さ2．2c1n

横幅4．2cIn

重さ14.539

外径2．5cm

内径1．4cm

厚さ0．2～0.3cm 環 断面径0.65×0.5cm

幅1．1cm

中途～端部残存長さ6．3cm

重さ7.549

残存長さ16．9cm

厚さ（中途）0．5cm

（端部）0.45cm

幅（中途）2．0cm

（端部）1．5cm

重さ49．389

長さ22．8cm

厚さ（先端）0．3cm

(中途）0．3cm

(端部）0.45cm

幅（先端）0.85cm

(中途）1．7cm

(端部）1.45cm

重さ36．609

鉄器

残存長さ3．0an

横幅3．9cm

重さ12．519

形態の特徴

器形は船型の変形、外底は平底。

体部は肉太（底部の厚さ1.0an、体

部の中途の厚さ0.6α､）で、外牽気

味に伸びているが、最終的に口縁は

内蛮及び直口となる。

口径14．1cm

器高3．9cm

底径9．2cm

280

太刀飾り

(?）

281

刀 子

282

長刀(?）

重さ14．919

器高2．2cm

幅3．5cm

重さ13.309

残存長さ25．2cm

厚さ（先端）0.35cm

(中途）0．5cm

(端部）0．5cm

幅（先端）1.6cm

(中途）2．0cm

(端部）1．5cm

重さ127.869

残存長さ29．5cm

厚さ（先端）0．3cm

(中途）0．4cm

(端部）0．4cm

幅（先端）1.9cm

(中途）2．8cm

(端部）0．9cm

重 さ 4 2 . 1 4 8 9

手法・調整・文様 備 考

外底と体部の境は、大きく窪む。

内器面：丁寧な横ナデ。

外器面：強い横ナデで、幅2cm程の

沈線。

内底面：円周方向のナデで、鮮明な

稜線。中央部は凸。

外底面：糸切り痕は観察出来ず。

紬色：乳白色。

やや、焼き締めが効いている。

質最感のある土器。

第103表第Ⅱ期出土遺物の観察表⑤
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No． 形態の特徴 手法・ 調整・文様 備 考

284

土師器

器形は船型。体部は直線的に開き、

中途から同一の厚さで口縁に至る。

外底端は焼成前の器圧で、わずかに

しやげた状態。

外底は、少々上げ底。

復元底径12.5cm

器高3.7cm

復元底径7.7cm

内器面：強い横ナデ、鮮明な稜線。

外器面：横ナデ。

内底面：円周方向のナデ、中央は軽

い指押え。

外底面：糸切り痕に板目圧痕が加わ

る

色調：鈍い灰燈色。

非常に汚れた器面である。器面の風化

が重なって、灰褐色の不純物が水洗い

しても落ちない状況を呈する。

285

土師器

器形は船型であるが、やや歪。

体部は直線的に開き、中途から同一

の厚さで口縁に至る。

外底は、やや上げ底。

、
叩
叩

０
２
５

４
３
８

１径口元
高
径

復
器
底

外底と体部の境に、わずかな窪み。

内器面・内底面：強いナデ。

外器面：強いが、やや雑な横ナデ。

外底面：糸切り痕は観察出来ず。

色調：灰褐色、口唇部と内器面の一部

が灰黒色化。

軽量土器。

286

土師器

器形は船型、体部は下位から上位に

かけて漸次、薄壁となる。

邸
、
師

３
９
８

２
３
８

１径
径

口
底

元
高
元

復
器
復

内器面：ナデ。

外器面：丁寧なナデ。

内底面：ナデ後、軽い指押え。

外底面：ナデ後、多くの指押え。

但し、器面は粗い感じ。

色調：燈色

287

土師器

器形は船型。

口縁は直口気味。

叩
叩
函

８
３
６

２
３
９

１径
高
径

口
器
底

外底面：糸切り痕は観察出来ず。 色調：鈍い燈色。

器面の風化が著しい。

288

土師器

外底はわずかに上げ底。

外底端は焼成前の器圧で、しやげた

状態。

底径8.8cm

内器面：円周方向のナデ。

外底面：糸切り痕。

色調：褐灰色。

289

土師器

外底端は焼成前の器圧で、しやげた

状態。

底径9.1cm

内器面：ナデ。

外器面：横ナデ。

外底面：鮮明な糸切り痕。

色調：鈍い橿色。

やや、焼き締めが効いている。

290

土師器

底部は端部寄りで肥厚（厚さ0.8cm）

外底は上げ底、中央部で薄壁（厚さ

0.3an）

底径8.2cm

色調：乳白色。

器面の風化が著しい。

291

土師器

底径8.0cm 外底と体部の境に浅い沈線。

内底面：ナデ。

外底面：糸切り痕。

色調：褐灰色。

やや焼成不良。

292

土師器

外底は上げ底。

外底端は焼成前の器圧で、しやげて
いる

底径8.8cm

外底と体部の境に沈線。

内底面：器面全体が盛り上がり、体
部との境は、やや窪む。

外底面：糸切り後、ナデが加わる。

色調：鈍い橿色。

293

土師器

底径9.5cm 内底面：ナデ。

外底面：糸切り後、ナデが加わる。

色調：褐灰色。

294

土師器

底径8.0cm 内底面：強いナデ、薄い稜線。

外底面：糸切り後、強いナデが加わ
る

色調：乳白色。

精良な胎土。

295

土師器

外底は上げ底。

内底面はドーナツ状に盛り上がる。

底径7.8cm

内底面：横ナデ。

外底面：糸切り痕の周縁に、糸切り

による沈線。

色調：乳白色。

296

土師器

底径8.0cm 内底面：横ナデ後、軽い指押え。

外底面：糸切り痕は観察出来ず。

色調：橿色。

胎土に小豆粒大の小喋を含む。
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No．

297

土師器

298

土師器

299

土師器

300

土師器

301

土師器

302

土師器

303

土師器

304

土師器

305

土師器

306

土師器

307

土師器

308

土師器

309

土師器

310

土師器

311

土師器

312

土師器

313

土師器

形態の特徴

復元底径5.5cm

底径9.3cm

底部は肥厚（厚さ1.1cm）

復元底径10.4cm

復元底径10.8cm

外底は上げ底。

底部の中央部は薄壁（厚さ0.3cm）

底径5.4cm

外底端は肥厚（厚さ0.7cIn）

体部は薄壁（厚さ0．2cm）

体部は外湾気味に大きく開く。

外底は、指押さえにより上げ底。

歪な器形。

外底は平底、端部はやや肥厚（厚さ

1.0cm）

外底端は肥厚し体部は大きく開く。

体部は薄壁（厚さ0.2cm）

底部の中央部は薄壁（厚さ0．4cm、

端部は肥厚）

外底は肥厚（厚さ1.0cm）

外底端は肥厚（厚さ1．0cm）

体部は薄壁（厚さ0.3cm）

外底は平底。底端部は肥厚（厚さ

1.4cm）

外底は上げ底。

外底端は肥厚（厚さ1.0cm）

外底はやや上げ底、中央部は薄壁。

手法・調整・文様

内底面：多少、雑なナデ。

外底面：糸切り後、強いナデ。

外器面：横ナデ。

内底面：円周方向のチデ。

外底面：糸切り痕。周縁は、後にナ

デが加えられている。

内底面：鮮明な円周方向のナデ。

外底面：糸切り後、周縁部はへうに

よるナデ。

外底と体部の境に沈線。

外底面：粗い調整の糸切り痕。

内底面：中央部は指押え、全体的に

盛り上がる。

外底面：糸切り後、ナデが加えられ

ている。

外器面：強い横ナデ。

外底面：糸切り後、ナデが加えられ

ている。

外底と体部の境に沈線。

内底面：強い横ナデ◎

外底面：薄い糸切り痕。

外底と体部の間は窪む。

外底面：糸切り痕は観察出来ず。

外底と体部の間は大きく窪み、幅

1.2cmの沈線となる。

外底面：薄い糸切り痕。

外底面：糸切り痕。

外底と体部の境に沈線。

外底面：薄い糸切り痕。

内底面：横ナデ。

外底面：かすかな糸切り痕。

外底と体部の境に弱い稜線。

内器面：上位は、丁寧なナデ。中位

から下位にかけては、ナデの

ため極く薄い稜線。

外器面：ロクロ回転による稜線。

外底面：鮮明な極く薄い糸切り痕

(やや雑な調整）

外底と体部の境は大きく窪む。

外底面：糸切り痕は観察出来ず。

外底面：糸切り痕は観察出来ず。

第105表第Ⅱ期出土遺物の観察表⑦

-175-

備 考

色調：明褐色。

やや焼成不良。

内器面に灰褐色の不純物が付着。

色調：鈍い燈色。

色調：褐白桃色。

やや、焼き締めがきいている。

色調：褐白灰色。

器面の風化が著しい。

色調：鈍い燈色。

焼き締めの効いた土器。

色調：鈍い横色。

軽量十:器。

色調：灰褐色。

色調：灰褐色。

色調：鈍い燈色。

やや焼成不良。

色調：鈍い燈色。

色調：灰褐色。

灰色の不純物が器面に付着。

焼き締めの効いた土器。

色調：鈍い楕色。

色調：白褐色。

色調：灰褐色。

焼き締めの効いた土器。

色調：〈すんだ感じの、鈍い橿色。

器面全体を灰色土が覆う。特に内器面

が著しい。焼き締めが効いている。

色調：白褐色。

色調：鈍い横色。

内器面に灰色の不純物が付着。



No．

314

土師器

315

土師器

316

土師器

317

土師器

318

土師器

319

土師器

320

瓦質播鉢

321

瓦質播鉢

322

瓦質播鉢

323

瓦質播鉢

324

瓦質播鉢

325

瓦質播鉢

形態の特徴

外底端は肥厚（厚さ1.3cm）

体部は薄壁（厚さ0.3cm）

底部は丸底に近い。

底部肥厚（厚さ1.4cm）

外底端は肥厚（厚さ1.0α､）

体部は、外牽気味に直立する。

底部は薄壁（厚さ0．4cm）で、端部

で肥厚（厚さ0.8cm）

体部は大きく開くと思われる。

外底は、やや丸底で肥厚（厚さ1．0

α､）

底部は波状を呈し、歪

体部はやや内琴し、下位から口縁に

かけて漸次、肥厚。

口唇部は扇平（厚さ0.7cm）

体部はわずかに外電し、上位から口

縁にかけて漸次、肥厚。

口唇部は扇平（厚さ0．6cm）

体部はやや内蛮し、下位から同一の

厚さで口縁に至る。

体部はわずかに内湾し、中途から口

縁にかけて漸次、肥厚。

体部は中途から口縁にかけて漸次、

肥厚。

体部はわずかに内湾し、下位から口

縁にかけて漸次、肥厚。

残存体部は片口周辺。

口唇部は幅0.9cmで扇平に近い。

手法・調整 ・ 文 様

外底と体部の境は若干、窪む。

内器面：丁寧な横ナデ。

外器面：横ナデ薄い稜線。

外底面：糸切り後、ナデ。

外底面：糸切り痕は観察出来ず。

内器面：軽い指押え。

外器面：やや粗いナデ。

内底面：中央に小突起。

外底面：薄い糸切り痕。

内器面：条線の一単位は10本。

上位は横ナデ、以下は縦方

向の刷け目。

内器面：条線の一単位は不明（10本

まで認められる）。斜め方向

(左上→右下）の刷け目。

外器面：叩きの後、ナデ消し。一部

に縦方向の刷け目。

内器面：条線の一単位は10本。

斜め方向（左上→右下）の

刷け目。

外器面：成形時の凹凸を鮮明に残す

調整については、弱い縦方向

の平行叩きの痕が残る。上位

は後に、横ナデが加えられて

いる

内器面：条線の一単位は不明（4本

まで認められる）。斜め方向

(左上→右下）に刷け目調整

後、横方向のナデ消し。

外器面：叩きの後、ナデが加えられ

ている。

口唇部：強い横ナデ。

内器面：条線の一単位は不明（4本

まで認められる）

斜め方向（左上→右下）に

刷け目。

外器面：叩きの後、ナデが加えられ

ている。

内器面：条線の一単位は不明（7本

まで認められる）

斜め方向（左上→右下）に

刷け目調整、上位は後にへう

状工具で横方向にナデが加え

られている。

外器面：叩きの調整は粗く、後に横

方向のナデ消しが加えられて

いる
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備 考

色調：鈍い燈色。

色調：内器面は黒褐色。

外器面は汚れた感じの白褐色。

焼き締めの効いた土器。

色調：褐灰色。

色調：鈍い橿色。

質量感のある土器。

色調：白褐色。

色調：鈍い横色。軽量土器。

色調：やや、くすんだ感じの白黄色。

色調：灰白色。

非常に焼き締めが効いている。

非常に焼き締めが効いている。

色調：灰白色。

非常に焼き締めが効いている。
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No．

326

瓦質播鉢

327

瓦質播鉢

328

瓦質播鉢

329

瓦質播鉢

330

瓦質播鉢

331

瓦質播鉢

332

瓦質播鉢

333

瓦質播鉢

334

瓦質播鉢

335

瓦質播鉢

336

瓦質播鉢

337

瓦質播鉢

形態の特徴

口唇部は（幅0.8cm）、全体的に若

干窪む。

口唇部は（幅0.9cm）、全体的に窪

む

残存体部は片口周辺。

体部は肉太（厚さ1.4cm）

口唇部は肥厚。

口唇部は（幅1．0cm）、全体的に窪
む◎

底部（厚さ0.9cm）と比較して、体
部は肉太（厚さ1.2cm）

底部は薄壁（厚さ0．6～0.7cm)で、
体部は肉太（厚さ0．9～1.3cm）
外底は平底。

手法・調 整・文様

内器面：条線の一単位は不明。

斜め方向（左上→右下）に

刷け目、口縁の内側は後に横

ナデが加えられている。

内器面：条線の一単位は10本。

斜め方向の刷け目、後に鮮

明な横方向の刷け目が加えら

れている。

外器面：横ナデ。

内器面：条線の一単位は不明。

内器面：条線の一単位は不明（8本

まで認められる）

横ナデ、下位は斜め方向

(左下がり）のナデ。

外器面：横ナデ。

口唇部：粗い横ナデ。

内外器面：横ナデ。

内器面：条線の一単位は17本（条線

は非常に鮮明）

斜め方向（左上→右下）の

ナデ。

外器面：粗い指押え。

内器面：条線の一単位は不明（8本

まで認められる）。

外器面：非常に粗く、強い肉太（幅

0.1cin）の条線が器面に交差
する

内器面：条線の一単位は不明（6本

まで認められる）。

外器面：刷け目調整の後に、指頭で

ナデが加えられている。

外底面：刷け目調整。

内器面：条線の一単位は6～7本。

器面の全体に条線が掻かれて

いる

横方向の刷け目。

外底面：指押え。

内器面：条線の一単位は6本。器面

の全体に、条線が掻かれてい

る。横方向の刷け目。

外底面：指押え。

内底面と体部の境は、沈線状にやや
窪む

内器面：条線の一単位は不明。

内器面：条線の一単位は7本。横、

斜め方向の掻き目。

外器面：斜め方向（左下→右上）の

刷け目、後に軽い指押えが加

えられている。
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備 考

色調：灰白色。

非常に焼き締めが効いている。

焼き締めが効いている。

色調：白褐色。

器面は軟質で、胎土が手に付着。

器面の風化が著しい。

色調：灰白色。

色調：灰黒色。

色調：灰白色。

焼き締めが効いている。

上質の播鉢。

色調：灰黒色。

器面の風化が著しい。

色調：内底面は灰白色。

外底面は灰黒色。

焼き締めが効いている。

色調：外器面は灰黒色。

内器面は灰白褐色。

色調：内底面と内器面は白褐色。

褐色の不純物か付着。

内底面と体部の境は灰黒色。

外器面と外底面は乳白色。

但し、外底面の一部は灰黒色

色調：灰白黄色。

焼き締めが効いている。

非常に上質の播鉢。
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No．

338

瓦質播鉢

339

須恵器

340

須恵質土器

341

須恵器

342

須恵器

343

須恵器

344

須恵器

345

須恵器

346

須恵器

347

須恵器

348

須恵器

349

須恵器

350

須恵器

351

須恵器

352

須恵器

353

須恵器

354

須恵器

形態の特徴

体部は薄壁（厚さ0．7～0.8cm）

体部は薄壁（厚さ0.9m）

体部は上位で肥厚（最大厚さ2.7cm）

口縁は、「〈」の字に大きく外蛮。

343と同一固体と思われる。

体部は、胴部の中途で肥厚（厚さ

1.9an）

体部は肉太（厚さ1．6～1.7cm）

体部は肉太（厚さ1.9～1.5cm）

体部は肉太（厚さ1.5m）で、底部

より、やや内牽気味に立ち上がる。

体部は薄壁（厚さ0.8cm）

手法・調整・文様

内器面：ナデ。

内底面：横ナデ。

内器面：やや丁寧な横ナデ。

外器面：粗い横ナデ。

内器面：横及び斜め方向の刷け目。

外器面：丁寧なナデ。

内器面：横方向の刷け目、一部にナ

デが加えられている。

外器面：ナデが施され、滑らかな器

面であるが、かすかな平行叩

き目が残る。

内器面・口唇部：横ナデ。

頚部外器面：格子目の叩き、後に横
方向のナデが加えられて

いる

他の外器面：格子目の叩き。

内器面：丁寧な横ナデ。

外器面：格子目の叩き。

内器面：非常に丁寧な横ナデ。

外器面：格子目の叩き。

内器面：丁寧な横ナデ。

外器面：格子目の叩き。

内器面：横及び斜め方向（左上→右

下）の刷け目。

外器面：波状の叩き。

内底面：丁寧なナデ。

外底面：未調整。

内器面：丁寧な横ナデ。

外器面：強い格子目の叩き。格子目
の稜線はやや丸味を帯びる。

内器面：横ナデ。

外器面：格子目の叩き。

内器面：丁寧な横ナデ。

外器面：強い格子目の叩き。

内器面：刷け目調整後、丁寧な横ナ
デが加えられている。

外器面：非常に強い格子目の叩き。

内器面：横ナデ。

外器面：強い格子目の叩き。

内器面：未調整で、成形時の指押え

痕をそのまま残す。

外器面：格子目の叩き。
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備 考

色調：灰白褐色。

器面の風化が著しい。

外底面の一部にススが付着。

色調：白灰色。

極めて上質の須恵器。

色調：<すんだ感じの灰白黄色。

上質の須恵器。

色調：外器面は灰白黒色。

内器面は灰白黄色。

焼き締めが効いている。

非常に焼き締めが効いている。

質量感のある土器。
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No．

355

須恵器

356

須恵器

357

須恵器

358

須恵器

359

須恵器

360

須恵器

361

備前

362

備 前

363

常滑

364

備前

365

備前

366

常滑

367

常滑

368

備前

369

備 前

形態の特徴

体部は薄壁（厚さ0.75cm)。

体部は薄壁（厚さ0．8cm）

やや小型の壷。

小型の壷。

口縁部は大きく弧状に外湾。

口縁直口。

手 法・調整・文様

外器面：波状の叩き。上位は後に斜

め方向（左上→右下）の刷け

目が加えられている。

内器面：横及び斜め方向の刷け目、

後に、横ナデが加えられてい

る

外器面：格子目の叩き。

内器面：丁寧な横ナデ。

外器面：強い格子目の叩き。

内器面：丁寧な横ナデ。

外器面：格子目の叩き。

内器面：斜め方向の刷け目（左上→

右下）。

外器面：波状の叩き、後にナデが加

えられている。

内器面：横方向の刷け目。

外器面：波状の叩き。

成形：口縁肥厚部は、粘土帯を外側

へ折り返している。外器面の接

合箇所は条線を呈する。

口縁肥厚部の外器面に1条の

沈線。

成形：361に同じ。

内外器面：板状工具と思われるもの

で、非常に強く横ナデされ

ている。

内外器面：横ナデ。

成形：口縁肥厚部は、粘土帯を外側

へ折り返して作られている。

頚部と体部の接合面は、指頭

で押えた後に、ナデが加えられ

ている。

内器面：板状工具と思われるものに

よる横ナデ。

成形：364と同じ。

内外器面：横ナデ。

外器面：2ケ所に沈線。

内外器面：板状工具と思われるもの

による横ナデ。

内外器面：横ナデ。

成形：364と同じ。

内外器面：横方向の刷け目。

成形：364と同じ。

外器面の肩部以外は横ナデ。

第109表第Ⅱ期出土遺物の観察表⑪

-183-

備 考

色調：内器面は灰色。外器面は、灰黄

色の不純物が器面に付着。

軽量土器。

色調：小豆色。

内器面に、黄灰色の自然粕がかかり、

2.0×2.4cm，高さ0.7cmのトチが付

着

内器面の上位と外器面の全体に自然紬

(灰白黄色）がかかる。

外器面にかなりの自然紬がかかる。

体部は全面、露胎。

色調：やや黄色味を帯びる小豆色。

外器面の頚部から肩部にかけて、自然

軸がかかる。

外器面に小豆粒大のトチが付着。

内器面の上位と外器面の頚部に自然粕

がかかる。

外器面の肩部は風化が著しい。
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No．

370

常滑

371

中世雑器

372

常滑

373

備前

374

備前

375

備前

376

備 前

377

備前

378

常滑

379

備前

形態の特徴

復元口径27.3cm

残存器高38.5cm

胴部最大径37.2cm

口径24.4cm

残存の胴部最大径43.8cm

復元口径40.8an

胴部最大径66.4cm

復元口径41.6cm

胴部最大径62.6cm

残存器高30.6cm

復元胴部の最大径39.6cm

残存器高30cin

手法・調整・文様

内器面：横及び斜め方向の刷け目。

外器面：斜め方向（左上→右下）の

刷け目。上位は、後に縦方向

の刷け目が加えられている。

内器面：粗い平行叩き。

外器面：格子目の叩き後、ナデが加

えられている。

内器面：横及び斜め方向の刷け目。

外器面：縦方向の刷け目。

成形：364と同じ。

内器面：口縁肥厚部は横ナデ、肩部

は、刷け状工具によるナデ後

指押えが加えられている。

肩部以下は横ナデ。

外器面：全面に刷け状工具によるナ

デ、口縁肥厚部は横ナデ。

肩部の2ケ所に4条単位の

横方向の沈線文。

成形：364と同じ。

内器面：丁寧な横ナデ。

外器面：肩部には、指押え痕を残す

ものの、全面に横ナデが施さ

れている。

肩部から胴部の上位にかけ

て、横方向の沈線文（8本単

位）

成形：364と同じ。

内器面：上位はへう状工具による横

ナデ。

肩部から下位にかけて斜め

方向の刷け目。

外器面：斜め、横、縦方向の刷け目

で、器面に指押えの痕が目立

つ。肩部に窯印あり。

口縁肥厚部の外器面：板状工具の使

用（推察）による非常に丁寧

な横ナデ。

成形：364と同じ。

口縁肥厚部：内外器面は横ナデ。

内器面：横方向の薄い刷け目。

外器面：横、縦、斜め方向の刷け目

内器面：上位はナデ後、指押え。

以下、横ナデ。

外器面：上位は刷け状工具によるナ

デ。以上、全面に不整方向の

ナデ。

肩部に3本単位の横方向の

沈線文。

内器面：非常に粗い横ナデ。指押え

の痕が鮮明に残る。

外器面：縦方向の刷け目。

内器面：横方向の刷け目。

外器面：縦方向の刷け目。
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備 考

色調：外器面は灰黒黄色。

内器面は灰白黄色。

色調：外器面は小豆色で、やや茶色を

帯びる。

内器面は、くすんだ感じの灰小

豆色。

色調：明るい感じの小豆色。

非常に焼き締めが効いている。

外器面の上位に自然軸がかかる。

外器面に自然紬がかかる。

色調：明るい感じの小豆色。

外器面に自然紬が残る。

色調：小豆色。
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No． 形態の特徴 手 法・調整・文様 備 考

380

常 滑

内器面：刷け状工具による横及び若

干、斜め方向の調整。

外器面：刷け状工具による調整で、

横方向に施した後、斜め方向

(左上→右下）に施す。

381

常滑

復元胴部の最大径62.0an

復元底径18.4cm

残存器高60.0cm

成形：内器面に残る指頭痕から、基

本的に幅5～6cmの輪積み成形

である事がわかる。但し、輪積

みについては、一本の粘土紐を

全周させたものか、付け足した

ものかは不明。

内器面：下位は横方向の刷け目。

中位から上位にかけては、

より木目の細かい横ナデ。

外器面：縦方向の刷け目。

内底面：外縁部は円周に沿ったナデ

で、他は不整方向のナデ。

外底面：未調整。

382

常 滑

外底端は肥厚（厚さ2.4cm） 内器面：粗い横ナデ。

外器面：縦方向の刷け目。下位は横

方向の刷け目。

383

常滑

口縁部は、貼り付け。

函
ｍ
ｍ
ｍ

Ｏ
６
４
８

５
９
９
０

４
６
１
７径

径
径
大

口
底
最

元
高
元
部

復
器
復
胴

内器面：上位は、ヘラ状工具による

横ナデ。肩部から下位にかけ

て、刷け状工具による非常に

粗い横方向の調整。但し器面

に、成形時の凹凸と指押え痕

が残る。

外器面：上位は丁寧な横ナデ。肩部

はナデが施されているが、叩

き目をわずかに残す。

中位は縦および斜め方向の

刷け目が施されているが（但

し間隔は雑）、器面にかなり

の凹凸を残しており、調整は

丁寧なものではない。下位は

未調整。

384

常 滑

体部は直線的に開く。

外底端は肥厚（厚さ2.5cm）

内器面：ヘラ状工具と思われるもの

で横ナデ。

外器面：刷け状工具による縦方向

(下から上）の粗いナデ。下

位は後に横ナデが加わる。

色調：明るい感じの小豆色。

非常に焼き締めが効いている。

385

備前

体部は、やや内蛮気味に伸びる。

外底は平底で薄壁（厚さ0．8～0.9

an）

、
”

４
２

４
７
２
２

径
高

底
器

元
存

復
残

内器面：横ナデ、下位は刷け状工具

による縦方向のナデ。

外器面：横ナデ、一部に縦方向の薄

い刷け目。

外底面：刷け状工具による縦及び横

方向のナデ。

色調：明るい感じの小豆色。

非常に焼き締めが効いている。

386

備前

内器面：横方向の刷け目。外器面に

比べて丁寧。

外器面：横方向の刷け目。

外器面の下位に灰白黄色の自然粕。

387

常滑

体部はやや内琴気味に立ち上がる。

復元底径14.2cm

外底と体部の境は、やや窪む。

内器面：粘土帯の接合面と思われる

部分に、かなり鮮明な指押え

痕が残る。上から粗い横ナデ

が加えられている。

外器面：下端部に縦方向の削り痕。

外底面：未調整、非常に粗い器面。

色調：乳灰褐色（二次焼成？）

外器面の下位は、やや桃色化。
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NO

388

常滑

389

備前

390

備前

391

常滑

392

常滑

393

須恵器

394

中世雑器

(陶器系）

395

滑石製石鍋

396

滑石製石鍋

400

砥 石

形態の特徴

外底は、中央部から端部へ尻上がり

の状況を呈する。

復元底径44.0cm

外底は端部へ尻上がりの状況を呈す
る

器圧の為か、底部は歪む。

底径32.4cm

体部は直線的に立ち上がる。

外底は平底。

復元底径26.8cm

体部は薄壁（厚さ0．9cm）

体部は外電気味に大きく開く。

底部の中央部は薄壁（厚さ0.7cm）

で上げ底、端部は肥厚（厚さ2.0cm）
底径14.9m

体部は、やや肉太（厚さ1.1cm）

口唇部は扇平（幅0.7cm）

重さ75．49

体部はかすかに内琴。

口唇部は扇平（幅0.5cIn）
重さ136.719

残存長さ4．4cm

残存厚さ2．6函

残存幅2．4～2.7m

重さ64.759

手法・調整・文様

内器面・内底面：横ナデ。

外器面：ヘラ状工具による縦方向の

ナデ。外底との境は、ヘラ状

工具による強い横ナデ（削り

に近い） ◎

外底面：互いに直交する様な刷け目

が施されている。

内器面：横方向の薄い刷け目。

外器面：鮮明な縦方向のナデ、一部

は刷け目。外底との境は強め

の横ナデ。

内底面：不整方向の丁寧なナデ。

外底面：鮮明な刷け目状のナデ（不

整方向）

内器面：残存体部の中途と下位には

横方向の刷け目。但し、成形

時の凹凸や指押え痕が、器面

全体に残っている。

外器面：粗い縦方向の刷け目。

内器面：ヘラ状工具による横ナデ。

特に、下位に痕跡が著しい。

外器面：上位は調整不明。下位は、

ヘラ状工具による縦方向の削

り。外底との境には、後に、

横方向の削りが加えられてい

る◎

内器面：調整はほとんど行なわれて

おらず、成形時の指押え痕や

体部の接合痕（3箇所に認め

られる）が、そのままの状態

で残っている。

外器面：上位に横ナデ。

内器面：横及び斜め方向（左上→右

下）の刷け目。

外器面：非常に丁寧なナデ。

内外器面：粗い横ナデ。

口縁下の外器面に、一条の突帯を削

り出す。

口縁下に一条の突帯を削り出す。

図中の左側面に盤で研いだような挟

れ痕がある。

上面：面取りに使用したと思われる

丸い凹みが2ケ所に残る。

下面：斜め方向の刃潰し痕がある。

第112表第Ⅱ期出土遺物の観察表⑭
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備 考

外器面の一部に自然軸がかかる。

内器面に直径2cm大の粕の塊が付着。
外底端にトチが付着。

色調：灰色（二次焼成）

内器面は灰（黄）色

色調：外器面は薄茶色。

内器面は、〈すんだ感じの灰茶

色

色調：外器面は灰白黒色。

内器面は灰白黄色。

粕色：緑色。

外底面を除く、両器面に施紬。

特に、内器面の施紬は丁寧。

外器面の一部に、若干のススが付着。

内器面に3．5×4.0cm，深さ0.3cmの

凹地箇所がある。

外器面の器面全体に、ススが付着して

おり、長期間の使用が考えられる。

天草砥石。

手に持って使用したと思われ、砥石に

ねじれが見られる。
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No．

407

砥 石

411

砥石

412

砥石

No．

397

鉄器

398

鉄器

399

釘

401

角釘

402

角釘

403

角釘

404

角釘

405

鉄器

406

鉄器

408

鉄 器

形態の特徴

残存長さ7．3cm

最大厚さ3．6cm

幅4．6cm

重さ208.719

長さ14．2cm

厚さ2．4～2．7

幅（上位）7．6cm

(下位）5．3cm

重さ512．69

長さ12． 9函

最大厚さ2．3cm

幅 7．3cm

重さ305.919

c、

手法・調整・文様

四面使用である。

図中（両側面）長軸方向に中央部が

わずかに凹む。刃幅の狭いものを研

いだものと思われる。

上面：欠損後に強く使用されたもの

と思われ、面的にねじれた様に

なっている。多方向への使用が

考えられる。

下面：中央に刃潰しの凹があり、丸

い物の面取りとして使用された

ものと考えられる。

片面使用であるが、器面の状況から

使用の頻度は少ないと思われる。母

岩叩打により、使い易い大きさに割

られ、面取りされたものである。

片面使用である。

自然面を利用した砥石で、器面に刃

潰し的な痕が残っている。

備 考

天草砥石。

粘板岩製砥石。

粘板岩製砥石。

形態の特徴 No． 形態の特徴

残存長さ4.3cm

厚さ・幅0．7×1.0

重さ6.739

残存長さ4.7cm

厚さ・幅0．7×0.8

重さ7.539

残存長さ5.8cm

厚さ・幅0．8×0.9

重さ17．319

長さ 5．9cm

an

師

c、

厚さ・幅0．4×0.45cm

重さ11.549

長さ 6．9cm

厚さ・幅0.55×0.55cm

重さ14.379

長さ7． 1 c m

厚さ・幅0.55×0.65

重さ12．559

長さ 7．1cm

an

厚さ・幅0．5×0.55cm

重さ11．129

残存長ざ7.2cm

厚さ・幅1．4×1.8cin

重さ30．319

残存長さ6.8cm

厚さ．幅1．1×2.5cm

重さ30.759

残存長さ5.1cm

厚さ・幅0.75×1.3cm

重さ14.309

409 残存長さ6．9cm

鉄器 厚さ・幅0．5～0.8×2.2an

410 残存長さ4．1cm

鉄器 厚さ・幅0．6×3.0cm

重さ13.709

413 残存長さ5．6cm

鉄器 厚さ・幅0．7．×1.3an

重さ10.889

414 長さ7．3cm

角釘 厚さ・幅0．8×0.9cm

重さ13．919

415 残存長さ9．7cm

角釘 厚さ・幅0．7×0.9cm

重さ15.989

416 残存長さ12.5cm

角釘 厚さ・幅0.65×0.7cm

(大型） 重さ33.499

417 残存長さ13.0cm

鉄器 厚さ・幅0.45×0.5cIn

重さ26.959

長さ12．4cm

418 厚さ・幅（先端）0.45×0.5cm

鉄器 (端部）0.35×0.4Cl、

重さ26.379

419 残存長さ5．3cm

鉄器 厚さ・幅0.65×1.5cm

重さ26.289

第113表第Ⅱ期出土遺物の観察表⑮
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第131図第Ⅱ期出土遺物の実測図⑫＃
No．

420

瓦質播鉢

421

輪

422

輪

423

輪

424

白 磁

形態の特徴

体部はやや内湾し、中途で薄壁（厚

さ0.8cIn）となり、口縁部で肥厚

(厚さ1.2cm）

外底は平底。片口を有する。

口径24．9c、

器高10.0cm

底径12.0cm

羽口

残存直径（外径）12.5cm

内芯は上位で直径4.8cm，下位で

2.7cm。

羽口

残存径（外径）8.5cm

内径は計測不能。

羽口

直径（外径）9.0cm

内芯は上位で径2.4cm、下位で2．1

c、。

口縁は玉縁状。

体部はやや内湾。

手 法・調整・文様

内器面：条線の一単位は8本、全面

に、横及び斜め方向（左上→

右下）の刷け目。

外器面：未調整で、全面に成形時の

凹凸や縦方向の平行叩きの痕

が残る。上位に限り、後に粗

い横ナデが加えられている。

内外器面：丁寧なナデ。

内外器面：丁寧なナデ。

第114表第Ⅱ期出土遺物の観察表⑯
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備 考

色調：外器面は乳白色で、部分的に、

桃色と灰黒色に変色した箇所があ
る

内器面は灰白黄色。

色調：ややくすんだ感じの褐灰（黄）
色

体部の下端に鉄津が不着。

器面はザラザラ、胎土が手に付着。

質量感のある土器。

色調：褐灰色。

内器面は桃色に熱変

器面はザラザラしているが、城跡出土

の3個の輪の中では、最も焼き締めが

効いている。

色調：体部は褐灰（黄）色

内部は乳褐色に熱変

器面はザラザラ、胎土が手に付着。

体部の下端に鉄津が付着。

粕色：灰白色。

外器面の下位は露胎。



第3節第Ⅲ期文化層出土の遺物

425～433は青磁である。425．428は碗の底部で、復元底径は425が5.9cm、428が7.0cmを測る。

425は底部が肥厚（厚さ1.3cm）し、内底面に幾何学文様が描かれている。粕色は外器面が青白

色で、内器面は青灰緑色を呈する。高台の畳付きまで施紬されている。428は高台の内側が極

めて端的にへう削りされて直立する。内底面に界線と直線状の沈線があり、紬色は緑灰色であ

る。

426．427．429．430は碗の体部破片で、器面に文様が描かれている。426は内器面に曲線文

様があり、非常に上質な青磁である。427は外器面の口縁直下に3条の横線と3本の斜線が掻

かれている。429．430は削り出しによる鮮明な蓮弁文様がある。429は体部がやや内雪する。

内器面に貫入が走り、外器面に針穴程の気泡痕が残る。430は体部が薄壁(厚さ3mm)で胎土は

極めて精良である。粕色は426.429が灰緑色で、427がオリーブ灰色、430は緑灰白色を呈する。

431～433は無文である。431は体部が内湾気味に伸びて、口縁でわずかに外沓する。432は、

口縁が「〈」の字に大きく外琶し、内器面の屈曲部は白色の稜線を呈する。433は高台の畳付

きが扇平で幅6mmを測る。粕色は431が薄緑白色で、432がオリーブ（黄）灰色、433が緑白色

である。432．433は器面に貫入が走る。

434～440は白磁である。434は体部が薄壁（厚さ4mm）で、外器面に針穴程の気泡痕が残る。

435～437.439は、体部が肉太で上質の白磁である。いずれも外器面に沈線状の横線や曲線が

描かれており、内器面に押さえの加わった強い横ナデが施きれている。粕色は白灰色である。

438は復元底径6.5cmを測り、紬色は白灰黄色を呈する。440は粕色が緑青白色である。

441～443は瀬戸である。441は外器面に花印を有し、粕色は黒色及び茶褐色を呈する。442は、

外器面の下位に薄い3条の稜線が巡る。443は瀬戸で外器面に、放射状にひろがる花弁文様が

あり、黄緑色の軸がかかっている。

444．445は陶器である。444は体部が「〈」の字を呈しており、屈曲部に粘土紐状のものが

貼り付けられている。粕色は主に黒色であるが、一部、黄緑色を呈する。445は黒褐色の粕色

を呈する。

446は天目である。体部は薄壁（厚さ4mm）で、黒茶色の紬がかかる。

447は体部のみの残存である。体部はやや内湾し、復元口径15.3cmを測る。軽量土器で、や

や焼成不良である。448～450.452は外底に糸切り痕があり、453．454．457．458．463は、糸

切り痕を観察出来ない。底径は454が5.6cmで、457が5.3cm，458が4.8cm，463が5.9cmを測る。

器形は船型（448～450.452）とラッパ状型（453．454．456～458.463）と、その中間型が

ある。

中間型は460を代表例に、455．459がある。460は基本的に船型を呈するが、口径に対する底
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径の比率がやや低く、体部は直線的に伸びてラッパ状に開く。復元口径9.9cm・器高2.5cm・底

径5.8cmを測る。455は底径6.1cmで、焼き締めが効いており、器面に褐灰色の不純物が付着する。

459は底径5.2cmで、外底面に糸切り痕がある。460と455は外底面に糸切り痕を観察出来ない。

その他、461は唯一、高台付きの土師器である。底径6.8cmで、内器面に、ごく薄い円周方向

のナデが施されて、やや焼き締めが効いている。451は小破片であるが、外底端は肥厚（厚さ

1.3cm）し、外底面に鮮明な糸切り痕が残る。

462は瓦器の坪で、復元口径8.2cmを測る。器面は軟質で、色調は乳褐色を呈する。

464～475は播鉢である。大半が瓦質のものであるが、466は土師系の中世雑器が利用きれて

いる。条線の一単位は、7本が467で、8本が465,9本が474,10本が475,13本が472である。

内器面は466．469．475を除いて、刷け目が施されている。466．475は器面の風化が進み調整

不明である。469は内外器面とも丁寧な横ナデである。外器面は464が、主に縦方向の刷け目後、

ナデが加えられており、465は丁寧な横ナデである。468．470は主にナデ消しが施きれている。

467．469．471～474はほとんど未調整であるが、一部分に限り471は下位にへう状工具による

ナデ、472は上位が横ナデ、下位に横方向の削り、473は上位に横ナデ、474は上位が横ナデ、

下位に横方向の削りがそれぞれ加えられている。464．465．470～473は焼き締めの効いた播鉢

である。

465は片口周辺の残存である。色調は二次焼成により外器面がオレンジ色、内器面はくすん

だ感じの小豆色を呈する。

471は、内器面の全体に条線が掻かれている。472．474は器形が復元出来る。472は口径

24.4cm・器高8.6cm・底径12.2cmを測り、外底は上げ底である。474は復元口径26.8cm・器高

9.8cm・復元底径13.4cmを測る。

476～482は須恵器である。外器面の調整は476がへラ削り、477．478が横ナデで、479．482

が波状の叩き、480．481は、丁寧なナデが施されている。内器面は、476．477．478が横ナデで、

479～482が刷け目である。477．478は焼き締めが効いている。

477．478は頚部が「〈」の字に外電する。478は口縁部が内外両面から貼り合わされ、口唇

部は窪む。

483～486.488は備前の口縁部である。内外器とも板状工具によるもので、横ナデが施され

ている。487は常滑髪の下位部分である。外底端は肥厚し、体部は外湾気味に大きく開く。内

器面と内底面は横ナデで、外器面は未調整である。内器面の全面に灰白黄色の斑点が付着する。

外底面に大粒のトチも付着している。

489は瓦質の土器で、外器面に波状の叩きと、内器面に刷け目がある。

490は備前の大斐片である。内外器面とも刷け状工具による横ナデが施されている。色調は

二次焼成により灰オリーブ褐色を呈する。
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491は備前の口縁部で復元口径50.4cmを測る。492は須恵器蕊の下位部である。体部は、やや

内蛮気味に伸びて下位で肥厚し、復元底径25.0cmを測る。外器面に波状の叩きと、内器面に、

刷け目が施きれている。内外底面については、内底面に若干のナデが加わる程度で、成形時の

指押えがそのまま残っている。

493は備前髪の底部で、残存底径32.5cmを測る。底部は薄壁（厚さ1.3cm）で、端部は肥厚（厚

き2.5cm）する。外器面・外底面とも、刷け状工具による調整がなされており、外器面は縦方

向のナデで、外底との境は横ナデである。外底面は不整方向のナデが施されている。

494は備前で、495は常滑の口縁部である。496は中世雑器で炉器の類と思われる。外底は平

底で体部との境は稜がつき、わずかに窪む。内器面と内底面はナデであるが、内器面は刷け状

工具、内底面はへう状工具が用いられている。外底面に板目圧痕が残る。

497は、備前の謹片である。外器面は縦方向の刷け目で、中途から下位にかけてナデ消しが

加わる。内器面は刷け状工具による横方向の粗い調整で、成形時の指押え痕が鮮明に残る。

498．508は、常滑の謹片である。胴部の器形は、かなりいびつで内外器面とも刷け状工具に

よる調整がなされている。外器面は縦方向のナデで、内器面は横方向のナデである。508は、

外器面に、刷け状工具で、縦及び斜め方向の粗いナデが施されている。内器面は粗い横ナデで、

成形時の凹凸が鮮明に残る。

499は滑石製垂飾品である。石鍋の転用であるが、未完成品で、先端部近くの器面に削り残

し部分がある。長さ5.1cmを測る。

500．501は硯である。500は中国産の端渓硯と思われる。色調は赤紫褐色を呈する。501は、

粘板岩製硯の周囲に石盤を立て、区画割りを行っている。区画内は石盤を使った平面的な、は

つり加工が見られる。未完成品で、擦り面を加工中に欠損したものと思われる。

504は滑石製砥石である。石材からして砥石には柔かすぎると思われるが、あえて利用され

ているのを考えれば、艶出しあたりに使用されたものであろうか。真実、刀潰し痕や、細かな

削り痕が数多く残っている。器面に、炭化物が付着する。

502．503．505～515は鉄器である。大方は角釘であるが、すべて欠損している。507は大方

を失しているが、唯一、雁股の可能’性がある。
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No．

425

青磁

426

青磁

427

青磁

428

青磁

429

青磁

430

青磁

431

青磁

432

青磁

433

青磁

434

白磁

435

白 磁

436

白 磁

437

白 磁

438

白 磁

形態の特徴

底部は肥厚（厚さ1.3cm）

高台：端部は削り取られて、尻上が

りとなっている。

端部と体部の境は大きく窪む。

復元底径5.9cm

体部は、わずかに内考。

口唇部の一部が窪む（但し、稜花皿

の類ではないと思われる）

高台：畳付きは幅0.3cmで、端部は

やや丸味を帯びる。内側は極め

て端的なへラ削り。

復元底径7.0cm

体部は、やや内湾。

体部は薄壁（厚さ0.3画､）

体部は、内湾気味に伸びて、口縁で

わずかに外蛮。

体部は内湾し、口縁は「〈」の字に

大きく外湾。内器面の屈曲部は白色

の稜線を呈する。

高台付きの碗。

高台の畳付きは扇平（幅0.6an）

体部は薄壁（厚さ0.4α､）

底部は中央部で、やや肥厚。

高台：高さは中央部で0.9cm、端部

で1cIno畳付きは扇平（幅0．4

α､）

外底面の中央部にロクロ切り離しに

よる小突起物。

復元底径6.5cm

手法・調整 ・ 文 様

内器面：薄い幾何学文様。

内器面の端部に界線状の沈

線

内器面：曲線文様。

外器面：口縁直下に薄い線（3本）

と斜線（3本）

内器面：界線状と直線状の沈線。

外器面：削り出しによる鮮明な蓮弁

文様。

内器面：丁寧なナデで器面は滑らか

外器面：削り出しによる鮮明な蓮弁

文様。

内器面：丁寧なナデで、器面は滑ら

か。

内器面：強い横ナデに、押えが加わ

る

外器面：横線（沈線）

内器面：強い横ナデに、押えが加わ

る

外器面：4条の沈線。

内器面：強い横ナデに、押えが加わ

る

外器面：3条の沈線と曲線。

高台の外側から内側にかけて、極め

て丁寧な横ナデ。

第115表第Ⅲ期出土遺物の観察表①
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備 考

粕色：外器面は青白色。

内器面は、〈すんだ感じの青灰

緑色。

高台の畳付きまで施粕。

高台の内側から外底面にかけて露胎

(露胎部分はベターッとした褐色）

内外器面に大きな貫入。

粕色：灰緑色で光沢あり。

非常に上質な青磁。

紬色：<すんだ感じのオリーブ灰色。

紬色：緑灰色。

高台の外側から畳付きにかけて、不完

全な施紬。

内側から外底面にかけて、露胎（白褐

色）

粕色：灰緑色。外器面は、やや黄色味

を帯びる。

内器面に大きな貫入。

外器面に針穴程の気泡痕。

粕色：緑灰白色。

胎土は極めて精良。

紬色：薄緑白色。

粕色：オリーブ（黄）灰色。外器面の

下位のみオリーブ灰色

内器面に大きな貫入（少）

外器面には細かな貫入。

粕色：淡い緑白色、光沢あり。

高台の外側まで施粕、畳付きに少量の

トチが付着。

外器面に一部に貫入。

紬色：白灰色。

外器面に針穴程の気泡痕。

粕色：白（灰）色

外器面の2／3は白褐色で、この部分

に限り貫入なし。

紬色：白灰色。

内外器面に細かな貫入（但し、外器面

の貫入はやや太め）

紬色：白灰色。

内外器面に細かな貫入。

紬色：白灰黄色、少量の不純物が混じ

る。

内底面に施紬、体部の外器面から高台

内の外底面にかけて露胎。



No．

439

白 磁

440

白磁

441

瀬 戸

442

瀬 戸

443

瀬 戸

444

陶器

445

陶器

446

天目

447

土師器坪

448

土師器

449

土師器

450

土師器

451

土師器

452

土師器坪

453

土師器

454

土師器

形態の特徴

瓶の頚部。

体部は「く」の字を呈しており、屈

曲部に、直径0.9cm程の粘土紐状の

ものが貼り付けられている。

体部は薄壁（厚さ0.4cm）

坪で、体部はやや内蛮。

復元口径15.3cm

底部は、多少いびつ。

復元底径10．0cm

外底は上げ底、内底面は中央部で窪

む。

外底と体部の境はやや窪み、体部は

薄壁（厚さ0.3cm）

復元底径8.0cm

復元底径8.2cm

外底端は肥厚（厚さ1．3cm）

外底は、焼成前の器圧でしやげてい

る

底径9.2cm

外底部は外側へ張り出す。

体部はラッパ状に開くものと思われ

る

外底は平底。

復元底径5.6cm

手法・調整・文様

内器面：強い横ナデに、押えが加わ

る

外器面：2条の稜線（白色）

内器面：丁寧なナデで、器面は滑ら

か、体部との境に沈線。

外器面：ごく弱い稜線。

外器面：花印

内器面：上位は横ナデ、下位は押え

が加わる。

外器面：下位に薄い3条の稜線。

内器面：横ナデ後、強い指押え。

外器面：放射状にひろがる花弁文様。

内器面：丁寧なナデ（但し、ザラザ

ラの器面）。

外器面：器壁は、ボロボロで風化が

目立つ。

内底面：中央部にかけて、指押えに

より窪む。

内器面：丁寧なナデ。

外底面：糸切り痕。

内底面：中央は指押えにより、やや

窪む

内外器面の調整は粗い。

外底面：鮮明な糸切り痕。

内外器面：横ナデ。

外底面：鮮明な糸切り痕。

体部の下位は、やや張り出す格好と

なり、器面に稜がつく。

内底面：指押え。

外底面：糸切り痕。

外底と体部の境は大きく窪む。

外底面：糸切り痕は不明。

外底と体部の境は大きく窪む。

内器面：多少、雑なナデ。

外器面：横ナデ。

内底面：円周方向のナデに指押えが

加わる。

外底面：糸切り痕を観察出来ず。

第116表第Ⅲ期出土遺物の観察表②
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備 考

粕色：白灰色。

内外器面に細かな貫入。

内器面の一部に軸の塊が付着。

紬色：緑青白色。

紬色：黒色及び茶褐色。

内器面の一部にも軸が垂れている。

粕色：緑黄色。

内器面の一部に紬がかかる。

粕色：黄緑色。

紬色：黒色。（一部、黄緑色）

粕色：黒褐色。

内器面に軸が垂れている。

紬色：黒茶色。

内器面は粕がほとんど剥落している。

色調：外器面は燈色。

内器面は灰白黒色。

軽量士器。

やや焼成不良。

色調：褐白灰色。

色調：褐白灰色。

色調：褐白灰色。

器面に灰色の不純物が付着。

色調：鈍い燈色。

色調：鈍い燈色。

色調：鈍い燈色。

色調：褐灰色。

やや焼成不良。
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No．

455

土師器

456

土師器坪

457

土師器

458

土師器

459

土師器

460

土師器

461

土師器

462

瓦器

463

土師器

464

瓦質播鉢

465

硬質播鉢

466

土師系播鉢

(中世雑器）

467

瓦質播鉢

形態の特徴

底径6．1cm

外底は、いびつな形状。

外底端は、焼成前の器圧で、少々し

やげている。

外底端は肥厚（厚さ1.0cm）し、体

部はラッパ状に大きく開く

復元口径11.2cm器高6.0cm

復元底径6.4cm

外底は平底で、中央部が、やや上げ

底気味。

外底端は肥厚（厚さ1.1cm）

底径5.3cm

底部は肉太（厚さ1.0cm）

底径4.8cm

復元底径5.2cm

体部は直線的に伸びて、

大きく開く。

一

フ シバ状に

体部は、中途から同一の厚さで口縁

に至る。

復元口径9.9cm

器高2.5cm底径5.8cm

高台付きの土師器（高台欠損）

底径6.8cm

復元底径8.2cm

外底は平底、端部は肥厚（厚さ1．5

an）

底径5.9cm

体部は、中途でやや肥厚（厚さ1．4

c､）

残存体部は片口周辺。

体部は肉太（厚さ1．2～1.4cm）

体部は、わずかに外湾。

体部は直線的に伸び、口縁でやや肥

厚

手法・調整・文様

外底と体部の境は窪む。

内底面：ナデ後、軽い指押え。

外底面：糸切り痕を観察出来ず。

外底面：糸切り痕を観察出来ず。

外底面：糸切り痕を観察出来ず。

外底と体部の境は窪む。

内底面：ナデで中央部は指押え。

外底面：糸切り痕を観察出来ず。

板目圧痕が残る。

外底と体部の境に沈線。

外底面：粗い調整の糸切り痕。

内外器面：横ナデ。

内器面：ごく薄い円周方向のナデ。

外底と体部の境は、やや窪む。

内器面：丁寧なナデ。

外器面：指押え。

内底面：指押えで全体的に、大きく

窪む。

外底面：糸切り痕を観察出来ず。

内器面：条線の一単位は不明（8本

まで認められる）

上位は、斜め方向の刷け目

調整の後、横ナデ。中位は横

方向の鮮明な刷け目。

外器面：上位は横ナデ、中途は縦方

向の刷け目調整の後、ナデ。

内器面：条線の一単位は8本。

斜め方向の刷け目。

外器面・内器面の口縁直下：丁寧な

横ナデ。

外器面の下位：非常に強いナデ消し

内器面：条線の一単位は不明。

内器面：条線の一単位は7本。

横及び斜め方向の刷け目。
上位は後に、横ナデが加えら

れている。

外器面：未調整で、成形時の凹凸を

そのまま残す。
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備 考

色調：乳灰色。

褐灰色の不純物が付着。

焼き締めが効いている。

色調：鈍い橿色。

軽量土器。

器面の風化が著しい。

色調：褐灰色。

色調：褐白色。

やや焼成不良。

色調：褐白灰色。

器壁の風化が目立つ。

色調：褐白色。

色調：灰白褐色。

やや、焼き締めがきいている。

色調：乳褐色。

器面は軟質で、胎土が手に付着。

色調：白褐桃色。

器面に不純物が付着。

焼成不良。

焼き締めが効いている。

色調：外器面は燈色。

内器面は、くすんだ感じの小豆

色

上質の播鉢。

色調：乳褐色。

器面は軟質で胎土が手に付着。

器面の風化が著しい。

焼き締めが効いている。
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No． 形態の特徴 手法・調整・文様 備 考

468

硬質瓦器

体部は、わずかに内琶。

口唇部は扇平（幅0.8cm）

内器面：条線の一単位は不明（6本

まで認められる）

横ナデ後、縦、横、斜め方

向の刷け目（横、斜め方向の

刷け目は浅く、縦方向のもの

は、やや強い）。上位は強い

横ナデ。

外器面：叩き目や強い指押えをナデ

消す。上位は強い横ナデ。

色調：灰白褐色。

469

硬質瓦器

体部はわずかに内湾し、中途から口

縁にかけて、漸次、肥厚。

内器面：条線の一単位は不明（7本

まで認められる）

内外器面：丁寧な横ナデ。

外器面：中途と下位に軽い指押え。

色調：外器面は白褐色。

内器面は乳褐色～灰黒色。

470

瓦質播鉢

内器面：条線の一単位は不明（12本

まで認められる）

斜め方向（左上→右下）の

刷け目。

外器面：叩きの後、ナデ消しが加え

られている。下位部分のナデ

は非常に丁寧。

非常に焼き締めが効いている。

471

瓦質捨鉢

外底と体部の境に稜線。

内器面：条線の一単位は不明。

内底面も含め、全面に斜め

方向（左上→右下）及び横方

向の刷け目。全面に条線が掻

かれている。

外器面：外底面も含め、未調整。下

位はへう状工具によるナデ。

色調：灰白黒色。

非常に焼き締めが効いている。

472

瓦質播鉢

体部はやや内湾し、中途から口縁に

かけて、やや肥厚。

口唇部は幅0.8cmで全体的に窪む。

外底は上げ底。

口径24.4cm

底径12.2cm

器高8.6cm

内器面：条線の一単位は13本。

全面に斜め方向の刷け目。

上位は後に、横ナデが加えら

れている。

外器面：成形時のナデ痕をそのまま

残すが、上位は横ナデ。下位

には、横方向の削りが加えら

れている。

外底面：ナデ。

色調：灰白色。

非常に焼き締めが効いている。

473

瓦質播鉢

体部はやや内牽し、下位から口縁に

かけて、若干、肥厚。

口唇部（幅0.6cm)は全体的に窪む。

内器面：条線の一単位は不明（10本

まで認められる）

斜め方向（左上→右下）の

刷け目。上位は後に、横ナデ

が加えられている。

外器面：ほとんど未調整。成形時の

凹凸を残す。上位に限り、横

ナデが加えられている。

焼き締めが効いている。

474

瓦質播鉢

体部はやや内湾し、中途から口縁に

かけて、やや肥厚。

口唇部は扇平（幅0．8cm）

外底は、わずかに上げ底。

叩
叩
、

８
８
４

６
９
３

２
１

径
径

口
底

元
高
元

復
器
復

外底と体部の境に稜が付く。

内器面：条線の一単位は9本。

斜め方向（左上→右下）の

刷け目。上位は後に、横ナデ

が加えられている。

外器面：成形時の凹凸が、鮮明に残

る。縦方向の弱い平行叩きの

痕跡。上位は後に横ナデ、下

位は横方向の削りが加えられ

ている。

外底面：ナデ。

475

瓦質播鉢
内器面：条線の一単位は10本（幅

0.2cm）
胎土は砂粒で、白色鉱物の混入が目立

つ。器面の風化が著しい。
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No．

476

須恵器

477

須恵器

478

須恵系土器

479

須恵器

480

須恵器

481

須恵器

482

須恵器

483

備 前

484

備前

485

備前

486

備前

487

常滑

488

備前

489

瓦質土器

490

備 前

491

備前

形態の特徴

頚部は「<」の字に外湾

口唇部は、全体的に窪む。

体部は、外電気味に大きく開く

外底端は肥厚（厚さ2.3cm）

復元口径50.4cm

手法・調整・文様

内器面：丁寧な横ナデ。

外器面：ヘラ削り。

内器面：丁寧な横ナデ。

外器面：粗い横ナデ。

口縁部は内外両面から貼り合わされ

ている。

内外器面：横ナデ。

内器面：横及び斜め方向（左上→右

下）の刷け目

外器面：波状の叩き。

内器面：横及び斜め方向（左上→右

下）の刷け目。

外器面：丁寧なナデ。

内器面：横及び斜め方向（左上→右

下）の刷け目0

外器面：非常に丁寧なナデ。

内器面：横及び斜め方向（左上→右

下）の刷け目

外器面：波状の叩き。

成形：口縁肥厚部は、粘土帯を外側

に折返して作られている。

内外器面：板状工具と思われるもの

による横ナデ。

成形：483に同じ。

内外器面：強い横ナデ。

成形：483に同じ。

内外器面：板状工具と思われるもの

による横ナデ。

成形：483に同じ。

内外器面：横ナデ。

内器面：下位は横ナデ。

外器面：未調整。

内底面：弱い横ナデ。

成形：483に同じ。

内外器面：板状工具と思われるもの

による横ナデ。

内器面：横方向の刷け目、上位は後

に横ナデが加えられている。

外器面：波状の叩き、上位は後に、

横ナデが加えられている。

内器面：刷け状工具による非常に丁

寧な横ナデ。

外器面：刷け状工具による横ナデ。

成形：483に同じ。

内外器面：横ナデ。

第119表第Ⅲ期出土遺物の観察表⑤
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備 考

非常に焼き締めが効いている。

焼き締めが効いている。

色調：灰白黄色。

上質の須恵器。

色調：灰白黄色。

上質な土器。

胎土は精良。

内器面の上位と外器面に、ごくわずか

な自然粕（灰白黄色）がかかる。

紬のかかり具合は483に同じ。

口縁の周辺部は、ごくわずかの自然紬

がかかる。

外器面に、ごくわずかの自然粕がかか

る

色調：外器面は、<すんだ感じの小豆

色。

内器面は、全面に灰白黄色の斑点が付
着

外底面に大粒のトチが付着。

紬のかかり具合は483に同じ。

色調：外器面は、<すんだ感じの灰褐
色

内器面は灰白色。

色調：二次焼成により、灰オリーブ褐
色に変色。

外器面の口縁肥厚部より下位部分に自
然粕がかかる。
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No． 形 態の特徴 手法・調 整 ・ 文 様 備 考

492

須恵器

体部はやや内蛮気味に伸びる。

体部は下位で肥厚（厚さ1.6an）

復元底径25.0m

内器面：横及び斜め方向の刷け目。

外器面：波状の叩き痕。

内底面：若干のナデ、成形時の指押

え力溌る。

外底面：指押えのみ。

493

備前

底部は薄壁（厚さ1.3α､）で、端部

は肥厚（厚さ2.5an）

残存底径32.5an

外器面：刷け状工具による縦方向の

ナデ。外底との境は刷け状工

具による横ナデ。

外底面：刷け状工具による不整方向

のナデ。

494

備前

成形：483に同じ。

内外器面：横ナデ。

内器面の上位と外器面に、ごくわずか

な自然粕がかかる。

495

常滑

内外器面：刷け状工具と思われるも

のによる横ナデ。

色調：外器面の上位は、くすんだ感じ

の小豆色。中途は、

帯びた小豆色。

やや黄色味を

496

中世雑器

(炉器）

外底は平底。 外底と体部の境は稜が付き窪む。

内器面：刷け状工具によるナデ。

内底面：指押えの後に、へラ状工具

によるナデ。

外底面：強い横ナデ。

外底に板目圧痕。

上質の中世雑器。

497

備前

内器面：刷け状工具による横方向の

粗い調整。成形時の指押え痕

が、鮮明に残る。

外器面：全面に縦方向の刷け目。

残存体部の中途から下位に

かけて、後にナデ消しが加わ

る

色調：外器面は小豆色であるが、やや

くすんだ感じの黄色味を帯びてい

る

498

常滑

胴部の器形は、かなりいびつ。 内器面：上位は、刷け状工具による

横方向の調整痕。他は、後に

横ナデが加わる。

外器面：刷け状工具による縦方向の

調整痕。

499

滑石製

垂飾品

長さ 5．1an

厚さ（最大）1．9cm（最小）1．1cm

幅（最大）2．8cm（最小）1．9cm

有孔径0．5cm重さ41.299

未完成品で、先端部近くの器面に削

り残し部分がある。

滑石製石鍋の転用。

500

硯

長さ9．8an

残存最大厚さ2．2cm

残存最大幅8．1an

重さ405 .509

墨溜まりの部分は、正確な長方形を

呈するものと思われる。

色調：赤紫褐色。

中国産の端漢硯と思われる。

501

硯

、
即
、
、
邸

１
０
３
８
７

０
３
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５

１

さ深
幅

さ
の
の

長
面
面

存
さ
り
り

残
厚
擦
幅
擦
重 さ 1 9 4．919

周囲は、石竪を立てて区画割りを行

っている。

区画内は、石盤を使った平面的な、

はつり加工が見られる。

粘板岩製。

未完成品。擦り面を加工中に欠損した

ものと思われる。

504

砥石

長さ9．1an

最大厚さ2．1cm

幅7．0cm

重さ292.379

砥石には柔かすぎると思われるが、

刀潰し痕や、細かな削り痕が数多く

残っている所から、艶出しに使用さ

れた物と思われる。

滑石製砥石。

器面に炭化物が付着する。

508

常滑

内器面：粗い横ナデ、成形時の凹が

鮮明に残る。

外器面：刷け状工具により、縦及び

斜め方向の粗いナデ。



No．

502

鉄 器

503

鉄 器

505

鉄器

506

角釘

507

雁股(?）

509

鉄器

形態の特徴

残存長さ3．2cm

厚さ・幅0．8×0.8cm

重 さ4.279

残存長さ4．9cm

厚さ・幅0．9×1.0cm

重さ11.429

角針。

残存長さ5．4cIn

(先端）0.65×0.65cm

(端部）0．2×0.25cm

重さ10.429

残存長さ6．7cm

厚さ・幅0．7×0.5cm

重さ10.329

残存長さ4．3cm

厚さ・幅1．9×1.2cm

重さ27．819

残存長さ3．3cm

厚さ・幅0．5×1.2cm

車さ 6．379

No．

510

鉄釘

511

角 釘

512

角 釘

513

鉄器

514

鉄器

515

鉄器

形 態 の 特 徴

残存長さ4．0cm

厚さ・幅0．6×0.6cm

重 さ 6 . 8 8 9

残存長さ4．2cm

厚さ・幅0．6×0.5cm

重 さ 4 . 6 6 9

残存長さ4．7cm

厚さ・幅0.45×0.75cm

重 さ 5 . 6 0 9

残存長さ5．1cm

厚さ．幅1．1×1.3cm

重さ11.539

残存長さ5．2cm

厚さ・幅1．1×1.0cm

重さ17.949

残存長さ5．6cm

厚さ・幅

(先端）0．8×0.65cm

(端部）0．4×0.5cm

重さ10.279

第121表第Ⅲ期出土遺物の観察表⑦

第4節東側尾根及び西側尾根の出土遺物

516～519.524は青磁である。516～518.524は碗の破片で、外器面に削り出しによる蓮弁文

様がある。517は花弁の先端が鋭角で、中央を下る縦線は強い稜線となる。紬色は516が薄色コ

バルトで、517が緑灰色、518は緑灰白色である。516は口縁直口で、わずかに外湾する。517.

518は、体部の上位が直線的に伸びる。

519は皿で、復元底径4.6cmを測る。底部は肥厚（厚さ1.2cm）し、外底は平底である。内底

面にへう描きによる花弁文様がある。ややコバルトががった薄青緑色の粕がかかり、外底面は

露胎である。非常に上質の青磁である。

520は土師系土器の底部である。外底は上げ底で端部は肥厚する（厚さ2.5cm)。

521．522は土師器の破片である。521は外底端が肥厚（厚さ1.2cm）し、522は底部の中央部

寄りで薄壁（厚さ4mm）となる。

523は瓦質摺鉢である。条線の一単位は不明であるが、7本まで認められる。内外器面に横

方向の刷け目が施されているが、調整方向は内器面が横方向で、外器面は縦方向である。

第5節南東側張り出し尾根出土の遺物

525～536．539．540は土師器である。器形は525.529～530.535が船型で、526がラッパ状

を呈する。船型については、いずれも外底面に糸切り痕を残す大型の坪である。525は口径

－215－



13.1cm・器高3.9cm・底径8.3cmで、527は口径12.6cm・器高3.6cm・底径8.3cm、528は口径

12.8cm・器高3.5cm・底径8.0cm、530は口径12.2cm・器高3.3cm・底径8.7cm、529は底径7.9cm、

535は底径7.5cmを測る。これらのものは、529．535を除いて体部がやや外雪し、口縁が肥厚す

る共通の形態がある。525．529．530．535の外底面には板目圧痕が加わる。528．535は焼き締

めが効いている。

526はラッパ状を呈し、口径12.7cm・器高5.1cm・底径6.8cmを測る。外底は平底で端部はや

や肥厚し、体部との境に沈線が巡る。外底面の糸切り痕は観察出来ない。

531～534.536～540は破片である。531は内外器面に横ナデが施されているが、調整に際し

て内器面はへう状工具、外器面は幅広のヘラエ具が用いられている。外底面は糸切り後、刷け

目が施されている。532～534の外底面は糸切り後、ナデが加えられている。533は外底端が肥

厚し、内底面に強い円周方向のナデが残る。536～540の外底面には糸切り痕が残る。

537．538は瓦質播鉢である。537は条線が8本まで認められるが、一単位の数は不明である。

外器面は縦方向にへう削り後、同方向に刷け目が加わる。538は片口周辺の残存で、条線の単

位は不明であるが11本まで認められる。内外器面とも横ナデが施され、焼き締めが効いている。
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第122表東・西側尾根出土遺物の観察表

第123表南東側張り出し尾根出土遺物の観察表①
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No． 形態の特徴 手法・調 整 ・ 文 様 備 考

516

青磁

口縁直口で、体部はわずかに外湾。

復元口径15.0cm

外器面：削り出しによる蓮弁文様。 粕色：薄色コバルト。

517

青磁

体部は直線的に伸びて、口縁部でか

すかに外湾。

外器面：削り出しによる鮮明な蓮弁

文様。花弁の先端は鋭角で、

中央を下る縦線は強い稜線と

なる

紬色：淡い緑灰色。

口唇部は使用の為か粕がはげている。

内外器面に貫入が走る。

518

青 磁

体部は直線的に伸びる。 内器面：丁寧なナデで、器面は滑ら

か。

外器面：削り出しによる蓮弁文様。

粕色：緑灰白色。

519

青磁

底部は肥厚（厚さ1.2cm）

外底は平底。

復元底径4.6cm

内底面：ヘラ描きによる花弁文様。 粕色：やや、コバルトがかった薄青緑

色

外底面は無紬。

非常に上質の青磁。

520

土師系土器

外底は上げ底、外底端は極端に肥厚

(厚さ2.5cIn）

体部の立ち上がりは大きく窪む。

色調：褐灰色。

521

土師器

外底端は肥厚（厚さ1.2cm） 内外器面：横ナデ。

外底面：糸切り痕を観察出来ず。

色調：褐灰色。

522

土師器

底部の中央は薄壁（厚さ0.4cm）

外底端は肥厚（厚さ1cm）

内外器面：横ナデ。

外底面：糸切り痕を観察出来ず。

色調：乳白色。

523

瓦質播鉢

内器面：条線の一単位は不明（7本

まで認められる）

横方向の刷け目。

外器面：縦方向の刷け目。一部では

後に横ナデ。

色調：灰白褐色、灰白色の不純物が付

着

器面の風化が著しい。

524

青磁

外器面：削り出しによる蓮弁文様。 紬色：緑青色。

内器面に大きな貫入。

外器面は少し。

No． 形態の特徴 手法・調整 ・ 文 様 備 考

525

土師器

器形は船型。体部は外雪し、口縁肥

厚

外底は上げ底。

口径13.1cm

器高3.9cm

底径8.3cm

内外器面：横ナデ。

内底面：ナデ。

外底面：糸切り痕に板目圧痕が加わ
る

色調：鈍い横色。

526

土師器

体部はやや内恋しラッパ状に開く。

外底は平底、端部はやや肥厚（厚さ

1.0cm）。

外底端は焼成前の器圧で、しやげた

状態になっている。

、
、
、

７
１
８

２
５
６

１径
高
径

口
器
底

外底と体部の境に沈線。

外器面：強い横ナデ。

内底面：横ナデ。

外底面：ヘラ削り。

色調：灰褐色。

527

土師器

器形は船型。体部は外恋し、口縁肥

厚

外底はいびつ。

ｍ
ｍ
ｍ

６
６
３

２
３
８

１径
高
径

口
器
底

内外器面：横ナデ。

内底面：ナデ。

外底面：糸切り痕。

色調：灰褐色。
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No． 形態の特徴 手法・調整・文様 備 考

528

土師器

器形は船型、体部は外湾し、口縁肥

厚

口唇部は扇平（幅0.3an）に近い。

外底端は焼成前の器圧で、少々、し

やげた状態。

師
師
師

８
５
０

●
Ｃ
Ｄ

２
３
８

１径
高
径

口
器
底

内器面：丁寧なナデ。

外器面：非常に丁寧な横ナデ。

内底面：中央部は、やや凸の状態で

周縁に沈線が巡り、一部に、

軽い指押え。

外底面：鮮明な糸切り痕。

色調：乳白色。

焼き締めの効いた土器。

529

土師器

底径7.9cm

外底は、上げ底。

内器面：ナデ。

外底面：糸切り後、板目圧痕が加わ

る

色調：灰褐色。

530

土師器

器形は船型、体部はやや内湾する。

外底は、若干、上げ底。

、
師
叩

２
３
７

●
●
●

２
３
８

１径
高
径

口
器
底

内外器面：横ナデ。

内底面：ナデ後、指押え。中央部は

やや凸。

外底面：糸切り痕に鮮明な板目圧痕

が加わる。

色調：内外器面は灰黒褐色。

内外底面は明白褐色。

531

土師器

底部端は肥厚（厚さ1.3cm） 内底面と体部の境に沈線。

内器面：ヘラ状工具（幅0.3cm）を

用いた横ナデ、鮮明な稜線。

外器面：幅広の工具を用いた横ナデ

外底面：糸切り後、刷け目調整。

色調：褐灰色。

532

土師器

内器面：横ナデ。

外器面：横ナデ、へラ状工具（幅

0.3cm）が用いられている様

である。

外底面：糸切り後、ナデが加えられ

ている。

色調：乳白色。

533

土師器

底部端は肥厚（厚さ1.2cm） 内器面：下位に、強い円周方向のナ

デ、鮮明な稜線。

外底面：糸切り後、ナデが加えられ

ている。

色調：褐灰色。

534

土師器

底部は薄壁（厚さ0.4cm） 内外器面：横ナデ。

外底面：糸切り痕は観察出来ず。

色調：乳白色。

535

土師器

外底は、やや上げ底。

復元底径7.5cm

内底面：中央部は、指押えでわずか

に窪む、横ナデ。

外底面：周縁に糸切りによる沈線。

る

糸切り痕に板目圧痕が加わ

色調：乳褐色。

焼き締めの効いた土器。

536

土師器

内器面：横ナデ。

外底面：糸切り痕。

色調：乳白色。

胎土は精良。

537

播鉢

外底は平底。 外底と体部の境は、やや窪む。

内器面：条線の一単位は不明（8本

まで認められる）。

外器面：縦方向にへう削り後、同じ

〈縦方向に刷け目調整。

538

播 鉢

残存体部は片口周辺。

口唇部は幅0.9cmで全体的に窪む。

内器面：条線の一単位は不明（11本

まで認められる）

横ナデ。

外器面：粗いナデ。

焼き締めが効いている。

539

土師器

外底と体部の境は大きく窪む。

外器面：横ナデ。

外底面：糸切り痕。

540

土師器

外底と休部の境に沈線。
外底面：粗い糸切り痕6

色調：白褐色。



第6節縄文時代遺物

541～546はチャート製の石鑑である。形状から541.544は凹茎形、542．543は三角形、545.

546は長二等辺形に分けられる。

547はチャート製のスクレイパーで、長さ3.6cm・幅1.0cm・厚さ0.8cm・重さ2.769を測る。

548は砂岩製の打製石斧で、残存の長さ16.3cm・幅17.0cm・厚さ3.9cm・重さ1484.209を測り

大型である。

549はチャート製のスクレイパーである。長さ7.7cm・幅6.9cm・厚さ1.5cm・重さ93.209を測

る。

550は砂岩製の叩き石で、長さ10.6cm・幅8.8cm・厚さ5.9cm・重さ826.919を測り、片面に研

磨の痕が残る。

551．557は縄文晩期の深鉢形土器である。553は内器面に3条の沈線がある。555は内器面と

内底面に丁寧なナデが施されているが、外器面と外底面は無調整である。556～557は底部で復

元底径は556が6.7cm､557が11.0cmを測る。556は外底が平底で､器壁は極めて肉太(厚さ4.0cm）

である。557は外底が上げ底で、端部は外側へ張り出す。内底面に成形時の指頭圧痕が残るが、

大部分は横方向にナデ消されている。

磯l鍵鍵職
くつ541○

一

I
○ 544

’

○▽

’

』
<二二＞545

鍾謹蕊
547

0

’

0
’

＃
<二＞546

5 10cm
告 一一一一

第140図縄文時代遺物の実測図①
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No.

541

542

543

544

545

546

547

548

549

550

No．

551

縄文土器

深鉢形土器

552

縄文土器

深鉢形土器

553

縄文土器

深鉢形土器

554

縄文土器

深鉢形土器

555

縄文土器

深鉢形土器

556

縄文土器

深鉢形土器

557

縄文土器

器種 石材 長さ（cIn） 幅（c､） 厚さ（c､） 重さ（9） 備考

石鑑 チャート 1.7 1．3 0.2 0．62 凹基形

石錐 チャート 1．25 1.6 0．35 0．55 三角形

石錐 チャート 1.5 1.8 0.3 0．54 三角形

石錐 チャート 2.1 1.4 0.4 0．80 凹基形

石雛 チャート 2.2 1.5 0．45 0．98 長二等辺三角形

石錐 チャート 2.3 1．35 0．45 1．08 長二等辺三角形

スクレーパー チャート 3.6 1.0 0.8 2．76

打製石斧 砂 岩 16.3 17.0 3.9 1.484.20

スクレーパー チャート 7.7 6.9 1.5

敵石 砂岩 10.6 8.8 5.9

第125表縄文時代石器計測表

形態の特徴

口縁は大きく外湾。

底部は薄壁（厚さ0.7cm）、外底端

で肥厚（厚さ1.5cm）

外底は上げ底、外底端で肥厚（厚さ

2.6an）

底部は極めて肉太（厚さ4.0cm）

外底は平底。

復元底径6.7cm

底部は肉太（厚さ2.2cm）で外底は

上げ底。

体部の立ち上がりは、大きく窪み、

手法・調整・文様

内外器面：丁寧な横ナデ。

内外器面：横ナデ。

内底面：横ナデ。3条の沈線がある

が、いずれも浅く、内底面を

巡るようには思えない。

外底面：無調整。

内外器面：ローリングが激しく詳細

な調整については不明。但

し、現状からして、余り丁

寧な調整は施されていなか

つ たように思われる。

内器面・内底面：丁寧なナデ。

(ヘラ状工具によるものか？）

外器面・外底面：無調整。

内外器面：ローリングが激しく詳細

な調整は不明、ナデか？。

内底面：成形時の指頭圧痕が一部に

残るが、大部分は横方向にナ

デ消されている。

93.20

826.91 片面に研磨の痕が残る。

備 考

胎土は硬質で綴密。

外器面に多量のススが付着。

胎土は軟質、混入物は無し。

焼成不良。

胎土は、やや軟質で多硬質。細砂粒を

多く含む。

焼成、やや不良。

胎土は、かなり硬質であるが多孔質。

細砂粒をごく、わずか含む。

焼成良好。

胎土は、やや硬質で比較的綴密、金雲

母をわずかに含む。

焼成、やや良。

色調：外器面は赤褐色。

内器面は暗茶褐色。

胎土は、細砂粒を多く含む。

焼成、やや不良。

胎土は、軟質、多孔質で、締まりが悪

い。大きめの黒色鉱物を少量含む。

砂粒は多量に含まれる。

深鉢形土器 外底端は外側へ張り出す。 焼成不良。

復元底径11.0cm

第126表縄文時代遺物観察表
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第V章路線外城域および周辺の調査

第1節路線外の城域について

山田城跡は、発掘区域の北側に延びる路線外の本体尾根筋に、多くの遺構が残っている。基

本的な縄張りは尾根筋が4条の大規模堀切で断切られたもので、計4つの郭から構成される連

郭式の山城である。ここでは、第142図～第145図に示した城跡の地形測量図を元に城跡の遺構

について述べる。

〔1〕I郭

主軸方向はN17oEで、長軸20m、短軸は北側で12.2m、南側で最大21.4mを測る。平場の

北側寄りに最高所があり標高232.432mを測る。

平場は、北方向から南方向への緩傾斜地で、両端で約0.5mの比高差があるが、北端に土塁

①があり、西側下に’一①郭と南側下に1－②郭が付随する。

〔土塁①〕上面の長さ3.0m、最大幅1.4mを測る。土塁はこれより南側と西南西側．北西

側の3方向へゆるやかに下り、平面的に、三角形状のプランを呈する。土塁の最高所と南側下

のI郭平場との比高差は1.074mである。裾部まで含めた全体的な規模は長さ14．0m、最大幅

7.2mである。堀切1の造営時に排士を積んだものと思われる。

〔1－①郭〕主軸方向は西方向にある。舌状形を呈し、長軸28.0m、東側の基底部で幅26.0

mを測る。I郭平場との比高差は約1mで、両郭間の崖面は削り落とされている。

〔1－②郭〕主軸方向は南方向にある。やや隅丸方形の平場で、長径は東西26m、短径は南

北15mを測る。I郭平場との比高差は約0．8mである。

なお、1－①郭と1－②郭の周縁斜面部には、上面を削平された帯曲輪状の平場が巡ってい

る。

〔堀切1〕I郭とⅡ郭を仕切る堀切で、主軸方向はN80oWを示す。I郭とⅡ郭間の上場

幅は9.5mで、底幅は1.6m～2.3mである。長さは直線距離で46mを測る。東端から西方向へ

17mの所に堀底の最高所があり、標高は229.195mである。この地点とI郭の土塁①との比高

は4mで、Ⅱ郭南側とは3.5mを測る。

堀底は、この最高所を変化点とし、東西両側へ下って竪堀状を呈する。堀底の傾斜状態は変

化点より東側へ直線距離で、7m下った所との比高が1.6mで、西側は12m下った所との比高

が2.0mである。

〔2〕Ⅱ郭

主軸方向はI郭と同じNl7oEで、長軸11．0m、短軸は北側で7.0m，南側で最大8.4mを測る。

平場の南側寄りに最高所があり標高232.735mを測る。Ⅱ郭はI郭と逆に南側から北側への緩
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傾斜地で、両端で約0.4mの比高差がある。平場面積は狭く、長軸10m、短軸2.2mの範囲に留

まる。全体的に見て、馬の背の様な形状で、地表面のほとんどは東西両側への緩傾斜地となっ

ている。北端に土塁②があり、Ⅱ郭の西側下にⅡ－①郭が付随する。

〔土塁②〕上面は長き5.2mであるが、東側より2.2mの所で括れて2つに分かれている。

幅は東側で1.4m、西側で1.6mを測る。土塁の最高所は西側上面にあり、南側下のⅡ郭との比

高差は0.635mである。平面的にはひょうたん型のプランを呈しており、全体的な規模は長さ

9.6m、最大幅3.4mである。堀切2の造営時に排土を積んだものと思われる。

〔Ⅱ－①郭〕Ⅱ郭の西側下にある小平場で、長径は南北8.6m、短径5.2mを測る。Ⅱ郭との

比高差は2.7mである。

〔堀切2〕Ⅱ郭とⅢ郭を仕切る堀切で、主軸方位はN83oWであるが、西側部分は折れ曲

がってN60oEを示す。Ⅱ郭とⅢ郭の間の上場幅は7mで、底幅は1～2mである。長さは、

直線距離で、主軸方位のN83oW分が30m、N60oW分が8mを測る。東端から西方向へ21mの

所に堀底の最高所があり、標高は229.950mである。この地点とⅡ郭の土塁②との比高は3.0m

で、Ⅲ郭南側とは2.0mである。

堀底は、この最高所を変化点とし、東西両側へ下って竪堀状を呈する。堀底の傾斜状態は、

変化点より東側へ8.5m下った所との比高が2.0mで、西側では8.5m下った所との比高が1.8m

である。堀切の南側には、Ⅱ郭の土塁②から西下する土塁の延長部（高き0.3～0.5m）が、山

腹に積まれている。

〔3〕Ⅲ郭

主軸方位はN82oWの平場で、長軸11.6m、短軸は5.8mであるが、中途にやや括れがあり、

この箇所については4．6，幅となる。平場のやや東側寄りが最高所で標高235.406mを測る。西

側に馬蹄形の土塁③で囲まれた円形状の窪地（SEO1）があり、Ⅲ郭には、これより南西側

へ派生するⅢ－①郭と、Ⅲ郭東側下にⅢ－②郭、Ⅲ－③郭が付随する。

一方、Ⅲ郭自体は北側へ張り出しており、この箇所には空堀と土塁④が、東西方向に走行し

ている。

〔Ⅲ－①郭〕主軸方位はN21oEで、長軸8m、短軸は北側で6.4m、南側寄りで3.8mを測り、

最高所の標高は234.825mを測る。北側から南側への緩傾斜地で、両端では0.6mの比高差があ

る。

〔土塁③及びSEO1〕土塁は直径6.8m、高さ0.2～0.3mで、SEOl（直径1.8m．深さ

0.4m）を三方から（南側を除く）取り囲む格好となっている。SEOlは掘り抜き井戸及び

煙し穴の類と思われるが、未発掘で推論の域を出ない。

〔Ⅲ－②郭〕Ⅲ郭の東側下にある郭で、Ⅲ郭との比高差は1.3mである。主軸方位はS75oW

で、長軸7.2m、短軸は東側で5.6m、西側で6.8mを測るが、東側寄りに地形の括れ部があり、
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ここでは幅4.2mに減じる。

Ⅲ－②郭の東側と南側斜面には、上面を削平された帯曲輪状の平場が階段状に巡っている。

東側斜面部の下位に、N46.Wの方位に本体尾根筋から分かれた支脈尾根筋が派生しているが、

尾根をほどなく下ると、中途は小山状の高まりを見せ、この箇所は、独立した小規模な城跡と

なる。（九州縦貫自動車道建設に伴い昭和60年に発掘調査、報告書・平成元年度）

〔空堀〕Ⅲ郭の北縁を走行する空堀で、主軸方位はN77。Wである。長さ35mで、幅2.8

～3.6m、深さは0.5mを測る。地形に沿って東西両側へ、極めてゆるやかに傾斜する。

〔土塁④〕上面の長さ9.5m、幅1.5mを測る。裾部まで含めた主軸ラインの規模は、長さ

18.2m、幅5mで、主軸方向はN87oWである。上面の標高は235.578mで、Ⅲ郭との比高差は

0.172m、空堀の堀底とは0.701mの高低差がある。なお土塁の東端は、N67oWの方位にカー

ブを描いて8.5m程延びている。

〔堀切3〕二重の堀切で、問に土塁⑤を挟んで南側の堀切3－①と北側の堀切3－②があ

り、堀切3－②はさらに士塁⑤'を挟んで堀切3－②'と堀切3－②"とに細分される。

堀切3は極めて大規模な造りで、Ⅲ郭とⅣ郭間の上場幅は23.5mにも及ぶ。他の遺構と比較

にならない造りであり、堀切3が山田城跡における極めて重要な防御ラインであった事は明白

である。

〔堀切3－①〕主軸方向はN86oWであるが、西側部分は大きく折れ曲がって、N57oSを示

す。東側部分は、端部において一部が崩壊している。直線距離の長さは、主軸方位のN86oW

が45m、N57oSが15mを測る。Ⅲ郭と土塁⑤の上場幅は8.5mで、底幅は1.5～2.0mである。

堀底の最高所は、尾根筋の主軸ライン上にあり、標高231.742mを測る。この地点とⅢ郭の

土塁④との比高差は4.25mで、間の堀壁は削り落としの痕跡が明白である。

〔土塁⑤〕自然地形を利用した土塁で、二つの堀切で仕切られた残丘の斜面部に手を加え

て、大規模な土塁に仕上げている。上面の長さ10.8m、幅1.5～2.8mを測り、主軸方向はS

87oWである。主軸ラインの全体的な規模は長さ40mで、裾部を含めた下場の幅は10．5mである。

上面の標高は233.673mで、南側・堀切3－①の底部最高所との比高差は1.9mにすぎないが、

北側・堀切③－2とは5．4mの高低差がある。

〔堀切3－②'及び堀切3－②"〕二つの堀切は並列し、堀底の最高所はいずれも尾根筋の主

軸ライン上にあるが、堀切の走行はやや異なり、東側堀切3－②'でS80oW、西側堀切3－②"

でN87oWを示す。

間に高さ0.3m・幅1.5mの小土塁⑤'を挟んでいるが、土塁⑤'は尾根筋の主軸ライン上で明

確な土塁としての形状を呈し、長さ5，，幅1．8mを測るものの、それ以外は見た目に両堀切

を仕切る築山状のものにすぎず、漸次、東西両側へ高さを減じて下っていく。最終的に土塁

⑤'は、尾根筋の主軸ライン上から13mの地点で消滅し、両堀切は一本にまとまっている。
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両堀切の南北対岸となる南側．土塁⑤と北側．土塁⑥との上場幅は13.5mで、個々 の底幅は

堀切3－②'で1m、3－②"で1.4～2.2mである。

〔土塁⑥〕堀切3－②'．②"に付随するもので、北側対岸のⅣ郭南側斜面の尾根筋に積ま

れている。全体の長さは20.5,,幅1.5～5.0mで主軸方向はS74oWを示す。

主軸ラインの土塁は台形状の小山を呈し、北側の長さは5m、南側の長さ10mを測り、最大

幅5mである。上面の長さは3mで、幅1mを測り、標高231.835mを測る。北側裾部との比

高差は0.8mで、土塁は西側へ延長されている。

〔堀切4及び土塁⑦〕Ⅳ郭の南側に、小規模な堀切と土塁が残っている。堀切と土塁の主軸

方位はS79oWで、土塁の高言は0.2～0.3m足らずであるが、長ざは30mを測る。ただし、前

記の堀切1～3や土塁①～⑥とは、見た目に規模や造営の点で大きな差異がある。

〔4〕Ⅳ郭

城跡の北限にあたる郭で、平面的に、「〈」の字を反転した形をしている。尾根中央の屈曲

部に城跡地の最高所があり、標高238.394mを測る。尾根筋は、ここを基点に、城跡内部へN

35oWの方位で延びるⅣ一①郭と、N26.Wの方位で城跡外部に延びるⅣ－②郭とに分かれてい

る。

ざらに尾根筋の屈曲部より西方向へ20mの所には、本体尾根筋の鞍部があり、尾根筋はここ

から極端に馬の背の様にくびれて北方向の低山稜主脈に連なっていく。

〔Ⅳ郭平場〕主軸方位はほぼ東西方向にある。平面プランはひょうたん型で、中途がやや

括れている。長軸22m、短軸は東側で12m、西側で10m，中途の括れ部で5m前後を測る。東

西両端の尾根の上面は、若干の高まりを有する。

〔Ⅳ－①郭〕長軸33m、短軸6mを測り、東側から西側への緩傾斜地となる。両端の比高

差は1．5mである。尾根筋の斜面はいずれも急峻であるが、南西側斜面のみが緩傾斜となり、

N46oEの方位でゆるやかに下っている。

〔Ⅳ－②郭〕長軸24m、短軸は東側で5m、西側で7mを測る。郭は東側から西側への傾

斜地で両端との比高差は7mである。

〔5〕城跡の北端・鞍部

これより尾根筋は、上面幅2m程にくびれて凝灰岩の岩場尾根となるが、ここも近年に至る

石切り場の跡で山腹の旧地形は大きく変化している。但し、現況からして、従来も馬の背の様

な岩場尾根であった事は確かである。この尾根は北方向へ連続的に延びて、一部は谷向いの字

「城山」（中世城跡）の山と繋がる。

〔6〕堀切6と土塁⑧（南東側張り出し尾根下）

南東側尾根の東端より、S20oEの方位で、直線距離にして95m先の山腹中に、堀切6と土

塁③がある。
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この間の山腹には、6段から成る階段状地形が刻まれているが、顕著な造りの人工的地形で

城跡に関連した遺構と思われる。

〔堀切6〕観察し得る長さは15mで、上面7.5m、底幅2.2m、深さ0.5m程で、方位はほ

ぼ東西方向にある。堀底は全体的に西から東への緩傾斜地である。堀切の西端は、山腹に吸収

されて、漸次、不明確なものとなるが、東端は、空堀の形状を呈し、山腹の標高ラインと並走

する事となる。この部分の長さは21mで、底幅は0.5～2.0mである。

〔土塁③〕堀切の南側斜面に積み上げられたもので、長さ14m、上面幅2.5m、高さ1m

前後を測る。

これらの遺構は、その位置からして、明らかに南東側張り出し尾根に関連する防御施設である

との見方が出来る。

なお、階段状地形の1～4段を縦走する凹道があり、寺下集落からの登り道となっているが、

踏査の段階では、凹道の新旧を判断出来ない。

〔7〕小結

城跡は、比高110mの山稜に築かれた大規模造りの山城で、遺構の残存状況は極めて良好で

ある。大方の山腹は急峻で、要害ともいえる自然地形を積極的に縄張りの中へ取り入れている

事が明らかである。

縄張りの特徴として、主軸尾根を鋭く断ち切る3条の大規模な造りの堀切と、尾根背面の平

場面積が狭く、山腹に階段状地形が極めて少ない事があげられる。これらが城跡の時期的な特

色を伝えるものか否かは今後の研究課題であろう。
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第2節山田城跡周辺の社寺堂宇について

はじめに

山田城跡の所在する球磨郡山田村山田は、村落景観がよく保たれ、寺院・神社（跡）や金石

文などが数多く残っている。

ここでは山田城跡の位置付けや、歴史的背景を明らかにするための補助資料として、城跡に

隣接する井手口・寺下・下城子・石原・城子・味園・辻集落の社寺堂宇の悉皆調査を行った。

調査に際しては、廃絶しているものもその対象とし、同時に地名（四股名など）の採集もおこ

なった。なお下記の神社の所在地については、江戸時代の地名であり、現在の字名は（）で

示している。

1．高寺院毘沙門堂（字寺山）

高寺院は真言宗に属し、寺下集落にある◎毘沙門堂は464段の石段を登りつめた所にあるが、

昭和59年に毘沙門天立像は山を降りて、今日、院内の新たな毘沙門堂に安置されている。

「南藤蔓綿録』に、「応永十五戊子山田毘沙門堂御再興、八月九日入仏、伝記二日此本尊ハ

平朝臣小松内府重盛卿御菩提也、治承年中草創ノ由山田金剛山高寺院毘沙門天是也」とある。

毘沙門天立像二躯のうち、一躯は江戸時代の初期に原田真福寺から移されたもので、二躯と

も国の重要文化財で、平安時代後期の作とされている。また同寺所蔵の木造勢至菩薩立像（県

指定文化財）は、石原集落の平山ミエ子氏宅に伝えられていたもので、これも江戸時代に他か

ら持ち込まれたものと言われている。胎内に墨書で「奉造立大勢至菩薩御像承久二年庚辰六

月十二日庚午仏師源覚右為惟宗幸高尊往生極楽也」と記されている。

2．諏訪大明神山田石原（字下城子）

石原集落の西側、山付きにあり、広義的には山田城跡の西方麓にあたる。

『麻郡神社私考』によれば「文明六年甲午草創、或ハ日ク再興卜、弘治二年丙辰修復、文禄

二年葵巳拝殿造営」とある。祭りは旧暦の12月10日で、“刀物の神様”として信仰を集めている。

3．天満天神山田三園山（字味園）

山江村総合運動公園の東側高台の一隅に神社がある。

『麻郡神社私考』によれば「草創年紀未考、永享中再興」とある。祭りは旧暦の3月4日で、

山田地区において年初めの祭りで「山田祭り一番」と称されている。

4．山王権現山田領左右村（字板野）

東浦川流域の板野集落にあったと伝えられているが、今日、所在地については不明である。

『麻郡神社私考』によれば、「鎮座年紀未考、長禄二年戊寅再興、厭初別富有リ長園寺卜号ス」

とある。なお、同書にいう長園寺跡の比定地には、五輪塔群が残っているが、銘文はない。
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5．大王神社山田領里（字味園）

味園集落内にあり、後方に山田城跡（大王谷）の山がある。

大王神社は永吉庄地頭平河氏を祁る霊社の一つで、『南藤蔓綿録』によれば「(平河右衛門義

高）二男山田次郎藤高、今ノ山田大王是也」とあり、『麻郡神社私考』には「平河右衛門三郎

義高ノー男次郎藤高之霊社也、社家博二云ク永富左近将監長滋建立蒼時ハ山田本社今宮ト同檀

二崇ム、礁永十一年甲申始テ別檀ヲ築ク同二月廿三日新殿遷座」と記されている。

この記述は、応永十一年（1404）に大王神社が、平河氏館比定地の味園より現在地へ移った

ことを伝えている。さらに「天文十五年丙午相良弾正忠長兄修造、天正八年庚辰藤原義陽公同

亀千代君御息裁延命井庄内泰平三郡和合ノ祈願ト藤原長智同長豊再興」という記述がある。

神社の神殿裏には、「正平廿三年甲戊諸衆一結衆」と刻んだ南北朝時代の自然石が建って

いる。今日、この正平二十三年（1368）銘の石碑と大王神社とは密接な関係にあるとされ、「麻

郡神社私考』にいう応永十一年の大王神社遷座説はまったく無視された格好となっている。

祭りは旧暦10月4日におこなわれ、山田の氏神として崇められている。

6．今宮神社跡山田里大王東（字味園）

従来は大王神社の東脇にあったが、今日、大王神社に合祁きれている。

『麻郡神社私考」によれば「草創年紀未考、延文二年再興、天文中修造古老ノ博二云ク昔日

山田地主平河家以前、霊社也」とある。

この記述は、今宮神社が平河家以前の霊社で南北朝時代の延文二年（1357）に再興されたこ

とがわかる。この記述を正しいとするならば、前述の正平二十二年銘の自然石は神社再興の11

年後に建立されたことになり、応年十一年に現在地へ移ってきたと伝えられる大王神社とは無

関係となる。むしろ今宮神社との関連を考える必要があろう。

7．若宮神社跡山田里今宮神社同宮（字味園）

神社は、大王神社の左側（岡田要氏宅）にあったが、現在は大王神社に合祁きれている。

『麻郡神社私考』によれば「社家ノ惇二云ク山田地頭之祖也、一二日ク藤原長績（相良左近

将監）公之霊社二説本拠不明、厭初ハ大王社南三町許二在社壇慶後此所二迂座」とある。

この記述から、若宮神社は、古くは南三町の場所にあったことが窺える。この場合、現在の

山江村中央公民館辺りが比定地と考えられる。このように神社の多くが（辻・味園の微高地）

地頭館比定地とその周辺に集中し、「山田地主または地頭」の霊社と伝えられている点は注目

すべきである。

8．大王神社小山田（字宮屋敷）

小山田集落の公民館敷地が神社跡である。

『麻郡神社私考」に「里大王社同鵠、腫永年中地頭秋山常陸建立」という記述がある。

祭りは旧暦の11月中卯日におこなわれている。
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9．井手口地蔵堂（字井手口）

西川内川と東浦川が合流して、山田川となる下流右岸に、井手口集落がある。

集落の下手山中に小さな地蔵堂があり、『山田村地誌』によれば「井手之口地蔵堂堂宇一

坪堂敷六歩」と記されている。境内に数十基の五輪塔が残っているが、銘文は刻まれていな

い。

’0．下城子阿弥陀堂（字下城子）

大王神社から東へ100m行った所の、下城子集落の村道端に阿弥陀堂がある。

『山田村地誌」に「下城子阿弥陀堂堂宇二坪二合五勺堂敷九歩」と記されている。

堂内に安置されている阿弥陀如来立像は、室町期の作風を残しており、境内に3基の五輪塔

がある。

11．瑞光寺跡観音堂（字下城子）

石原集落の高台に観音堂があり、堂内には薬師如来立像と住持等の位牌が多数安置されてい

る。中世の位牌には、墨書で「園寂茂山永昌公上坐覚位、干時天文六年丁酉三月十一日」．

「営寺中興石窓元金公庵主尊霊位、天正十一年葵未五月二十一日」．「営寺中興吉州元和尚禅

師」・「山田村清源山瑞光禅寺」等と記されている。

吉州和尚については、『南藤蔓綿録」に「寛永四年丁卯五月十日柳江院中興吉州和尚寂、是

ハ長毎公別シテ入魂の僧也、其前曹洞未葉山田瑞光寺ヨリ出ル、父ハ和泉、母ハ西氏也、入落

ノ後済門二入、其後駿州清見寺説心老和尚ノ門下二有ル事数年、己二帰程二及上半途ニシテ洛

西妙心智勝現住大光普眼大禅師法脈ヲ相続キ吉州卜号ス」と見え、球磨の三禅傑の一人として

有名である。

また、堂宇に掛かっている鰐口に、「奉寄進清源山瑞光寺阿弥陀如来願主高橋藤島鬼塚

干時天文十二年葵卯八月十五日敬白」という銘文がある。この他、境内に2基の無縫塔と18

基の五輪塔が現存している。

’2.城子観音堂（字城子）

石原集落から東へ50m行くと、城子集落があり、道路傍に観音堂がある。

『山田村地誌」によれば「城子観音堂堂宇二坪二号五勺堂敷九歩」と記されている。

堂宇には十一面観音菩薩立像が安置され、台座背面には墨書で、

「奉造立十一面観音自在菩薩之像一鉢厭作□□口者相良能長績□□口有御堂永依口本□口年戊

子六月吉日朔奉□□口白口下方口至聖霊現営之悉也殊者大檀那山田太山酒掃所願成排子孫繁昌

富口英雄口者過去口現在満未来口成悌得道□□□□口也!'ﾘ膳仁三年己丑八月六日悌師」と記さ

れている。この他、境内に数十基の五輪塔の残欠を見るが銘文はない。
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ア

第146図山田城跡周辺の社寺堂宇・地名分布図

第127表山田城跡周辺の社寺堂宇・地名一覧表
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NO 社寺堂宇・地名 村 N O 社寺堂宇・地名 村

1 観音堂 井手ノロ 10 諏訪社 石原

２
３
４
５

６
７
８

9

寺山・毘沙門 堂

寺下・高寺院

門前

今宮神社跡

阿弥陀堂

山田城跡（大王谷）

山田城跡（下城子）

瑞光寺跡観音寺

寺下

〃
〃
〃

下城子

〃
″

石原

１
２
３

１
１
１

４
５
６
７
８
９

１
１
１
１
１
１

城子観音堂

山田城跡（城山）

陣ノ丘

天満天神

大王社

正平23年銘

若宮神社跡

前田

門田

城子

〃
〃

辻園
〃
〃
〃
〃
〃

味



第Ⅵ章 総 括

第1節出土遺物について

①第1期整地層出土遺物

〔割花文青磁碗〕

1（碗）は、内器面に総曲線を入れ、間に割花文状の片切彫を小きく入れるタイプのものと

思われる。

紬色はくすんだ感じの灰緑色で厚くかかっている。外器面は、最下部に短斜線が並列する以

外は無文で、器肉も厚手である。

北宋後半から南宋前半の青磁と考えられる。

〔同安窯系の櫛描文青磁碗〕

3（碗）の外器面に櫛描文の斜線が掻かれており、5．6（碗）と2．7（皿）・4は内器

面に花文や曲線による幾何学文様が描かれている。紬色は1．2．6が灰緑色で、4は灰オリ

ーブ色、5．7はオリーブ灰色を呈する。

割花文碗と櫛描文碗は、いずれも13世紀中葉以前のものと思われ、14世紀前半では、すでに

残存形態として伝えられていくとされる。

〔蓮弁文青磁碗〕

外器面に削り出しによる蓮弁文様を有する碗〔9～23．25～28．37．38〕である。粕色は主

に、オリーブ灰色・薄灰緑色・緑白灰色を呈する。花弁の形状は弁先がやや丸味を帯びるもの

や、幅広のもの〔10．20．21．27〕と、鋭角のもの〔12．19．23〕とがある。

これらは、神奈川県鎌倉市・鎌倉光明寺裏遺跡の出土遺物を標識とし、14世紀前半に位置付

けられているが、花弁の形状の相異により亀井明徳氏は、後者を13世紀中葉前後に先行すると

推論されている。

〔玉縁状白磁碗〕

53（碗）は口縁を玉縁状に肥厚させている。この形態は、12世紀から13世紀の白磁に見られ

る。

〔口禿げ白磁〕

44．54．56で、皿の類と思われる。体部は薄壁である。粕色は44．54が淡白緑色で、56は白

（黄）色である。これらは従来、南宋～元のものと考えられているが、太宰府史跡の例からす

れば、13世紀中葉から14世紀前半に集中するようである。

〔厚手の白磁〕

45～52の白磁で、器壁が肉太で外器面に沈線による曲線と横線文様が描かれ、内器面には押
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さえの加わった強い横ナデ調整が行われているのが特色である。器形は不明であるが残存体部

の状況から碗の類でない事は明らかである。第Ⅱ期整地層から追加資料が出土している。

〔土師器〕

いずれも欠損品で形状等の把握が困難であるが、大方のものは外底が糸切りで、底径の大き

さから、小型(4.7～6.1cm）・中型(7.2～8.5cm）・大型(9.0～10.8cm）に大別きれる。

この中で、外底と体部の境が大きく括れ、体部がラッパ状に立ち上がる小型の部類は、外底

に糸切り痕を観察出来ない。多分にへう切りによるものと思われ（糸切り後、ナデ消しのケー

スも考える必要があろう)、ラッパ状の器形と合わせて、古いタイプの土師器碗と考えられる。

今回の調査では糸切り土師器坪と共件しており、土師器におけるへラ切り技法のものから、糸

切り離しの技法への変遷を考える上で参考資料となろう。一般にその転換期は、大宰府政庁の

廃絶期と同一視され、12世紀と目されている。

〔摺鉢〕

137の備前のものを除き他はすべて瓦質であった。隣接の高城跡（15世紀末から16世紀初頭

の遺跡）で見られた、いわゆる非常に焼き締めのきいた硬質瓦器の類は1片も出土しなかった。

よく使い込まれており、条線の磨耗が目立った。

137の備前播鉢は体部と直交する口縁端部が若干、上下に拡張するもので、12世紀～14世紀

第128表第1期整地層遺物一覧表
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前半まで遡り得るものである。同類のものが大分県玖珠町の伐株山城跡から出土している。

〔須恵器〕

第Ⅱ期整地層出土のものと比較した場合、量的に多くない。外器面に波状と格子目の叩きを

残す。器壁は144が厚手である外は、薄手のものであった。

〔備前・常滑〕

少量であるが、第1期整地層から出土している。多分に、第Ⅱ期整地層からの出土物が第1

期整地層に紛れ込んだ可能性がある。166(備前）の外底は中央部より端部にかけて、尻上がり

となり安定感に欠ける。当初から要の下部を土中に埋めて使用する事を前提として作られたも

のと考えられる。復元底径は33.0cmを測る。

160(常滑）は肩部に古常滑特有の押印が見える。備前・常滑の時代性などについては第Ⅱ期

整地層の出土遺物の項で取り上げ、ここでは特色あるものの説明に留める。

〔その他の出土遺物〕

第1期整地層から、その他、瀬戸〔66．69．70〕、天目〔71．72〕、滑石製石鍋〔164.169～

171〕、砥石〔172～174.176～187〕、角釘・小刀〔188～215〕や、特異なものとして、オハジ

キに利用したと思われる扇平な小石〔75～89〕や、石鍋転用の滑石製垂飾品〔175〕が出土し

ている。

②第Ⅱ期整地層出土遺物

〔同安窯系青磁碗〕

216．217．219（碗）である。軸色は216が灰緑色、217がオリーブ黄灰色、219がオリーブ灰

色を呈する。時期は第129表参照。

〔蓮弁文青磁碗〕

削り出しによる蓮弁文様が描かれているのは218～226.233である。222．233は、花弁の先

端が鋭角を呈する。時期は第129表参照。

〔(青）白磁合子〕

237は平型合子で蓋天井部（甲）を欠くが、身には実測図を見る限り、静岡県香貫山経塚出

土品に類似する。白（青）色の透明紬（影青）がかけられている。時期は、12世紀末ないし13

世紀初頭頃と推察される。

〔肉太の白磁〕

239．242は、第1期整地層でも出土を見た。しかし、これらを含め、I期出土分も、総て細

片で器形の復元には至っていない。

245～250は上記に関する追加資料である。残存体部の外器面は無文で異なるものの、内器面

は強い横ナデ（指押えのナデが加わる）が施されており、239．242と同一調整法である。同形

のものと考えられ、器形は、250の残存体部から小型の壷の類と思われる。おそらく文様部分
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は上位で、無文部分は中位から下位のものであろう。上質の白磁である。

〔玉縁状白磁〕

251．257～259で257が最も端的な形状を呈する。時期は第129表参照。

〔口禿げ白磁〕

252．253．260．263である。時期は第129表参照。

〔瀬戸〕

264．266～270.272である。この中で264は播鉢（おろしⅡ）で267.268は瓶子の頚部である。

これらは、神奈川県鎌倉市材木座の長勝寺遺跡出土品に、ほぼ同一のものがある。長勝寺遺跡

の出土遺物は、13世紀末から14世紀前半のものとされている。

〔土師器〕

I期出土分と比較すれば器形の復元可能な資料が多いが、それでも、やはり破損のものが目

につく。復元出来るものに限れば、船型のみ力確認され、ラッパ状型（この場合は、底部に糸

切り痕を観察出来ないタイプである）は見出せない。

船型の297と301は、Ⅱ期出土分の中で、例外的に小型で(302～319の破片にも小型のものが

あると思われるが、いずれも小片で器形を推察出来ない)、第Ⅲ期文化層出土の460に原形が認

められる。これらについては、第Ⅲ期文化層からの紛れ込みの可能性がある。

第129表第Ⅱ期整地層遺物一覧表
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Ⅱ期出土分の船型は285と286に見るように、体部の立ち上がりが基本的に直線的で、大きく

開く所に特徴がある。

隣接の高城跡から出土した船型タイプの土師器は、体部がやや内湾気味に立ち上がり、285

や286に比較してやや直に伸びる点で異なっている。さらに283と284は、ややラッパ状を呈す

る（この場合は底部が糸切りである）船型であるが、高城跡よりの出土遺物ではこのタイプを

見ない。

なお、318は出土遺物の中で唯一、手づくね土器の可能性がある。

〔播鉢〕

1期出土分と同様に、すべて瓦質のもので、形態等において同一である。

〔須恵器〕

器壁が厚手のもの〔343～348〕と薄手のものとに大別される。厚手のものは、器壁の厚さが

1.5～1.9cmで、質量感があり、焼き締めの効いた大蕊である。384を除いて外器面に格子目の

叩きを有しているが、この類のものは、第Ⅲ期文化層から出土していない。第Ⅱ期整地層に限

られた出土遺物と思われる。第1期整地層から同形態の144が出土しているが、小片で第Ⅱ期

整地層からの紛れ込みによるものと考えられる。

348は唯一、波状の叩きで、Ⅲ期出土分に同形態のもの〔392〕がある。

〔備前〕

口縁部を残すものは、すべて粘土帯が外側へ折り返されて玉縁状に肥厚するタイプである。

力強く太い線が口端に巻かれている。胎土の色調は小豆色を基調とし、外器面に灰白黄色の軸

がかかる。

373～377．385．388．389は個々に口径・胴部径・底径の復元が可能である。これにより器

形は大小2つのタイプに分かれる。大型のものは、375．376．388．389で参考例をあげれば、

375が口径40.8cm・最大胴径66.4cm・残存器高54.6cmで、388が底径44.2cmを測る。小型のもの

は373．374．377．385で、同じく事例をあげれば、373が口径27.3cm，最大胴径37.2cm・残存

器高42.5cmで、385が底径22.4cmを測る。

器形は、大小2つのタイプとも、器高の割には口径と底径がやや幅広で、肩部が大きく膨ら

む所に特色がある。水尭として使用されたものであろう。

373．374．377は肩部に櫛目の直線文様が2段〔373.377〕・3段〔374〕に彫りつけられて

いる。

これらの備前は内器面を見るに成形に際し、粘土帯を3～5段に積み上げて胴をつなぐ方法

がとられている事が明白である。

これらは熊山窯の特色をよく示しており、時期的に13世紀頃から14世紀頃のものと思われる。

第1期整地層より出土した備前の播鉢片〔137〕とも、ほぼ時期が一致する。
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〔常滑〕

口縁部を残すものは、363を除いて折端の口縁の折り返しが著しく深く、強い力を感じきせる。

ざらに381と383の外底径は口径に対して著しく小さく、器形は突っ張り肩が特色で、胴部は、

これより底部へ急速にくびれている。

これらは古常滑の特徴で、13世紀頃のものと思われる。

なお、異形の363は、口縁部が大きく弧状に外琴し、口縁直口となる。これも壷の口縁部で

12世紀の末まで遡る可能性がある。

〔野鍛冶跡出土品〕

白磁〔424〕は口縁が玉縁状を呈し、12世紀頃のものと思われる。共伴遺物に瓦質播鉢〔420〕

と土製の輪口〔421．422．423〕がある。

〔その他〕

陶器系の中世雑器〔394〕、滑石製石鍋〔395.396〕、鉄器〔397～399.401～406.408～410.

413～419〕、砥石〔400．407．411．412〕などが出土している。鉄器は大半が角釘で、砥石は

天草砥石〔400.407〕と粘板岩製砥石〔411.412〕とがある。

③第Ⅲ期文化層出土遺物

〔同安窯系青磁碗〕

426.427でいずれも細片である。時期は第130表参照。

〔蓮弁文様青磁碗〕

429．430は外器面に削り出しによる鮮明な蓮弁文様を有し、430は体部が極めて薄壁（厚さ

3m）である。時期は第130表参照。

〔肉太の白磁〕

435．～437.439である。第Ⅱ期整地層から同種のものが数多く出土している。

〔(古）瀬戸〕

441．442である。441は外器面に菊花文があり、黒色と茶褐色の鉄粕がかかる。細片で即断

し難いが、13世紀中頃の瓶子の類ではないかと思われる。

〔土師器〕

器形から船型〔448～450．452．463〕とラッパ状型〔453．454．456～458.463〕と、その

中間型〔460．455．459〕とに分類できる。

Ⅲ期出土分のラッパ状型のものは、いずれも外底面に糸切り痕を観察できない。この事につ

いて、Ⅱ期出土分は糸切り後のナデ消しの可能‘性を残したが、Ⅲ期出土分には、共伴遺物の船

型の糸切り痕にナデの加わった痕跡がまったくない所から、ヘラ切りによる結果との見方がで

きる。

さらに、これら中間型の器形を有するものが、糸切りとへラ切りとに分かれる事は、土師器
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の変遷を考える上で、興味深い資料となろう。

なお、461は、今回出土した土師器の中で唯一、高台付きのものである。

〔播鉢〕

466が土師系の中世雑器である他は、瓦質である。472と474は器形を復元できるが、Ⅱ期出

土分の420と比較した場合、体部は外側に開き気味で、口径に対する器高の比率が低い所に相

異点がある。

〔須恵器〕

476～482.492である。外器面の調整は476がへラ削り、477．478が横ナデで、479．482．

492が波状の叩き、480．481にはナデが施されている。器面の調整はI～Ⅱ期出土分と比較し

た場合、やや多種である。体部はいずれも薄壁となる。492は喪の下位部で復元底径25.0cmを

測る。

〔備前〕

483～486.488は口縁部である。I～Ⅱ期出土分と同様に粘土帯が外側へ折り返きれて玉縁

状に肥厚する。490は二次焼成により灰オリーブ褐色を呈する。

491は復元口径50.4cmで、493は残存底径32.5cmを測る。

第130表第Ⅲ期文化層遺物一覧表
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〔常滑〕

口縁部〔495〕と、少量の尭片〔487.498.508〕が出土している。折端の口縁部は折り返し

が著しく深く、I期～Ⅱ期出土分と同一形態を呈する。

〔その他〕

陶器〔444.445〕、天目〔446〕、滑石製垂飾品〔499〕、硯〔550.501〕、滑石製砥石〔504〕、

鉄器〔502．503．505～515〕などが出土している。

硯は中国産の端渓硯〔500〕と粘板岩製硯〔501〕とがある。鉄器は大方が角釘であるが、す

べて欠損している。507は唯一、雁股の可能性がある。

④東側尾根及び西側尾根の出土遺物

両尾根とも出土遺物は極めて少なく建築杜の柱穴より出土したものに限られる。

〔同安窯系青磁〕

519は第1期整地層出土遺物の2と同一系の青磁皿である。

内器面にへう描きによる花弁文様がある。

〔蓮弁文青磁碗〕

516～518.524は削り出しによる鮮明な蓮弁文様がある。その中で517.524は花弁の先端が

鋭角である。

⑤南東側張り出し尾根出土の遺物

〔土師器〕

525．527～530は大型の船型タイプの坪で、外器面に鮮明な糸切り痕を残すが、特筆すべき

点として体部はいずれも、やや外雪し、口唇部は肥厚する。第1期～第Ⅱ期整地層及び第Ⅲ期

文化層出土のものとはタイプが異なる｡526はラッパ状型の土師器杯で外底面はへう切りである。

⑥その他の出土遺物

迫地の調査区から、縄文晩期の深鉢形土器片が出土し、これに伴なうと思われる石雛・スク

レーパー・打製石斧・敵石が出土した。

いずれも、持ち込みによるものと考えられる。

第131表山田城跡出土の土師器一覧表
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第2節遣 構

（1）建築祉

①第1期整地層検出分

整地層は南北の長さ56m、東西幅11～18mの範囲で、大きく4段に分かれる。上段から下段

までの高低差は15.5mで、ここから15棟（SBO1～SB15）が検出された。

規模はSBO7が最大で、SBO8が最小であった。SBO7は3.6m（12尺）×2.3m（8

尺）・面積8.3㎡（2.5坪）を測った。15棟の総面積は181.6㎡（55坪）で、1棟あたりの平均面

積は12.1㎡（3.7坪）である。

規格は2間×2間が9棟で最も多く、次いで2間×1間が3棟で、3間×1間、3間×2間、

3間×3間が1棟づつであった。

桁行方向は、10棟までが基本的に東西方向を主軸とする向きにあり、迫地と直交する横長の

建築杜であった。

4段の整地層の内、1－①を除いて、1回の建て替えが行われている事が明らかである。

建築杜と出土遺物の関連は次の通りである。SBO2からは鉄器〔207〕、SBO3からは青

磁〔19〕、SBO4からは土師器坪〔95〕、SBO6からは瓦質播鉢〔131〕、SBO7からは青

磁〔15〕、SBO9からは土師器坪〔98〕、SB10からは白磁〔56〕、SB14からは備前〔152〕

が出土している。

②第Ⅱ期整地層検出分

整地層は南北の長さ35m、東西幅11mの範囲で、大きく7段に分かれる。上段から下段まで

の高低差は11mで、ここから9棟（SB16～SB24）が検出された。

規模はSB24が最大で、SB17が最小であった。SB24は桁行4.0m（13尺）×梁行

妻2.6m（9尺）・面積10.4㎡(3.2坪)で、SBl7は2.6m（9尺）×1.9m（6尺）・面積4.9㎡

(1.5坪）を測った。9棟の総面積は65.7㎡（20坪）で、1棟あたりの平均面積は7.3㎡(2.2坪）

となる。概して、第1期整地層検出分と比べた場合、全体的に小規模な造りである。中でも5

棟（SB16．17．19．20．23）は著しく小規模で、残り4棟とは建物の性格が異な

るものと思われる。

桁行方向は7棟が基本的に南北方向を主軸とする向きにあり、迫地に沿った縦長の建築杜で

あった。建て替えはなく、同時期に並列したものと思われる。

建築杜と出土遺物の関連は次の通りである。SB16からは青磁〔218〕、SB18からは小

刀〔274〕、SB20からは青磁〔222〕、SB22からは角釘〔402〕・土師器坪〔292〕、SB

23からは白磁〔251〕、SB24からは瓦質播鉢〔325〕が出土している。
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第132表建築祉桁行方向一覧表

③第Ⅲ期文化層検出分

文化層は南北の長さ11m、東西幅6～14mの範囲で大きく3段に分かれる。上段から下段ま

での高低差は6mで、ここから6棟（SB25～SB30）が検出きれた。

規模はSB29が最大で、SB28が最小であった。SB29は桁行4.2m（14尺）×梁行

妻2.4m（8尺）・面積10.1㎡(3.1坪)で、SB28は3.2m（11尺）×2.0m（7尺）・面積6.4㎡

(1.9坪）を測った。6棟の総面積は51.5㎡（15.6坪）で、1棟あたりの平均面積は、8.6㎡(2.6

坪）である。

桁行方向は3棟（SB25．27．28）が、N83.W～N88oWで一つのまとまりを見せ、

SB26とSB30はN66.W～N67.Wで、ほぼ同一の方向にあった。これらは、いずれも横

長の建築杜であるが、SB29は唯一、N19oEで迫地と直行する縦長のものであった。

規格は2問×1間が4棟で、2間×2間が2棟である。1回の建て替えが行われている。

建築祉と出土遺物の関連は次の通りである。SB25からは土師器坪〔475〕、SB26から

は土師器坪〔484〕、SB27からは角釘〔506〕、SB29からは青磁〔427〕、SB30からは

青磁〔426〕が出土している。

④東側尾根

南北の長さ78m、東西幅5～19mの範囲から18棟が検出された。建築杜は桁行方向から尾根
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筋に沿って横長に並ぶもの（19棟）と、縦長の直交するもの（9棟）とがあり、大きく2時期

に分かれるものと思われる。

・横長のもの（SB32・33．35．38．41．43．44．46．47）

規模はSB46が最大で、SB35が最小である。SB46は桁行3.7m（12尺）×梁行

妻2.8m（9尺）・面積10.4㎡(3.2坪)、SB35は桁行3.4m（11尺）×梁行妻2.1m（7尺）・

面積7.1㎡（2.2坪）を測った。9棟の総面積は78.5㎡（23.8坪）で、1棟あたりの平均面積

は8.7㎡（2.6坪）である。

規格は2間×1間が5棟で最も多く、次いで2間×2間が3棟で、3間×1間が1棟であ

った。一部、建築杜が重なり合っており、1回の建て替えが行われている。

SB32．33からは青磁（SB32は516、SB33は518）が出土している。

、縦長のもの（SB31．34．36．37．39．40．42．45．47）

規模はSB45が最大で、SB36．37が最小である。SB45は桁行4.6m（15尺）

×梁行妻3.0m（10尺）・面積13.8㎡（4.2坪)、SB36．37は桁行3.4m（11尺）×梁行

妻2.1m（7尺）・面積7.1㎡（2.2坪）を測った。9棟の総面積は83.3㎡（25.2坪）で、1

棟あたりの平均面積は9.6㎡（2.9坪）である。

規格は2間×1問が5棟で最も多く、次いで3間×2間が2棟で、以下、2間×2間、1

間×1間が1棟ずつであった。SB31から青磁〔517〕が出土している。

梁N
●SB45

第133表建築祉桁行方向一覧表

⑤西側尾根

採石工事により西側部分を大きく削除されている。残存部分の南北の長さ60m，東西幅,0m
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の範囲から5棟（SB49～SB53）が検出された。内、SB51は桁行の一部が消滅して

いる。

規模はSB50が最大で、SB49．53が最小である。SB50は桁行3.9m（13尺）×

梁行妻2.8m（9尺）・面積10.9㎡（3.3坪)、SB49．53は桁行2.8m（9尺）×梁行妻

2.6m（8.7尺）・面積7.3㎡（2.2坪）を測った。

建築杜は桁行方向から、尾根筋に沿って横長に直行するもの（SB51．52）と、縦長に

沿うもの（SB49．50．53）とに分けられる。

SB53から青磁〔524〕が出土している。

⑥南東側張り出し尾根

長軸18.9m、短軸5.3mの標高204mラインで6棟が検出された。

規模はSB59が最大で、SB55が最小である。SB59は桁行4.2m（14尺）×梁行妻

2.4m（8尺）・面積10.1㎡（3.1坪)、SB55は桁行3.7m（12尺）×梁行妻1.9m（6尺)、・

面積7㎡(2.1坪)を測った。6棟の総面積は54.5㎡(16.6坪)で、1棟あたりの平均面積は9.1㎡

（2.8坪）である。

建築杜は桁行方向において、すべて尾根筋に沿う縦長のものである。2回の建て替えが行わ

れており、SB54とSB57、SB55とSB58、SB56とSB59は各々、セット関

係にあると思われる。

建築杜から遺物は出土していない。
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第134表建築j止桁行方向一覧表
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（2）野鍛冶跡

第Ⅱ期整地層の最上段から検出された。中心部における粘土塊の堆積と、周縁部から柱穴が

検出された事により、覆屋をもった粘土壁を有する簡易な野鍛冶施設の存在が伺われる。

第Ⅱ期整地層からは、多くの鉄器とスラッグが出土しており、土製の輔羽口の出土もみた。

恐らく、鉄器類の簡易な補修作業等が、ここで行われたものと思われる。

戦闘色の極めて濃い山城の山田城跡から、いわば日常的な施設ともいえる生産的遺構が検出

された事は、城郭研究史の上で貴重な資料である。

（3）集石

第1期整地層から集石が検出された。集石は検出状況からして、野積み石塁のものとは考え

にくい。恐らく中世文書にいう「投げ石」の類であろう。

しかし中には、一抱え以上もある川原石が無造作に積まれており、判断に迷う。かような大

石は、隣接地の高城跡からも出土しているが、この場合は土鉱と空堀からの検出であった。

問題の解明には今後の発掘事例をまたねばならないが、多分に、投げ石に関連した戦闘用の

ものとの見方はできる。高い所から、攻め登る敵に対して転がり落とせば、大石は有力な武器

となり得る。

（4）整地層

迫地からⅡ期にわたる整地層が検出された。この整地によって迫地はI期が4段、Ⅱ期が7

段の階段状地形を呈する。

二段の尾根に挟まれた迫地は、高所特有の風害からも大きく免れ、外敵に対しては目隠しの

場となる利点がある。敢て、迫地に困難とも思える整地作業が行われたのは、このような大き

いメリットのためであろう。

ただ整地作業に際しては、比高100mの山中という地形からして、本体尾根筋における防御

施設工事の排土あたりが有効に使用されたものと思われる。整地用の土が、すべて地域からの

持ち込みによるものとは考えにくい。

（5）その他（水の手）

迫地の南端部・東寄り（東尾根の南下）に岩清水の湧く所があり、調査時にも水の枯れる事

はなかった。地元で古くから水源地として知られ、麓の民家ではこれよりパイプを引いて今日

に至るまで飲料等に使用していた。

さらに、本体尾根筋のⅢ郭に城跡の掘り抜き井戸跡と伝えられる窪地がある。

城の水源としては、この2ケ所で十分であったと思われる。今回の調査で多量の備前と常滑

の大喪が出土したが、これらは主として水尭に使用されたものと考えられる。
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第147図山田城跡と水の手位置図

第3節城跡の縄張ﾚﾉについて

城跡は盆地平野の若干、奥まった北側山付きに築かれており、城跡地のあり方として、戦国

時代以前の要素を呈する。

（周辺地形の状況にもよるが、一般に山と平野部の兼ね備わった所では、南北朝時代まで山付

きでの築城が多く、平野部への積極的な進出は、戦国時代になってからのこととされる｡）

城の築かれた下城子・大王谷の山は、盆地北方の八代郡から南下する山稜地帯の一隅で、同

時に山田地区における谷底平野の西壁山稜の一部をなす所でもある。

城跡地の本体尾根筋は、ほぼ南北方向（NlOoW）の主軸ラインを有しており、地図上での

平面的な地形は帯状形を呈する。

本体尾根筋の南北幅は約214mで、麓集落よりの比高は110mである。南側寄りの尾根筋に城

跡の主郭部分があり、鞍部は反対方向の北側にある。

基本的な縄張りは、本体尾根筋に4条の大規模堀切（内、’つは二重堀）が刻まれ、これら

の堀切によって仕切られた4つの郭から成っている。

さらに、本体尾根筋の南端部で、東西二段に分かれた岩場の派生尾根と、その間に挟まれた

迫地をも積極的に縄張りに取り入れる事により、山田城跡を大規模山城に仕上げている。派生

尾根の長さは東側が90m，西側が70mで、迫地は70mを測る。加えて東尾根の南東下には長さ

25mの張り出し尾根があり、この地からも建築杜や堀切等の遺構が検出されている。

城跡地は本体尾根筋と派生尾根を軸とし、これらに種々の人手が加えられているが、本体の

山もまさに天然の要害で、急峻な山の斜面は周辺を圧する。

城主の館跡地は今日、不明であるが、現況から推察し得るに、高寺院の敷地及び大王神社の

敷地あたりが、比定地として挙げられよう。
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第4節文献史学からのアプローチ

山田城跡の所在する山田村が、歴史に登場するのは建久二年（1191）五月三日良峯師高所領

譲状案である。これによると山田村は永吉庄に含まれ「師高希代相伝之私領」であった事がわ

かる。永吉庄は平家逆乱のとき、右大将家（源頼朝）から一旦勘気を蒙り没収されたが、文治

三年（1187）六月十六日には所領安堵の御下文が下され、「球磨御領」と記されている。

また建久八年（1197）八月日肥後園球磨郡図田帳断簡には「鎌倉殿御領五百丁預所因幡大

夫判官（大江広元)、永吉三百丁地頭良峯師高子息字平紀平次」と見え、球磨御領＝鎌倉

殿御領の成立を知ることができる。

永吉庄地頭は平河氏であり、『平河文書jや先祖書によると惣領は「平河」姓を名乗り、一

族の分立を見ている。その中で平河師高の兄（山田次郎東高）を山田村地頭と伝える記述があ

るが、確証はない。ただ山田村には、山田次郎東高を祭神とする大王社が存在しており、まっ

たく根拠のないことではあるまい。

この頃の地頭館は、おそらく旧大王社跡の辻・味園あたりと思われる。この地は西川内川と

東浦川の合流点で、古来から交通の要所であった。周辺の水田には、「前田」「門田」などの地

名が残っており、地頭直轄地としての門田が推測される。さらに、平安末期の毘沙門天立像を

安置する高寺院などが周辺にある。

山田村が、前述の山田次郎東高の子孫あるいは平河氏惣領によって支配されたか否かは不明

であるが、永吉庄全般から見た場合、

①建武五年（1338）八月日の相良定頼申状案に、山田村は「少府御領」と見える。

②康永四年（1344）十一月日の税所宗円申状案に、永吉庄の御代官は「新御領平六入道宗昌」

とある。

③延文二年（1357）十二月十八日以降、作成された相良定頼併一族等所領注文に、相良定頼

分として「肥後園球磨郡永吉庄半分百七五町、平河左近充（少弐）頼尚跡」と見える。

以上の事から、山田村もこの中に含まれており、平河左近充は平河一族の惣領であった可能

性が強い。ただ、平河氏の所職が、地頭もしくは頼尚代官であったかは定かでないが、いずれ

にしても平河氏は、南北朝の内乱まで永吉庄の支配権を有しており、相良定頼分の中に山田村

が含まれていた可能'性は十分にある。

南北朝の内乱の中で、山田城は下相良氏が早くから守る所であったと思われる。この事は①

の相良定頼申状案の中で、定頼が少勢ながら親類若党を二手に分け、山田城に楯篭らせ防戦し

ていると記きれている事から明らかである。

山田城の築城時期と築城者は不明であるが、築城時期は多良木の上相良氏と人吉の下相良氏

が対立を深めた建武二・三年頃と思われる。また山田城は北朝方の本拠地として下相良氏の守
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る所であったが、その後、下相良氏一族の相良縫殿充祐長力輔反し、太宰少弐頼尚領山田城を

奪取し楯篭る事件が起きた。これに対して頼尚の甥、筑後彦次郎経尚は下相良一族（相良孫次

郎定長、税所八郎景宗、税所新兵衛入道宗円など）に軍勢催促状を出し、興国元年（1340）八

月十日に山田城を攻め、二十日まで合戦を行っている。

この合戦で祐長方の親類若党が打死にしたり、庇を蒙ったことと、兵糧難儀のため上相良氏

の一所城に引退したため、下相良氏方の勝利に終わった。下相良一族の軍忠状によれば山田城

に押し寄せたのは九日で、祐長は十九日夜に追落したとされる。

筑後彦次郎経尚は「山田城落人相良縫殿充祐長巳下凶徒」に対して、追捕の奉書を下相良一

族に出している。また少弐頼尚は相良定長・相良八郎の功を褒し､上相良経頼の再出に備え｢永

吉庄木枝山田巳下所々城郭警固」とあるように山田城の警固を下相良氏に命じている。

しかし合戦の舞台はその後、上球磨に移り、結果として「山田城」が歴史上から姿を消すこ

とになる。

山田城について『相良家文書』などから整理すれば、

①山田城は、建武三年（1336）に、下相良氏の守る所であった。

②興国元年（1340）三年廿三日、下相良一族の相良縫殿充祐長が離反し、山田城を奪取し、

立て篭もった。

③興国元年（1340）八月十日、筑後彦次郎経尚・下相良一族は山田城に押し寄せ、廿日ま

で合戦が行われた。結果として祐長方は兵糧難儀のため十九日夜に追落して、下相良氏

が勝利を治めた。

④暦応三年（1340）十二月十日、太宰少弐頼尚は所領永吉木枝山田などの城郭警固を、下

相良一族（相良定長・相良八郎宛）に命じた。

以上のことから、山田城と下相良氏との関係が窺い知れるが、永吉庄地頭平河氏とを結びつ

ける史料は見出せない。これは南北朝期において平河氏の山田村からの後退を意味するもので

あろう。

かかる意味から球磨郡の南北朝内乱の中で、山田城は下球磨における武家方（北朝）の最拠

点の一つと考えられ、村山城・原田城などともに、下相良氏によって築城されたのであろう。

第5節まとめ

山田城跡は、本体尾根筋が路線外で、今日、未発掘である。したがって、ここでいう調査結

果とは、道路建設予定地の派生尾根（二股尾根）と間の迫地に限ったものである。

しかし、結果として城跡の本体部分を発掘したのと同程度の成果をあげる事が出来た。

①山田城跡は出土遺物から14世紀（南北朝時代）の山城と推察される。15世紀（戦国時代）

以降の遺物がまったく出土していないので、城の存続期間を14世紀の南北朝時代に限定してよ
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い。

②迫地から南北朝時代の文化層（1枚）と2枚の整地層が検出されたが、出土遺物からは、

層間の微細な時代差は見出せなかった。

③『相良家文書』によれば、山田城の初見は建武3年（1336）で、北朝方の下相良氏の守る

所であり、興国元年（1340）の8月には城で合戦が行われている。

暦応3年（1340）12月10日、大宰小弐頼尚は山田城などの警固を下相良一族に命じ、これ以

後、山田城は文献上から姿を消す事になる。

④山田城跡は、発掘調査の所見と文書記録が一致する極めて重要な南北朝時代の山城である。

第6節山田城跡調査の問題点

①今回、尾根や迫地から検出されて、復元を試みた建築杜は、いかにも小規模で復元に疑問

視する向きもあろうかと思われる。

現地で指導を受けた大三輪龍彦鶴見大学教授からは､｢城は非常時のキャンプ地であるが故に、

おおよそ、建物も臨時的な造りで形状は方形に限らず、台形などの不定形なものも想定してよ

い｡」との御指摘を受けたが、今回の場合、そこまで踏み切れず、一応、方形復元を前提とした。

特に今回、凝灰岩の岩場から多数の確たる柱穴が検出されており、これを基点に現地で試行

錯誤を繰り返し、最終的なプランを報告書に掲載した。

これまで他の城跡地からも、意味不明とされる小柱穴が数多く検出されている事もあり、山

田城跡の事例を含めて建築杜復元の試みは、今後の研究課題である。

②山田城跡の縄張り力浦北朝時代特有のものであるか否かは、今後、城跡の縄張りによる編

年を考える上で極めて重要である。

③隣接地の高城跡（15Cから16C初頭の城）と同様に、山田城跡からも染付が1片たりとも

出土しないのを、どう見るか。染付文化圏の欠落は大きな疑問点である。

④文献上からは、南北朝内乱の中で永吉庄地頭、平河氏の動向・消息が不明である。

さらに、山田城跡が内乱の初頭に登場し、中期以降まったく所見しなくなったのは、下相良

氏の優勢で、中・上球磨に目が向けられたためであろうか。
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京
二
注
進
申
候
て
、
は
か
ら
ひ
候
へ
く
候
、

降
参
の
法
に
て
候
之
間
、
本
領
常
御
代
の
恩
賞
の
地
な
と
ハ
、
可
返
付
候
、
こ

五
九
、
今
川
了
俊
書
状
案

○
九
州
史
料
叢
書

「
禰
寝
文
書
」
三
）
所
収
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衆
儀
調
可
然
以
時
分
各
可
致
其
沙
汰
候
、
一
撲
衆
中
お
懸
楚
忽
沙
汰
候
時
者
、

一
向
不
可
有
合
力
之
儀
候
、
如
此
申
定
候
、
公
方
訴
訟
事
を
も
以
理
運
之
儀
、

一
同
仁
可
歎
申
候
、
若
此
篠
ご
令
這
鍵
候
者
、

日
本
国
中
大
小
神
紙
、
殊
者
、
天
照
大
神
宮
、
八
幡
大
菩
薩
、
富
国
鎮
守
霧
嶋
権

現
御
罰
お
各
可
罷
蒙
候
、
価
契
状
如
件
、

永
和
三
年
十
月
廿
八
日

久
米
代大

善
亮
篤
頼
在
判

水
俣

蔵
人
大
夫
武
宗
ｊ

相
良

参
川
擢
守
右
頼
ｌ

平
川

兵
庫
允
師
門
ｌ

牛
尿
鳥
越隼

人
佐
義
元
ｌ

牛
尿
青
木沙

禰
元
生
ｌ

奥
野
代源

助
景
ｌ

牛
尿
牛
野備

前
守
元
英
ｌ

牧

園
書
助
重
親
ｌ

和
泉
朝
岳刑

ァ
丞
保
種
ｌ

佐
敷
代備

前
擢
守
園
頴
ｌ

曾
木

大
和
守
元
義
－
ｊ

和
泉
知
色

左
衛
門
尉
兼
光
ｌ

田
浦

因
幡
守
国
家
１

相
良

近
江
守
前
頼
ｌ

牛
尿
太
田沙

禰
元
清
Ｉ

牛大大礎久津税伊口和和和湯岡梅平中肥肝恒対須賜
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｛
今
川
涌
範
）

先
日
兵
ア
大
輔
下
向
之
時
申
候
虚
、
御
請
文
六
月
二
日
到
来
候
了
、
殊
二
目
出
候
、

就
其
重
委
細
兵
ア
大
輔
方
二
申
遣
候
、
定
可
申
候
哉
、
其
間
事
一
向
愚
申
候
、
殊

更
大
隅
・
薩
摩
圃
事
、
愚
身
可
拝
領
上
者
、
別
而
御
志
候
者
、
蝿
之
悦
入
候
、
特

（
マ
、
）

又
此
方
鉢
、
同
兵
了
大
輔
方
二
申
遣
候
、
可
被
聞
食
候
哉
、
玖
摩
事
一
落
居
候
者
、

定
面
ご
篇
合
力
可
罷
出
候
哉
、
毎
事
可
有
御
談
合
候
、
恐
ミ
謹
言
、

（
描
裏
切
封
）

「
１
１
」

（
今
川
満
範
）

先
日
兵
ア
大
輔
下
向
之
時
御
請
文
、
今
月
二
日
到
来
、
目
出
候
、
就
其
重
兵
了
大

輔
方
二
委
申
遣
候
、
定
可
申
候
や
、
其
方
事
一
向
畷
存
候
、
殊
更
大
隅
・
薩
庁
事
、

愚
身
可
拝
領
上
者
、
別
而
御
志
候
ハ
喜
入
候
、
御
下
文
近
日
定
可
到
来
候
、
早
ｚ

（
肥
後
）

可
入
見
参
候
、
将
又
玖
ｒ
合
戦
一
途
候
者
、
定
大
将
も
面
ご
御
同
心
二
国
中
可
打

出
候
歌
、
毎
事
可
有
御
談
合
候
、
恐
之
謹
言
、

（
水
和
二
年
）七

月
五
日
了
俊
（
花
押
）

（
重
撒
）

礎
谷
清
敷
庸
五
郎
殿

（
水
和
二
年
力
）

六
月
七
日

（
久
清
）

謹
上
禰
殿
殿

｛
水
和
二
年
）

（
今
川
）

七
月
三
日

了
俊
（
花
押
）

（
久
清
）

禰
寝
右
馬
助
殿

五
五
、
今
川
了
俊
（
貞
世
）
書
歌

五
六
、
今
川
了
俊
（
貞
世
）
書
歌
○
『
入
来
文
書
』
所
収

沙
禰
尭
豊
（
花
押
）

○
九
州
史
料
叢
書

「
禰
寝
文
書
」
（
三
）
所
収

五
七
、
今
川
満
範
害
歌
ｐ
伽
馴
畑
訓
淵
噌
一
）
所
収

「
肝
付
殿
満
範
」

「
１
Ｊ

昨
日
自
其
大
方
憧
便
宜
之
由
承
候
間
、
探
題
よ
り
の
内
書
、
同
事
之
不
審
委
細
申

（
相
良
）
（
日
向
｝

候
了
、
前
頼
既
員
幸
ま
て
罷
着
了
、
其
方
様
之
事
、
同
者
一
撲
之
軍
勢
悉
不
打
寄

候
以
前
に
、
一
途
御
方
便
候
者
、
公
私
可
目
出
候
、
篠
冒
此
仁
に
申
含
候
、
定
申

候
哉
、
恐
ご
謹
言

（
水
和
二
年
）

（
今
川
）

七
月
廿
八
日
満
範
（
花
押
）

（
兼
氏
）

肝
付
殿

（
嫡
裏
香
）

「
一
摸
契
約
状
神
水
案
文
」

一
摸
契
約
候
之
」

右
天
下
同
事
者
、
篇
将
軍
家
御
方
、
一
味
同
心
可
致
忠
節
候

一
嶋
津
伊
久
・
氏
久
事
、
降
参
治
定
上
者
、
向
後
彼
退
治
事
者
、
重
公
方
御
意
お

請
可
廻
毒
策
候
、
雌
然
彼
雨
人
乍
お
御
方
候
、
此
一
撲
人
ｚ
知
行
分
に
競
望
お

成
、
及
合
戦
候
時
者
、
公
方
御
意
を
も
不
相
待
、
其
在
所
に
馳
寄
可
致
防
戦
候
、

一
於
此
契
約
衆
中
、
所
領
相
論
以
下
煩
敷
事
、
出
来
候
日
者
、
各
加
談
合
仰
上
裁
、

以
多
分
之
儀
、
任
理
運
、
可
致
口
入
候
、
被
背
其
儀
候
人
者
、
被
破
此
一
撲
可

（
隔
力
）

相
富
候
之
間
、
不
可
有
閣
心
之
儀
候
、

一
或
者
本
領
再
住
、
或
者
就
恩
地
に
入
了
事
、
公
方
御
意
お
請
、
能
ご
加
談
合
、

五
八
、
一
撲
契
状
神
水
案
文

○
九
州
史
料
叢
書

「
禰
寝
文
書
」
三
）
所
収
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去
月
下
旬
之
由
、
御
陣
二
御
座
候
由
を
存
候
て
、
捧
愚
札
候
虚
、
既
依
御
錦
、
使

者
加
治
木
殿
之
御
方
二
進
置
候
き
、
可
進
之
由
御
返
事
二
達
候
間
、
今
者
定
参
着

（
今
川
了
俊
）

候
哉
、
其
時
此
遥
之
不
審
ホ
令
申
候
間
、
不
能
重
言
候
、
抑
去
月
之
比
探
題
へ

進
候
飛
脚
、
今
日
五
日
二
到
来
候
、
随
而
身
二
宛
て
御
内
書
給
候
、
此
文
章
者
面

其
後
連
之
可
令
申
由
乍
存
候
、
路
次
不
諏
候
之
間
、
無
其
儀
候
、
背
本
意
候
、
抑

（
薦
範
）

三
ヶ
園
御
事
共
、
多
分
御
方
御
志
之
由
、
依
被
聞
食
候
歎
、
馬
大
将
今
河
兵
ア
大

輔
殿
御
下
候
、
価
一
昨
日
二
営
所
二
先
御
下
着
候
キ
、
就
其
候
て
、
被
遣
使
者
候
、

（
今
川
了
俊
）

今
時
節
就
子
公
私
可
然
様
御
計
候
者
、
可
目
出
候
、
探
題
一
事
以
上
其
圃
ニ
ハ
た

の
ミ
存
候
よ
し
を
被
申
候
て
候
、
西
方
事
者
、
委
細
此
御
使
者
被
申
候
欺
、
兼
又

此
境
之
事
、
此
間
者
無
指
事
候
、
彼
方
之
鉢
何
様
二
候
哉
、
承
度
候
、
尚
と
一
途

思
食
立
候
者
、
篇
公
私
可
篤
大
慶
候
、
恐
之
謹
言
、

（
水
和
二
年
）

（
相
良
）

六
月
四
日

近
江
守
前
頼
（
花
押
）

（
久
清
）

謹
上
禰
寝
殿

ｚ
御
中
被
進
候
状
案
文
進
候
、
随
御
左
右
正
文
を
（
可
進
候
、
子
細
承
候
ハ
、
頼

存
、
候
、
恐
之
謹
言

（
朱
書
）

（
水
和
二
年
）

「
今
川
兵
部
大
輔
事
力
」

六
月
二
日

満
範

｛
久
氏
）

伊
集
院
殿

（
朱
書
）

「
正
文
荘
家
蔵
」

五
三
、
野
漫
盛
久
書
歌
寓

五
二
、
相
良
前
頼
書
歌

○
九
州
史
料
叢
書

「
禰
寝
文
書
」
（
一
）
所
収

○
九
州
史
料
叢
書

「
禰
寝
文
書
」
三
）
所
収

此
間
者
、
依
路
次
難
儀
、
不
申
通
候
篠
、
背
本
意
候
、
兼
又
去
二
日
、
大
蒋
今
河

兵
部
少
輔
殿
、
求
摩
に
御
着
候
、
価
彼
御
使
大
合
良
勘
解
由
左
衛
門
尉
殿
、
去
五

日
此
堺
二
被
越
候
、
御
教
書
井
大
蒋
御
状
被
進
候
、
依
此
御
左
右
、
御
陣
へ
可
有

御
注
進
候
、
尚
ご
御
返
事
兼
給
候
者
可
然
候
、
恐
ご
謹
言
、

ご
様
可
懸
御
目
歎
と
存
候
間
、
案
文
を
進
候
、
宜
可
寄
御
了
見
候
歎
、
兼
又
先
札

二
副
進
候
し
御
内
書
、
定
御
披
見
候
哉
、
無
相
遣
御
請
文
候
者
、
給
候
て
近
日
管

領
へ
進
飛
脚
候
、
可
付
進
候
、
不
然
候
者
委
細
御
返
事
二
示
承
候
て
、
可
令
注
進

（
今
川
涌
範
）

候
、
蒋
又
大
将
者
去
二
日
二
、
求
摩
に
御
着
陣
候
、
自
是
使
者
そ
れ
ま
て
御
共
申

（
マ
、
）

（
相
良
）

候
了
、
御
名
字
者
今
河
新
野
殿
と
申
候
由
承
候
、
依
大
蒋
御
下
向
、
近
日
前
頼
庄

内
へ
御
共
申
候
て
、
可
打
出
由
申
遣
候
、
篤
御
不
審
令
申
候
、
次
二
求
摩
之
上
郡

之
人
ご
陣
を
も
ち
か
ね
候
て
、
既
は
つ
す
へ
き
由
承
候
、
小
田
者
我
城
二
罷
錦
候

て
城
誘
仕
候
由
承
候
、
求
摩
上
郡
人
這
自
兼
日
大
将
御
下
向
候
者
、
陣
を
は
つ
す

へ
き
由
、
申
候
け
る
と
承
候
、
今
ハ
、
や
前
頼
之
案
二
入
候
ぬ
と
候
、
尚
ご
大
絡

御
下
向
之
刻
能
様
二
御
計
も
候
者
、
公
私
可
目
出
候
、
如
比
之
事
ボ
様
ミ
其
憧
多

ｚ
候
へ
共
、
自
公
方
貴
方
様
面
Ｚ
同
心
之
御
妾
、
此
旨
を
申
候
て
、
其
さ
右
を
注

進
申
せ
と
、
被
仰
下
候
間
、
不
顧
憧
令
申
候
、
又
西
方
之
不
審
者
定
被
聞
食
及
候

哉
、
御
方
御
勝
利
由
承
候
間
、
目
出
度
候
、
心
事
難
蓋
愚
状
候
間
令
省
略
候
、
恐

之
謹
言
、

（
水
和
二
年
）

（
野
遥
）

六
月
五
日

薩
摩
守
盛
久
（
花
押
影
）

（
久
清
）

謹
上
禰
寝
殿

五
四
、
沙
禰
尭
費
井
書
歌

○
九
州
史
料
叢
書

「
禰
寝
文
書
」
三
）
所
収
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な
り
、し

ょ
せ
ん
一
そ
く
の
わ
つ
ら
ひ
に
な
り
候
ハ
ん
す
る
と
も
か
ら
に
お
い
て
は
、

親
子
兄
弟
を
い
は
ず
、
な
か
を
た
か
ふ
へ
く
候
、

二
そ
く
の
な
か
に
、
ふ
り
よ
の
く
わ
う
せ
つ
い
て
き
た
り
候
時
ハ
、
志
ん
し
や

く
の
儀
な
く
、
あ
ひ
た
か
ひ
に
申
ひ
ら
く
へ
く
候
、

一
庄
内
に
お
い
て
、
所
務
以
下
の
さ
う
ろ
ん
に
お
よ
ふ
事
候
時
ハ
、
一
そ
く
お
の

／
、
申
た
ん
し
候
て
、
り
う
ん
に
ま
う
せ
て
さ
い
そ
く
申
へ
く
候
、
か
や
う
に

（
峰
小
）

（
向
後
）

て
う
ノ
ー
、
申
さ
た
め
候
う
へ
は
、
き
や
う
こ
う
い
よ
ノ
ー
、
一
味
同
心
の
お
も
ひ

な
か
と
ミ
と
の

八
ま
ん
大
ほ
さ
つ
の
御
は
つ
を
ま
か
り
か
う
ふ
る
へ
く
候
、
価
契
状
如
件
、

（
相
良
）

藤
原
氏
頼
（
花
押
）

正
平
廿
三
年
八
月
五
日
《
棚
良
）

近
江
守
前
頼
（
花
押
）

平
河
三
郎
左
衛
門
尉
師
頼
申
軍
忠
事

（
相
良
）

右
、
鎮
西
御
下
向
最
前
二
惣
領
近
江
守
前
頼
同
心
致
忠
節
之
段
、
度
ぞ
彼
仁
言
上

（
菊
池
郡
）
弓
、
）

畢
、
就
中
去
八
月
十
二
日
馳
参
肥
後
園
水
嶋
御
陣
、
於
菊
池
近
陣
目
野
獄
以
下
所

て
う
ノ
ー
、
申
さ
た
め
候
う
へ
は
、
き
や
う
こ
う
い
よ
‐

を
な
す
へ
く
候
、
も
し
こ
の
て
う
ノ
ー
、
億
申
候
は
魁
、

今
可
正
平
二
十
三
年
賊
一
結
所
衆

四
八
、
大
王
神
殿
裏
自
然
石
銘
文
○
山
江
村
山
田
、
大
王
社
神
殿
裏

四
九
、
平
河
師
頼
軍
忠
歌

○
『
熊
本
騨
史
料
』
中
世
篇
（
三
）

「
永
池
文
書
」
一
号

（
マ
、
）

之
抽
忠
節
、
水
嶋
御
陣
御
開
之
時
、
篤
御
諸
勢
致
散
ご
合
戦
之
段
御
見
知
畢
、
次

於
肥
前
園
所
で
御
陣
、
致
宿
直
、
自
横
大
路
小
城
御
移
之
時
、
是
又
於
後
陣
致
合

戦
、
至
子
営
所
塚
崎
在
陣
仕
之
条
、
篇
御
前
上
者
、
早
賜
御
讃
判
、
篤
備
向
後

亀
鏡
、
言
上
如
件
、

永
和
元
年
十
月
十
六
日

（
今
川
了
俊
）

「
承
了
（
花
押
）
」

三
ケ
国
人
ｚ
、
多
分
於
御
方
御
志
候
之
由
、
度
Ｚ
依
承
候
、
罷
下
可
申
談
之
由
、

被
仰
候
間
、
今
日
二
日
球
摩
郡
人
吉
二
下
着
候
了
、
就
其
一
向
綴
存
候
、
一
途
急

速
御
張
行
候
者
、
可
目
出
候
、
依
御
返
事
合
戦
次
第
、
重
可
申
談
候
、
兼
又
面
ご

御
中
被
進
候
状
案
文
進
候
、
随
御
左
右
正
文
を
ハ
可
進
候
、
委
細
使
者
可
申
候
、

恐
之
謹
言
、

（
水
和
二
年
）

（
今
川
）

六
月
二
日

満
範
（
花
押
）

（
久
清
）

禰
寝
右
馬
助
殿

（
朱
替
）

『
藤
野
氏
文
書
』

三
ケ
国
人
Ｚ
多
分
於
御
方
御
志
候
之
由
、
度
ｚ
依
被
承
候
、
罷
下
可
申
談
之
由
被

（
朱
替
）

仰
候
ロ
今
旦
一
日
、
恥
離
職
蜂
輔
聯
謹
了
、
就
其
一
向
綴
存
候
、
一
途
急

速
御
張
行
候
ハ
、
可
目
出
候
、
依
御
返
事
合
戦
之
次
第
、
重
可
申
談
候
、
兼
又
面

五
○
、
今
川
満
範
書
献

○
『
鹿
児
島
県
史
料
』

五
一
、
今
川
満
範
書
歌
「
薩
藩
旧
記
雑
録
前
編
」
二
所
収

○
九
州
史
料
叢
書

「
禰
寝
文
書
」
三
）
所
収
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山
田
左
衛
門
次
郎
分

一
所
肥
後
園
八
王
寺
庄
内
大
崎
太
郎
跡
田
地
参
拾
町
同
国
六
箇
庄
内
幅
富
上
野

彦
三
郎
入
道
跡
田
地
五
町
同
国
上
嶋
彦
八
跡
田
地
五
町
同
国
鹿
子
木
東
庄

内
弘
生
又
三
郎
跡
亀
井
田
地
五
町
筑
前
園
長
淵
庄
内
秋
山
源
八
跡
田
地
五

町

一
所
同
園
江
田
村
田
地
試
拾
町
伽
湘
太

平
河
小
三
郎
分

一
所
日
向
圃
三
俣
院
南
方
内
田
地
拾
五
町

一
所
肥
後
園
隈
庄
内
有
安
名
田
地
伍
町
佐
伯
六
郎
左
衛
門
尉
跡

一
所
肥
前
園
佐
賀
郡
内
田
地
伍
町
恢
椛
脱
洲
同
郡
田
地
伍
町
峨
脈
庸
同
園
大
田
庄

内
田
地
伍
町
僻
瓢
洲
員

一
所
筑
前
園
穂
波
郡
内
大
豆
田
村
地
試
拾
伍
町
蹴
幡
献
順
跡
同
郡
内
河
津
村
田
地

試
拾
伍
町
揃
雛
鵬
郎

（
湯
）温

浦
四
郎
次
郎
分

一
所
肥
後
園
葦
北
庄
内
湯
浦
田
地
試
拾
町

一
所
日
向
園
嶋
津
庄
北
郷
内
田
地
試
拾
町
同
国
員
幸
院
西
郷
内
田
地
深
拾
五
町

一
所
同
国
球
磨
郡
永
里
村
同
跡

牧
伯
菩
左
衛
門
四
郎
分

一
所
同
国
球
磨
郡
久
米
郷
西
方
下
村
田
地
拾
町
舵
棚
兵
庫

一
所
日
向
園
三
俣
院
南
方
内
田
地
散
拾
深
町
肥
後
圃
高
橋
郷
内
早
瀬
小
中
嶋
田

地
参
町

野
口
平
次
入
道
分

蔚
藤
十
郎
分

契
状

（
定
棚
）

（
疎
義
）

右
、
お
や
に
て
候
も
の
、
時
も
、
一
そ
く
た
ち
に
む
け
た
て
ま
つ
り
候
て
、
そ
き

を
存
せ
ら
れ
ず
候
し
程
二
、
め
ん
／
、
御
志
よ
そ
ん
も
と
う
へ
ん
よ
候
き
、
前
頼

又
そ
の
む
ね
を
存
へ
く
候
あ
い
た
、
け
い
状
ま
て
も
あ
る
ま
し
く
候
へ
と
も
、
い

ま
の
世
上
の
て
い
、
昨
日
に
け
ふ
ハ
か
は
る
さ
ほ
う
に
候
、
庄
内
に
お
い
て
も
、

ふ
り
よ
の
た
く
み
を
な
す
仁
も
あ
る
へ
く
候
あ
い
た
、
如
此
か
た
く
申
さ
た
め
候

「
罵
在
椛
山
源
三
郎
久
清
」

（
菊
池
）

武
光
以
下
凶
徒
退
治
事
、
一
族
相
共
二
、
自
肥
後
園
球
麻
郡
、
令
溌
向
菊
池
陣
、

可
致
忠
節
之
状
如
件
、

（
朱
瞥
）
（
朱
啓
）

「
南
朝
正
平
十
六
年
」
「
辛
丑
」
「
斯
波
氏
経
」

康
安
元
年
十
月
十
六
日

左
京
太
夫
判

（
朱
書
）
「
資
久
」

嶋
津
三
郎
右
衛
門
尉
殿

「
此
書
、
樺
山
家
元
租
資
久
譜
中
二
在
り
」

税
所
孫
兵
衛
尉
分

一
所
同
国
三
俣
院
南
方
内
田
地
拾
五
町

稗
田
了
仙
房
分

一
所
同
国
員
幸
院
西
郷
吉
田
村
田
地
拾
町
鵬
剛
剛
野
可

右
、
任
正
文
之
旨
、
注
文
注
進
如
件

四
七
、
相
良
前
頼
同
氏
頼
連
署
契
歌

四
六
、
斯
波
氏
経
軍
勢
催
促
歌

○
『
鹿
児
島
県
史
料
』

「
薩
藩
旧
記
雑
録
前
編
」
三
）
所
収

○
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
五

「
相
良
家
文
書
」
（
二
一
七
○
号
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所

（
定
報
）

相
良
遠
江
守
分

（
平
一

肥
後
園
球
磨
郡
永
吉
庄
半
分
砺
眺
計
五
訓
百
即
河
鮎
鮒
倣

日
向
園
嶋
津
庄
北
郷
謂
献
計
町
加
弁
分
定
上
杉
左
馬
助
殿
跡

肥
後
園
球
磨
郡
人
吉
庄
北
方
半
分
田
敷
土
貫
同
前

日
向
圃
員
幸
院
内
田
地
深
拾
五
町
百
五
十
石
上
杉
左
馬
助
殿
跡

肥
後
園
球
磨
郡
久
米
郷
西
方
上
村
順
什
砿
町
三
池
兵
庫
助
妻
女
跡

日
向
圃
飲
肥
北
郷
弁
分
同
圃
嶋
津
庄
北
郷
弁
分

同
六
郎
分
今
者
出
家

肥
後
園
球
磨
郡
久
米
郷
西
方
下
村
田
地
拾
町
三
十
石
三
池
兵
庫
助
跡

日
向
園
三
俣
院
内
南
方
田
地
騨
拾
町

同
孫
次
郎
分

肥
後
園
球
磨
郡
久
米
郷
西
方
下
村
内
田
地
拾
五
町
三
池
兵
庫
助
跡

日
向
圃
三
俣
院
南
方
内
田
地
騨
拾
町

同
孫
四
郎
分
今
者
出
家

肥
後
園
球
磨
郡
久
米
郷
西
方
下
村
内
田
地
拾
町
同
跡

日
向
園
北
郷
南
方
内
田
地
拾
五
町
上
杉
香
松
丸
跡
除
先
給

同
国
三
俣
院
南
方
内
田
地
試
拾
町

同
左
京
亮
分

日
向
園
三
俣
院
南
方
内
田
地
伍
拾
町

同
彦
三
郎
分

同
国
同
院
田
地
参
拾
町

同
彦
四
郎
分

同
圃
同
院
田
地
拾
五
町

同
一
族
等
討
死
分

同
式
部
丞
跡

一
所
肥
後
国
球
磨
郡
久
米
郷
東
方
橘
遠
江
入
道
跡
田
地
威
拾
町

一
所
日
向
園
三
俣
院
南
方
内
田
地
参
拾
町

同
木
公
左
衛
門
尉
跡

一
所
肥
後
圏
球
磨
郡
久
米
郷
東
方
橘
遠
江
入
道
跡
田
地
試
拾
五
町

一
所
日
向
園
財
部
郷
田
地
試
拾
五
町

同
中
務
丞
跡

一
所
肥
後
園
球
磨
郡
久
米
郷
東
方
橘
遠
江
入
道
跡
田
地
拾
五
町

一
所
日
向
園
三
俣
院
南
方
内
田
地
散
拾
五
町

同
新
三
郎
跡

一
所
肥
後
園
球
磨
郡
久
米
郷
東
方
橘
遠
江
入
道
跡
田
地
拾
五
町

一
所
日
向
園
財
部
郷
田
地
拾
五
町

須
恵
彦
四
郎
跡

一
所
肥
後
園
球
磨
郡
須
恵
庄
三
分
萱
田
地
露
拾
五
町

平
河
又
三
郎
分

一
所
日
向
圃
員
幸
院
引
田
散
拾
町
頼
尚
跡

一
所
同
国
三
俣
院
南
方
内
田
地
伍
拾
町

木
野
太
郎
左
衛
門
尉
分
今
者
出
家

一
所
肥
後
園
球
磨
郡
久
米
郷
西
方
下
村
田
地
拾
町
三
池
兵
庫
助
跡

一
所
日
向
画
三
俣
院
南
方
内
田
地
拾
五
町

岡
本
又
次
郎
分

一
所
肥
後
園
合
志
郡
内
高
永
田
地
拾
五
町
嚇
腿
鵬
賊
子
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（
朱
宵
）

『
氏
久
公
御
譜
中
』

「
写
有
之
」

「
朱
カ
キ
」

「
愛
甲
関
屋
雨
人
御
脚
力
持
上
、
大
隅
殿
御
注
進
」

畠
山
修
理
亮
直
顛
以
下
、
篤
佐
殿
方
乱
入
大
隅
園
之
段
井
圃
不
審
事
、
先
日
度
Ｚ

言
上
仕
候
詑
、
髪
球
琉
郡
凶
徒
錨
鯛
木
以
下
輩
、
引
合
肥
後
園
凶
徒
等
、
封
子
一

（
直
顔
）

色
少
輔
孫
三
郎
殿
、
致
合
戦
候
之
間
、
篇
合
力
馳
参
候
之
刻
、
畠
山
匠
作
得
此
折
、

可
寄
来
営
城
東
福
寺
井
隅
州
下
大
隅
城
・
員
幸
院
之
由
、
自
方
で
依
告
申
、
致
用

意
最
中
候
、
合
戦
之
後
重
可
令
言
上
、
以
此
旨
、
可
有
御
披
露
候
、
恐
憧
謹
言
、

之
間
、
致
散
Ｒ
合
戦
、
追
錦
御
敵
、
令
警
固
榊
獄
要
害
、
同
十
一
月
十
二
日
椿
忠

隈
御
合
戦
之
時
、
被
庇
姑
眼
甲
、
同
廿
四
日
宰
府
合
戦
之
時
、
自
峯
薬
師
堂
追
篭

浦
城
之
刻
、
於
竹
曲
御
目
前
姑
助
手
其
後
浦
城
連
日
致
合
戦
忠
節
畢
、
蒋
又
今
年

正
月
廿
二
日
合
戦
之
時
、
抽
戦
功
、
同
二
月
二
日
菊
池
後
攻
合
戦
之
時
、
致
忠
勤

畢
、
然
早
預
御
誼
判
、
馬
備
後
代
亀
鏡
、
粗
言
上
如
件
、

文
和
二
年
二
月
日

「
承
了
（
花
押
）
」

「
当
正
平
九
年
」
「
甲
午
」

文
和
三
年
九
月
十
八
日

進
上
御
奉
行
所

（
朱
書
）

四
四
、
島
津
師
久
軍
忠
歌

四
三
、
島
津
氏
久
軍
忠
欣

○
『
鹿
児
島
県
史
料
』

「
薩
藩
旧
雑
録
前
編
」
（
一
）
所
収

○
『
鹿
児
島
県
史
料
』

「
薩
藩
旧
記
雑
録
前
編
」
（
二
所
収

左
衛
門
尉
氏
久
上

（
掴
裏
寄
）

「
一
色
殿
御
下
文
目
録
」

相
良
遠
江
守
定
頼
同
庶
口
等
篤
一
色
殿
御
配
分
令
拝
領
所
領
等
注
文

（
長
氏
）

相
良
六
郎
三
郎
入
道
分
綻
糊
脱
釧
爽
此
所
者
本
領
内
之
、
而
先
代
之
時
被
牧
公

営
御
代
申
賜
畢
、

一
所
肥
後
園
球
磨
郡
人
吉
庄
北
方
半
分
筋
計
町
剛
所
者
Ⅱ
唯
測
洲
側
剛
配
分
状
之

「
載
干
南
山
巡
狩
録
追
加
」

薩
摩
園
凶
徒
和
泉
庄
名
主
知
色
彦
三
郎
入
道
行
豊
之
城
廓
於
追
落
、
入
替
御
方
軍

勢
、
於
彼
城
踏
之
候
段
、
以
去
六
月
十
三
日
、
令
注
進
言
上
候
詑
、
定
令
参
着
候

哉
、
価
賊
徒
等
寄
来
営
所
之
城
之
由
、
承
及
候
之
間
、
去
月
廿
二
日
師
久
騒
越
、

令
在
城
候
、
蒋
又
、
富
庄
合
戦
之
時
分
、
同
圃
宮
方
凶
徒
等
、
以
之
外
蜂
起
之
間
、

舎
弟
三
郎
左
衛
門
尉
害
、
鹿
児
島
郡
東
福
寺
城
向
合
彼
御
敵
等
、
致
忠
節
候
、
且

（
マ
、
）

（
郷
震
別
）

委
細
之
旨
、
氏
久
令
言
上
候
詑
、
差
肥
後
圃
救
摩
郡
凶
徒
須
恵
・
多
良
木
仁
、
同

国
凶
徒
菊
池
・
内
河
以
下
致
合
力
、
一
色
少
輔
孫
三
郎
殿
、
所
被
楯
篭
城
潮
寄
来
、

合
戦
最
中
之
由
申
候
之
間
、
薩
州
凶
徒
蜂
起
錐
難
時
分
候
、
先
差
進
軍
勢
候
詑
、

合
戦
之
次
第
、
定
孫
三
郎
殿
可
有
注
進
候
哉
、
以
此
旨
、
可
有
御
披
露
候
、
恐
憧

謹
言
、

（
少
脱
力
）

文
和
三
年
九
月
十
八
日

左
衛
門
尉
師
久
上

進
上
御
奉
行
所

「
此
文
書
、
師
久
公
御
譜
中
案
文
在
閉
本
ト
ァ
リ
」

（
朱
嘗
〉

「
愛
甲
殿
関
屋
殿
脚
力
持
上
口
文
和
三
年
十
八
到
判
官
殿
和
泉
知
色
城
披
落
御

注
進
」四

五
、
相
良
定
頼
井
一
族
等
所
領
注
文
瀧
飴
篭
鼓
募
窺
蕊
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二
通
筑
後
彦
次
郎
経
尚
一
見
状
離
越
涯
潤
加
肝
枇
加
郎

（
範
氏
）

暦
膳
三
年
七
月
十
一
日

二
通
一
色
殿
御
教
書

康
永
元
年
十
月
十
六
日

右
宗
園
、
任
御
施
行
之
旨
、
歳
前
馳
参
御
方
、
建
武
三
年
正
月
六
日
押
寄
干
菊
池

武
重
代
官
荒
木
左
衛
門
次
郎
住
宅
、
則
追
落
後
、
同
十
日
馳
越
日
向
圃
員
幸
院
、

押
寄
肝
付
八
郎
兼
重
与
黛
城
、
致
合
戦
之
忠
、
追
落
彼
城
以
来
、
令
致
敦
ケ
度
軍

次
（
足
利
尊
氏
）

忠
之
条
、
御
感
御
教
書
以
下
御
覆
勘
状
明
白
也
将
軍
家
御
下
向
之
時
者
、
諸
軍

勢
等
多
以
雛
挿
二
心
、
於
宗
円
者
、
篤
御
方
致
忠
勤
之
間
、
此
等
子
細
永
吉
庄
御

代
官
新
御
領
平
六
入
道
宗
昌
依
令
注
進
、
恭
下
給
将
軍
家
御
判
於
彼
状
之
裏
畢
、

（
洛
〉

（
橘
）

次
御
上
路
之
時
、
篇
供
奉
、
橋
佐
渡
弥
八
公
好
相
共
、
同
年
四
月
廿
日
打
立
球
磨

（
綻
興
）

郡
、
同
廿
二
日
、
於
八
代
庄
、
封
干
内
河
彦
三
郎
致
合
戦
之
刻
自
身
、
被
庇
之
間
、

（
多
良
木
）

（
橘
）

則
公
好
令
注
進
畢
、
就
中
、
相
良
孫
三
郎
経
頼
、
須
恵
、
岡
本
、
奥
野
、
橋
佐
渡

八
郎
以
下
凶
徒
等
、
令
同
心
武
敏
、
兼
重
、
肪
麿
、
内
河
等
、
打
取
営
郡
、
構
城

廓
、
引
入
鎮
西
凶
徒
等
、
擬
相
従
近
国
之
間
、
宗
円
一
族
相
共
楯
篭
山
田
城
、
致

（
准
）

防
戦
之
忠
畢
、
是
併
篤
奉
上
、
井
篇
令
全
宰
府
御
領
也
、
軍
忠
争
可
被
順
余
人
哉

凡
至
富
郡
者
、
篤
無
愛
城
廓
之
問
、
凶
徒
等
令
打
取
之
者
、
諏
依
難
被
退
治
、
如

此
捨
身
命
、
抽
毎
度
軍
忠
者
也
、
髪
暦
膳
三
年
以
来
、
相
良
縫
殿
允
肺
長
罷
成
朝

敵
之
後
、
於
所
々
致
合
戦
之
忠
、
自
身
被
庇
之
条
、
御
教
書
井
御
一
見
状
歴
然
也
、

（
欺
力
）

注
進

価
郡
内
静
誰
之
条
、
偏
宗
円
可
謂
無
二
之
軍
忠
者
穀
、
然
早
急
速
被
経
御
沙
汰
浴

副
進

肥
後
園
球
磨
郡
人
吉
庄
一
分
地
頭
税
所
新
兵
術
入
道
宗
円
謹
言
上

欲
早
軍
忠
抜
群
上
者
被
経
御
注
進
浴
恩
賞
弥
成
弓
箭
勇
子
細
事

通通

宰
府
御
感
御
奉
書

（
少
威
頼
尚
）

康
永
元
年
十
月
六
日

暦
膳
三
年
正
月
十
七
日

御
教
書
案
暦
膳
三
年
十
二
月
六
日

筑
後
彦
次
郎
経
尚
一
見
状
瀧
趨
涯
稗
加
朋
附
加
卵

平
河
八
郎
貞
家
申
軍
忠
事

（
府
）

去
年
六
月
九
日
豊
前
園
赤
笠
松
凶
徒
御
退
治
、
同
八
月
七
日
打
入
宰
符
凶
徒
吉
野

目
安平

河
八
郎
貞
家
申
軍
忠
事

（
弁
）

右
、
去
年
十
一
月
十
二
日
筑
前
園
椿
忠
隈
合
戦
之
日
、
捨
兄
平
河
三
郎
貞
世
討
死

畢
、
貞
家
被
庇
舵
縦
甲
、
且
篤
御
目
前
戦
上
、
同
所
合
戦
之
仁
等
敦
輩
見
知
之
畢
、

（
府
）

加
之
同
廿
四
日
宰
符
合
戦
之
日
、
貞
家
追
落
峯
薬
師
堂
城
、
追
懸
凶
徒
等
於
竹
曲
、

致
無
試
忠
之
間
、
被
射
左
小
手
畢
、
是
亦
御
前
之
戦
也
、
其
後
浦
城
攻
之
間
、
及

日
夜
合
戦
之
上
、
正
月
廿
二
日
合
戦
之
時
、
亦
抽
戦
功
、
同
二
月
二
日
菊
池
後
攻

合
戦
之
日
致
忠
節
畢
、
就
中
六
月
九
日
豊
前
園
赤
庄
笠
松
凶
徒
退
治
之
時
、
致
忠

（
府
）

節
者
也
、
将
又
八
月
七
日
宰
符
凶
徒
等
打
入
吉
野
之
間
馳
向
、
及
種
ご
合
戦
、
追

錦
御
敵
、
令
警
固
祁
獄
詑
、
抑
貞
家
度
と
忠
節
之
次
第
、
凡
異
干
他
者
哉
、
尤
預

御
讃
判
、
且
被
任
御
注
進
、
篇
浴
恩
賞
、
粗
目
安
言
上
如
件
、

文
和
二
年
二
月
日

「
承
了
（
花
押
）
」

恩
賞
、
弥
篇
致
忠
勤
、
言
上
如
件
、

康
永
四
年
十
一
月
日

四
二
、
平
河
貞
家
軍
忠
歌
釦
螺
等
識
典
蝋
中
世
篇
（
三
）

四
一
、
平
河
貞
家
軍
忠
歌

○
「
熊
本
豚
史
料
」
中
世
篇
（
三
）

「
平
河
文
書
）
六
号
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（
高
城
郡
）

就
薩
摩
圃
新
田
宮
執
印
友
雄
掠
申
、
去
二
月
廿
九
日
御
教
書
案
文
、
六
月
五
日
御

催
促
状
、
七
月
廿
日
到
来
、
拝
見
仕
候
了
、
抑
世
上
動
乱
以
後
、
元
貞
敢
前
篤
御

方
、
京
都
天
王
寺
御
合
戦
之
時
、
致
軍
忠
之
虚
、
可
下
向
鎮
西
之
由
被
仰
下
之
間
、

（
縄
頼
）

封
干
菊
池
・
八
代
・
内
河
井
求
磨
・
多
良
木
以
下
輩
、
数
ヶ
度
合
戦
之
刻
、
依
薩

（
貞
久
）

州
南
郡
凶
徒
蜂
起
事
、
守
護
人
嶋
津
上
総
入
道
々
鑑
被
成
御
教
書
、
下
向
以
後
、

自
去
年
八
月
合
戦
寂
中
也
、
篤
御
敵
退
治
、
令
相
向
之
族
沙
汰
事
、
合
戦
落
居
之

程
者
、
可
閣
之
由
、
営
時
御
沙
汰
定
法
之
旨
所
承
及
也
、
価
元
貞
一
族
牛
尿
恩
賞

訴
訟
事
、
敵
方
申
状
可
被
閣
之
由
、
蔦
治
部
兵
衛
大
夫
奉
行
人
所
有
其
沙
汰
也
、

所
詮
元
貞
雄
相
向
合
戦
、
蒙
御
免
者
、
企
上
洛
、
彼
軒
訴
之
趣
可
申
披
候
歎
、
不

然
者
、
南
郡
合
戦
落
居
之
間
、
可
被
閣
件
謀
訴
候
哉
、
以
此
旨
、
可
有
御
披
露
候
、

然
者
、
南
郡
合
戦
落
居
之
間
、
可
被
閣
件
謀
訴
候
哉
、

恐
慢
謹
言
、

（
牛
尿
）

暦
膳
四
年
七
月
廿
五
日
左
衛
門
尉
元
貞
請
文

進
上
御
奉
行
所

一
所
肥
後
園
杢

一
所
同
庄
南
↑

一
所
同
方
松
苛

一
所
豊
前
園
‐

右
注
文
如
件
、

三
七
、
牛
尿
元
貞
請
文
○
『
大
日
本
史
料
』
第
六
編
第
六
巻

「
新
田
神
社
文
書
」
所
収

三
八
、
少
威
頼
尚
奉
書
案

肥
後
園
球
ｒ
人
吉
庄
郡
北
方
百
二
十
町

同
庄
南
方
経
得
常
築
名
十
一
町

同
方
松
延
名
十
二
町

豊
前
圃
上
毛
郡
成
恒
名
十
八
町

○
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
五

『
相
良
家
文
書
」
（
一
）
二
五
号

（
裏
花
押
）

参
御
方
被
致
軍
忠
者
、
本
領
事
不
可
有
相
違
、
且
子
細
可
令
注
進
京
都
候
、
価
執

達
如
件
、

（
報
尚
）

康
永
二
年
七
月
廿
日

大
宰
少
試
在
判

一
蝋
｝

多
良
木
因
幡
擢
守
殿

依
念
劇
、
無
音
送
年
月
候
之
条
、
責
非
本
意
候
、

（
少
献
報
尚
）

抑
、
少
府
御
状
、
自
河
尻
到
来
候
之
間
、
木
上
二
自
是
雛
可
進
候
、
不
知
案
｛

之
間
無
其
儀
候
、
自
其
早
々
可
被
進
候
、
又
向
自
分
御
奉
書
到
来
候
、
篤
御
、
、

得
、
案
文
を
篤
進
候
、
富
城
寄
宿
一
族
他
人
等
面
々
二
可
賜
少
府
御
奉
書
之
｛

申
候
、
此
様
木
上
二
可
被
申
候
歌
、
此
等
之
子
細
、
尤
以
代
官
錐
可
申
候
、
一

知
案
内
之
間
、
御
方
申
候
之
、

一
橘
遠
江
禰
門
去
六
月
之
比
下
着
候
、
其
も
違
儀
あ
る
ま
し
く
に
候
、
内
々
承
候
、

委
細
定
自
彼
方
令
申
候
歌
其
旨
可
有
御
意
得
候
、
毎
事
期
後
信
候
、
恐
々
謹
言

（
相
良
）

八
月
三
日
経
頼
（
花
押
）

（
切
封
ウ
ハ
書
）
１
１

〈
異
錐
）
（
マ
、
）

「
到
来
康
二
八
四
」

（
定
頓
）

兵
庫
允
殿
経
頼

（
嫡
裏
曾
一

「
京
都
注
進
状
案
そ
う
ゑ
ん
の
ふ
ん
」

三
九
、
相
良
経
頼
書
歌

四
十
、
税
所
宗
円
申
欣
案
惑
悪
姑
電
募
甥
額
号

○
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
五

『
相
良
家
文
書
』
（
二
二
六
号

奉
書
到
来
候
、
篤
御
心

可
賜
少
府
御
奉
書
之
由

官
錐
可
申
候
、
不

不
知
案
内

謹
言
、
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肥
後
園
球
磨
郡
凶
徒
相
良
孫
三
郎
経
頼
等
退
治
事
、
去
年
十
二
月
六
日
御
教
書
如

此
、
任
被
仰
下
之
旨
、
可
被
存
知
此
趣
候
、
価
執
達
如
件
、

（
轍
尚
）
・

暦
膳
四
年
正
月
十
七
日

大
宰
少
試
（
花
押
）

相
良
孫
次
郎
殿

肥
後
園
球
磨
郡
凶
徒
相
良
孫
三
郎
経
頼
等
退
治
事
、
去
年
十
二
月
六
日
御
教
書
如

此
任
被
仰
下
之
旨
、
可
被
存
知
此
趣
候
、
価
執
達
如
件
、

（
械
尚
）

暦
膳
四
年
正
月
十
七
日

大
宰
少
試
（
花
押
）

相
良
八
郎
殿

目
安肥

後
園
球
磨
郡
相
良
縫
殿
允
茄
長
軍
忠
次
第

一
多
良
木
）

一
茄
長
一
族
家
督
相
良
因
幡
擢
守
経
頼
束
前
参
千
御
方
、
致
連
々
軍
忠
者
也
、
差
、

（
少
）

茄
長
経
頼
令
同
心
、
以
去
年
頑
固
三
月
廿
三
日
、
太
宰
小
威
頼
尚
領
永
吉
庄
内

（
経
尚
）

山
田
城
欄
締
蛾
凶
徒
等
追
落
、
則
楯
篭
紡
長
之
虚
、
頼
尚
甥
筑
後
彦
次
郎
以
下

三
四
、
少
試
頼
尚
施
行
歌

三
五
、
少
試
頼
尚
施
行
歌

三
六
、
相
良
紡
長
軍
忠
歌
案

税
所
新
兵
衛
入
道
殿

○
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
五

「
相
良
家
文
書
」
（
二
一
○
六
号

○
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
五

「
相
良
家
文
書
」
（
二
一
○
七
号

○
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
五

「
相
良
家
文
書
」
（
二
一
○
八
号

軍
勢
等
差
下
、
自
同
八
月
十
日
迄
干
廿
日
、
致
散
々
合
戦
之
刻
、
鮎
長
親
類
若

黛
、
或
討
死
、
或
被
疲
了
、
誰
然
、
依
篤
兵
粧
難
儀
、
引
退
後
城
、
経
頼
一
所

城
楯
篭
了
、
是
等
之
次
第
、
経
頼
相
共
抽
忠
勤
之
間
、
被
存
知
者
也

頼
直

一
以
同
年
六
月
十
四
日
、
営
郡
人
吉
庄
村
山
、
於
篤
用
害
、
経
頼
子
息
大
豊
允
以

叢
遺

執
鰹

輔
・
腸

下
若
黛
、
職
長
愚
息
木
工
左
衛
門
尉
三
郎
兵
衛
尉
以
下
軍
勢
差
遣
、
致
度
々
合

戦
畢
、

一
以
同
廿
日
、
原
田
城
大
宰
小
試
頼
尚
若
黛
以
下
凶
徒
等
楯
篭
之
間
、
押
寄
、
致

合
戦
、
焼
沸
了
、
一

一
以
同
年
十
一
月
廿
六
日
、
経
頼
井
小
田
六
郎
二
郎
員
成
帖
長
令
同
心
、
西
村
東

方
城
押
寄
、
追
落
同
所
、
楯
篭
小
牧
城
之
虚
、
以
翌
年
正
月
廿
二
日
、
富
郡
区

徒
等
寄
来
、
致
合
戦
之
刻
、
御
敵
植
田
又
次
郎
子
息
増
房
丸
若
黛
九
郎
三
郎
孫

九
郎
、
植
田
孫
二
郎
入
道
代
大
炊
介
二
郎
、
相
良
兵
庫
允
定
頼
若
黛
税
所
彦
四

郎
、
小
田
二
郎
種
成
若
黛
松
垣
孫
六
、
小
田
新
三
郎
若
黛
野
里
弥
四
郎
以
下
数

十
人
討
留
了
、

一
御
方
軍
勢
、
肺
長
扶
持
人
数
十
人
、
或
被
慨
或
被
討
畢
、
其
外
御
手
負
死
人
雛

有
之
、
面
々
注
進
之
間
、
不
及
委
細
、
価
如
此
致
連
々
軍
忠
之
段
、
経
頼
存
知

之
上
者
、
不
可
有
其
隠
者
也
、
肺
長
本
領
等
者
、
篤
御
敵
兵
庫
允
定
頼
猟
長
悉

被
押
領
了
、
然
早
任
注
文
、
封
帖
長
被
成
下
安
堵
論
旨
、
篇
奉
待
憲
政
之
御

代
、
恐
憧
言
上
如
件
、

興
国
二
年
壬
四
月
廿
八
日

肺
長
本
領
注
文

一
所
肥
後
圃
球
惟
人
吉
庄
北
方
百
二
十
町
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（
群
）

右
度
々
軍
忠
郡
之
上
者
、
預
御
一

暦
膳
三
年
九
月
廿
八
日

肥
後
園
球
磨
郡
人
吉
庄
一
分
地
頭
相
良
孫
次
郎
定
長
申
軍
忠
事

（
一
）口

多
良
木
経
頼
井
帖
長
巳
下
凶
徒
等
篇
詠
伐
、
大
将
御
護
向
之
間
、
八
月
六
日
馳

（
マ
、
）

参
荒
猪
倉
城
、
迄
木
枝
城
令
供
奉
詑
、
同
日
馳
向
村
山
城
、
所
追
落
凶
徒
畢
芙
、

一
茄
長
巳
下
凶
徒
楯
龍
山
田
城
之
間
、
自
同
九
日
押
寄
彼
城
、
日
別
致
合
戦
、
同

十
九
日
夜
追
落
賊
徒
畢
、

一
同
廿
五
日
多
良
木
村
御
護
向
之
時
、
令
供
奉
、
自
廿
五
日
迄
廿
六
日
、
抽
忠
節
畢

｜
祐
長
巳
下
凶
徒
楯
篭
山
田
城
之
間
、
自
同
九
日
押
寄
彼
城
、
日
別
致
合
戦
、
同

十
九
日
夜
追
落
賊
徒
畢
、

一
同
廿
五
日
多
良
木
村
御
護
向
之
時
、
令
供
奉
、
自
廿
五
日
迄
廿
六
日
、
抽
忠
節

一
多
良
木
経
頼
井
砿
長
巳
下
凶
徒
篇
詠
伐
、
大
将
御
溌
向
之
間
、
八
月
六
日
呼

荒
狩
倉
城
、
迄
木
枝
城
令
供
奉
詑
、
同
日
馳
向
村
山
城
、
所
追
落
凶
徒
畢
、

大
隅
圃
御
家
人
相
良
八
郎
景
宗
申
軍
悟
事

美

三
○
、
相
良
景
宗
軍
忠
歌

二
九
、
相
良
定
長
軍
忠
欣

暦
膳
三
年
九
月
廿
日

相
良
孫
次
郎
殿

預
御
一
見
状
、

（
擢
判
）
（
筑
後
純
尚
）

「
承
了
藤
原
（
花
押
）
」

○
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
五

「
相
良
家
文
書
」
（
一
）
一
○
三
号

篇
備
後
誼
、
言
上
如
件
、

○
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
五

『
相
良
家
文
書
」
（
一
）
一
○
二
号

（
筑
後
縄
尚
）

藤
原
（
花
押
）

八
月
六
日
馳
参

肥
後
園
球
磨
郡
凶
徒
相
良
孫
三
郎
経
頼
等
退
治
事
、
去
年
十
二
月
六
日
御
教
書
如

此
、
任
被
仰
下
之
旨
、
可
被
存
知
此
趣
候
、
価
執
達
如
件
、

大
宰
伽
評
在
判

暦
雁
四
年
正
月
十
七
日

肥
後
園
球
磨
郡
永
吉
庄
木
枝
山
田
巳
下
所
々
城
潮
警
固
事
、
殊
所
感
存
也
、
多
良

木
経
頼
茄
長
等
重
可
打
出
之
由
、
有
其
聞
、
早
可
被
抽
軍
忠
候
、
価
執
達
如
件
、

（
領
尚
）

暦
膳
三
年
十
二
月
十
日

大
宰
少
試
（
花
押
）

肥
後
園
球
磨
郡
永
吉
庄
木
枝
山
田
巳
下
所
々
城
潮
警
固
事
、
殊
所
感
存
也
、
多
良

木
経
頼
肪
長
等
重
可
打
出
之
由
、
有
其
聞
、
可
被
抽
軍
忠
候
、
価
執
達
如
件
、

（
傾
尚
）

暦
雁
三
年
十
二
月
十
日

大
宰
少
試
（
花
押
）

相
良
孫
二
郎
殿

畢
、

（
群
）

右
度
々
軍
忠
抜
郡
之
上
者
、
預
御
一
見
状
、
篇
備
後
誼
、
、
言
上
如
件
、

暦
膳
三
年
九
月
日

藤
原
景
宗

（
侭
判
）
（
筑
後
縄
尚
）

「
承
了
藤
原
（
花
押
）

三
三
、
少
威
頼
尚
施
行
歌

三
二
、
少
威
頼
尚
奉
書

三
一
、
少
試
頼
尚
奉
書

相
良
八
郎
殿

○
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
五

「
相
良
家
文
書
」
（
一
）
一
○
五
号

○
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
五

「
相
良
家
文
書
」
（
二
一
○
四
号

○
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
五

「
相
良
家
文
書
」
（
二
九
三
号

－35－



執
達
如
件
、

多
良
木
経
頼
井
肪
長
巳
下
凶
徒
等
詠
伐
事
、
任
御
奉
書
之
旨
、
可
被
致
軍
忠
候
価

同相
良
縫
殿
允
肪
長
事
、

田
城
由
、
相
良
兵
庫
全

軍
忠
、
価
執
達
如
件
、

相
良
縫
殿
允
砿
長
事
、
令
同
意
多
良
木
孫
三
郎
経
頼
巳
下
凶
徒
、
楯
篭
肥
後
国
永

吉
内
山
田
城
之
由
、
相
良
兵
庫
允
定
頼
所
注
進
也
、
一
族
相
共
、
不
日
馳
向
彼
所
、

可
被
致
軍
忠
、
価
執
達
如
件
、

三
色
範
氏
）

暦
膳
三
年
六
月
廿
四
日

沙
弥
（
花
押
）

（
長
氏
〉

相
良
六
郎
三
郎
殿

二
六
、
税
所
宗
円
軍
忠
歌

一
一
五
、
筑
後
経
尚
遵
行
欣

二
四
、
一
色
範
氏
軍
勢
催
促
状

暦
膳
三
年
八
月
六
日

（
既
宗
）

相
良
八
郎
殿

相
良
孫
次
郎
殿

允
肪
長
事
、
令
同
意
多
良
木
経
頼
以
下
凶
徒
、
楯
篭
肥
後
園
永
吉
内
山

相
良
兵
庫
允
定
頼
所
注
進
也
、
一
族
相
共
、
不
日
馳
向
彼
所
、
可
被
致

暦
膳
三
年
六
月
廿
四
日

○
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
五

「
相
良
家
文
書
」
（
二
九
九
号

○
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
五

「
相
良
家
文
書
』
（
二
九
四
号

○
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
五

「
相
良
家
文
書
』
（
一
）
一
六
二
号

（
筑
後
綴
尚
）

藤
原
（
花
押
）

沙
弥
御
判

肥
後
園
球
磨
郡
永
吉
庄
山
田
城
落
人
相
良
縫
殿
允
茄
長
巳
下
凶
徒
等
事
、
令
散
在

郡
内
之
由
、
有
其
聞
、
早
随
見
合
、
可
被
誹
伐
候
、
価
執
達
如
件
、

肥
後
園
球
磨
郡
永
吉
庄
山
田
城
落
人
相
良
縫
殿
允
紡
長
巳
下
凶
徒
等
事
、
令
散
在

郡
内
之
由
、
有
其
聞
、
早
随
干
見
合
、
可
被
詠
伐
候
、
価
執
達
如
件
、

（
筑
後
縄
尚
）

暦
礁
三
年
九
月
廿
日

藤
原
（
花
押
）

相
良
兵
庫
允
殿

肥
後
園
球
磨
郡
人
吉
一
分
地
頭
税
所
新
兵
術
入
道
宗
円
申
軍
忠
事

一
多
良
木
経
頼
井
肪
長
巳
下
凶
徒
篇
誰
伐
、
大
将
御
溌
向
之
間
、
八
月
六
日
馳
参

荒
狩
倉
城
、
迄
木
枝
城
令
供
奉
詑
、
同
日
馳
向
村
山
城
、
所
追
落
凶
徒
也
、

一
祐
長
巳
下
凶
徒
楯
篭
山
田
城
之
間
、
自
同
九
日
押
寄
彼
城
、
日
別
致
合
戦
、
同

十
九
日
夜
追
落
賊
徒
畢
芙
、

一
同
廿
五
日
多
良
木
村
御
溌
向
之
時
、
令
供
奉
、
自
廿
五
日
迄
廿
六
日
、
抽
忠
節

（
群
）

畢
突
右
度
々
軍
忠
抜
郡
之
上
者
、
預
御
一
見
状
、
篇
備
後
誼
、
言
上
如
件
、

暦
礁
三
年
八
月
廿
八
日

沙
弥
宗
円

一
侭
判
）
（
筑
後
縄
尚
）

「
承
了
藤
原
（
花
押
）

’
’
八
、
筑
後
経
尚
奉
書

’
一
七
、
筑
後
経
尚
奉
書

○
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
五

「
相
良
家
文
書
」
（
二
一
○
一
号

○
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
五

『
相
良
家
文
書
』
（
二
一
○
○
号

－34－



譲
与
嫡
孫
兵
庫
允
定
頼
所

肥
後
園
球
磨
郡
人
吉
庄
北
方
田
地
在
家
井
山
河
野
狩
倉
等
地
頭
職
事

右
所
領
者
、
蓮
道
重
代
狗
ん
り
う
や
う
た
る
う
ゑ
、
恩
賞
と
し
て
あ
て
給
畢
、
し

う
る
あ
い
た
、
先
日
子
孫
等
二
は
い
ふ
ん
せ
し
む
る
と
こ
ろ
に
、
子
息
縫
殿
允
紡

（
義
絶
）

長
凶
徒
相
良
三
郎
経
頼
同
心
之
た
ん
露
頴
之
間
、
き
せ
つ
せ
し
む
る
に
よ
て
、
去

三
月
廿
二
日
営
城
を
と
り
い
て
、
永
吉
庄
山
田
城
二
た
て
こ
も
る
上
者
、
野
心
之

（
悔
返
）

た
ん
子
細
な
き
あ
い
た
、
先
日
譲
与
と
こ
ろ
の
田
地
在
家
を
く
い
か
へ
し
て
、
嫡

孫
定
頼
に
譲
与
と
こ
ろ
な
り
、
子
息
与
三
以
下
庶
子
等
の
分
を
の
そ
き
て
可
知
行

等
跡
預
給
之
、
弥
抽
忠
節
、

建
武
五
年
八
月

（
郭
）

一
擬
）

打
取
営
郡
、
構
城
榔
於
郡
内
、
引
入
鎮
西
凶
徒
等
、
相
従
近
国
、
疑
令
蜂
起
之
間
、

今
更
雛
不
能
首
上
、

凡

定
頼
自
束
前
毎
度
致
軍
忠
之
上
者
、
捨
命
存
御
方
之
条
勿
論
也
差
凶
徒
者
大
勢
也
、

定
頼
僅
錐
篤
小
勢
、
相
分
子
二
手
、
篭
置
親
類
若
黛
等
於
山
田
城
、
致
散
々
防
戦
、

定
頼
者
則
押
寄
子
後
巻
、
如
元
追
篭
凶
賊
於
木
枝
城
畢
、
是
併
云
奉
篇
上
方
、
依

篤
少
府
御
領
也
、
軍
忠
争
可
被
順
子
余
人
哉
、
凡
至
干
営
郡
者
、
篤
無
隻
城
榔
之

間
、
蔦
凶
徒
等
於
被
打
取
者
、
諏
依
難
被
退
治
、
如
此
所
令
致
度
々
忠
勤
也
、
価

毎
抽
冥

郡
内
静
誰
之
条
、
偏
可
謂
鎮
西
第
一
軍
忠
者
哉
、
此
等
次
第
依
達
子
上
聞
、
連
々

（
範
氏
）

非
一
菅
預
御
感
御
教
書
、
自
一
色
殿
返
給
本
領
北
方
半
分
地
頭
職
畢
、
御
分
園
闘
所

事
、
雄
篇
御
計
、
且
依
無
二
忠
功
、
且
任
由
緒
之
旨
、
預
御
注
進
之
条
、
併
可
篤

御
芳
志
、
勝
又
篤
御
分
圃
平
均
法
之
上
者
、
篇
恩
賞
不
足
分
、
一
族
経
頼
井
庶
子

等
跡
預
給
之
、
弥
抽
忠
節
、
篇
成
向
後
之
勇
、
粗
言
上
如
件
、

一
一
○
、
相
良
蓮
道
賑
譲
欣

日

○
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
五

『
相
良
家
文
書
」
（
二
八
七
号

相
良
孫
三
郎
経
頼
内
河
彦
三
郎
義
員
巳
下
凶
徒
等
、
打
出
肥
後
園
球
摩
郡
永
吉
庄
、

及
合
戦
之
由
、
今
日
十
九
日
所
馳
申
也
、
早
相
催
一
族
、
可
被
致
軍
忠
候
、
価
執

達
如
件
、

（
軸
尚
〉

暦
礁
三
年
六
月
十
九
日

大
宰
少
試
（
花
押
）

（
景
求
〉

税
所
八
郎
殿

相
良
孫
三
郎
経
頼
内
河
彦
三
郎
義
員
己
下
凶
徒
等
、
打
出
肥
後
園
球
磨
郡
永
吉
庄
、

及
合
戦
之
由
、
今
日
十
九
日
所
馳
申
也
、
早
相
催
一
族
等
、
可
被
致
軍
忠
候
、
価

執
達
如
件
、

一
械
尚
｝

暦
雁
三
年
六
月
十
九
日

大
宰
少
試
（
花
押
）

一
定
隆
一

相
良
孫
次
郎
殿

也
、
も
し
又
す
け
な
か
御
方
を
い
た
さ
ハ
、
定
頼
う
は
う
ら
ひ
と
し
て
、
先
日
の

（
ｆ
分
）

ゆ
つ
り
の
内
、
は
ふ
ん
を
肪
長
に
さ
る
へ
し
、
価
篇
後
日
、
譲
状
如
件
、

暦
膳
三
年
卯
月
廿
五
日

沙
弥
蓮
道
（
花
押
）

’
一
三
、
一
色
範
氏
軍
勢
催
促
歌

’
’
二
、
少
威
頼
尚
軍
勢
催
促
歌

’
二
、
少
試
頼
尚
軍
勢
催
促
歌

○
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
五

『
相
良
家
文
書
」
（
二
九
○
号

○
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
五

「
相
良
家
文
書
」
二
）
八
九
号

○
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
五

『
相
良
家
文
書
」
（
二
八
八
号

－33－



里
・
岡
本
以
下
輩
退
治
事
、
今
月
十
七
日
御
教
書
如
此
、
不
日
相
催
一
族
、
鴎
今

（
肋
時
）

河
蔵
人
大
夫
殿
御
手
、
可
被
致
軍
忠
候
、
価
執
達
如
件
、

巡
武
三十

一
月
十
八
日

宣
隆
（
花
押
影
）

榊
源
二
郎
殿

一
奥
娼
禽
）

「
さ
か
き
の
ち
や
う
せ
ん
き
い
そ
く
し
や
う
」

度
々
軍
忠
、
尤
神
妙
恩
賞
事
、
急
速
可
有
其
沙
汰
也
、
価
執
達
如
件
、

建
武
四
年
七
月
十
八
日

沙
弥
御
判

相
良
孫
次
郎
殿

剣肥
後
園
球
磨
郡
多
良
木
孫
三
郎
経
頼
以
下
凶
徒
蜂
起
、
既
及
合
戦
云
々
、
早
令
下

園
、
可
加
謙
伐
、
価
執
達
如
件
、

建
武
四
年
七
月
廿
六
日

沙
弥
御
判

相
良
孫
次
郎
殿

（
三
郎
人
道
運
過
力
）

六
郎
■
一
■
■
■
■
謹
言
士

寺
ご

肥
後
園
球
磨
郡
人
吉
庄
地
頭
相
良
兵
庫
允
定
頼
謹
言
上

’
七
、
一
色
範
氏
感
状
案

一
八
、
一
色
範
氏
軍
勢
催
促
歌

一
九
、
相
良
定
頼
申
歌
案

○
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
五

『
相
良
家
文
書
」
（
二
一
六
二
号

○
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
五

『
相
良
家
文
書
」
二
）
八
二
号

○
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
五

『
相
良
家
文
書
』
（
二
一
六
二
号

欲
早
琴
寂
御
方
致
且
依
抽
度
々
軍
忠
上
者
預
御
注
進
且
令
拝
領
将
軍
家
御
下
文
備
将
来

亀
鏡
弥
成
弓
箭
勇
本
領
営
庄
北
方
半
分
地
頭
職
事

副
進二

通
将
軍
家
御
教
書
雌
栽
に
恥
糾
緋
胡
に
軸

一
マ
、
一

一
通
宰
府
御
施
行
同
年
十
二
月
廿
二
日

一
通
同
御
覆
勘
状
同
三
年
二
月
七
日

一
通
生
虜
飯
尾
五
郎
兵
衛
入
道
請
取
同
年
二
月
十
日

一
巻
着
到
同
年
三
月
八
日

三
通
一
色
殿
御
感
御
教
書

一
通
御
感
御
教
書
建
武
四
年
正
月
廿
日

一
通
小
府
御
感
御
教
書

一
通
一
色
殿
御
下
文
建
武
四
年
二
月
七
日

ぞ
ご
尋
ミ
ミ
麺

一
通
人
吉
庄
本
御
下
文
案
元
久
二
年
七
月
廿
五
日

右
、
定
頼
任
御
教
書
井
御
施
行
之
旨
、
京
前
参
干
御
方
、
以
去
々
年
韮
武
正
月
六

押
寄
子

日
追
落
菊
池
肥
後
守
代
官
荒
木
左
衛
門
次
郎
住
宅
、
則
追
落
之
詑
、
同
十
日
馳
越
員

（
肝
一

幸
院
致
合
戦
刻
、
生
虜
肘
付
八
郎
兼
重
親
類
飯
尾
五
郎
兵
衛
入
道
、
以
来
度
々
令

（
足
利
敏
氏
）

致
軍
忠
之
候
、
御
感
御
教
書
以
下
覆
勘
状
等
明
白
也
、
次
将
軍
鎮
西
御
下
向
之

於
肴

時
、
軍
勢
等
大
略
錐
揃
二
心
、
定
頼
、
篤
御
方
致
、
忠
勤
之
間
、
依
永
吉
平
六
入

道
宗
昌
注
進
、
黍
下
賜
将
軍
家
御
判
於
着
到
之
裏
畢
、
次
御
上
洛
之
時
、
篇
供

奉
、
橘
佐
渡
弥
八
公
好
同
心
仁
、
以
建
武
三
年
四
月
廿
日
罷
立
球
磨
郡
、
同
廿
二

（
義
興
）

日
於
八
代
庄
、
封
干
内
河
彦
三
郎
致
合
戦
之
刻
、
親
類
若
黛
等
敷
輩
、
或
被
討
或

（
多
良
木
）

被
庇
間
、
公
好
則
令
注
進
畢
、
就
中
相
良
孫
三
郎
経
頼
、
須
恵
、
永
里
、
岡
本
、

（
葡
池
）

奥
野
、
橘
佐
渡
八
郎
以
下
凶
徒
等
、
令
同
心
干
武
敏
、
兼
重
、
帖
麿
、
内
河
等
、
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田
帳
、
承
久
・
暦
仁
目
録
錐
有
地
頭
所
見
、
文
永
相
論
之
時
不
進
覧
云
Ｚ
、
是

（
マ
、
）

（
被
力
）

又
彼
園
田
帳
等
地
頭
所
見
、
御
沙
汰
御
及
汰
了
、
而
披
帳
等
者
非
私
状
、
依
被

置
圃
街
可
被
召
之
由
、
就
申
之
、
富
越
訴
之
刻
、
長
田
左
衛
門
尉
奉
行
之
時
、

仰
鎮
西
被
召
正
校
案
畢
、
価
長
田
左
衛
門
尉
跡
見
在
之
上
者
、
被
召
渡
彼
状
等
、

欲
蒙
御
成
敗
、
至
似
貞
膳
御
下
文
井
字
事
、
観
蓮
非
地
頭
之
上
者
枝
葉
云
２
、

此
条
観
蓮
地
頭
所
見
分
明
時
者
、
不
及
子
細
、
且
道
照
所
進
地
頭
讃
跡
之
状
頼

通
也
、
随
而
如
載
先
段
、
建
久
等
園
田
帳
、
承
久
等
目
職
、
雛
有
地
頭
文
、
所

（
マ
、
〉

（
棄
）

見
無
正
文
之
間
、
不
審
之
由
、
郡
連
非
勘
之
間
、
被
奇
破
弘
安
御
下
知
之
上
者
、

彼
状
等
正
文
進
覧
之
時
者
、
宜
依
此
一
段
之
間
、
尤
欲
被
召
出
之
、
加
之
右
大

将
家
御
下
文
御
教
書
・
遠
景
施
行
・
大
番
勤
仕
御
教
書
・
年
貢
所
湾
返
抄
・
次

第
手
繕
譲
状
等
、
皆
以
地
頭
之
支
諸
前
也
、
九
井
字
有
無
事
者
、
蔦
弘
安
御
下

労

知
以
前
御
沙
汰
之
間
、
妾
以
其
違
目
被
載
彼
御
下
知
、
観
蓮
等
所
給
上
之
者
、

（
マ
、
）

所
詮
弘
安
御
下
知
与
郡
連
非
擦
御
下
相
並
雨
通
、
被
経
御
沙
汰
之
上
、
理
非
可

篇
雲
泥
懸
隔
之
間
、
偏
仰
賢
裁
、
所
詮
、
云
行
性
所
給
非
勘
御
下
知
、
云
行
連

非
捺
、
雨
篠
被
覆
勘
依
違
之
篇
、
任
法
光
寺
殿
代
不
易
御
下
知
、
蒙
御
成
敗
篤

散
多
年
愁
訴
、
恐
之
越
訴
言
上
如
件
、

な
り
と
ミ
名
の
て
つ
き
献
三
通
内
一
通
嘉
元
三
年
三
月
廿
三
日
藤
原
氏
状

一
通
徳
治
三
年
二
月
十
九
日
ふ
ち
ワ
ら
の
う
ち
の
女
状

（
蔀
陳
）

そ
ち
ん
三
問
三
答
状
井
つ
い
志
ん
の
状
二
通
う
け
と
り
候
ぬ
／
、
、
一
日
物
か

く
物
候
ハ
て
申
陥
候
し
、
ふ
ざ
と
申
左
う
り
な
く
候
、
又
こ
の
文
書
あ
っ
ら
へ

申
候
人
ハ
、
廿
九
日
と
ご
れ
候
、
御
た
い
め
ん
候
て
、
技
ほ
セ
と
ん
セ
さ
セ
給

一
三
、
平
河
観
覚
書
状
胡
献
即
紳
姑
散
噌
薮
叩
遡
唯
串

な
り
と
ミ
名
の
て
つ
き
状
三
通
内
一
鮒
鉦
醗
ユ
斡
王
朋
塑
一
叩
撫
剛
附
臓
状

（
成
富
）

（
蔀
陳
）

一
通
徳
治
三
年
二
月
十
九
日
ふ
ち
ワ
ら
の

そ
ち
ん
三
問
三
答
状
井
つ
い
志
ん
の
状
二
通
う
け
と
り
候
ぬ
／
、
、

同相
良
孫
三
郎
経
頼
以
下
凶
徒
、
楯
篭
肥
後
園
球
磨
郡
内
之
間
、
所
差
遣
橘
佐
渡

（
公
好
一

弥
八
也
、
早
相
催
一
族
、
馳
向
彼
所
、
廻
詠
伐
計
、
致
軍
忠
者
、
可
有
恩
賞
、
価

執
達
如
件
、

冥
色
範
氏
）

建
武
三
年
九
月
十
日

沙
弥
（
花
押
）

相
良
孫
二
郎
殿

候
へ
き
事
候
ハ
、
御
こ
ゑ
候
て
、
御
物
か
と
り
あ
る
へ
く
候
、
訪
入
事
も
／
～
又

／
、
申
へ
く
候
、
恐
々

九
月
廿
五
日
観
豊
（
花
押
）

（
異
箪
）「

嘉
暦
二
」

す
ミ
殿

肥
後
国
人
吉
庄
南
方
内
畑
王
鳩
即
鯛
以
上
四
ヶ
名
、
営
年
榊
一
作
所
被
宛
行
沙
弥

修
善
也
、
可
存
其
旨
之
状
如
件
、

建
武
元
年
二
月
十
五
日

左
衛
門
尉
源
（
花
押
）

○
『
大
日
本
史
料
』
第
六
編
第
三
巻

一
六
、
宣
隆
施
行
状
写

「
榊
文
書
」
所
収

一
八
代
郡
）

（
義
興
）

（
相
良
縄
傾
）

肥
後
園
八
代
庄
井
球
摩
郡
凶
徒
内
河
彦
三
郎
多
良
木
孫
三
郎
・
須
恵
入
道

’
四
、
左
衛
門
尉
源
某
知
行
充
状

’
五
、
一
色
範
氏
軍
勢
催
促
状

○
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
五

「
相
良
家
文
書
』
（
二
七
四
号

○
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
五

『
相
良
家
文
書
」
（
二
六
五
号

水
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（
マ
、
）

弘
安
六
年
御
下
知
奥
段
畢
、
価
敵
方
所
進
地
頭
連
暑
状
四
人
名
字
分
明
之
上
者
、

限
二
人
御
下
知
之
由
、
行
連
返
答
之
候
、
希
代
珍
事
也
、
抑
於
被
載
某
跡
土
御

下
文
者
、
錐
篇
何
十
人
、
付
干
除
字
、
面
之
令
知
行
所
帯
之
候
、
古
今
通
例
也
、

何
限
道
照
理
訴
、
及
用
捨
御
沙
汰
、
可
被
奇
損
之
哉
、
不
便
次
第
也
、
早
一
類

六
十
余
人
烈
訴
御
下
知
分
明
之
上
者
、
任
不
違
期
年
記
見
文
、
欲
被
究
理
非
淵

底
、一

、
依
郡
連
非
勘
、
近
衛
中
将
責
春
朝
臣
与
隣
騨
肝
熊
等
相
論
之
時
、
以
良
貞

一
マ
、
）

以
下
所
給
法
光
寺
殿
御
代
弘
安
不
易
御
下
知
、
就
掠
申
俗
前
て
司
入
道
殿
御

代
官
行
性
、
被
奇
破
参
差
事

一
、
右
永
吉
地
頭
名
主
職
者
、
道
照
等
先
岨
開
溌
私
領
也
、
然
間
平
河
三
郎

寺
向
）

（
マ
、
）

師
隆
平
家
逆
凱
之
時
、
右
大
謄
家
御
代
一
旦
難
蒙
御
勘
気
、
無
苦
之
子
細
被

聞
食
披
、
文
治
三
年
六
月
十
六
日
安
堵
御
下
文
云
、
早
可
令
安
堵
之
由
可
令
下

知
云
尋
、
同
年
十
二
月
三
日
遠
景
施
行
云
、
早
任
御
教
書
可
被
安
堵
云
２
子
息

平
次
郎
師
貞
給
京
都
大
番
御
判
御
教
書
令
上
洛
、
勤
仕
畢
、
自
爾
以
来
、
至
干

観
蓮
・
道
照
以
下
、
知
行
九
十
除
歳
無
相
違
、
於
営
庄
預
所
職
者
、
大
膳
大
夫

麿
元
朝
臣
雛
陥
建
久
三
年
拝
領
之
後
、
元
仁
二
年
譲
与
外
孫
近
衛
中
将
責
春
朝

臣
、
給
嘉
緑
元
年
安
堵
御
下
文
、
自
建
久
至
子
建
長
年
中
、
彼
是
六
十
静
歳
被

知
行
地
頭
預
所
各
別
畢
、
髪
羽
林
責
春
、
経
知
行
年
序
二
十
八
年
之
捧
貞
膳
御

下
文
、
永
吉
地
頭
職
与
西
村
篤
一
所
之
由
、
建
長
三
年
始
致
濫
訴
之
間
、
観
蓮

等
番
訴
陳
之
刻
、
文
永
二
年
依
被
成
非
分
御
下
知
於
羽
林
方
、
観
蓮
以
下
之
輩
、

馬
越
訴
依
申
子
細
、
羽
林
方
所
給
文
永
御
下
知
相
違
之
篇
、
被
経
御
沙
汰
、
弘

巨
細
見

安
六
年
七
月
三
日
預
不
易
御
下
知
畢
、
認
許
鋤
、
其
後
預
所
職
者
同
年
十
月
豊

前
之
司
景
資
給
之
、
又
地
頭
預
所
相
並
所
務
無
相
違
、
而
景
資
滅
亡
之
後
、
備

（
マ
、
）

前
司
入
道
殿
御
拝
領
畢
、
如
彼
弘
安
九
年
御
下
文
者
、
肥
後
園
球
摩
郡
西
村
事
、

（
マ
、
）

任
先
例
可
令
領
掌
毒
而
以
彼
御
下
文
令
押
領
永
吉
地
頭
職
給
之
間
、
篤
郡
連

奉
行
、
良
貞
等
一
族
六
十
齢
人
令
合
力
、
地
頭
預
所
各
別
之
候
、
弘
安
六
年
御

（
マ
、
）

下
知
分
明
之
由
言
上
之
虚
、
郡
連
与
行
性
引
級
結
構
之
静
、
不
及
弘
安
御
下
知

壷

文
言
、
御
沙
汰
理
下
書
合
御
評
定
、
如
郡
連
返
答
者
、
営
庄
者
平
家
没
収
之
地
、

建
久
三
年
麿
元
朝
臣
一
円
拝
預
畢
、
観
蓮
曾
租
父
師
隆
地
頭
之
由
錐
申
也
、
平

家
以
前
者
不
可
有
地
頭
之
号
、
師
隆
所
給
文
治
三
年
井
遠
景
施
行
之
御
下
文
、

師
隆
其
身
御
免
許
也
、
大
番
勤
仕
御
教
書
者
、
篤
望
所
領
掠
給
之
歎
、
建
久
・

建
保
園
田
帳
、
承
久
・
暦
仁
目
緑
等
者
、
雛
有
地
頭
所
見
、
不
審
之
上
、
文
永

二
年
相
論
之
時
、
不
進
覧
之
、
次
貞
雁
御
下
文
井
字
有
無
事
、
雛
引
賀
来
又
次

郎
入
道
念
阿
与
羽
林
相
論
之
例
、
非
観
蓮
地
頭
之
上
者
、
井
字
有
無
枝
葉
歎
、

篇
没
収
之
地
、
豊
阿
知
行
之
峰
無
子
細
、
弘
安
六
年
被
付
子
観
蓮
等
之
候
、
相

違
云
き
、
此
峰
御
沙
汰
参
差
見
在
也
、
其
故
者
、
先
度
元
朝
臣
建
久
三
年
地
頭

預
所
職
於
令
一
目
拝
領
者
、
争
経
廿
余
歳
、
建
保
圃
御
衝
惣
園
田
帳
仁
、
被
載

一
マ
、
）

地
頭
・
預
所
各
別
名
字
巳
後
、
承
久
・
暦
仁
目
録
、
地
頭
連
暑
状
各
可
令
加
判

（
領
脱
力
）

哉
、
且
又
地
頭
所
各
別
之
峰
、
補
任
御
下
文
等
明
鏡
也
、
程
次
郎
師
隆
所
給

文
治
御
下
文
者
、
限
其
身
暇
非
所
領
安
堵
之
儀
辱
是
又
不
限
右
大
将
御
下

文
、
於
安
堵
二
字
者
、
非
所
領
者
安
堵
所
詮
何
事
哉
、
所
領
安
堵
之
候
、
古
今

（
マ
、
）

之
法
也
、
随
而
如
遠
景
副
下
干
御
下
文
施
行
状
者
、
如
元
可
令
安
堵
首
御
下
文

（
マ
、
）

井
施
行
状
久
新
同
前
、
且
同
五
年
下
給
京
都
大
番
御
教
書
、
子
息
平
次
師
貞
令

勤
仕
畢
、
不
安
堵
本
領
者
、
以
何
所
可
令
大
番
上
洛
哉
、
篤
望
所
領
掠
給
御
教

（
マ
、
）

書
之
由
、
郡
連
申
沙
汰
之
篠
、
非
勘
之
至
也
、
恭
右
大
将
家
巌
重
御
判
御
教
書

（
葉
）

御
下
文
、
依
郡
連
之
浮
言
被
奇
破
之
候
、
希
代
珍
事
也
、
零
次
建
久
・
建
保
園
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（
平
）

肥
後
国
御
家
人
口
河
弼
五
郎
入
道
之
照
謹
申

（
葉
〉

欲
早
馬
明
石
民
部
大
夫
行
蓮
奉
行
被
奇
置
理
致
越
訴
、
且
被
召
渡
記
ｎ
Ｕ
依
違
篇

（
法
力
亘
寺
脱
力
）

（
マ
、
）
（
備
脱
力
〉

□
口
光
御
代
弘
安
六
年
不
易
御
下
知
、
且
被
直
前
奉
行
越
中
次
郎
郡
連
前
ミ
司
入

（
嫌
脱
力
）

道
殿
御
代
官
竹
井
二
良
右
衛
門
入
道
行
性
引
級
非
御
裁
許
、
依
文
治
三
年
右
大

（
天
野
）

跨
家
御
下
文
井
伊
豆
藤
内
民
部
大
夫
遠
景
施
行
、
建
久
・
建
保
・
承
久
・
暦
仁
園

田
帳
目
線
各
別
相
博
地
頭
所
見
状
、
井
蒙
御
成
敗
同
国
球
磨
郡
永
吉
庄
内
中
神
・

（
横
力
〉

播
瀬
雨
村
地
頭
名
主
職
越
訴
廿
降
之
事
、

副
進一

通
右
大
勝
家
御
下
文
脈
雌
正
神
鍬
糊
刺
繍
軸
、

一
通
遠
景
施
行
状
同
年
十
二
月
三
日

一
通
同
御
代
御
判
御
教
書
鯛
施
榊
批
糊
叶
枇
畑
洛
由
事

二
通
富
国
園
田
帳
要
職
状
離
鰍
皿
斡

二
通
承
久
・
暦
仁
目
藤
鵬
鮒
脈
淵
由
事

一
通
貞
永
元
年
机
凋
十
一
日
臓
賊
軸
鮒
雛
状
案

（
マ
、
）

一
通
御
下
知
状
郷
牒
款
僻
紬
棚
舵
舶
一
門
六
十
除
人
中
畢
、

一
巻
領
家
返
抄
状
年
貢
所
済
事

一
通
観
蓮
陳
状
淋
銘
眼
祇
柳
釧
宰
符

一
巻
次
第
請
文
及
道
照
所
帯
譲
状
等

相
神
浦
次
郎
入
道
妙
蓮
柵
鋤
綱
剛
棚
棚
珊
鴎
献
通
新
開
田
地

倉
上
蝿
藤
次
兵
衛
入
道
韻
補
胴
棚
肺
臥
雌
正
行
跡

’
二
、
平
河
道
照
申
状
案

○
「
熊
本
厩
史
料
」
中
世
篇
（
三
）

「
平
河
文
書
」
五
号

一
通
御
書
下
案
鮒
荊
遡
獅
倣
餓
灘
伽
雌
州
轄

（
マ
、
）

一
通
掃
部
入
道
井
備
中
牛
王
兵
衛
尉
彼
尋
越
訴
相
績
篇
状
案
、
文
保
元
六
四
、

一
通
系
圏

（
二
階
堂
）
（
葉
一

一
、
篤
行
連
奉
行
被
奇
置
理
運
越
訴
参
差
事
、
右
子
細
去
正
膳
二
年
備
前
ミ
司
入

道
御
殿
代
官
行
性
与
平
河
三
郎
入
道
観
蓮
鮒
郎
等
、
富
庄
内
地
頭
名
主
職
相
論

一
行
力
）

之
時
、
郡
連
与
行
性
引
級
之
除
、
被
成
非
勘
御
下
知
之
間
、
去
永
仁
年
中
層
干

縄
門
遭
我

栖
掃
漉
門
道
雄
井
二
階
堂
羽
州
方
、
道
照
等
致
越
訴
畢
、
其
後
惣
越
訴
事
、
皆

（
マ
、
）

以
被
与
奪
御
内
之
時
、
篤
諏
方
左
衛
門
入
道
直
性
軒
柵
奉
行
執
沙
汰
虚
、
依
篇

一
許
）

理
運
越
訴
、
被
出
御
引
付
、
鵬
装
番
行
連
奉
行
之
間
、
相
待
御
裁
評
之
虚
、
去

年
面
子
五
月
、
如
行
連
返
答
者
、
彼
越
訴
不
及
理
非
御
沙
汰
、
其
故
者
、
如
道

（
平
河
｝

照
所
進
弘
安
六
年
御
下
知
者
、
良
貞
・
師
時
雨
人
名
字
之
間
、
自
余
庶
子
等
無

烈
訴
所
見
、
価
自
文
永
二
年
近
衛
中
将
責
春
朝
臣
相
論
、
至
干
弘
安
八
年
巳
什

一
ケ
年
也
、
与
御
下
知
以
前
道
照
等
無
其
沙
汰
、
令
違
期
年
記
之
間
、
同
月
廿

三
日
御
評
定
之
時
、
被
謡
置
之
云
２
、
此
候
妾
御
沙
汰
令
参
差
詑
、
先
如
弘
安

一
マ
、
）

御
下
知
端
造
者
、
良
貞
・
師
時
等
云
と
、
如
同
御
下
知
中
段
者
、
乍
帯
御
下
文
、

一
類
六
十
除
人
令
陀
際
交
山
野
、
永
削
御
家
人
名
字
事
、
生
涯
愁
歎
云
２
、
良

貞
・
師
時
雨
人
之
下
被
置
等
字
、
且
被
害
載
一
類
六
十
除
人
御
家
人
陀
際
之
子

（
マ
、
）

細
之
上
者
、
不
漏
六
十
詮
軍
之
候
、
御
下
知
畑
罵
也
、
凡
任
彼
御
下
知
状
、
六

十
除
人
名
可
避
与
之
虚
、
良
貞
一
向
押
領
之
間
、
庶
子
等
又
於
宰
符
方
面
ご
番

訴
陳
畢
、
棚
ｎ
Ｍ
Ⅷ
］
弘
安
御
下
知
以
前
烈
訴
之
候
、
畑
罵
也
、
争
限
良
貞
・

（
マ
、
）

師
時
之
由
、
可
及
御
沙
汰
哉
、
且
如
領
家
所
進
貞
永
元
年
九
月
師
良
連
暑
状
者
、

中
神
村
地
頭
良
峯
良
高
・
目
良
生
村
地
頭
良
峯
師
頼
・
平
野
村
地
頭
良
峯
師

（
叔
力
）

久
・
地
頭
良
峯
師
良
云
Ｚ
、
然
者
、
彼
状
還
篇
地
頭
各
別
讃
文
之
由
、
被
裁
同
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鴫
津
大
隅
大
炊
助
長
久
法
師
州
鵬
咽
鮒
鵬
領

戸
次
二
郎
右
衛
門
尉
重
秀
法
師
叩
山
肌
所
側
凱
磁
跡

武
藤
五
郎
左
衛
門
尉
経
平
法
師
馴
諭
掴
珊
融
綱
洲
地
頭
職

竹
井
五
郎
入
道
豊
後
圃
岩
手
彦
太
郎
跡

河
遥
次
郎
棚
蝋
綱
梨
洲
維
雛

次
同
勲
功
者

薩
摩
園
度
嶋
郷
同
職
内

臼
木
七
郎
兵
衛
尉
氏
家
子
息
ボ
十
分
一
矢
上
孫
三
郎
跡

米
生
又
三
郎
種
盛
子
息
同
前
十
分
一

田
尻
次
郎
種
宗
子
息
同
前
十
分
一

同
三
郎
子
息
同
前
十
分
一

同
四
郎
種
纏
跡
同
前
十
分
一

米
生
九
郎
種
有
子
息
同
前
十
分
一

矢
俣
兵
衛
尉
跡
信
成
子
息
同
前
十
分
一

野
中
左
衛
門
三
郎
宗
通
法
師
同
前
十
分
一

香
西
又
太
郎
定
度
跡
同
前
十
分
一

田
尻
輔
房
親
賀
子
息
河
遥
孫
二
郎
配
分
跡
十
丁

一
肥
前
圏
）

斑
嶋
又
太
郎
跡
神
崎
庄
配
分
残
十
丁

此
外
薩
摩
守
護
人
跡
御
教
書
一
通

去
年
岩
門
合
戦
勲
功
人
事

武
藤
四
郎
右
衛
門
尉
盛
資
筑
後
園
竹
井
庄
領
家
職

薩
摩
太
郎
左
衛
門
尉
盛
房
萱
岐
瀬
戸
浦
預
所
職

筑
前
園
御
家
人
野
介
次
郎
右
衛
門
入
道
を
蓮
澗
嚇
卿
》
蝋
那
跡

江
戸
民
了
六
郎
景
忠
贈
鋤
姻
服
賠
脈
馴
脈
光
三
ヶ
所

白
石
美
野
又
次
郎
通
総
則
醐
綱
訓
洲
縦
伽
伽
木
村

士
ｚ
呂
木
又
六
家
直
肥
前
園
松
浦
庄
内
石
垣
村
同
跡

小
漬
禰
藤
三
郎
幸
篤
餓
獅
醐
師
拠
綱
剛
洲
伽
田
畠

神
田
五
郎
乳
筑
前
園
乙
犬
丸
三
分
一
宮
崎
執
行
職
成
直
跡

（
右
一

綾
部
左
衛
門
三
郎
重
幸
同
三
分
一
同
前

土
之
呂
木
四
郎
左
衛
門
入
道
篇
能
同
三
分
一
同
前

同
七
郎
家
基
筑
前
園
蒲
田
別
符
倉
永
名

相
神
丘
〈
衛
六
郎
家
弘
錨
剛
棚
郷
刷
繍
柵
能
肺
十
分
一

住
吉
神
主
佐
伯
政
秀
同
前

多
比
良
五
郎
入
道
尊
聖
同
前

斑
嶋
左
衛
門
三
郎
同
前

（
水
）

塞
永
井
源
三
郎
同
前

青
木
九
郎
頼
Ｉ
解
僻
同
前

三
原
八
郎
種
能
同
前

八
築
揃
藤
次
郎
重
俊
同
前

打
橋
平
内
左
衛
門
尉
泰
幸
同
前

古
飯
三
郎
兵
衛
入
道
同
前

松
浦
次
郎
延
珊
輔
綱
訓
洲
脈
内
加
之
良
嶋
田
在
家

古
飯
次
郎
資
景
澗
柵
捌
肥
既
雛
耽
釧
帥
細
在
家

打
橋
越
前
法
橋
能
賢
糊
柵
鯛
紘
雑
小
撚
瓢
雌
雛
州

一
淡
路
）

曾
禰
崎
経
禰
法
橋
慶
増
贈
輸
鯛
並
柵
欺
綱
肌
道
跡

宇
良
金
崎
次
郎
入
道
ご
眼
豊
前
国
東
漬
田
地
同
前

田
中
七
郎
入
道
善
光
豊
前
園
時
紀
名
田
地
同
前
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肥
後
園
球
磨
郡
内
永
吉
西
村
地
頭
職
事
、
任
外
組
父
沙
禰
豊
阿
譲
状
、
可
篇
近
衛

侍
従
御
沙
汰
云
Ｚ
、
郷
如
同
所
帯
貞
永
元
年
九
月
師
良
等
連
署
起
請
文
案
者
、

領
家
方
年
貢
篤
請
所
、
不
可
致
未
進
封
拝
云
ｚ
、
諏
如
同
所
帯
建
長
五
年
十
二

（
平
河
）

（
久
脱
力
）

月
良
貞
状
案
者
、
領
家
年
貢
任
承
目
線
帳
之
旨
、
無
憾
怠
可
致
沙
汰
云
ぞ
、
卿
鴨
字

模
漢
字
、
者
、
件
永
吉
者
、
師
高
篤
相
偉
私
領
知
行
之
虚
、
平
家
逆
乱
之
時
、
肌

難
蒙
御
勘
気
、
文
治
三
年
給
御
免
状
、
如
元
令
安
堵
之
後
、
子
息
師
貞
篤
大
番
上

洛
之
由
、
同
五
年
給
御
状
御
判
在
畢
、
知
行
永
吉
之
条
、
無
異
儀
歎
、
是
次
如

良
貞
所
進
建
保
四
年
富
国
惣
圃
田
帳
案
者
、
永
吉
地
頭
師
貞
、
西
村
地
頭
須
恵
小

太
郎
家
基
云
こ
、
師
貞
地
頭
之
条
明
鏡
也
、
是
二
、
次
如
同
所
進
承
久
・
暦
仁
検

注
目
緑
帳
等
者
、
良
貞
親
父
師
良
篇
地
頭
所
御
代
相
共
加
判
形
畢
、
而
彼
目
緑
帳

等
、
或
切
繕
年
号
之
在
所
、
或
位
署
墨
付
錯
凱
申
事
、
封
継
目
裏
上
位
署
墨
付
、

非
指
入
筆
之
間
、
不
能
其
難
歎
、
価
預
所
地
頭
各
別
顛
然
也
、
是
三
、
次
文
永
御

沙
汰
之
時
、
預
所
代
帯
師
良
良
貞
不
可
敵
封
預
所
之
由
雛
申
之
、
如
彼
状
者
、
篤

（
マ
、
）

請
所
預
家
歎
、
年
貢
不
可
有
僻
怠
之
旨
載
之
依
請
所
状
、
何
憧
敵
封
哉
、
其
上
可

任
承
久
目
緑
帳
之
由
書
載
之
間
、
還
篇
地
頭
各
別
之
讃
文
歎
、
価
預
所
地
頭
各
別

（
マ
、
）

知
行
之
条
、
無
異
儀
歎
、
而
就
貞
膳
・
嘉
藤
御
下
文
等
、
預
所
代
錐
申
子
細
、
加

豊
阿
給
建
久
三
年
本
御
下
文
者
、
非
地
頭
職
之
、
且
貞
潅
御
下
文
知
者
、
依
須
恵

後
家
事
、
被
成
下
之
間
、
篇
永
吉
内
西
村
事
歎
、
嘉
藤
御
下
文
者
、
就
豊
阿
之
譲

被
成
下
畢
、
如
彼
譲
状
者
別
譲
、
建
久
三
年
預
所
職
御
下
文
歎
、
無
永
吉
地
頭
職

所
見
之
間
、
同
篤
西
村
地
頭
職
事
之
条
、
無
異
儀
歎
、
随
嘉
緑
於
被
給
永
吉
地
頭

職
者
、
争
暦
仁
目
緑
帳
師
良
篤
地
頭
可
加
連
判
哉
、
旦
永
吉
下
仁
無
井
字
之
間
、

（
緑
脱
）

貞
膳
嘉
御
下
文
共
以
非
永
吉
地
頭
事
之
条
顛
然
也
、
如
良
貞
所
帯
文
治
五
年
御
状

者
、
今
安
堵
本
領
之
条
、
無
異
儀
歎
、
随
良
貞
代
之
篤
地
頭
事
、
目
線
帳
等
分
明

（
前
欠
）

（
東
）
（
須
力
）

（
下
力
）

｛
可
脱
力
）

開
口
要
口
之
仁
者
、
可
口
遣
子
息
親
類
、
其
外
者
、
自
身
下
向
之

（
被
）

由
口
定
了
、
而
未
下
向
之
輩
有
之
云
之
、
可
令
注
申
之
由
、
同
可
相
鯛
守
護
人

弘
安
九
年
潤
十
二
月
廿
八
日

一
守
護
人

（
北
像
）

（
高
来
邪
）

遠
江
前
司
時
定
肥
前
園
高
木
西
郷
山
田
庄
領
家
惣
地
頭
雨
職

（
縄
資
）
（
北
力
）

大
宰
少
威
入
道
浄
恵
筑
前
園
三
宅
小
郷
預
所
職

（
頼
泰
）

一
恰
土
郡
）

大
友
兵
庫
入
道
ご
忍
筑
前
恰
土
庄
志
摩
方
三
百
町
惣
地
頭
職

一
馬
宗
人
之

武
藤
四
郎
右
衛
門
尉
盛
資
筑
前
圃
療
病
寺
井
同
園
極
楽
寺
地
頭
職

薩
摩
前
司
入
道
尊
豊
嶋
耐
棚
止
鑑
醐
納
蛎
耕
鮒
門
洲
馴
鮒
賦
筑
前
園
小

一
冊
）

草
野
次
郎
繕
永
筑
前
園
久
重
築
万
地
頭
職
、
景
資
跡

白
石
六
郎
左
衛
門
尉
通
武
筑
前
園
佐
野
次
郎
丸

渋
谷
河
内
擢
守
重
郷
法
師
琳
紅
鋤
拒
剛
猟
植
榊
輪
州
頭
職

詫
磨
別
営
次
郎
時
秀
網
荊
駅
銅
蝦
鵬
卿
職

也
、
如
豊
阿
所
給
御
下
文
者
、
被
除
永
吉
地
頭
職
之
由
所
見
也
、
侶
先
御
沙
汰
之

趣
令
依
違
之
由
、
良
貞
等
所
申
妾
非
無
其
謂
、
然
者
於
永
吉
地
頭
井
名
主
職
者
、

宛
給
替
於
営
給
人
、
如
元
可
被
返
付
子
良
貞
等
也
者
、
依
鎌
倉
殿
仰
、
下
知
如
件
、

弘
安
六
年
七
月
三
日

駿
河
荊
蒋
鞭
臣
液
糊
判

在
御
判

二
、
恩
賞
配
分
注
文

○
九
州
史
料
叢
書

「
薩
摩
比
志
嶋
文
書
」
所
収
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（
源
頼
朝
）

八
代
相
博
開
溌
之
地
也
、
而
曾
租
父
平
河
三
郎
師
高
右
大
将
家
御
時
、
文
治
三
年

（
天
野
）

給
安
堵
御
下
文
、
伊
豆
藤
内
遠
景
令
成
施
行
畢
、
加
之
組
父
師
額
鱒
可
勤
仕
京

（
北
峰
泰
時
）

都
大
番
之
由
、
給
御
判
御
教
書
以
来
、
親
父
師
良
相
繕
彼
跡
致
奉
公
、
前
武
州
輝

（
北
峰
重
時
｝

門
井
極
楽
寺
輝
門
御
時
、
給
敷
通
御
書
畢
、
而
師
良
彼
所
於
建
長
二
年
譲
与
干
良

（
大
江
）

貞
等
畢
、
髪
於
彼
所
預
所
職
者
、
大
膳
大
夫
度
元
朝
臣
建
久
三
年
被
拝
領
以
後
、

（
預
脱
力
）

至
干
嘉
藤
元
年
、
地
頭
所
各
別
知
行
無
相
違
、
而
近
衛
中
将
責
春
朝
臣
相
緩
麿
元

跡
、
自
嘉
藤
元
年
至
建
長
三
年
知
行
無
相
違
之
虚
、
建
長
三
年
責
春
朝
臣
始
依
被

押
領
地
頭
職
、
良
貞
致
訴
訟
虚
、
文
永
二
年
又
被
混
領
名
主
之
間
、
迷
是
非
者
也
、

（
マ
、
）

凡
如
麿
元
朝
臣
所
帯
建
久
御
下
文
者
、
永
吉
野
鋤
井
西
村
可
篤
預
預
職
云
之
、
取
詮
、

就
井
字
云
、
被
知
行
雨
所
預
職
畢
、
而
今
責
春
朝
臣
所
被
出
帯
貞
膳
・
嘉
藤
御
下

文
者
、
永
吉
内
被
宛
西
村
御
文
下
也
、
件
西
村
者
錐
篇
永
吉
内
、
給
主
各
別
地
頭

須
恵
尼
令
知
行
者
也
、
依
彼
尼
狼
籍
之
答
、
被
召
上
西
村
畢
、
以
件
御
下
文
被
混

領
永
吉
之
条
、
無
道
之
由
良
貞
等
致
訴
訟
之
刻
、
責
春
朝
臣
被
召
上
彼
西
村
、
賀

来
又
二
郎
入
道
念
阿
拝
領
畢
、
件
御
下
文
云
、
肥
後
圃
永
吉
西
村
地
頭
職
事
、
念

内

阿
以
彼
状
、
令
知
行
永
吉
井
西
村
雨
所
之
間
、
責
春
朝
臣
被
申
云
、
永
吉
西
村
在

之
別
之
地
也
、
価
永
吉
下
仁
井
字
不
被
置
、
然
者
念
阿
拝
領
者
西
村
計
也
、
以
彼

御
下
文
争
可
令
混
領
雨
所
哉
云
ｚ
、
価
於
永
吉
者
、
不
能
念
阿
知
行
之
由
、
被
仰

下
畢
、
然
者
念
阿
所
令
拝
領
之
御
下
文
与
、
被
帯
責
春
朝
臣
貞
膳
・
嘉
藤
御
下
文

以
同
前
也
、
何
可
有
差
別
哉
、
責
春
朝
臣
日
来
非
分
押
領
、
馬
自
稗
者
也
、
我
欲

令
押
領
之
時
者
、
永
吉
与
西
村
者
稲
蔦
一
所
之
由
、
念
阿
仁
被
改
補
之
今
者
、
又

雨
所
各
別
之
由
、
以
文
治
本
御
下
文
言
上
之
条
、
愛
ミ
申
状
、
仰
御
賢
察
、
彼
雨

（
大
江
）

所
地
頭
・
預
所
知
行
各
別
之
条
、
建
久
御
下
文
分
明
也
、
其
上
麿
元
朝
臣
譲
状
仁
、

篤
預
所
職
旨
之
明
也
、
次
付
知
行
年
紀
、
令
安
堵
本
所
之
例
不
可
勝
計
、
就
中
富

所
西
村
名
主
者
、
雛
不
帯
御
下
文
、
依
申
披
知
行
年
序
、
令
還
住
営
所
畢
、
不
及

尋
例
於
他
所
者
也
、
依
責
春
朝
臣
之
押
領
、
良
貞
乍
帯
御
下
文
等
、
一
類
六
十
除

（
難
力
）
前

人
令
陀
際
、
交
山
野
、
永
削
御
家
人
名
字
事
、
生
涯
愁
歎
也
、
但
難
無
以
歩
所
帯
、

遣
子
息
宰
府
、
勘
宿
直
事
、
著
到
無
其
隠
、
是
随
分
忠
節
也
、
可
然
者
、
任
右
大

将
家
御
下
文
井
相
博
知
行
八
十
除
年
ぞ
紀
、
返
給
彼
永
吉
、
欲
令
勤
仕
重
代
御
家

（
天
野
）

（
平
）

人
役
云
２
、
差
如
良
貞
等
所
進
遣
干
遠
景
・
盛
時
六
月
十
六
日
訓
戦
治
奉
書
案
者
、

平
河
三
郎
師
高
謀
反
勝
他
人
由
有
其
聞
、
然
而
菟
罪
程
、
給
暇
天
所
下
遣
也
、
早

可
安
堵
之
由
可
下
知
也
云
ｚ
、
諏
如
同
所
進
遠
景
同
年
十
二
月
状
案
者
、
下
球

（
良
貞
）

磨
御
領
、
可
早
任
御
教
書
、
被
安
堵
平
河
三
郎
身
事
、
右
去
六
月
十
六
日
御
教
書

今
月
三
日
到
来
、
子
細
云
を
者
、
早
任
状
如
本
可
令
安
堵
云
之
、
郵
如
同
所
進
遣

子
遠
景
・
盛
時
七
月
十
七
日
鮒
軟
治
奉
書
洲
在
者
、
平
河
次
郎
師
貞
篤
勤
京
大
番
所

令
上
洛
也
云
之
、
郵
如
同
所
進
営
圃
惣
園
田
帳
雌
鞭
条
者
、
鎌
倉
殿
御
領
五
百
町
、

（
大
江
麿
元
）
（
師
貞
）

預
所
大
膳
大
夫
、
永
吉
三
百
五
十
町
、
地
頭
良
峯
師
高
子
息
平
河
平
二
、
西
村
百

五
十
町
、
須
恵
小
太
郎
家
基
領
云
ｚ
、
如
同
所
進
承
久
二
年
・
暦
仁
二
年
永
吉
検

一
注
）湾

目
緑
帳
等
者
、
地
頭
良
峯
師
良
云
ｚ
、
諏
如
同
所
進
元
暦
二
年
・
建
永
二
年
・

建
長
二
年
代
こ
手
繕
譲
状
等
者
、
職
蔦
先
粗
相
博
私
領
所
譲
輿
也
云
Ｚ
、
郵
如

（
所
脱
力
）

同
御
進
年
ご
預
返
抄
等
者
、
地
頭
篇
年
貢
等
弁
済
之
由
所
見
也
、
如
同
進
預
所
所

帯
建
久
三
年
八
月
御
下
文
案
者
、
肥
後
圃
球
磨
庄
安
冨
領
内
三
善
井
西
村
預
所
職

事
云
之
、
郵
如
同
所
帯
貞
膳
三
年
正
月
御
下
文
知
案
者
、
肥
後
園
球
磨
郡
内
須

恵
荘
帳
、
依
地
頭
須
恵
後
家
狼
籍
之
答
被
召
其
職
畢
、
於
蒋
軍
御
領
永
吉
西
村
者
、

仮
名
千
世
松
多
年
地
頭
知
行
各
別
地
也
、
更
不
可
有
違
胤
一
言
、
諏
如
同
所
帯

（
右
脱
力
）

元
仁
二
年
二
月
沙
禰
豊
阿
譲
状
案
者
、
別
鎌
倉
殿
御
下
文
二
通
内
、
一
通
故
大
将

殿
御
時
、
給
永
吉
西
村
云
ｚ
、
郵
如
同
所
帯
嘉
藤
元
年
十
一
月
御
下
文
案
者
、

－26－



九
、
人
吉
願
成
寺
桧
皮
用
垂

（
端
裏
香
）

「
人
よ
し
の
願
成
寺
桧
皮
用
途
日
記
」

ち
う
し
ん
、
文
永
八
年
肋
却
吐
の
人
よ

日
記
の
事

（
マ
、
）

（
寅
）

肥
後
圃
球
摩
群
人
吉
庄
南
方
刀
岡
名
地
頭
職
蔓

（
鰯
五
郎
）

建
長
四
年
三
月
廿
五
日

八
、
人
吉
庄
司
岡
名
地
頭
職
相
博
系
図
心
燕
撚
舗
萌
訴
世
篇
（
三
）

人
吉
願
成
寺
桧
皮
用
途
日
記

（
マ
、
）

文
永
八
年
肋
弛
吐
の
人
よ
し
の
く
わ
ん
上
し
の
ひ
わ
た
よ
う
と
う
の

相
躍
緬
難
航

副
銭
’
零
Ｉ
麓

醗
羅
’
六
罵
難
ｌ
鶴

雛
ｌ
蝿
霧
ｌ
窯

鯛
蔑
死
去
ｌ
女
子
号
万
歳

雲
雛
討
鍵
詫

納
所
代
藤
井
延
重
（
裏
花
押
）

政
所
平
守
員
（
花
押
）

｛
相
良
永
報
）

沙
弥
蓮
悌
（
花
押
）

○
「
熊
本
解
史
料
』
中
世
篇
（
三
）

「
願
成
寺
文
書
」
五
号

｛
申
脱
力
一

肥
後
圃
御
家
人
平
河
三
郎
良
貞
・
同
四
郎
師
時
富
国
球
磨
郡
永
吉
地
頭
井
名
主
職
事
、

右
越
訴
之
趣
、
子
細
雛
多
、
所
詮
如
良
貞
等
申
者
、
件
永
吉
地
頭
井
名
主
職
者
、

（
一
脱
力
）

上
村
田
代
二
十
丁
八
反
四
丈
内

一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

谷
口（

縄
惚
）
（
常
築
）

け
い
と
く
上
ら
く

三
十
六
丁
五
反

（
松
延
）ま

つ
の
ふ
十
九
丁
七
反
二
蕊

｛
憧
次
）

つ
れ
つ
き

十
七
丁
四
反

一
稲
福
）

い
な
と
ミ

十
五
丁
四
反
二
、

（
水
富
）

な
り
と
ミ

十
七
丁
三
、

（
イ
岡
）と

ら
を
か
七
丁
二
反
二
、

（
犬
童
）い

ぬ
と
う
丸
七
丁
三
反
一
、

一
犬
王
）い

ぬ
わ
う
丸
三
丁
五
反

（
乙
盆
）を

と
ま
す
六
丁
五
反

（
高
橋
）

た
か
ハ
し

丁
八
反

上
む
ら

二
十
丁

（
錨
）

以
上
百
五
十
二
丁
五
反
田
別
二
せ
に
六
文
あ
て

以
上
せ
に
九
貫
百
五
十
文

右
、
ち
う
し
ん
如
件
、

文
永
八
け
弛
比
の
年
六
月
日

十
、
関
東
下
知
状
案

（
田
）

本
四
十
丁

私
田
十
丁
八
反
四
丈

寺
田
丁○

「
熊
本
螺
史
料
』
中
世
篇
三
）

「
平
河
文
書
」
四
号

一
惣
公
文
）

そ
う
く
も
ん

万
員
房
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一
端
裏
寄
）

「
南
方
」

球
磨
郡
人
吉
御
庄

注
進
本
庄
起
請
田
出
田
新
田
地
頭
給
田
井
在
家
苧
乗
山
野
江
河
狩
倉
等
中

分
事

今
口

雨
方
中
立
折
堺
、
一
筋
瀦
獅
始
自
辰
巳
角
、
自
南
河
毛
大
道
行
心
房
之
垣
根
新
山
之

（
舵
唖
琴

寺
薗
西
大
路
下
藤
三
郎
前
角
打
傍
示
竹
野
道
下
吉
宗
西
水
道
之
西
角
在
傍
示

長
藤
三
之
南
垣
責
泉
田
道
下
前
河
之
落
合
打
上
打
傍
示
青
井
大
宮
司
之
北
垣

根
木
佐
木
之
綱
手
南
角
在
傍
示
木
落
上
綱
手
之
北
恭
在
傍
示
貧
鶴
山
之
道
上
柿

木
尾
下
萩
尾
西
西
端
目
在
傍
示
小
目
代
野
道
下
赤
坂
之
口
在
傍
示
安
行
溝
上
南

角
打
傍
示
同
溝
上
限
横
大
路
石
原
町
之
頭
在
傍
示
比
伊
羅
木
之
綱
手
中
打
傍
示

（
栂
拾
）

（
箕
意
原
一

願
成
寺
ざ
う
ち
の
た
め
に
、
み
こ
、
ろ
の
は
ら
な
ら
ひ
に

（
梨
原
〉

な
し
の
き
は
ら
の
く
わ
う
や
の
事
、

右
、
く
た
ん
の
く
わ
う
や
ハ
、
寺
ざ
う
ち
の
た
め
、
か
つ
ハ
し
や

（
マ
、
）

う
ｊ
～
く
わ
う
や
な
り
、
地
頭
領
家
の
ま
う
さ
う
く
う
し
を
ち
や

う
し
し
て
、
か
の
て
ら
の
か
い
ほ
つ
に
し
た
か
ふ
へ
し
、
価
後
を

し
や
う
ら
い
の
護
文
の
た
め
に
、
き
し
ん
す
る
と
こ
ろ
く
た
ん
の

こ
と
し
、

仁
治
元
年
椴
壬
十
月
廿
一
日

七
、
人
吉
庄
起
請
田
以
下
中
分
注
進
状

○
大
日
本
文
書
家
わ
け
第
五

『
相
良
家
文
書
』
二
）
六
号

（
水
鍬
）

地
頭
沙
禰
蓮
悌

奈
良
町
之
頭
溝
端
在
傍
示
乗
原
田
尻
在
傍
示
下
前
河
之
端
在
傍
示
間
村
蓑
毛
者

北
方
也
、
但
自
打
堅
堺
目
南
方
内
水
田
七
丁
四
反
一
丈
之
公
田
井
新
田
町
二
反

一
丈
有
之
而
中
分
之
間
、
依
篇
北
方
之
田
敷
減
、
所
立
入
北
方
内
也
、
件
田
坪

坪
有
之
、
醐
螺
四
極
控
政
一
鰍
富
綻
版
唾
欧
瀧
徳
使
術
唾
阿
四
奴
経
惣
庄
収
エ
ニ
丈
恒
茄
垂
版

舵
諏
四
凧
富
江
極
ハ
師
王
耽
緬
販
丁
調
既
七
飯
三
丈
有
所
所
是
名
寄
坪
付
等
調
度
之
文

抄
、
難
有
別
紙
、
依
篇
堺
目
、
篇
向
後
所
立
注
彼
田
坪
坪
明
白
也
、
価
色
色
目

録
事
、（

中
略
）

一
松
延
名
試
拾
玖
町
伍
反
騨
丈
内

起
請
田
二
十
丁
五
反
四
丈

出
田
九
丁

一
氏
延
名
伍
反
試
丈
巳
起
請
田

一
豊
永
名
騨
反
巳
出
田

一
永
富
名
捌
反
試
丈
内

起
請
田
七
丁
九
反
四
丈

出
田
八
反
三
丈

（
中
略
）

右
件
田
畠
苧
乗
在
家
井
山
野
江
河
狩
倉
等
中
分
間
事
、
以
五
月
十
五
日
、
富
給
人

之
御
代
官
調
所
七
郎
忠
康
共
令
見
知
、
始
自
営
所
領
東
端
、
限
西
端
他
領
永
吉
之

堺
下
前
河
、
一
方
者
南
方
、
一
方
者
北
方
、
其
雨
方
中
立
折
、
四
至
堺
、
所
令
打

三
十
一
本
之
傍
示
之
状
如
件
、

寛
元
試
年
五
月
十
五
日
惣
公
文
藤
原
員
憲
（
花
押
）

田
所
草
部
高
元
（
花
押
）
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公
田
九
百
丁

豊
富
五
百
丁

預
所
封
馬
前
司
清
業

下
司
藤
原
友
永
字
人
吉

政
所
藤
原
高
家
字
須
恵

地
頭
藤
原
季
高
字
合
志

藤
原
茂
綱

藤
原
貢
宗
字
久
米

巨
西
妙

鎌
倉
殿
御
領
五
百
丁

預
所
因
幡
大
夫
判
官

永
吉
三
百
丁

地
頭
良
峯
師
高
子
息
字
平

磨

球
摩
郡
二
千
丁

蓮
花
王
院
人
吉
庄
六
百
丁

豊
永
四
百
丁

地
頭

地
頭
藤
原
貢
家
字
久
米
三
良

紀
平
次
餅
獅

須
恵
小
太
良
家
基
領
百
五
十
丁

領
家
八
峰
女
院

四
、
肥
後
国
球
磨
郡
図
田
帳
写

字
久
米
三
良

字
須
恵
小
太
良

字
合
志
九
良

清
業

字
人
吉
次
良

○
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
五

『
相
良
家
文
書
』
（
二
二
号

寄
進

如雑右寄司
件公、進<‐
、事件願わ増

仁、荒成う：
治可野寺や一
元随、篇の
年 彼 篤掃き

零嘉嘉潰え

；蒲；‐志
百雲童髪審

星葺書
来也荒

蕊≦畔

（
鎧
裏
杵
〉

「
み
こ
＄
ろ
は
ら
な
ら
ひ
に
な
し
き
は
ら
き
し
ん
の
あ
ん
」

（
裏
帖
紙
）

藤
原
家
基
三
百
丁
字
須
恵
小
太
良

多
良
木
村
百
丁
没
官
領

伊
勢
弥
次
良
餅
糊

建
久
八
年
潤
六
月
日

六
、
沙
蝿
蓮
悌
寄
進
状
案

五
、
沙
蝿
蓮
悌
寄
進
状

○
一
熊
本
懸
史
料
」
中
世
篇
（
三
）

「
願
成
寺
文
書
」
三
号

○
『
熊
本
際
史
料
」
中
世
篇
（
三
）

「
願
成
寺
文
書
」
四
号

地
頭
沙
禰
蓮
悌胃 通

之
内

涌
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平
川
三
郎
師
高
重
代
所
領
田
敷
注
文

一
所
肥
後
園
求
麻
郡
永
吉
庄
之
内
横
瀬
計
に
刈
石

一
所
同
郡
永
吉
庄
之
内
青
山
之
村
田
地
廿
六
町
訓
什
耶
石

平
城
天
王
御
子
大
納
言
正
三
位
良
峯
朝
臣
安
世
任
武
蔵
守

桓
武
天
王
ノ
孫
長
岡
ノ
御
子
良
峯
蔵
人
頭
宗
貞
四
位
雨
少
将
宗
貞

ト
モ
云
、
御
子
雨
九
郎
義
方
、
御
母
七
郎

荒
田
寺
別
営
依
高
、
御
子
四
人
、

深
田
太
郎
盛
高
有
智
山
寺
建
立
之
妄

山
田
次
郎
東
高
仁
平
元
粋
十
月
十
八
日
卯
時
柱
立
三
年

（
惣
一口

領
平
河
三
郎
師
高
久
毒
元
年
移
ル
、
師
高
建
立
也
、

横
瀬
四
郎
高
貴

以
上

良
峯
（
花
押
）

一一一ー一一一

所 所 所 所所所所

二
、
良
峯
師
高
所
領
譲
状
写
穀
螺
等
読
史
製
中
世
篇
（
三
）

一
、
良
峯
姓
先
祖
書
却
螺
与
誠
典
過
弥
世
篇
（
三
）

同
郡
同
庄
之
内
山
田
之
村
田
地
四
十
町
一
反
砺
什
節

同
郡
同
庄
之
内
黒
田
之
村
田
地
三
十
九
町
五
反
陥
柘
貫

同
郡
同
庄
之
内
原
田
之
村
田
地
廿
七
町
四
反
弧
什
敵
石

同
郡
同
庄
之
内
深
水
六
町
三
十
九
石

同
郡
同
庄
之
内
目
田
之
村
十
四
町
五
反
恒
計
九
石

一
所
同
郡
同
庄
之
内
を
う
か
き
田
地
八
町
一
反
釦
五
石

一
所
同
郡
同
庄
之
内
平
野
之
村
田
地
十
三
町
二
反
佃
計
靴
石

一
所
同
郡
同
庄
之
内
永
池
之
村
田
地
八
町
五
反
恒
計
節
石

一
所
同
郡
同
庄
之
内
中
神
之
村
田
地
十
九
町
垂
什
献
石
二
斗

一
所
同
郡
同
庄
之
内
渡
之
村
田
地
五
町
耐
削
石

一
所
同
郡
同
庄
之
内
目
良
生
之
村
田
地
四
十
町
七
反
一
指
能
十
石

一
鯛
鯛
諾
瀦
龍
縄
義
三

一
所
同
郡
同
庄
之
内
尾
瀬
之
村
鍔
講
凍
牌
弼

一
所
同
郡
同
庄
之
内
高
野
瀬
之
村
鴫
加
乱
廿
棟
ず
瑚
約
砂
ミ
三
帖
、

一
所
同
郡
同
庄
之
内
五
木
之
村
猫
麺
些
詣
束
い
た
千
五
百
、

一
所
同
郡
同
庄
之
内
田
代
之
村
瓶
肋
い
一
窄
揃
百
劃
忙
壬
茶
五
十
斤

一
所
同
郡
同
庄
之
内
は
し
か
ミ
之
村
澗
肋
凶
一
雨
丑
ｆ
い
職
五
栢
刷
ｆ

｛
ミ
脱
力
）

右
於
此
村
者
、
師
高
希
代
相
博
之
私
領
也
、
然
於
譲
嫡
子
師
貞
等
詑
、
於
子
ご
孫

（
マ
、
）

（
マ
、
）

ミ
、
無
他
嫡
子
可
篇
領
知
、
自
然
沙
汰
之
時
者
、
此
目
録
以
可
致
沙
汰
之
状
如
件
、

千
時
建
久
二
年
五
月
三
日

永
吉
地
頭
尉
蕊
師
高
椛

三
、
高
寺
院
弘
法
大
師
版
木
銘
文
○
山
江
村
山
田
高
寺
院
所
蔵

建
久
二
年
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前
頼
が
弟
氏
頼
と
連
署
し
て
、
庶
子
「
な
が
と
み
と
の
」
宛
に
出
し
た
契
状
で
あ

る
。
契
状
が
、
惣
領
か
ら
庶
子
宛
に
だ
さ
れ
た
も
の
と
し
て
特
色
が
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
契
状
で
こ
れ
ま
で
一
貫
し
て
北
朝
（
武
家
）
方
で
あ
っ
た
下
相

良
氏
が
南
朝
年
号
を
は
じ
め
て
使
用
し
て
い
る
。
宛
名
の
「
な
が
と
み
と
の
」
は
、

後
の
山
田
城
主
永
留
氏
と
思
わ
れ
る
が
確
証
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

四
八
は
山
田
・
大
王
社
神
殿
裏
に
建
つ
自
然
石
の
銘
文
で
あ
る
。
年
号
は
四
七

と
同
じ
で
南
朝
年
号
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
興
味
が
も
た
れ
る
。
大
王
社
は
地
頭

平
河
氏
の
霊
社
で
、
山
田
城
の
大
手
口
に
位
置
し
て
い
る
。
四
九
の
平
河
師
頼
軍

忠
状
で
は
「
惣
領
（
相
良
）
近
江
守
前
頼
同
心
致
忠
節
之
段
」
と
見
え
、
同
一
行

動
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

五
○
・
五
一
は
今
川
了
俊
の
末
子
満
範
が
相
良
前
頼
を
頼
ん
で
球
磨
郡
人
吉
に

下
着
し
た
こ
と
を
薩
摩
国
の
祢
寝
・
伊
集
院
氏
へ
報
じ
て
い
る
。
同
じ
く
五
二
・

五
三
・
五
四
・
五
五
・
五
六
は
、
今
川
満
範
の
下
着
を
伝
え
「
玖
摩
事
一
落
居
候
」

と
球
磨
郡
一
摸
が
成
立
し
た
こ
と
を
禰
寝
氏
に
報
じ
て
い
る
。

五
七
は
す
で
に
相
良
前
頼
が
日
向
国
真
幸
院
に
到
着
し
「
一
撲
之
軍
勢
悉
不
打

寄
候
」
と
見
え
る
こ
と
か
ら
、
一
摸
の
存
在
が
窺
え
る
。
五
八
は
日
薩
隅
肥
四
ヶ

国
の
国
人
六
一
人
が
参
加
し
て
成
立
し
た
一
撲
契
状
神
水
案
文
で
あ
る
。
球
磨
郡

か
ら
は
最
も
多
い
一
○
人
が
参
加
し
て
い
る
。

五
九
は
今
川
了
俊
書
状
案
で
、
こ
れ
に
よ
る
と
球
磨
郡
国
人
小
田
氏
の
一
摸
参

加
に
は
、
上
・
下
相
良
氏
の
了
承
が
必
要
だ
と
し
て
い
る
。

凡
例

一
、
本
書
は
「
山
田
城
跡
」
史
料
篇
と
し
て
建
久
二
年
（
二
九
八
）
よ
り
永
和

三
年
（
一
五
八
三
）
に
至
る
文
書
・
史
料
・
金
石
文
な
ど
五
九
点
を
収
め
た

も
の
で
あ
る
。

一
、
文
書
名
は
、
原
則
と
し
て
正
文
・
案
文
・
写
な
ど
の
別
を
示
し
、
記
録
や
後

世
の
編
纂
物
か
ら
採
録
し
た
も
の
は
写
し
と
し
た
。

一
、
文
書
ま
た
は
年
号
が
欠
け
た
史
料
・
金
石
文
で
年
代
が
比
定
可
能
な
も
の
は

そ
の
年
代
の
箇
所
に
挿
入
し
た
。

一
、
原
文
に
は
句
点
・
並
列
点
を
加
え
ら
れ
て
い
る
、
異
体
字
・
俗
字
・
真
仮
名
・

変
体
仮
名
は
、
原
則
と
し
て
正
字
・
現
行
仮
名
に
改
め
て
あ
る
。

一
、
原
文
の
摩
滅
虫
損
な
ど
は
、
字
数
を
推
定
し
て
□
ま
た
は
ｎ
Ｕ
を
以
て
示
し
、

文
書
の
首
訣
に
は
「
、
尾
訣
に
は
」
を
以
て
示
し
た
。
ま
た
原
文
の
墨
抹

は
■
、
そ
の
文
字
が
読
み
得
る
も
の
は
、
文
字
の
左
側
に
ミ
を
加
え
て
、
右

側
に
書
き
改
め
た
文
字
が
加
え
ら
れ
て
あ
る
。

一
、
文
字
の
狭
落
、
誤
字
の
場
合
は
、
推
定
可
能
の
時
は
（
）
内
に
編
者
の
案
を

示
し
、
当
字
な
ど
を
元
の
ま
ま
示
す
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
（
マ
、
）
と
、

ま
た
、
本
文
中
の
人
名
・
地
名
・
社
寺
名
な
ど
の
説
明
、
傍
註
の
場
合
は
（
）

内
に
註
を
加
え
て
あ
る
。

一
、
文
書
・
史
料
・
金
石
文
の
下
に
、
そ
れ
ぞ
れ
出
典
（
刊
本
名
）
を
○
で
示
し
、

所
収
番
号
・
巻
数
を
加
え
て
い
る
。

一
、
史
料
篇
の
中
で
、
編
者
が
新
た
に
加
え
た
文
字
や
文
章
に
は
、
そ
の
頭
に
必

ず
※
を
附
し
て
、
本
文
と
区
別
し
て
い
る
。
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い
↓
ゐ
。

文
治
三
年
六
月
十
六
日
に
は
、
所
領
安
堵
の
御
下
文
が
下
さ
れ
「
下
球
磨
御
領
」

と
記
き
れ
て
い
る
。
こ
の
時
点
か
ら
鎌
倉
幕
府
の
関
東
御
領
に
組
入
れ
ら
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
十
一
は
、
岩
門
合
戦
後
の
勲
功
人
事
に
つ
い
て
で
あ
る
。

十
五
・
十
七
・
十
八
は
、
多
良
木
の
上
相
良
孫
三
郎
経
頼
以
下
凶
徒
が
峰
起
し

た
の
で
、
誰
伐
す
る
よ
う
に
一
色
範
氏
が
相
良
孫
次
郎
宛
に
出
し
た
軍
勢
催
促
状

と
そ
の
感
状
案
で
あ
る
。

十
九
は
人
吉
の
相
良
定
頼
申
状
案
で
、
山
田
城
が
歴
史
に
初
め
て
登
場
す
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
山
田
城
の
あ
る
山
田
村
は
「
少
府
御
領
」
で
、
定
頼
は
少
勢
な
が

ら
山
田
城
を
死
守
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

二
十
は
相
良
定
頼
宛
の
相
良
長
氏
譲
状
で
、
子
息
縫
殿
充
帖
長
が
上
相
良
氏
に

同
心
し
、
永
吉
庄
山
田
城
に
楯
篭
も
っ
た
こ
と
な
ど
が
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。

一
二
・
一
三
は
相
良
孫
次
郎
定
長
、
税
所
八
郎
景
宗
宛
の
少
試
頼
尚
軍
勢
催
促

状
で
あ
る
。
’
’
三
・
一
一
四
は
相
良
六
郎
三
郎
長
氏
、
相
良
孫
次
郎
定
長
宛
の
一
色

範
氏
軍
勢
催
促
状
で
あ
る
。
一
一
五
・
二
七
・
二
八
は
税
所
八
郎
景
宗
、
相
良
兵
庫

充
定
頼
、
相
良
孫
次
郎
定
長
宛
の
筑
後
経
尚
奉
書
で
、
こ
れ
以
後
、
下
相
良
氏
宛

の
文
書
は
定
頼
と
な
っ
て
い
る
。

二
六
・
二
九
・
三
○
は
税
所
新
兵
衛
入
道
宗
円
、
相
良
孫
次
郎
定
長
、
相
良
八

郎
景
宗
の
軍
忠
状
で
、
筑
後
経
尚
の
証
判
を
受
け
て
い
る
。
三
通
と
も
同
一
文
面

で
あ
る
が
月
日
が
違
っ
て
い
る
。

三
一
・
三
二
は
相
良
孫
二
郎
（
定
長
か
）
、
税
所
八
郎
景
宗
宛
の
少
試
頼
尚
奉

書
で
あ
る
。
三
三
・
三
四
・
三
五
は
税
所
新
兵
衛
入
道
宗
円
、
相
良
孫
次
郎
定
長
、

税
所
八
郎
景
宗
宛
の
少
試
頼
尚
施
行
状
で
あ
る
。

三
六
は
相
良
縫
殿
充
帖
長
軍
忠
状
案
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
肪
長
は
下
相
良

一
族
で
あ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
家
督
は
多
良
木
の
「
相
良
因
幡
権
守
経
頼
」

と
い
っ
て
い
る
。
興
国
元
年
三
月
廿
三
日
に
、
帖
長
は
少
試
頼
尚
代
が
楯
篭
も
る

山
田
城
を
奪
取
し
た
が
、
頼
尚
の
甥
筑
後
彦
次
郎
経
尚
な
ど
が
八
月
十
日
に
来
攻

し
、
廿
日
ま
で
合
戦
、
兵
糧
難
儀
の
た
め
引
退
し
た
と
い
う
。
ま
た
相
良
定
頼
が

帖
長
の
本
領
を
押
領
し
た
と
も
い
っ
て
い
る
。

三
七
は
薩
摩
国
牛
尿
院
の
地
頭
、
牛
尿
元
貞
の
請
文
で
あ
る
。
三
八
は
多
良
木

の
上
相
良
因
幡
権
守
経
頼
を
招
く
少
試
頼
尚
奉
書
案
で
、
三
九
は
、
三
八
の
奉
書

を
受
け
取
っ
た
こ
と
を
人
吉
の
相
良
定
頼
に
報
じ
た
も
の
で
あ
る
。

四
十
は
人
吉
庄
一
分
地
頭
税
所
新
兵
衛
入
道
宗
円
の
申
状
案
で
、
こ
れ
に
よ
る

と
永
吉
庄
御
代
官
は
「
新
御
領
兵
六
入
道
宗
昌
」
で
あ
り
、
宗
円
一
族
は
山
田
城

に
楯
篭
も
っ
て
、
南
朝
方
を
防
ぎ
、
相
良
縫
殿
充
帖
長
と
所
々
で
戦
っ
た
と
い
う
。

四
一
・
四
二
は
直
接
は
関
係
な
い
が
、
平
河
氏
の
動
向
を
知
る
文
と
し
て
上
げ

て
み
た
。

四
四
は
薩
摩
国
の
島
津
氏
久
軍
忠
状
罵
で
、
「
肥
後
園
球
磨
郡
凶
徒
須
恵
・
多

良
木
」
と
見
え
る
。
四
五
は
一
色
殿
（
道
猶
か
）
か
ら
相
良
遠
江
守
定
頼
同
庶
子

等
に
宛
行
わ
れ
た
恩
賞
地
の
の
所
領
注
文
で
あ
る
。
こ
の
中
に
相
良
定
頼
分
と
し

て
「
肥
後
園
球
磨
郡
永
吉
庄
半
分
百
七
五
町
、
平
河
左
近
充
、
頼
尚
跡
」
が
見
え
、

山
田
村
が
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
強
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
所
領
の
多
く
は
日

向
国
水
俣
院
・
島
津
庄
な
ど
と
い
っ
た
広
大
な
地
を
得
て
い
る
。
こ
の
文
書
は
定

頼
が
延
文
二
年
（
一
三
五
七
）
十
二
月
十
八
日
に
遠
江
守
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
の

で
、
そ
れ
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

四
六
は
島
津
資
久
あ
て
の
斯
波
氏
経
軍
催
促
状
で
あ
る
。
四
七
は
人
吉
の
相
良
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こ
の
史
料
篇
は
中
世
城
跡
「
山
田
城
」
と
永
吉
庄
山
田
村
の
支
配
に
関
す

解
説
る
文
書
．
史
料
・
金
石
文
な
ど
を
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
収
載
範
囲
は

鎌
倉
か
ら
南
北
朝
時
代
ま
で
と
し
、
主
に
山
田
城
の
位
置
付
け
と
そ
の
歴
史
的
背

景
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

史
料
集
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
五
『
相
良
家
文
書
』

（
東
京
大
学
出
版
会
刊
）
・
熊
本
県
篇
『
熊
本
聯
史
料
』
中
世
篇
（
熊
本
県
刊
）
・

川
添
昭
二
編
『
祢
寝
文
書
』
（
九
州
史
料
刊
行
会
刊
）
・
平
田
寛
編
『
九
州
の

中
世
美
術
ｌ
熊
本
・
球
磨
地
方
美
術
調
査
概
報
ｌ
』
（
九
州
大
学
九
州
文
化
史
研

究
施
設
刊
）
・
瀬
野
精
一
郎
編
『
九
州
地
方
中
世
編
年
文
書
目
録
』
鎌
倉
・
南
北

朝
時
代
篇
（
吉
川
弘
文
館
刊
）
・
菖
蒲
和
弘
編
『
球
磨
郡
中
世
編
年
文
書
目
録
』

鎌
倉
・
南
北
朝
時
代
篇
（
私
家
版
）
・
竹
内
理
三
編
『
鎌
倉
遺
文
』
（
東
京
堂
出

版
刊
）
・
瀬
野
精
一
郎
編
『
南
北
朝
遺
文
』
九
州
篇
（
東
京
堂
出
版
刊
）
・
鹿
児

島
県
史
料
編
纂
所
編
『
鹿
児
島
県
史
料
旧
記
雑
録
前
編
（
一
・
二
）
』
（
鹿
児
島

県
刊
）
・
川
添
昭
二
編
『
今
川
了
俊
関
係
史
料
』
（
私
家
版
）
・
上
村
重
次
編
著
『
九

州
相
良
の
寺
院
資
料
』
（
金
輝
堂
書
店
刊
）
の
恩
恵
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
く
、
必

要
に
応
じ
て
人
吉
市
に
笹
淵
格
氏
所
蔵
の
相
良
家
編
纂
物
を
参
照
し
、
現
地
踏

査
を
行
っ
た
。

な
お
、
『
祢
寝
文
書
』
・
『
今
川
了
俊
関
係
史
料
』
に
つ
い
て
は
、
川
添
昭
二

九
州
大
学
教
授
に
史
料
集
の
貸
与
の
便
宜
を
取
り
計
ら
っ
て
い
た
だ
い
た
。
記
し

て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

「
山
田
城
跡
」
史
料
篇

「
山
田
村
」
が
歴
史
上
に
登
場
す
る
の
は
、
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
か
ら
で

解
題

あ
る
が
、
球
磨
郡
が
ど
の
所
領
に
含
ま
れ
、
誰
が
領
主
で
あ
っ
た
か
を
知

る
文
書
と
し
て
番
号
（
以
下
こ
れ
を
略
す
）
一
・
二
・
四
が
あ
る
。

二
に
よ
る
と
山
田
村
は
「
永
吉
庄
」
に
含
ま
れ
、
所
領
は
「
師
高
希
代
相
偉
私

領
」
で
、
地
頭
職
が
良
峯
（
平
河
）
師
高
か
ら
、
嫡
子
師
貞
に
譲
ら
れ
て
い
る
。

四
は
建
久
図
田
帳
写
で
、
永
吉
庄
は
鎌
倉
殿
御
領
と
な
り
、
地
頭
は
「
良
峯
師

高
子
息
字
平
紀
平
次
」
と
あ
り
、
師
貞
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
｜
は
良
峯
姓
先
祖

書
で
、
こ
れ
に
よ
る
と
惣
領
は
「
平
河
」
姓
を
名
乗
り
、
一
族
が
分
立
し
て
い
る
。

先
祖
書
に
見
え
る
山
田
次
郎
東
高
と
は
、
後
に
山
田
村
地
頭
と
伝
え
ら
れ
る
人
物

で
あ
る
。

三
は
山
田
・
高
寺
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
弘
法
大
師
版
木
銘
文
で
あ
る
。

五
・
六
は
沙
弥
蓮
悌
（
相
良
永
頼
）
が
、
氏
寺
の
人
吉
願
成
寺
に
箕
意
之
原
と

梨
原
の
荒
野
を
寺
掃
治
の
た
め
寄
進
し
た
も
の
で
あ
る
。
箕
意
之
原
は
「
蓑
原
」

と
言
わ
れ
今
日
、
人
吉
市
と
山
江
村
山
田
を
ま
た
ぐ
所
に
あ
る
。

七
・
八
・
九
・
十
三
・
十
四
は
人
吉
庄
永
留
名
に
関
す
る
文
書
で
あ
る
。
永
留

名
は
山
田
城
主
と
伝
え
ら
れ
る
永
留
氏
と
の
関
連
が
求
め
ら
れ
、
同
時
に
平
河
氏

も
係
わ
り
あ
っ
て
い
る
。
人
吉
市
鬼
木
町
が
比
定
地
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。

七
は
沙
弥
蓮
悌
の
所
領
で
あ
っ
た
人
吉
庄
の
半
分
が
没
収
さ
れ
、
北
条
得
宗
領

に
組
み
入
れ
ら
れ
た
と
き
、
作
製
き
れ
た
南
方
半
分
の
得
分
注
進
状
で
あ
る
。
文

中
の
「
永
吉
之
堺
下
前
河
」
と
は
、
今
日
の
万
江
川
の
こ
と
を
示
す
。

十
・
十
二
は
永
吉
庄
の
地
頭
名
主
職
に
関
す
る
関
東
下
知
状
案
、
申
状
案
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
る
と
永
吉
庄
は
師
高
先
祖
の
開
発
私
領
で
あ
っ
た
が
、
平
家
逆
乱

の
と
き
、
右
大
将
家
（
源
頼
朝
）
か
ら
一
旦
勘
気
を
蒙
り
永
吉
庄
が
没
収
さ
れ
て
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割
を
果
た
し
た
人
物
中
、
も
っ
と
も
代
表
的
な
も
の
は
子
息
の
今
川
満
範
で
あ
る
。

『
征
西
将
軍
宮
』
は
了
俊
の
末
子
と
す
る
け
れ
ど
も
、
拠
る
所
を
知
ら
な
い
」
と

疑
問
を
投
じ
ら
れ
て
い
る
。

注

（
１
）
『
熊
本
灘
史
料
』
中
世
篇
三
、
「
平
河
文
書
」
所
収
、
昭
和
如
年
・
熊
本
県
刊
。
以
下
、
文
書

番
号
を
（
平
一
）
と
略
す
。

（
２
）
昭
和
“
年
度
熊
本
中
世
史
研
究
会
例
会
報
告
。
そ
の
後
「
肥
後
球
磨
郡
の
荘
園
公
領
制
建
久

図
田
帳
体
制
の
成
立
ｌ
」
、
田
村
圃
澄
博
士
古
稀
記
念
『
東
ア
ジ
ア
と
日
本
歴
史
編
』
所
収
、

「
肥
後
国
人
吉
荘
の
成
立
と
特
質
ｌ
服
部
英
雄
氏
の
批
判
に
応
え
て
ｌ
」
、
熊
本
大
学
「
文

学
部
論
叢
史
学
編
」
二
五
号
所
収
で
言
及
し
て
お
ら
れ
る
。

（
３
）
『
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
五
相
良
家
文
書
」
第
一
巻
所
収
、
大
正
６
年
３
月
・
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
刊
。
以
下
、
文
書
番
号
を
（
相
二
）
と
略
す
。

（
４
）
『
五
木
村
学
術
調
査
人
文
編
（
歴
史
）
」
八
頁
、
昭
和
銘
年
・
五
木
村
総
合
学
術
調
査
団
刊

（
５
）
平
河
氏
に
視
点
を
お
い
た
論
文
と
し
て
池
田
公
一
「
鎌
倉
幕
府
権
力
の
浸
透
と
九
州
球
磨
地
方

の
対
応
ｌ
御
家
人
平
河
氏
の
対
預
所
相
論
を
中
心
に
ｌ
」
、
『
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
』
十
五
別
輯

所
収
、
昭
和
印
年
・
同
大
学
刊
、
が
あ
る
。

（
６
）
「
九
州
諸
国
に
お
け
る
北
条
氏
所
領
の
研
究
」
三
六
一
頁
、
竹
内
理
三
博
士
還
暦
記
念
会
編
「
荘

園
制
と
武
家
社
会
』
所
収
、
昭
和
“
年
・
吉
川
弘
文
館
刊
。

（
７
）
「
軍
忠
状
の
彼
方
に
」
三
五
頁
、
『
史
学
雑
誌
」
第
八
九
編
第
七
号
所
収
、
昭
和
妻
年
・
史
学

会
刊
。

（
８
）
（
７
）
同
論
文
の
三
六
頁

（
９
）
「
相
良
氏
と
南
九
州
国
人
一
摸
」
二
二
貢
、
「
歴
史
学
研
究
』
第
五
一
四
号
所
収
、
昭
和
認
年

へ

10
ー

た
だ
、
関
連
資
料
と
し
て
「
但
馬
守
頼
重
」
と
刻
ん
だ
五
輪
塔
が
、
球
磨
郡
深
田
村
の
荒
茂
・
勝

福
寺
跡
に
あ
る
。
ま
た
、
梁
瀬
領
十
嶋
山
に
あ
る
十
嶋
天
満
天
神
の
「
棟
札
二
日
ク
正
平
廿
六
年

「
相
良
氏
と
南
九
州
国
人
一
摸
」
二
二
貢
、
「
歴
史
学
研
究
』
第
五
一
四
号
所
収
、
昭
和
、

歴
史
学
研
究
会
刊
。

球
磨
郡
国
人
七
人
の
う
ち
姓
不
明
の
但
馬
守
頼
重
・
義
武
の
二
人
に
つ
い
て
不
明
で
あ
る
。

丁
未
再
興
、
願
主
平
ノ
植
重
」
（
「
麻
郡
神
社
私
考
』
所
収
）
と
見
え
る
。
二
人
と
も
同
時
代
の
人

物
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
同
じ
人
物
か
そ
れ
と
も
平
河
・
平
氏
の
い
ず
れ
か
で
あ
っ
た
可
能
性

が
強
い
。
も
う
一
人
の
義
武
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

五
）
（
８
）
に
先
行
す
る
論
文
と
し
て
川
添
昭
二
「
今
川
了
俊
の
南
九
州
経
営
と
国
人
層
」
、
「
九
州

史
学
』
十
号
所
収
、
昭
和
調
年
・
九
州
史
学
会
刊
。

危
）
球
磨
郡
国
人
十
人
の
う
ち
、
相
良
右
頓
・
久
米
代
為
頓
の
所
領
・
本
貫
地
は
不
明
で
あ
る
。
た

だ
、
右
頼
に
つ
い
て
は
上
村
氏
が
推
測
さ
れ
、
為
頼
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

参
考
文
献

球
磨
郡
教
育
支
会
編
「
球
磨
郡
誌
」
、
昭
和
実
年
・
同
支
会
刊
。

川
添
昭
二
著
「
今
川
了
俊
」
、
昭
和
三
年
・
吉
川
弘
文
館
刊
。

杉
本
尚
雄
著
『
菊
池
氏
三
代
」
、
昭
和
聖
年
・
吉
川
弘
文
館
刊
。

瀬
野
精
一
郎
編
「
九
州
地
方
中
世
編
年
文
書
目
録
」
鎌
倉
時
代
篇
、
昭
和
堅
年
・
吉
川
弘
文
館
刊
。

瀬
野
精
一
郎
編
「
九
州
地
方
中
世
編
年
文
書
目
録
」
南
北
朝
時
代
篇
、
昭
和
里
年
・
吉
川
弘
文
館
刊
。

人
吉
市
史
編
纂
協
議
会
編
『
人
吉
市
史
」
第
一
巻
、
昭
和
葵
年
・
人
吉
市
教
育
委
員
会
刊
。

竹
内
理
三
編
「
鎌
倉
遺
文
」
第
一
’
三
十
八
巻
、
昭
和
美
年
以
降
継
続
・
東
京
堂
出
版
刊
。

川
添
昭
二
著
『
中
世
九
州
の
政
治
と
生
活
」
、
昭
和
美
年
・
文
献
出
版
刊
。

山
口
隼
正
著
「
中
世
九
州
の
政
治
社
会
構
造
』
、
昭
和
夷
年
・
吉
川
弘
文
館
刊
。

「
一
摸
」
全
五
巻
、
昭
和
妻
年
ｌ
芙
年
・
東
京
大
学
出
版
会
刊
。

瀬
野
精
一
郎
編
『
南
北
朝
遺
文
』
九
州
篇
第
一
’
三
巻
、
昭
和
否
年
以
降
継
続
・
東
京
堂
出
版
刊
。

池
田
公
一
編
著
「
中
世
九
州
相
良
氏
関
係
文
書
集
」
、
昭
和
室
年
・
文
献
出
版
刊
。

永
原
慶
二
著
『
大
系
日
本
の
歴
史
」
第
六
巻
、
昭
和
三
年
・
小
学
館
刊
。

少
弐
・
宗
体
制
懇
話
会
編
「
少
弐
氏
と
宗
氏
」
第
一
’
十
号
、
昭
和
五
八
年
以
降
継
続
・
同
懇
話
会
刊
。

－16－



鎌
倉
末
期
に
「
少
府
御
領
」
、
南
北
朝
時
代
に
は
「
太
宰
少
試
頼
尚
領
永
吉
庄

内
山
田
城
」
と
見
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
の
山
田
村
は
、
少
試
氏
の
所
領
で

代
官
が
現
地
に
赴
き
、
依
然
と
し
て
地
頭
は
平
河
氏
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
。

ざ
ら
に
平
河
氏
は
北
朝
方
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
る

史
料
は
何
ら
残
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
永
吉
庄
内
が
内
乱
の
主
な
舞
台
で
あ
っ

た
こ
と
は
注
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

球
磨
郡
で
の
南
北
朝
の
内
乱
を
、
大
き
く
分
け
る
と

①
建
武
三
年
二
三
三
六
）
南
朝
方
の
上
相
良
氏
と
球
磨
郡
国
人
ら
の
挙
兵

～
興
国
元
年
二
三
四
○
）
の
筑
後
経
尚
の
球
磨
郡
下
着
ま
で
．

②
興
国
元
年
（
一
三
四
○
）
筑
後
経
尚
を
大
将
に
し
た
北
朝
方
の
大
攻
勢
に

よ
り
、
山
田
城
の
落
城
と
筑
地
原
・
木
原
合
戦
で
の
勝
利
～
康
永
二
年
（
一

三
四
三
）
の
上
相
良
氏
・
球
磨
郡
国
人
ら
の
北
朝
方
帰
順
ま
で
。

③
観
応
元
年
（
一
三
五
○
）
．
下
相
良
氏
の
北
朝
方
離
反
に
よ
り
、
上
相
良
氏

の
南
朝
方
帰
順
～
永
和
二
年
（
一
三
七
六
）
の
今
川
満
範
の
球
磨
郡
下
着

ま
で
。

④
永
和
二
年
（
一
三
七
六
）
今
川
満
範
の
下
着
に
よ
り
「
一
同
之
儀
」
（
一
摸
）

の
成
立
。
南
朝
方
の
嶋
津
氏
久
に
対
す
る
神
水
契
状
に
球
磨
郡
か
ら
十
人
が

参
加
～
弘
和
三
年
（
一
三
八
三
）
下
相
良
氏
の
南
朝
方
帰
順
ま
で
．

⑤
弘
和
三
年
（
一
三
八
三
）
下
相
良
氏
の
南
朝
帰
順
に
よ
り
一
摸
の
解
体
。

こ
れ
に
よ
っ
て
再
び
上
相
良
氏
・
国
人
ら
と
の
対
立
激
化
。

以
上
、
五
段
階
に
分
け
ら
れ
、
上
・
下
相
良
氏
の
対
立
に
他
の
国
人
た
ち
が
加

わ
る
形
で
内
乱
が
展
開
し
て
い
る
。
球
磨
郡
で
は
、
南
北
朝
の
合
一
後
も
内
乱
に

終
止
符
が
打
た
れ
ず
、
室
町
時
代
へ
と
持
ち
越
き
れ
た
。

内
乱
の
中
で
、
「
山
田
城
」
は
北
朝
方
の
重
要
拠
点
の
一
つ
に
考
え
ら
れ
、
城

を
舞
台
に
合
戦
が
行
わ
れ
て
い
る
。
下
相
良
氏
が
主
に
北
朝
方
と
し
て
戦
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
山
田
城
が
同
氏
の
本
拠
地
で
あ
っ
た
可
能
性
は
大
き
い
。

そ
の
後
も
、
下
相
良
氏
は
一
独
立
し
た
国
人
と
し
て
行
動
し
、
一
族
の
所
領
拡

大
に
務
め
、
優
越
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
後
に
戦
国
大
名
と

し
て
相
良
氏
が
成
長
す
る
上
で
の
基
盤
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
鎌
倉
期
の
山
田
村
は
永
吉
庄
地
頭
平
河
氏
と
密
接
な
関
係
に

あ
り
、
南
北
朝
期
に
は
、
平
河
氏
と
結
び
つ
け
る
文
書
は
見
出
せ
な
い
。
む
し
ろ

人
吉
庄
地
頭
・
下
相
良
氏
の
進
出
と
同
氏
の
山
田
城
と
の
関
係
が
窺
い
知
れ
る
。

こ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
永
吉
庄
地
頭
平
河
氏
の
後
退
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ

ろ
う
。

（
追
記
一
成
稿
後
、
工
藤
敬
一
氏
の
「
相
良
氏
の
肥
後
球
磨
郡
支
配
ｌ
そ
の
始

源
を
考
え
る
ｌ
」
（
安
田
元
久
先
生
退
任
記
念
論
集
刊
行
委
員
会
編
「
中
世
日

本
の
諸
相
」
下
巻
所
収
、
昭
和
闘
年
・
吉
川
弘
文
館
刊
）
。
川
添
昭
二
氏
の
「
南

九
州
経
営
に
お
け
る
九
州
探
題
・
今
川
了
俊
の
代
官
」
（
『
菖
記
雑
録
月
報
』
岨
所

収
、
昭
和
開
年
・
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
蕊
明
館
刊
）
が
発
表
さ
れ
た
が
、

本
稿
で
は
触
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

な
お
、
工
藤
氏
は
論
文
の
中
で
、
「
鎌
倉
幕
府
の
成
立
に
と
も
な
い
、
球
磨
御

領
は
全
体
と
し
て
没
官
領
と
さ
れ
、
郡
内
の
中
枢
に
鎌
倉
殿
御
領
が
旧
平
家
得
分

を
継
承
す
る
形
で
設
定
さ
れ
、
そ
れ
に
と
も
な
い
球
磨
御
領
は
、
建
久
三
年
の
半

ば
に
人
吉
荘
・
鎌
倉
殿
御
領
・
公
田
の
三
つ
の
所
領
に
片
寄
せ
再
編
成
さ
れ
た
」

と
し
て
い
る
。

ま
た
、
川
添
氏
は
「
今
川
了
俊
の
南
九
州
経
営
に
当
た
っ
て
代
官
と
し
て
の
役
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近
江
守
前
頼
③
相
良
参
川
権
守
右
頼
④
平
川
兵
庫
充
師
門
⑤
須
恵
修
理
亮

重
宗
⑥
岡
本
越
前
守
頼
季
⑦
永
里
大
和
権
守
武
綱
⑧
宮
原
橘
公
冬
⑨
久

米
代
大
膳
亮
為
頼
⑩
奥
野
代
源
助
景
ら
で
、
一
撲
を
結
ん
だ
国
人
六
十
一
人
の
中

｛
吃
）

で
は
最
も
多
い
十
人
で
あ
る
。

一
摸
の
存
続
期
間
は
不
明
で
あ
る
が
、
南
朝
方
は
弘
和
三
年
（
一
三
八
三
）
四

月
十
四
日
付
け
で
征
西
将
軍
宮
令
旨
（
相
一
七
六
）
を
下
だ
し
、
相
良
前
頼
の
南

朝
方
帰
順
を
褒
し
て
、
「
玖
麻
郡
内
井
葦
北
庄
」
の
領
掌
を
安
堵
し
た
。
同
日
付

け
で
菊
池
武
朝
施
行
状
（
相
一
七
七
）
も
下
さ
れ
た
こ
と
で
、
下
相
良
氏
の
、
一

模
か
ら
の
離
反
・
南
朝
方
帰
順
が
決
定
的
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
嶋
津
・
禰
寝
氏

も
南
朝
方
に
転
じ
、
永
和
三
年
の
一
撲
は
崩
壊
寸
前
と
な
る
。

至
徳
元
年
（
一
三
八
四
）
の
年
末
に
は
「
嶋
津
両
人
相
良
近
江
守
八
代
加
凶
徒
、

去
十
一
日
二
見
陣
軍
勢
等
、
悉
可
失
」
（
禰
五
八
八
）
と
あ
る
よ
う
に
、
嶋
津
氏

も
南
朝
方
に
転
じ
、
永
和
三
年
の
一
摸
は
崩
壊
し
た
。

こ
の
間
、
球
磨
郡
内
の
情
勢
は
不
明
で
あ
る
が
、
下
相
良
氏
は
南
朝
方
と
し
て

肥
後
国
隈
庄
の
隈
牟
田
城
と
天
草
の
上
津
浦
氏
の
城
を
攻
め
て
い
る
。
一
摸
解
体

後
は
、
再
び
上
・
下
相
良
氏
の
対
立
を
激
化
さ
せ
、
緊
迫
し
た
状
況
を
作
り
出
し

た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
下
相
良
氏
の
前
頼
は
元
中
八
年
（
一
三
九
一
）
二
月
十
八

日
に

契
約
申
候
、
右
之
意
趣
者
、
於
多
良
木
競
望
之
事
、
不
可
有
候
、
此
旨
偽
申

候
者
、
奉
仰
候
、
阿
蘇
十
二
宮
大
明
神
之
御
罰
ヲ
、
至
子
々
孫
々
可
罷
蒙
候

也 十
六
、
下
相
良
氏
の
南
朝
帰
順
と
一
摸
解
体

と
い
う
内
容
の
契
状
（
相
一
八
六
）
を
上
相
良
氏
の
孫
五
郎
宛
に
出
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
下
相
良
氏
が
、
上
相
良
氏
に
優
越
し
た
こ
と
が
窺
え
、
他
の
国

人
に
対
し
て
も
優
位
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
時
期
の
征
西
府
・
南
朝
方
は
各
地
で
劣
勢
に
立
ち
、
衰
退
の
途

を
辿
っ
て
お
り
、
明
徳
二
年
二
三
九
二
八
代
の
古
麓
城
で
合
戦
が
行
わ
れ
た
。

七
月
に
は
古
麓
も
落
城
し
、
八
代
に
在
っ
た
良
成
親
王
は
八
代
郡
の
高
田
、
さ
ら

に
は
矢
部
に
御
在
所
を
移
さ
れ
た
。

元
中
九
年
（
一
三
九
三
十
月
廿
五
日
、
南
朝
の
御
亀
山
天
皇
が
北
朝
の
後
小

松
天
皇
に
神
器
を
譲
り
、
六
十
五
年
に
わ
た
る
南
北
両
朝
の
内
乱
に
終
止
符
が
打

た
れ
た
。
し
か
し
、
球
磨
郡
の
内
乱
は
、
南
北
合
一
後
も
収
ら
ず
、
室
町
時
代
を

迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

む
す
び

鎌
倉
時
代
の
山
田
村
は
、
文
書
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
「
球
磨
庄
安
富
領
内
三

善
」
に
含
ま
れ
、
そ
の
後
「
永
吉
庄
」
と
庄
名
を
変
え
た
こ
と
が
わ
か
る
。

永
吉
庄
は
、
平
河
氏
の
「
先
祖
開
発
私
領
」
で
、
鎌
倉
幕
府
の
政
権
下
で
は
、

「
永
吉
地
頭
井
名
主
職
」
が
安
堵
き
れ
て
い
る
。
一
方
、
預
所
職
は
幕
府
の
大
江

麿
元
か
ら
外
孫
の
近
衛
中
将
責
春
に
譲
ら
れ
、
そ
の
後
、
豊
前
々
景
資
、
備
前
々

司
入
道
と
代
わ
り
、
代
官
行
性
に
至
っ
て
は
名
主
職
ま
で
混
領
し
て
し
ま
い
地

頭
・
平
河
氏
と
越
訴
中
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
の
後
は
、
徐
々
に
北
条
得
宗
領
へ
と
組
み
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

が
、
現
地
の
支
配
は
、
地
頭
平
河
氏
（
あ
る
い
は
先
祖
書
に
い
う
山
田
次
郎
東
高
）

に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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球
磨
郡
で
は
、
下
相
良
一
族
と
考
え
ら
れ
る
相
良
左
近
将
監
が
北
朝
の
了
俊
方

に
当
参
し
、
了
俊
か
ら
感
状
（
相
一
七
一
）
を
得
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
正
平

廿
三
年
（
一
三
六
八
）
に
成
立
し
た
「
当
郡
人
々
各
申
談
」
．
同
之
儀
」
体
制
が
、

下
相
良
氏
の
離
反
で
崩
壊
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

文
中
三
年
（
一
三
七
四
）
五
月
廿
六
日
に
は
武
光
の
子
、
次
郎
武
政
も
急
死
し

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
今
川
了
俊
は
菊
池
氏
の
本
拠
地
で
あ
る
隈
府
の

攻
略
に
着
手
し
、
守
護
の
嶋
津
氏
久
・
大
友
親
世
・
少
試
冬
資
ら
に
書
状
を
送
り

来
援
を
催
促
し
た
。

し
か
し
、
了
俊
は
こ
れ
に
応
じ
た
少
試
冬
資
を
水
嶋
（
菊
池
郡
七
城
町
）
の
陣

中
で
謀
殺
し
た
た
め
、
嶋
津
氏
久
は
宮
方
に
下
り
、
九
州
の
諸
将
の
多
く
も
続
い

て
離
反
し
た
。
こ
れ
で
、
了
俊
の
応
安
四
年
（
一
三
七
二
以
来
、
五
年
に
わ
た

る
宮
方
制
圧
は
挫
折
し
孤
立
状
態
と
な
っ
た
。
南
朝
方
は
再
び
勢
力
を
盛
り
返
し
、

天
授
元
年
二
三
七
五
）
五
月
に
は
、
菊
池
の
隈
府
に
い
た
懐
良
親
王
が
若
年
の

相
良
前
頼
が
南
朝
年
号
を
用
い
た
の
は
正
平
廿
三
年
（
一
三
六
八
）
八
月
五
日

（
相
良
前
頼
・
氏
頼
連
署
契
状
）
で
、
前
述
し
た
年
欠
く
書
状
七
通
は
、
恐
ら
く

正
平
廿
三
年
か
そ
れ
以
後
に
作
成
き
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

相
良
前
頼
の
南
朝
方
帰
順
で
、
球
磨
郡
内
の
内
乱
は
静
ま
り
、
国
人
た
ち
の
行

動
は
「
当
郡
人
々
各
申
談
」
「
一
同
之
儀
」
と
呼
ば
れ
、
合
同
軍
事
力
は
日
向
国

真
幸
院
・
嶋
津
庄
の
嶋
津
氏
久
に
向
け
ら
れ
た
。

し
た
。

十
四
、
下
相
良
氏
の
北
朝
方
帰
順

文
中
二
年
（
一
三
七
三
）
十
一
月
、
宮
方
が
中
心
と
も
頼
む
菊
池
武
光
が
逝
去

嶋
津
氏
久
の
宮
方
帰
順
で
今
川
了
俊
の
南
九
州
支
配
は
困
難
を
極
め
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
、
了
俊
・
満
範
の
反
嶋
津
氏
勢
力
と
が
合
致
し
、
永
和
二
年
（
一
三

七
六
）
六
月
二
日
、
満
範
は
嶋
津
攻
略
の
た
め
、
球
磨
郡
人
吉
に
下
着
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
郡
内
の
対
立
は
（
小
田
氏
を
除
い
て
）
解
消
さ
れ
、
正
平

廿
三
年
と
同
じ
く
、
「
当
郡
人
々
各
申
談
」
。
同
之
儀
」
体
制
が
再
現
し
た
。

同
年
七
月
に
、
球
磨
郡
国
人
ら
は
日
向
国
真
幸
院
に
到
着
し
、
嶋
津
氏
の
本
拠

地
ま
で
あ
と
わ
ず
か
と
迫
っ
た
。
満
範
は
彼
ら
の
軍
事
行
動
を
．
摸
」
（
禰
四

三
○
）
と
呼
ん
で
い
る
。

永
和
三
年
（
一
三
七
七
）
十
月
廿
八
日
、
南
九
州
の
肥
後
南
郡
・
薩
摩
・
大
隅
・

（
Ⅲ
）

日
向
の
四
ヶ
国
の
国
人
六
一
人
が
一
摸
を
結
び
、
神
水
契
状
に
署
名
し
て
、
嶋
津

氏
久
に
対
抗
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
は
従
来
、
対
立
関
係
に
あ
っ
た
球
磨

郡
国
人
の
大
半
が
参
加
し
た
。
顔
ぶ
れ
は
①
相
良
多
良
木
遠
江
守
頼
忠
②
相
良

良
成
親
王
に
征
西
将
軍
を
譲
位
し
た
。

同
年
六
月
廿
二
日
に
は
、
今
川
了
俊
の
弟
・
仲
秋
か
ら
相
良
美
作
守
宛
に
感
状

（
相
一
七
三
が
下
さ
れ
「
於
玖
磨
被
致
忠
節
候
条
」
に
つ
い
て
軍
忠
が
褒
さ
れ

た
。
相
良
長
時
軍
忠
状
案
（
相
一
七
三
）
に
は
「
惣
領
近
江
守
前
頼
同
心
」
と
あ

り
、
水
嶋
の
陣
に
も
馳
参
し
、
合
戦
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
相
良
前
頼
を
惣
領
と
す
る
下
相
良
一
族
は
、
了
俊
の
北
朝

方
と
し
て
、
球
磨
郡
を
は
じ
め
菊
池
郡
ま
で
参
陣
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
前

頼
が
敵
対
し
た
相
手
と
は
、
上
相
良
氏
を
中
心
と
す
る
球
磨
郡
の
国
人
た
ち
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

十
五
、
今
川
満
範
の
球
磨
郡
下
向
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に
候
」
の
た
め
契
状
が
出
し
た
と
言
っ
て
い
る
。

条
文
①
は
一
族
内
に
不
和
が
生
じ
た
時
は
、
相
互
に
申
し
開
き
を
す
る
。
同
じ

く
②
は
庄
内
に
お
け
る
所
務
以
下
の
相
論
の
際
は
、
一
族
各
々
と
申
談
し
、
理
運

に
任
せ
て
解
決
す
る
Ｉ
と
約
束
Ｌ
て
い
る
。
服
部
英
雄
氏
は
宛
名
の
「
永

（
７
）

富
氏
こ
そ
〃
庶
子
の
独
立
〃
を
代
表
す
る
存
在
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
契
状
か
ら
は
反
惣
領
一
族
の
存
在
も
窺
え
る
こ
と
か
ら
、
同
一
契
状

が
他
の
一
族
に
出
き
れ
た
可
能
性
が
な
い
で
は
な
く
、
庶
子
の
代
表
と
ま
で
は
言

え
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
む
し
ろ
独
立
し
た
庶
子
の
一
人
と
し
て
現
れ
た
こ

と
の
方
が
よ
り
重
要
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

下
相
良
氏
が
、
一
族
の
弱
体
化
に
も
つ
な
が
り
得
な
い
〃
わ
だ
か
ま
り
″
を
抱

え
、
北
朝
方
の
上
相
良
氏
・
国
人
た
ち
と
戦
う
こ
と
は
困
難
で
、
そ
れ
が
ピ
ー
ク

に
達
し
た
の
が
い
わ
ゆ
る
正
平
廿
三
年
の
前
年
で
あ
り
、
対
立
関
係
に
あ
っ
た
南

朝
方
に
帰
順
し
た
の
も
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

今
川
了
俊
が
太
宰
府
を
奪
回
し
た
頃
、
球
磨
郡
で
は
北
朝
方
で
あ
っ
た
下
相
良

氏
の
惣
領
定
頼
が
逝
去
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
一
族
間
で
は
動
揺
が

続
き
、
惣
領
前
頼
側
か
ら
庶
子
に
宛
て
て
契
状
（
相
一
七
○
）
が
作
成
き
れ
た
。

こ
の
契
状
は
、
正
平
廿
三
年
（
一
三
六
八
）
八
月
五
日
付
で
新
し
く
惣
領
と
な
っ

た
前
頼
と
弟
、
氏
頼
が
連
署
し
て
、
一
族
の
「
な
が
と
み
と
の
」
宛
て
た
も
の
で
、

北
朝
方
で
あ
っ
た
下
相
良
氏
が
は
じ
め
て
南
朝
年
号
を
使
用
し
て
い
る
。

宛
名
の
「
な
が
と
み
と
の
」
と
は
、
永
富
氏
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
、
前
文
・
二

ケ
条
々
文
・
後
文
か
ら
成
り
、
「
今
の
世
上
の
体
、
昨
日
に
今
日
は
代
わ
る
作
法

十
二
、
下
相
良
氏
の
庶
子
宛
契
状

そ
の
上
で
下
相
良
氏
は
、
一
族
結
束
に
向
け
て
〃
一
族
合
議
〃
を
中
心
と
す
る

契
状
を
惣
領
か
ら
庶
子
宛
に
提
唱
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
じ
く
し
て
山
田
城

バ
ン

の
南
西
側
麓
に
あ
る
大
王
社
神
殿
裏
に
、
フ
可
正
平
廿
三
馳
一
結
諸
衆
」
と

刻
ま
れ
た
自
然
石
が
建
て
ら
れ
た
。

服
部
英
雄
氏
は
「
一
結
諸
衆
」
の
語
か
ら
、
「
永
富
氏
の
も
と
に
結
集
し
た
反

（
８
）

惣
領
的
性
格
を
も
つ
庶
子
連
合
（
一
摸
と
表
現
し
て
も
よ
か
ろ
う
）
」
と
推
定
し

て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
「
永
留
ど
ん
の
墓
」
と
い
う
伝
承
自
体
は
、
信
想
性
が
な

く
断
定
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
正
平
廿
三
年
前
後
の
球
磨
郡
は
南
朝

方
一
色
で
、
平
和
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
反
庶
子
連
合
は
あ
り
得
な
い
こ

と
に
な
る
。

服
部
英
雄
氏
は
、
『
禰
寝
文
書
』
中
の
、
年
欠
く
八
月
廿
一
・
廿
二
日
付
け
の

書
状
七
通
に
つ
い
て
分
析
を
行
い
、
書
状
の
発
給
者
は
球
磨
郡
の
国
人
七
人
で
、

（
９
）

「
球
磨
郡
一
同
之
儀
」
の
存
在
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

（
ぬ
）

球
磨
郡
の
国
人
七
人
と
は
、
①
多
良
木
前
上
総
介
頼
仲
②
（
相
良
）
近
江
守

前
頼
③
永
里
周
防
介
隆
能
④
（
橘
）
前
佐
渡
守
公
頼
⑤
（
小
田
）
加
賀
守

房
成
⑥
（
平
か
）
但
馬
守
頼
重
⑦
（
姓
は
不
明
）
義
武
で
あ
る
。

同
じ
内
容
の
書
状
が
七
通
作
成
さ
れ
、
大
隅
国
の
禰
寝
久
清
に
送
ら
れ
た
こ
と

に
つ
い
て
「
畠
山
三
郎
殿
、
以
肥
州
内
儀
下
向
候
問
、
当
郡
人
々
各
申
談
」
（
禰

三
六
三
）
と
あ
る
よ
う
に
、
畠
山
氏
が
、
肥
州
（
菊
池
氏
か
）
の
命
で
球
磨
郡
に

下
向
し
た
こ
と
で
、
球
磨
郡
の
国
人
の
間
で
合
議
が
な
り
、
同
一
行
動
と
な
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

十
三
、
「
球
磨
郡
一
同
之
儀
」
の
成
立
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相
良
一
族
の
）
相
良
孫
次
郎
・
孫
五
郎
に
充
行
し
て
い
る
。
そ
の
後
も
、
探
題
方

と
直
冬
方
は
九
月
十
一
日
か
ら
十
五
日
ま
で
球
磨
郡
内
所
々
で
合
戦
を
繰
り
返
し

て
い
る
。

文
和
元
年
（
一
三
五
二
）
二
月
、
足
利
直
義
が
鎌
倉
で
逝
去
す
る
と
、
直
冬
は

一
変
し
て
宮
方
に
下
り
、
探
題
方
の
一
色
氏
と
戦
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な

状
況
の
な
か
で
、
五
月
六
日
に
、
一
色
範
氏
は
相
良
定
頼
を
大
隅
守
に
転
任
し
た
。

翌
年
五
月
十
九
日
、
下
相
良
一
族
は
、
一
色
範
親
に
従
っ
て
葦
北
庄
の
湯
浦
太

郎
秀
基
城
を
攻
め
落
と
し
、
一
方
で
は
、
日
向
国
真
幸
院
の
宮
方
に
対
し
て
牽
制

に
努
め
て
い
る
。
し
か
し
、
十
二
月
十
三
日
に
、
球
磨
郡
の
宮
方
が
、
久
米
郷
目

田
河
原
で
蜂
起
し
、
合
戦
と
な
っ
た
た
め
、
下
相
良
一
族
の
中
で
は
相
良
彦
五
郎
・

式
部
丞
・
中
務
丞
な
ど
が
討
死
し
た
。
こ
の
三
人
に
は
、
一
色
範
親
の
所
進
に
よ

り
、
一
色
範
氏
感
状
（
相
一
五
一
’
三
）
が
下
さ
れ
、
所
領
が
宛
行
さ
れ
た
。

球
磨
郡
で
は
、
宮
方
勢
力
に
、
小
田
六
郎
次
郎
が
加
わ
り
、
意
気
盛
ん
で
あ
っ

た
。
菊
池
武
光
ら
は
、
こ
れ
ら
肥
後
南
郡
の
宮
方
を
支
援
す
る
た
め
、
文
和
三
年

（
一
三
五
四
）
十
一
月
一
日
に
球
磨
郡
へ
押
し
寄
せ
、
永
里
村
と
深
田
城
で
、
合

戦
を
行
っ
た
（
相
一
六
二
）
。

文
和
四
年
（
一
三
五
五
）
十
月
に
、
懐
良
親
王
の
勢
力
が
日
々
益
々
と
増
え
、

勢
い
に
乗
っ
て
筑
前
国
博
多
へ
入
る
と
、
探
題
方
の
一
色
範
氏
・
直
氏
・
範
光
ら

一
族
は
、
戦
意
を
失
い
長
門
国
へ
敗
走
し
た
。
こ
う
し
て
三
者
鼎
立
の
時
代
は
崩

れ
去
っ
た
。
残
っ
た
の
は
懐
良
親
王
の
宮
方
で
、
そ
の
矛
先
が
次
に
向
け
ら
れ
た

の
は
、
一
色
一
族
で
球
磨
郡
に
留
ま
っ
た
一
色
範
親
と
、
相
良
定
頼
、
筑
前
の
少

弐
頼
尚
・
薩
摩
の
嶋
津
氏
久
・
大
隅
の
嶋
津
師
久
・
日
向
の
畠
山
直
顕
ら
幕
府
方

の
守
護
た
ち
で
あ
っ
た
。

延
文
三
年
二
三
五
八
）
四
月
三
十
日
、
足
利
尊
氏
が
五
十
四
歳
で
逝
去
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
幕
府
の
九
州
討
伐
軍
の
西
下
は
絶
望
的
と
な
り
、
九
州
は
征
西
府

懐
良
親
王
ら
宮
方
勢
力
に
入
る
こ
と
に
な
る
。

同
五
年
（
一
三
六
○
）
、
幕
府
は
斯
波
氏
経
を
管
領
と
し
て
下
向
き
せ
た
。

そ
の
頃
、
球
磨
郡
に
い
た
一
色
範
親
の
権
勢
も
衰
え
は
じ
め
、
十
一
月
十
三
日
に

は
日
向
国
国
富
庄
加
納
郷
の
地
頭
職
（
相
一
六
六
）
を
相
良
孫
五
郎
に
預
け
た
。

康
安
二
年
二
三
六
三
、
同
じ
く
日
向
国
妖
肥
郷
内
の
地
頭
職
を
相
良
孫
五
郎
・

相
良
豊
前
々
司
（
相
一
六
七
・
一
六
八
）
に
預
け
て
、
相
良
一
族
の
機
嫌
を
と
り

繕
い
、
勢
力
の
保
持
に
苦
心
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

貞
治
元
年
（
一
三
六
三
九
月
廿
一
日
、
筑
後
国
の
長
者
原
合
戦
で
、
斯
波
氏

経
は
菊
池
武
光
に
敗
れ
、
翌
年
、
何
ら
な
す
こ
と
な
く
九
州
か
ら
去
っ
て
い
っ
た
。

そ
こ
で
菊
池
武
光
ら
は
、
太
宰
府
に
入
っ
て
征
西
府
を
置
き
、
そ
の
権
勢
は
九

州
各
国
に
及
ん
だ
。
こ
れ
を
期
に
大
友
・
嶋
津
・
畠
山
氏
ら
の
勢
力
は
衰
え
、
全

く
逼
塞
状
態
と
な
り
、
宮
方
を
悩
ま
し
続
け
た
少
試
頼
尚
ら
一
族
も
、
太
宰
府
か

ら
追
わ
れ
た
。

建
徳
元
年
（
一
三
七
○
）
九
月
、
新
た
に
鎮
西
探
題
に
補
任
さ
れ
た
今
川
貞
世

（
法
名
了
俊
）
が
、
九
州
西
下
に
つ
い
た
の
は
翌
年
の
二
月
廿
日
で
、
十
二
月
十

九
日
に
九
州
門
司
に
第
一
歩
を
示
し
た
。
文
中
元
年
（
一
三
七
三
八
月
十
一
日
、

今
川
了
俊
は
宝
満
山
腹
の
有
智
山
城
を
落
城
き
せ
、
太
宰
府
を
奪
回
し
た
。
こ
の

こ
と
に
よ
り
正
平
十
六
年
（
一
三
六
二
八
月
以
来
、
十
二
年
間
に
わ
た
っ
た
太

宰
府
の
征
西
府
時
代
は
終
わ
り
を
告
げ
た
。

十
一
、
鎮
西
探
題
今
川
了
俊
の
下
向
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興
国
三
年
二
三
四
一
）
五
月
、
征
西
将
軍
宮
懐
良
親
王
は
六
年
の
歳
月
を
か

け
て
薩
摩
国
の
津
に
上
陸
し
、
国
人
谷
山
隆
信
の
い
る
谷
山
城
へ
入
っ
た
。
こ
の

と
き
肥
後
の
南
朝
方
は
、
中
心
と
な
る
べ
き
菊
地
武
重
・
武
敏
を
失
い
、
唯
一
人
、

阿
蘇
大
宮
司
家
の
庶
子
・
恵
良
惟
澄
の
活
躍
だ
け
が
、
士
気
を
支
え
て
い
た
。

九
州
探
題
の
一
色
範
氏
・
肥
後
国
守
護
の
少
試
頼
尚
は
、
懐
良
親
王
の
肥
後
入

国
を
防
ぐ
た
め
、
菊
地
・
阿
蘇
氏
の
本
拠
地
に
先
制
攻
撃
を
行
っ
た
。

球
磨
郡
で
は
、
南
朝
方
の
相
良
経
頼
が
九
月
廿
六
日
に
、
久
米
郷
木
原
へ
打
ち

出
し
た
。
合
戦
は
北
朝
方
の
勝
利
に
終
わ
り
、
筑
後
経
尚
は
参
戦
し
た
諸
将
の
軍

忠
状
に
証
判
を
加
え
、
一
色
範
氏
は
十
月
十
六
日
に
感
状
（
相
二
三
）
を
与
え

て
い
↓
ゐ
。

康
永
二
年
（
一
三
四
三
）
七
月
廿
日
、
少
試
頼
尚
は
川
尻
か
ら
相
良
経
頼
に
書

状
（
相
二
五
）
を
送
り
、
「
本
領
安
堵
」
「
京
都
注
進
」
を
条
件
に
味
方
に
誘
っ

た
。
経
頼
は
こ
れ
を
期
に
、
国
人
た
ち
と
共
に
北
朝
方
へ
下
っ
て
い
る
。
八
月
三

日
に
、
相
良
定
頼
へ
書
状
（
相
二
六
）
を
送
り
、
味
方
に
な
っ
た
そ
の
旨
を
伝

え
て
い
る
。
以
後
、
上
・
下
相
良
氏
は
、
共
に
北
朝
方
と
し
て
八
代
・
葦
北
郡
へ

打
ち
出
て
合
戦
を
行
う
。

貞
和
三
年
（
一
三
四
七
）
九
月
十
二
日
、
少
試
頼
尚
は
萩
原
城
料
所
と
し
て
八

代
庄
内
の
田
地
百
余
町
を
相
良
定
頼
に
預
け
、
所
領
の
確
保
を
行
っ
た
。
一
方
、

中
院
定
平
は
相
良
定
頼
を
南
朝
方
に
招
く
た
め
、
正
平
二
年
十
一
月
十
二
日
付
の

御
教
書
を
以
て
、
本
領
安
堵
を
約
束
し
、
一
族
な
ど
の
義
兵
を
求
め
た
が
、
定
頼

は
北
朝
方
に
留
ま
っ
た
ま
ま
の
状
態
で
あ
っ
た
。

九
、
上
相
良
氏
の
北
朝
方
帰
順
と
征
西
府

貞
和
四
年
（
一
三
四
八
）
一
月
二
日
、
征
西
将
軍
懐
良
親
王
は
肥
後
国
宇
土
の

住
吉
港
に
着
き
、
十
四
日
に
は
御
船
を
通
り
菊
池
郡
隈
府
へ
到
着
し
た
。
四
月
に

は
、
新
し
く
征
西
府
を
置
き
、
九
州
の
南
朝
方
に
足
利
一
党
の
討
伐
令
旨
を
下
し

た
。
親
王
の
参
謀
・
五
候
頼
元
は
、
肥
後
南
部
の
押
え
と
し
て
八
代
の
内
河
義
真

を
配
備
し
、
球
磨
郡
の
下
相
良
氏
に
対
し
て
は
、
中
院
義
定
が
八
代
へ
下
向
し
て

警
戒
に
当
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。

七
月
十
一
日
、
一
色
直
氏
は
上
相
良
氏
へ
（
姓
名
不
明
）
少
輔
四
郎
を
遣
す
か

ら
、
彼
に
属
し
軍
忠
に
抽
む
よ
う
軍
勢
を
催
促
（
相
一
三
○
）
し
て
い
る
。

貞
和
五
年
（
一
三
四
九
）
閏
六
月
、
足
利
幕
府
の
中
で
足
利
尊
氏
の
弟
直
義
と

執
事
高
師
直
・
師
泰
兄
弟
と
が
対
立
し
、
一
触
即
発
の
状
態
に
あ
っ
た
。

こ
れ
が
「
観
応
の
擾
乱
」
の
発
端
で
、
九
月
に
は
直
義
の
養
子
、
直
冬
が
九
州

へ
下
り
、
探
題
の
一
色
範
氏
方
（
尊
氏
方
）
、
足
利
直
冬
方
（
佐
殿
方
）
、
宮
方
（
征

西
宮
）
の
三
者
鼎
立
の
状
態
に
な
っ
た
。

観
応
元
年
（
一
三
五
○
）
四
月
廿
日
、
少
試
頼
尚
は
相
良
定
頼
へ
「
郡
内
事
、

一
向
畷
存
候
、
太
田
方
二
も
有
談
合
、
相
構
々
可
有
警
固
候
」
（
相
一
三
二
と

依
頼
し
て
い
る
。
恐
ら
く
郡
内
の
離
反
を
警
戒
し
た
も
の
で
、
上
相
良
氏
ら
が
蜂

起
し
た
の
は
六
月
頃
で
あ
っ
た
（
相
一
六
二
）
・

観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
三
月
、
足
利
直
冬
方
の
少
弐
頼
尚
は
慶
毒
寺
僧
了
監

寺
を
永
吉
庄
へ
下
向
さ
せ
、
足
利
直
冬
に
汲
し
た
上
相
良
氏
は
、
橘
遠
江
入
道
道

公
ら
と
四
月
廿
五
日
・
五
月
一
・
四
日
に
、
探
題
方
の
下
相
良
氏
と
合
戦
を
行
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
、
一
色
範
氏
は
三
池
兵
庫
助
跡
地
頭
職
を
勲
功
の
賞
と
し
て
（
下

十
、
観
応
の
擾
乱
と
足
利
直
冬
の
西
下
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南
北
朝
内
乱
の
中
で
、
山
田
村
が
い
か
に
伝
領
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

鎌
倉
末
期
の
永
吉
庄
に
つ
い
て
、
年
月
日
欠
（
元
亨
三
年
カ
ー
三
二
三
）
の
平
河

道
照
申
状
案
か
ら
、
地
頭
は
平
河
氏
で
、
預
所
職
は
北
条
氏
一
門
の
「
備
前
々
入

道
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

永
吉
地
頭
井
名
主
職
に
つ
い
て
は
、
平
河
氏
が
越
訴
中
で
、
そ
の
後
の
経
過
は

不
明
で
あ
る
。
こ
の
空
白
期
間
を
お
い
て
、
文
書
に
見
え
る
山
田
村
を
順
に
挙
げ

た
と
思
わ
れ
る
。

翌
年
一
月
十
七
日
、
少
試
頼
尚
は
相
良
孫
次
郎
・
八
郎
、
税
所
宗
円
宛
に
「
球

磨
郡
凶
徒
相
良
孫
三
郎
経
頼
等
退
治
事
」
に
つ
い
て
施
行
状
（
相
一
○
六
・
一
○

七
）
を
出
し
た
が
、
そ
の
勢
力
は
退
治
さ
れ
ず
、
経
尚
は
正
月
廿
二
日
に
相
良
定

頼
・
植
田
又
次
郎
・
小
田
二
郎
種
成
な
ど
を
し
て
、
南
朝
方
の
楯
篭
る
小
牧
城
を

攻
め
ざ
せ
た
。
こ
の
戦
い
は
双
方
に
負
傷
者
を
出
し
、
茄
長
側
も
十
人
が
負
傷
す

る
な
ど
の
激
戦
で
あ
っ
た
。

相
良
茄
長
は
、
四
月
廿
八
日
に
六
条
か
ら
成
る
軍
忠
状
（
相
一
○
八
）
を
作
成

し
た
。
こ
れ
に
は
下
相
良
氏
か
ら
離
反
し
た
理
由
は
述
べ
ず
、
．
族
家
督
相
良

因
幡
権
守
経
頼
」
「
経
頼
令
同
心
」
と
言
っ
て
い
る
。

下
相
良
一
族
は
、
惣
領
定
頼
を
中
心
に
行
動
し
て
き
た
だ
け
に
、
庶
子
茄
長
の

離
反
は
以
外
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
南
北
朝
の
内
乱
の
中
で
、
一
族
が
二

つ
に
分
か
れ
て
戦
う
こ
と
は
、
決
し
て
珍
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
事
実
、
球
磨
郡

で
も
、
平
河
・
須
恵
・
岡
本
・
小
田
氏
な
ど
の
一
族
も
、
二
つ
に
分
か
れ
て
対
立

し
て
い
る
。
南
北
朝
の
内
乱
が
庶
子
の
自
立
制
を
誘
引
し
た
と
も
い
え
よ
う
。

八
、
太
宰
少
試
頼
尚
領
永
吉
庄
山
田
に
つ
い
て

る
と
、①

建
武
五
年
（
一
三
三
八
）
八
月
日
の
相
良
定
頼
申
状
案
（
相
八
三
に
、
山

田
村
は
「
少
府
御
領
」
と
あ
る
。

②
興
国
二
年
（
一
三
四
一
）
壬
四
年
廿
八
日
の
相
良
肺
長
軍
忠
状
（
相
一
○
八
）

に
、
「
太
宰
少
試
頼
尚
領
永
吉
庄
内
山
田
城
、
頼
尚
代
楯
篭
之
」
と
あ
る
。

③
康
永
四
年
（
一
三
四
四
）
十
一
月
日
の
税
所
宗
円
申
状
案
（
相
一
二
○
）
に
、

「
永
吉
庄
御
代
官
新
御
領
平
六
入
道
宗
昌
」
と
あ
り
、
前
述
の
頼
尚
代
の
こ

と
と
思
わ
れ
る
。

④
年
月
日
を
欠
く
相
良
定
頼
井
一
族
等
所
領
注
文
（
相
一
六
一
）
の
中
に
、
相

良
定
頼
分
と
し
て
「
肥
後
園
球
磨
郡
永
吉
庄
半
分
百
十
五
町
、
平
河
左
近
充

（
少
試
）
頼
尚
跡
」
と
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
永
吉
庄
山
田
村
は
太
宰
少
試
頼
尚
領
で
、
頼
尚
代
の
永
吉

庄
御
代
官
が
現
地
に
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
平
河
氏
が
永
吉
庄
地
頭
職
を
全
て
失
っ
て
い
た
か
と
い
え
ば
、
そ

う
で
は
な
く
、
④
の
相
良
定
頼
井
一
族
等
所
領
注
文
の
中
に
、
「
肥
後
園
球
磨
郡

永
吉
庄
半
分
百
十
五
町
、
平
河
左
近
充
」
と
見
え
る
。

平
河
左
近
充
は
平
河
惣
領
も
し
く
は
そ
の
一
族
と
思
わ
れ
、
地
頭
・
頼
尚
代
で

あ
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
。
一
方
、
北
朝
方
の
拠
点
で
あ
る
山
田
城
は
、
平
河
氏

か
ら
永
吉
庄
御
代
官
新
御
領
平
六
入
道
宗
昌
へ
支
配
権
が
委
ね
ら
れ
、
少
試
頼
尚

の
命
で
下
相
良
一
族
が
城
を
警
固
し
て
い
る
。
恐
ら
く
こ
の
時
期
か
ら
山
田
城
は

下
相
良
氏
の
支
配
下
に
入
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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1

護
馨
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大瀬

座
／
耐
、
咽

、
物

渡

別
範
緬
〈
蝿

人吉画弾

注.線は主要河川を示す。

二．内の文字は国人の所在地

三コなしの文字は主要地名

第2図南北朝期に登場する国人と城館分布図

山
田
城
の
攻
防
戦
は
、
夏
場
の
中
で
十
日
間
に
も
及
ん
だ
。
こ
れ
は
、
南
北
朝

時
代
の
城
攻
め
の
例
か
ら
し
て
通
常
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
、
山
田
城
が
い
か
に

頑
強
な
山
城
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

山
田
城
の
落
城
を
見
届
け
た
筑
後
経
尚
は
、
廿
五
日
に
は
上
相
良
氏
の
多
良
木

村
へ
向
け
て
発
向
し
、
廿
六
日
ま
で
合
戦
を
行
っ
た
が
勝
敗
は
決
し
な
か
っ
た
。

経
尚
は
八
月
廿
八
日
に
、
税
所
宗
円
軍
忠
状
（
相
九
九
）
へ
証
判
を
加
え
、
ざ
ら

に
九
月
廿
日
に
相
良
定
頼
・
定
長
に
対
し
て
、
山
田
城
の
落
人
相
良
肺
長
以
下
凶

徒
が
散
在
し
て
い
る
か
ら
、
見
当
た
り
次
第
誹
伐
せ
よ
と
命
じ
た
（
相
一
○
○
・

一
○
二
．

そ
の
間
、
南
朝
方
は
体
制
を
整
え
る
た
め
、
暫
く
動
か
な
か
っ
た
が
、
小
田
六

郎
次
郎
真
成
が
経
頼
・
茄
長
な
ど
に
同
心
し
た
た
め
、
十
一
月
廿
六
日
に
は
西
村

の
東
方
城
に
押
寄
せ
、
追
落
さ
せ
て
同
所
の
小
牧
城
に
楯
寵
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
南
朝
方
の
再
蜂
起
に
対
し
て
、
経
尚
は
十
二
月
十
日
相
良
孫
次

郎
・
八
郎
（
相
一
○
四
・
一
○
五
）
宛
に

肥
後
園
球
磨
郡
永
吉
庄
木
枝
山
田
己
下
所
々
城
蹴
警
固
事
、
殊
所
感
存
也
、

多
良
木
経
頼
肪
長
等
重
可
打
出
之
由
、
有
是
聞
、
可
被
抽
軍
忠
候
、
価
執
達

忠
に
抽
む
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

如
件
、

と
い
う
奉
書
を
以
て
、
「
永
吉
庄
木
枝
山
田
己
下
所
々
城
蹴
」
の
警
固
に
つ
い

て
の
軍
功
を
賞
し
、
多
良
木
経
頼
・
相
良
砿
長
等
の
再
出
の
風
聞
を
聞
く
か
ら
軍

こ
れ
以
後
、
山
田
城
は
文
献
上
か
ら
姿
を
消
し
、
北
朝
方
の
警
固
す
る
所
で
あ
っ

七
、
山
田
落
城
と
落
人
相
良
紡
長
の
消
息
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河
彦
三
郎
以
下
凶
徒
蜂
起
事
殊
驚
存
候
」
と
述
べ
、
肺
長
の
叛
は
不
思
議
で
あ
り

上
相
良
の
多
良
木
経
頼
の
蜂
起
に
、
こ
と
の
ほ
か
驚
い
て
い
る
。

こ
の
蜂
起
は
、
建
武
五
年
（
一
三
三
八
）
に
次
ぐ
三
度
目
の
も
の
で
、
南
朝
方

の
勢
力
は
優
勢
で
あ
っ
た
。
妙
雲
は
さ
ら
に
相
良
兵
庫
充
定
頼
に

少
府
護
向
肥
州
、
来
月
八
日
治
定
候
、
其
間
、
木
上
城
巳
下
事
も
、
た
か
い

久
被
付
聞
召
候
、
又
御
預
城
を
も
固
御
持
候
者
、

と
あ
り
、
少
試
頼
尚
が
肥
後
に
発
向
す
る
ま
で
の
間
、
木
上
城
以
下
御
預
城
（
山

田
城
も
含
む
か
）
を
固
く
持
ち
こ
た
え
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

相
良
縫
殿
充
茄
長
軍
忠
状
（
相
一
○
八
）
か
ら
、
山
田
城
を
は
じ
め
と
す
る
諸

城
の
合
戦
が
窺
わ
れ
る
。

目
安肥

後
園
球
庁
郡
相
良
縫
殿
充
肪
長
軍
忠
次
第

一
満
長
一
族
家
督
相
良
因
幡
権
守
経
頼
敢
前
参
干
御
方
、
致
連
々
軍
忠
者
也
、

差
帖
長
経
頼
令
同
心
、
以
去
年
認
圃
三
月
廿
三
日
、
太
宰
小
試
頼
尚
領
永
吉

庄
内
山
田
城
馴
搬
誠
凶
徒
等
追
落
、
則
楯
篭
肪
長
之
虚
、
頼
尚
甥
筑
後
彦
次
郎

以
下
軍
勢
等
差
下
、
自
同
八
月
十
日
迄
廿
日
、
致
散
々
合
戦
之
刻
、
肺
長
親

類
若
黛
、
或
討
死
、
或
被
庇
了
、
難
然
、
依
篇
兵
糧
難
儀
、
引
退
彼
城
、
経

頼
一
所
城
楯
篭
了
、
不
是
等
之
次
第
、
経
篤
相
共
抽
忠
勤
之
間
、
被
存
知
者

也
興
国
元
年
（
一
三
四
○
）
三
月
廿
二
日
、
祐
長
は
挙
兵
し
太
宰
少
試
頼
尚
領
永

吉
庄
山
田
城
に
楯
篭
る
代
官
を
追
落
き
せ
、
自
ら
楯
篭
っ
た
。
六
月
十
六
日
に
は

茄
長
と
経
頼
子
息
な
ど
の
軍
勢
が
、
人
吉
庄
の
村
山
城
に
押
し
寄
せ
て
合
戦
、
廿

日
に
は
少
試
氏
の
若
党
が
楯
篭
る
原
田
城
に
押
寄
せ
て
城
を
焼
き
払
っ
て
い
る
。

廿
日
の
原
田
城
合
戦
は
「
相
良
孫
三
郎
経
頼
内
河
彦
三
郎
義
員
以
下
凶
徒
等
、

打
出
肥
後
園
球
磨
郡
永
吉
庄
、
及
合
戦
之
由
」
（
相
八
八
・
八
九
）
と
あ
る
よ
う
に
、

上
相
良
氏
が
、
八
代
の
内
河
氏
と
連
絡
を
と
り
な
が
ら
の
包
囲
作
戦
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
少
試
頼
尚
は
相
良
孫
次
郎
定
長
・
税
所
八
郎
景
宗
宛
に
、
一
色

範
氏
は
相
良
六
郎
三
郎
長
氏
宛
に
そ
れ
ぞ
れ
軍
勢
催
促
状
を
出
し
て
、
経
頼
・
義

員
・
茄
長
を
討
と
う
と
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
勢
力
は
悔
り
が
た
く
、
少
試
氏
は

自
ら
赴
こ
う
と
し
た
が
果
せ
ず
、
代
わ
り
に
甥
の
筑
後
彦
次
郎
経
尚
を
下
向
さ
せ

て
い
る
。

筑
後
経
尚
の
球
磨
郡
下
着
に
よ
っ
て
、
劣
勢
の
北
朝
方
は
一
挙
に
攻
勢
へ
出
た
。

ま
ず
手
始
め
に
八
月
六
日
に
、
荒
猪
倉
城
・
木
上
城
・
村
山
城
を
攻
め
、
九
日
に

肺
長
な
ど
が
楯
篭
る
山
田
城
へ
押
寄
せ
た
。

こ
の
頃
、
下
球
磨
郡
（
木
上
・
山
田
・
原
田
・
人
吉
を
含
む
地
域
）
が
北
朝
方

の
勢
力
範
囲
に
入
り
、
山
田
城
は
孤
立
し
た
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
上
相
良
氏

は
茄
長
の
支
援
の
た
め
、
十
日
に
伊
藤
八
郎
と
共
に
築
地
原
に
打
っ
て
出
る
こ
と

に
な
る
。

迎
え
打
つ
筑
後
経
尚
は
兵
を
二
手
に
分
け
て
、
相
良
六
郎
左
衛
門
尉
長
坊
・
相

良
十
郎
三
郎
助
唐
な
ど
は
築
地
原
へ
、
税
所
新
兵
衛
入
道
宗
円
・
相
良
孫
次
郎
定

長
・
相
良
八
郎
景
宗
な
ど
に
は
山
田
城
を
攻
め
さ
せ
た
。

築
地
原
合
戦
は
北
朝
方
の
勝
利
に
終
わ
り
、
上
相
良
氏
は
本
拠
地
の
多
良
木
村

へ
退
い
た
。
一
方
、
帖
長
は
多
良
木
勢
の
敗
北
に
も
め
げ
ず
、
山
田
城
を
持
ち
こ

た
え
た
が
、
「
茄
長
親
類
若
黛
、
或
討
死
、
或
被
漉
了
、
雛
然
、
依
篤
兵
根
難
儀
、

引
退
彼
城
、
経
頼
一
所
城
楯
篭
了
」
と
い
う
状
況
の
中
で
、
廿
日
（
北
朝
方
は
十

九
日
夜
と
い
う
）
に
は
引
退
し
、
経
頼
と
同
じ
城
に
楯
篭
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

－7－



に
加
担
し
、
球
磨
郡
や
近
隣
の
国
人
た
ち
を
誘
い
、
下
相
良
氏
（
定
頼
）
に
対
立

し
て
い
る
。
建
武
三
年
九
月
十
日
、
、
一
色
範
氏
は
下
相
良
一
族
の
相
良
孫
二
郎
宛

に
「
相
良
孫
三
郎
経
頼
以
下
凶
徒
」
が
、
球
磨
郡
内
に
楯
篭
っ
て
い
る
の
で
、
誰

伐
す
る
よ
う
に
軍
勢
を
催
促
（
相
七
四
）
し
た
。

こ
う
し
て
、
球
磨
郡
の
南
北
朝
時
代
は
上
相
良
氏
（
経
頼
）
と
下
相
良
氏
（
定

頼
）
の
対
立
に
、
球
磨
郡
の
国
人
た
ち
が
加
わ
り
、
両
派
に
分
か
れ
て
激
し
い
争

い
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
建
武
五
年
（
一
三
三
八
）
尊
氏
方
（
北
朝
）
の
中

心
人
物
で
あ
る
相
良
定
頼
の
申
状
案
（
相
八
三
に
、
は
じ
め
て
「
山
田
城
」
が

登
場
す
る
。
以
下
、
関
係
部
分
を
引
用
す
る
。

就
中
、
相
良
孫
三
郎
経
頼
、
須
恵
、
永
里
、
岡
本
、
奥
野
、
橘
佐
渡
八
郎
以

下
凶
徒
等
、
令
同
心
干
武
敏
、
兼
重
、
肺
唐
、
内
河
等
、
打
取
富
郡
、
構
城

榔
於
郡
内
、
引
入
鎮
西
凶
徒
等
、
相
従
近
国
、
疑
令
蜂
起
之
間
、
定
頼
自
東

前
毎
度
致
軍
忠
之
上
者
、
捨
命
存
御
方
之
条
勿
論
也
、
差
凶
徒
者
大
勢
也
、

定
頼
僅
錐
為
少
勢
、
相
分
干
二
手
、
篭
置
親
類
若
黛
等
於
山
田
城
、
致
散
々

防
戦
、
定
頼
者
則
押
寄
干
後
巻
、
如
元
追
篭
凶
賊
於
木
枝
城
畢
、

す
な
わ
ち
「
多
良
木
の
上
相
良
孫
三
郎
須
恵
、
永
里
、
岡
本
、
奥
野
、
橘
佐

渡
八
郎
な
ど
の
凶
徒
が
、
菊
地
武
敏
、
肝
付
兼
重
、
伊
東
茄
唐
、
内
河
頼
員
な
ど

に
同
心
し
て
、
郡
内
を
打
ち
取
り
、
城
廓
を
構
え
、
鎮
西
凶
徒
を
引
き
入
れ
、
近

国
を
従
え
蜂
起
す
る
疑
が
あ
る
。
そ
こ
で
定
頼
は
、
前
々
か
ら
の
軍
忠
は
い
ま
さ

ら
言
上
す
る
に
及
ば
ず
と
し
、
足
利
尊
氏
に
味
方
し
て
、
自
分
は
少
勢
な
が
ら
兵

を
二
手
に
分
け
、
山
田
城
に
は
親
類
若
党
を
楯
篭
ら
せ
、
所
々
で
防
戦
し
た
」
と

い
っ
た
内
容
で
あ
る
。

興
国
元
年
（
一
三
四
○
）
三
月
廿
二
日
、
下
相
良
一
族
の
相
良
縫
殿
充
肺
長
が
、

南
朝
方
の
相
良
因
幡
権
守
経
頼
に
同
心
し
、
北
朝
方
の
山
田
城
を
奪
取
す
る
事
件

が
起
き
た
・
茄
長
は
相
良
長
氏
の
子
息
で
、
定
頼
の
叔
父
に
あ
た
る
人
物
で
あ
る
。

こ
の
事
件
に
つ
い
て
、
六
月
廿
五
日
付
の
妙
雲
書
状
（
相
九
二
は
「
縫
殿
事

不
可
有
子
細
由
存
候
虚
、
成
御
敵
候
事
、
不
思
議
覚
候
」
「
迎
多
良
木
孫
三
郎
内

こ
こ
で
明
ら
か
な
こ
と
は
、
相
良
定
頼
と
対
立
し
た
南
朝
方
の
勢
力
が
、
多
良

木
の
相
良
孫
三
郎
を
中
心
に
し
た
上
球
磨
地
方
の
国
人
た
ち
で
、
彼
ら
は
須
恵
彦

三
郎
・
永
里
彦
二
郎
・
岡
本
・
奥
野
・
橘
佐
渡
八
郎
・
橘
遠
江
入
道
道
公
ら
で
あ

り
、
郡
内
に
城
廓
を
構
え
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
こ
と
は
球
磨
郡
内
に
お
い
て
、
南
北
朝
時
代
の
こ
の
時
期
に
、
い
く
つ
か

の
城
廓
が
築
城
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
城
郭
研
究
の
上
で
注
目
さ
れ
る
。

ま
た
、
申
状
案
に
は
「
軍
功
に
よ
り
、
人
吉
庄
北
方
半
分
地
頭
職
を
一
色
（
範
氏
）

殿
か
ら
返
給
さ
れ
賜
わ
っ
た
が
、
軍
忠
の
注
進
及
び
恩
賞
不
足
分
と
し
て
、
〃
一

族
経
頼
井
庶
子
等
跡
″
の
追
給
を
望
む
」
と
願
い
出
て
お
り
、
相
良
一
族
内
の
対

立
の
深
さ
を
、
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。

八
月
十
三
日
に
少
試
頼
尚
は
、
守
護
代
を
し
て
「
人
吉
庄
北
方
事
」
を
「
相
良

六
郎
三
郎
入
道
蓮
道
同
兵
庫
充
定
頼
」
に
交
付
せ
し
め
、
さ
ら
に
一
色
範
氏
は
暦

応
二
年
（
一
三
三
九
）
十
二
月
十
七
日
、
勲
功
の
賞
と
し
て
「
相
良
孫
三
郎
経
頼

跡
」
地
頭
職
を
相
良
兵
庫
充
定
頼
と
一
族
八
郎
殿
に
充
行
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
し
て
、
下
相
良
氏
が
上
相
良
氏
の
所
領
を
圧
倒
し
、
除
々
に
支
配
領
域
を
広
げ

て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

六
、
相
良
縫
殿
充
紬
長
の
挙
兵
と
山
田
城
合
戦
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子
息
三
郎
良
貞
・
四
郎
師
時
に
手
継
文
書
が
譲
ら
れ
て
い
る
。
譲
ら
れ
た
所
職
は

「
永
吉
地
頭
井
名
主
職
」
で
あ
っ
た
。

一
方
、
相
論
の
相
手
と
な
っ
た
預
所
（
職
）
は
、

彼
所
預
所
職
者
、
大
膳
大
夫
麿
元
朝
臣
建
久
三
年
被
拝
領
以
後
、
至
干
嘉
禄

元
年
、
地
頭
所
各
別
知
行
無
相
違
、
而
近
衛
中
将
責
春
朝
臣
相
継
麿
元
跡
自

嘉
禄
元
年
至
建
長
三
年
知
行
無
相
違
虚
、
建
長
三
年
責
春
朝
臣
始
依
被
押
領

地
頭
職
、
良
貞
致
訴
訟
虚
、
文
永
二
年
又
被
混
領
名
主
分
之
間
、
迷
是
非
者

也
、
凡
如
麿
元
朝
臣
所
帯
建
久
御
下
文
者
、
永
吉
牙
釧
井
西
村
可
為
預
預
職

云
、
、
取
栓
、
就
井
字
云
、
被
知
行
両
所
預
職
畢
、

と
あ
る
よ
う
に
、
建
久
三
年
（
二
九
三
に
大
江
麿
元
が
拝
領
し
、
嘉
禄
元

年
（
二
三
五
）
に
は
外
孫
の
近
衛
中
将
責
春
朝
臣
に
譲
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
れ
は
「
地
頭
所
各
別
知
行
」
、
「
自
嘉
禄
元
年
至
建
長
三
年
知
行
無
相
違

虚
」
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
責
春
が
永
吉
庄
地
頭
職
を
押
領
し
た
た
め
、
平

河
三
郎
入
道
観
蓮
（
俗
名
は
良
貞
）
は
訴
訟
を
起
こ
し
た
。

し
か
し
、
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
に
至
っ
て
は
、
名
主
分
ま
で
も
混
領
し
て

し
ま
っ
た
た
め
、
再
び
鎌
倉
幕
府
へ
越
訴
し
て
い
る
。

幕
府
は
、
①
の
弘
安
六
年
（
一
二
八
三
）
七
月
三
日
付
け
で

依
先
御
沙
汰
之
趣
令
依
違
之
由
、
良
貞
等
所
申
妾
非
無
其
謂
、
然
者
於
永
吉

地
頭
併
名
主
職
者
、
宛
給
替
於
富
給
人
、
如
元
可
被
返
付
干
良
貞
等
也
者
、

依
鎌
倉
殿
仰
、
下
知
如
件
、

と
い
う
裁
許
を
行
な
い
、
「
永
吉
地
頭
井
名
主
職
」
を
良
貞
に
返
付
し
て
い
る
。

預
所
職
は
同
年
十
月
に
「
豊
前
々
司
景
資
」
が
給
っ
た
が
、
弘
安
八
年
（
一
二
八

五
）
の
岩
門
合
戦
で
滅
亡
し
た
た
め
、
翌
年
に
「
備
前
々
司
入
道
」
が
拝
領
し
、

代
官
「
行
性
」
は
「
永
吉
地
頭
井
名
主
職
」
ま
で
も
押
領
し
て
し
ま
っ
た
。

平
河
弥
五
郎
入
道
道
照
は
、
①
の
関
東
下
知
状
案
が
守
ら
れ
ず
押
領
さ
れ
た
と

し
て
、
再
び
越
訴
を
企
て
て
い
る
。
②
の
申
状
案
を
書
い
た
当
時
も
、
越
訴
中
で

あ
っ
た
。

石
井
進
氏
は
「
そ
の
後
の
経
過
は
不
明
で
あ
る
が
、
（
中
略
）
平
河
氏
に
と
っ

て
は
形
勢
は
非
で
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
当
御
領
は
鎌
倉
殿
御
領

（
６
）

か
ら
北
条
氏
一
門
領
へ
と
い
う
経
過
を
た
ど
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
」
と

述
べ
て
い
る
。

以
上
は
、
平
河
氏
側
か
ら
見
た
「
永
吉
庄
」
（
山
田
村
を
含
め
た
）
の
伝
領
過

程
で
あ
る
。
現
地
支
配
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
史
料
不
足
で
明
ら
か

に
で
き
な
い
が
、
地
頭
平
河
氏
一
族
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
大
き

い
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

建
武
二
年
（
一
三
三
五
）
、
足
利
尊
氏
が
後
醍
醐
天
皇
の
政
権
に

南
北
朝
時
代
離
叛
の
意
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
に
よ
り
、
建
武
の
新
政
は
わ
ず

か
二
年
余
り
で
挫
折
し
た
。
翌
年
八
月
に
、
尊
氏
が
「
朝
敵
」
の
汚
名
を
逃
れ
る

た
め
に
持
明
院
統
（
光
明
天
皇
・
北
朝
）
を
擁
立
し
た
こ
と
に
よ
り
、
国
内
は
後

醍
醐
天
皇
の
大
覚
寺
統
（
南
朝
）
と
に
分
か
れ
、
南
北
朝
の
内
乱
を
迎
え
る
こ
と

に
な
る
。

球
磨
郡
で
は
、
人
吉
の
下
相
良
一
族
が
足
利
尊
氏
か
ら
招
か
れ
て
こ
れ
に
応
じ

て
い
る
こ
と
が
、
少
試
頼
尚
施
行
状
（
相
七
二
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
、
多
良
木
の
上
相
良
氏
（
経
頼
）
は
肥
後
の
南
朝
方
・
菊
地
武
敏
な
ど

五
、
上
・
下
相
良
氏
の
対
立
と
山
田
城
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復
元
を
試
み
た
の
が
第
一
表
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
、
永
吉
庄
は
球
磨
川
流
域
を
中
心
に
し
、
支
流
の
免
田
川
・
川
辺
川
・

山
田
川
・
万
江
川
流
域
に
及
び
、
そ
の
山
間
部
に
位
置
す
る
散
在
庄
園
で
あ
る
こ

と
が
推
測
き
れ
る
。
周
囲
に
は
人
吉
庄
・
須
恵
庄
・
公
田
な
ど
が
隣
接
し
、
複
雑

な
領
有
関
係
を
示
し
て
い
る
。

庄
園
の
中
心
は
、
目
良
生
村
（
木
上
か
）
を
は
じ
め
深
田
村
・
山
田
村
・
黒
田

村
な
ど
考
え
ら
れ
、
水
田
の
多
い
所
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
先
祖
書
に
見
ら
れ
る
深
田
・
山
田
氏
や
永
池
・
目
良
生
・
平
野
氏

な
ど
の
庶
氏
が
、
そ
の
村
々
で
分
立
し
て
い
る
こ
と
か
ら
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。

「
永
吉
庄
」
の
成
立
は
、
鎌
倉
幕
府
が
球
磨
郡
の
支
配
体
制
を
よ
り
確
立
し
た

時
期
で
、
肥
後
園
球
磨
郡
図
田
帳
写
が
作
成
さ
れ
た
建
久
八
年
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
後
、
永
吉
庄
の
地
頭
職
・
預
所
職
が
、
ど
の
よ
う
に
伝
領
さ
れ
て
い
っ
た

（
５
）

か
を
考
え
る
。

『
平
河
文
書
』
中
に
は
、
永
吉
庄
地
頭
の
平
河
氏
と
預
所
が
「
永
吉
地
頭
井
名

主
職
」
を
め
ぐ
っ
て
相
論
し
た
二
通
の
文
書
が
あ
る

①
弘
安
六
年
七
月
三
日
関
東
下
知
状
案
（
平
四
）

②
年
月
日
欠
平
河
道
照
申
状
案
（
平
五
）

こ
こ
で
は
②
に
至
る
経
緯
が
複
雑
な
の
で
、
必
要
な
部
分
の
み
の
紹
介
に
留
め

る
。
相
論
の
対
象
と
な
っ
た
「
永
吉
地
頭
併
名
主
職
」
に
つ
い
て
平
河
弥
五
郎
入

道
道
照
は
、

道
照
等
先
祖
開
発
私
領
也
、
然
間
平
河
三
郎
師
隆
平
家
逆
乱
之
時
、
右
大
将

四
、
永
吉
庄
の
伝
領
と
支
配
体
制

家
御
代
一
旦
、
蒙
御
勘
気
、
無
苦
之
子
細
被
聞
食
披
、
文
治
三
年
六
月
十
六

日
安
堵
御
下
文
云
、
早
可
令
安
堵
之
由
可
令
下
知
云
、
、
同
年
十
二
月
三
日

遠
景
施
行
云
、
早
任
御
教
書
可
被
安
堵
云
、
、

と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
後
、
建
長
二
年
（
一
二
五
○
）
に
地
頭
平
河
師
良
か
ら

第
一
表
永
吉
庄
の
村
落
・
地
名
の
比
定
地
一
覧
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永
吉
庄
の
成
立
を
考
え
る
上
で
、
庄
名
が
「
肥
後
園
球
磨
庄
安
富
領
内
三
善
」

か
ら
、
永
吉
庄
へ
と
代
わ
っ
た
時
期
が
問
題
と
な
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
文
治
三
年
に
「
球
磨
御
領
」
と
あ
り
、
建
久
三
年
は
「
球

磨
庄
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
変
換
期
は
そ
れ
以
後
と
考
え
ら
れ
る
。
恐

（
３
）

ら
く
建
久
八
年
（
二
九
七
）
潤
六
月
日
肥
後
園
球
磨
郡
図
田
帳
写
（
相
二
）
に

鎌
倉
殿
御
領
五
百
丁

預
所
因
幡
大
夫
判
官

永
吉
三
百
丁

地
頭
良
峯
師
高
子
息
字
平

紀
平
次
師
翻

須
恵
小
太
良
家
基
領
百
五
十
丁

と
所
見
す
る
ま
で
の
期
間
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
時
期
に
つ
い
て
、
村
上
豊
喜
氏

は
「
球
磨
御
領
が
人
吉
庄
・
鎌
倉
殿
御
領
・
公
田
に
分
け
ら
れ
た
時
期
と
同
一
で

あ
る
。
そ
の
時
期
を
具
体
化
す
る
な
ら
、
建
久
三
年
八
月
大
江
広
元
が
鎌
倉
殿
御

領
の
預
所
職
に
任
じ
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
は
こ
の
時
期
こ
そ

（
４
）

幕
府
の
力
が
没
官
領
の
球
磨
御
領
に
本
格
的
に
及
ん
だ
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

次
に
、
永
吉
庄
の
所
領
・
庄
域
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
ま
ず
平
河
氏
の
霊
社
と

伝
え
ら
れ
る
大
王
社
の
所
在
地
は
、
良
峯
姓
先
祖
書
（
平
一
二
）
に
よ
れ
ば
庶
氏

の
「
苗
字
の
地
」
で
あ
り
、
「
平
河
師
高
譲
状
案
」
に
見
え
る
村
々
と
一
致
し
て

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
譲
状
案
は
あ
る
時
期
の
永
吉
庄
の
所
領
・
庄
域
を

表
現
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
現
在
の
村
名
と
地
名
に
あ
て
は
め
て
、

三
、
永
吉
庄
の
成
立
と
庄
域
に
つ
い
て

､ 匡詞

↓川迩川

1.:｡:｡:＊
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■
■
■
ｑ
■
■
ず
。
ｅ
■
．
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。
□
叩
●
■

ロ
ロ
、
。
。
、
■
０
●
。
■
ロ
ロ
白
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。
■
裸
“
■
。
■

＃
蕊
》E璽罰

画ヨ
↓万江!'’

職
永吉庄

医罰

山田川

樫/皿鍍
『
一

三
に

《ヘミ、
球磨川 回 園ヨ

国 巨二…E団

参
区画
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I

注．線は主要河川を示す。

匡．内の地名は文書に見える村名 一

第1図鎌倉時代の球磨郡の所領分布図

－3－



平
川
三
郎
師
高
重
代
所
領
田
数
注
文

一
所
肥
後
園
求
麻
郡
永
吉
庄
之
内
横
瀬
卦
に
詞
石

一
所
同
郡
永
吉
庄
之
内
青
山
之
村
田
地
廿
六
町
ユ
廿
誕
石

一
所
同
郡
同
庄
之
内
目
田
之
村
十
四
町
五
反
程
計
九
石

一
所
同
郡
同
庄
之
内
山
田
之
村
田
地
四
十
町
一
反
頭
什
露

一
所
同
郡
同
庄
之
内
黒
田
之
村
田
地
三
十
九
町
五
反
唖
柘
貫

一
所
同
郡
同
庄
之
内
原
田
之
村
田
地
廿
七
町
四
反
至
什
動
石

一
所
同
郡
同
庄
之
内
深
水
六
町
三
十
九
石

一
所
同
郡
同
庄
之
内
を
う
か
き
田
地
八
町
二
反
釦
五
石

一
所
同
郡
同
庄
之
内
平
野
之
村
田
地
十
三
町
二
反
梱
卦
註
石

一
所
同
郡
同
庄
之
内
永
池
之
村
田
地
八
町
五
反
恒
弐
箪
石

一
所
同
郡
同
庄
之
内
中
神
之
村
田
地
十
九
町
室
什
鴎
石
二
斗

一
所
同
郡
同
庄
之
内
渡
之
村
田
地
五
町
対
馳
石

一
所
同
郡
同
庄
之
内
目
良
生
村
田
地
四
十
町
七
反
一
指
産
十
石

一
所
同
郡
同
庄
之
内
深
田
之
村
内
田
地
五
十
町
垂
栢
妬

一
所
同
郡
同
庄
之
内
河
豊
之
村
田
地
八
町
垂
措
》
蔀

一
所
同
郡
同
庄
之
内
尾
瀬
之
村
娼
や
型
肘
凍
い
た
五
十

一
所
同
郡
同
庄
之
内
高
野
瀬
の
村
嵯
や
乱
廿
棟
奇
垂
矩
か
ミ
三
帖
、

一
所
同
郡
同
庄
之
内
五
木
之
村
殖
奉
呈
詣
軍
い
た
千
五
百
、

一
所
同
郡
同
庄
之
内
田
代
之
村
潅
劫
い
一
圭
牧
冒
迅
桂
弔
茶
五
十
斤

一
所
同
郡
同
庄
之
内
は
し
か
ミ
之
村
瓶
諭
些
一
憲
却
対
職
壷
栢
耽
ｆ

（
て
脱
力
）

右
、
於
此
村
者
、
師
高
希
代
相
惇
之
私
領
也
、
然
於
譲
嫡
子
師
貞
等
詑
、
於

（
マ
、
）

（
マ
、
）

子
ミ
孫
之
、
無
他
嫡
子
可
為
領
知
、
自
然
沙
汰
之
時
者
、
此
目
録
以
可
致
沙

汰
之
状
如
件
、

干
時
建
久
二
年
五
月
三
日

永
吉
地
頭
良
峰
師
高
擁

こ
の
文
書
か
ら
、
山
田
村
は
永
吉
庄
に
含
ま
れ
、
領
主
は
「
永
吉
地
頭
良
峯
師

高
・
師
貞
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
工
藤
敬
一
氏
は
文
書
形
式
と

記
述
の
内
容
に
疑
問
を
も
ち
、
「
当
文
書
は
訴
訟
に
際
し
、
そ
れ
以
前
の
平
河
氏

（
２
）

の
所
領
内
容
を
主
張
す
べ
く
、
後
年
作
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
し
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
後
年
、
地
頭
平
河
氏
が
預
所
と
相
論
し
、
越
訴
し
た
際
の
弘
安
六
年

（
一
二
八
三
）
七
月
三
日
関
東
下
知
状
案
（
平
四
）
と
、
年
月
日
欠
の
平
河
道
照

申
状
案
（
平
五
）
に
よ
る
と

①
文
治
三
年
（
二
八
七
）
六
月
十
六
日
、
右
大
将
家
（
源
頼
朝
）
か
ら
所
領

安
堵
御
下
文
が
下
さ
れ
、
伊
豆
藤
内
（
天
野
）
遠
景
に
よ
っ
て
施
行
。
伝
達

さ
れ
た
が
、
下
文
に
は
「
下
球
磨
御
領
、
可
早
任
御
教
書
、
被
安
堵
平
河
三

郎
身
事
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

②
大
膳
大
夫
（
大
江
）
麿
元
が
、
建
久
三
年
（
二
九
三
に
拝
領
し
た
預
所

職
は
「
肥
後
園
球
磨
庄
安
富
領
内
三
善
井
西
村
預
所
職
」
で
あ
り
、
関
東
下

知
状
に
「
永
吉
守
醤
と
い
う
割
書
が
あ
る
。

②
の
中
の
「
西
村
」
は
須
恵
氏
の
所
領
で
あ
る
所
か
ら
、
平
河
氏
の
所
領
は
「
安

富
領
内
三
善
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
な
る
と
、
平
河
師
高
譲
状
案
に
見
え

る
「
永
吉
庄
」
は
と
う
て
い
存
在
し
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
ま
し
て
「
肥
後
国
求

麻
郡
永
吉
庄
之
内
横
瀬
」
と
い
う
記
述
は
あ
り
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
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中
世
の
山
田
村
を
語
る
に
は
、
文
書
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
近
世
の
山
田
村

を
通
し
て
、
村
落
を
素
描
す
る
。

山
田
城
跡
は
、
熊
本
県
球
磨
郡
山
江
村
大
字
山
田
に
あ
り
、
中
世
に
は
「
球
磨

郡
永
吉
庄
」
の
山
田
村
に
含
ま
れ
て
い
た
。

山
田
村
に
関
す
る
文
書
は
『
相
良
家
文
書
』
に
十
二
点
、
『
平
河
文
書
』
に
二

点
を
数
え
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
に
金
石
文
が
加
わ
る
。

近
世
の
編
纂
物
で
は
、
『
麻
郡
神
社
私
考
』
や
相
良
家
史
編
纂
物
の
『
南
藤
蔓

錦
録
』
・
「
求
麻
外
史
」
・
『
歴
代
参
考
」
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
関
し
て

は
内
容
に
錯
誤
・
史
料
操
作
が
見
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
永
吉
庄
の
成
立
を
通
し
て
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
山
田
村
の
変
遷
を

明
ら
か
に
し
、
そ
の
上
で
南
北
朝
内
乱
の
中
で
の
「
山
田
城
」
を
位
置
付
け
た
い
。

な
お
、
用
い
た
文
書
・
史
料
の
一
部
は
、
史
料
篇
に
所
収
し
、
出
典
・
文
書
名

な
ど
は
引
用
上
、
省
略
（
例
え
ば
『
相
良
家
文
書
」
之
一
、
二
号
文
書
は
以
下
、

相
二
）
し
て
い
る
。
註
や
参
考
文
献
は
巻
末
に
附
し
た
。

鎌
倉
・
南
北
朝
期
の
山
田
村

は
じ
め
に

一
、
「
中
世
の
山
田
村
」
の
素
描

ｌ
南
北
朝
内
乱
の
中
の
「
山
田
城
」
と
そ
の
歴
史
的
背
景
Ｉ

鎌
倉
時
代
「
山
田
村
」
が
文
書
・
史
料
の
上
で
初
め
て
登
場
す
る
の
は
鎌
倉
時

代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
所
領
と
領
主
に
つ
い
て
は
、
建
久

（
１
）

二
年
（
二
九
二
五
月
三
日
の
平
河
師
高
譲
状
案
亀
熊
本
螺
史
料
』
中
世
篇

三
一
号
文
書
、
以
下
、
平
一
と
略
す
）
に
詳
し
い
。

山
田
村
は
東
西
両
方
か
ら
、
東
浦
川
と
西
河
内
川
が
南
下
し
て
お
り
、
両
河
川

が
二
つ
の
谷
を
形
成
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
川
は
村
の
中
心
部
寄
り
で

合
流
し
て
、
本
流
の
山
田
川
に
な
る
。
こ
れ
ら
支
流
を
含
め
た
河
川
流
域
に
谷
底

平
野
と
低
山
、
及
び
丘
陵
地
沿
い
に
村
落
が
開
け
、
山
田
村
が
形
成
さ
れ
る
。

西
河
内
川
流
域
に
は
、
西
河
内
・
城
子
・
石
原
・
下
城
子
な
ど
の
集
落
が
あ
り
、

東
浦
川
流
域
に
は
番
慶
・
板
野
・
東
浦
集
落
が
あ
る
。
そ
し
て
、
谷
底
平
野
の
微

高
地
に
一
丸
・
辻
・
味
園
の
集
落
が
あ
る
。
山
田
川
流
域
に
は
、
右
岸
に
寺
下
・

井
手
口
集
落
、
左
岸
に
は
手
石
方
・
堂
園
・
長
ケ
峰
・
合
戦
峰
の
集
落
が
展
開
す
る
。

地
元
で
は
、
山
田
の
中
心
地
を
「
里
」
と
称
し
、
一
帯
に
、
「
御
園
」
「
辻
」
の

字
名
が
残
っ
て
い
る
。
同
地
は
、
村
内
に
お
け
る
交
通
の
要
所
で
、
地
頭
館
の
比

定
地
で
も
あ
る
。
近
く
に
湧
水
地
が
多
く
、
水
田
耕
作
に
最
適
の
場
所
で
あ
る
。

特
に
、
水
田
に
残
る
字
名
「
前
田
」
「
久
保
田
」
「
五
反
田
」
な
ど
は
、
中
世
特

有
の
地
名
と
思
わ
れ
、
地
頭
直
轄
地
と
し
て
の
門
田
の
可
能
性
が
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、
周
辺
に
、
「
地
主
・
地
頭
」
の
霊
社
と
伝
え
ら
れ
る
神
社
や
、
平
安
末

期
の
毘
沙
門
天
立
像
を
安
置
す
る
高
寺
院
な
ど
が
存
在
し
、
西
側
の
山
付
き
に
、

山
田
城
跡
が
眺
望
さ
れ
る
。

二
、
平
河
師
高
譲
状
案
に
つ
い
て
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史
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三
、
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四
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文

二
、
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一
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解
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図 版2

山田城跡航空写真(2)
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山田城跡遠望

(南側麓の寺下より望む）

山田城跡迫地(1)

（草木伐栽後）

山田城跡迫地(2)

(発掘着手直前）

図版3



図版4

山田城跡の迫地と東西尾根

山田城跡の東側尾根と

その西側斜面

山頂より南東側張り出し

尾根を眺む



山田城跡線外

（堀切1）

山田城跡路線外

（堀切2）

山田城跡路線外

(堀切3．二重堀）

図版5



図版6

第1期整地層検出状況(1)

第1期整地層検出状況(2)

第1期整地層検出状況(3)



図版7
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図版8

第Ⅱ期整地層より

出土の水妻片(1)

第Ⅱ期整地層より

出土の水雪片(2)

第Ⅱ期整地層より

出土の水套片(3)



第Ⅱ期整地層検出の

野鍛冶跡(1)

第Ⅱ期整地層検出の

野鍛冶跡(2)

第Ⅱ期整地層検出の

野鍛冶跡(3)

図版9



図版10
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図版11

第Ⅲ期文化層の検出状況(1)

第Ⅲ期文化層の検出状況(2)

第Ⅲ期文化層の検出状況(3)



図版12

東側尾根の遺構検出状況(1)

東側尾根の遺構検出状況(2)

東側尾根の遺構検出状況(3)



図版13

西側尾根の遺構検出状況(1)

西側尾根の遺構検出状況(2)

西側尾根の遺構検出状況(3)



図版14
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し． 迫地上段における士層断面

南東側張り出し尾根土層断面
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第1期整地層出土の集石遺構
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あとがき

山田城跡の発掘調査と報告書作成に際しては、日本道路公団福岡建設局人吉工事事務所から

多大な御配慮を賜りました。特に、村田文敏・古賀文雄・豊永盛喜・岩永一男・石丸裕の各

氏に対し、心から厚く御礼を申し上げます。

ざらに、調査に従事した地元・作業員の方々 や、山田城跡調査スタッフの諸氏（黒田・菖蒲

・松舟・永田・石工・溝口・宮崎）及び同僚の西住欣一郎文化財保護主事に深く感謝の意を表

します。

(大田）
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 この電子書籍は、熊本県文化財調査報告第 102 集を底本として作成しました。

閲覧を目的としていますので、精確な図版などが必要な場合には底本から引用
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